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ビデ オ , マイ コン , オー ディ オ 


Hi-Fi ビデ オ の 性 能 を みる 
注目 の 新 製品 イン タビ ュー 


京セラ ファ イン セラ ミッ ク ・ プ レー ヤ PL - 91 0 … 金 子 英男 723 


LHO070 を 使用 し た , 25mV か ら 10V ま で 可変 で きる 
其 準 電圧 発生 器 の 製作 と VCO の 実験 ……… 染谷 勝 史 739 


4 重 積分 方 式 
高 精度 AD 変換 器 の 製作 (Part1) …… 逆瀬川 略 一 朗 749 


初心 者 向け に まとめ た 


パソ コン 用 プリ ンタ の 種類 と 特徴 Noneabvgera 五藤 寿 樹 755 
ロク ハン スピ ー カ ユニ ッ ト を 生き か えら す 


P-610 の エッ ジ を 修復 … 


ユニ ー ク な ビデ オ 2 機種 


ソニ ー SL -HFR30 十 HFP-100 
サン ヨー VTC-MH5 …- 


使い 方 は アイ デア 次 第 


ポピュラー な VCA IC の 華 本 か ら 応 用 まで 
第 2 回 570 ファ ミリ ー… 


オー ディ オ ゼ ミ 84 を みる 
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NHK 衛星 放送 が スタ ー ト 
衛星 放送 を 受信 し て みて 


ソニ ーAPM スピ ー カ を 使用 し た レコ ー デ ィング 
フォ ー ル ド バ ッ クシ ステ ム の 斬新 な 方 法 


ディ ジタル フィ ル タ 採 用 
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第 59 回 ビジ ネス ショ ウ , マ イコ ン シ ョ ウ "84 開催 さる 


@ その 他 
ハム フェ ア 開 催 の お 知ら せ 
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実現 する ハイ ブリ ツ ド IC 本 5 望月 徹 7Z8 
NHIK 栽 術 ス コー ブーーーー 松元 睦 雄 784 
SWL 最新 スケ ジュ ー ル …………… 担当 小林 良夫 
今月 の ダイ ヤル ポイ ント ……………… を 9p 
豆 知 識 ア ラ カ ル ト ………… 中 ーー 
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ソニ ー AVU-150 
使い 勝手 の 良い コン パク トカ ラー ビデ オカ メラ 
ミノ フルタ “TOROONE“ 


2 ウェ イス ピー 
B&W の SP: シス テム DM 110… 及川 公 生 734 


MSX 対応 坂 写 プ B ンタ 
マハ PN- 


DD モー タ 措 載 ヘッ ド フ ォ シ ンズ ステ レオ 
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ラジ オ , テレ ビ 放 送 の 送 ・ 受 信 技 術 全般 と 関連 技術 を 中 心 に 編集 し て いる 月 刊 誌 
に 
番組 制作 技術 な どの 実際 面 を 取り 上 げ て お り , 放送 関連 の 技術 者 , 学生 か ら 好評 を いた だ いて いる , 業界 唯一 の 
技術 専門 誌 で す 。 

(年 間 予 約 購読 を お すす めし ます 。 年 間 8,760 円 , 送料 は 弊社 負担 で す 。 詳 し いこ と は お 問い 合わ せ 下 さい 。) 


好評 発売 中 
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デオ 編集 技術 | 








小川 

小型 カメ ラ と 携帯 用 V T R の 出現 を 契機 に し て , ビデ オ 制 作手 法 も 多様 化し , ビデ オ 編 集 な くし て テレ ビ 番 組 
の 制作 は 考え られ な い 。 こ の ビデ オ 編 集 の 基礎 的 原理 を は じ め , タイ ムコ ー ド の 特性 と 利用 , 編集 装置 自体 の 操 
作 と 動作 ・ 機 能 , 
解説 し て いま す 。 





武 閉 定価 2300 円 (送料 250 円 ) A5 判 280 頁 




















また , ポス ト プ ロ ダク ショ ン の 中 心 で ある ビデ オ 編 集 作業 の 実態 , 各種 規格 な ど を わか り 易 く 




















る も みん に さ る グ タ ぐふ % 呈 
に ) 7 emem る 
| 放送 ミク シン スタ ジオ : 
監修 : 青柳 一 雄太 田 時 雄 定価 2800 円 (送料 250 円 ) A5 判 350 頁 
* ミ クシ ング と は 何 か ” RE い 室 内 
音響 . マイ クロ ホン ,。 ミク シン グ コ ン ソ ー ル を は じ め , 洋楽 , 楽 , 邦楽 ,。 ラ ジオ ドラ マ , テレ ビ ド ラマ な ど 
の ミク シン グ , ステ レオ 効果 を , Peta ーー 


放送 ミク シン グ 王 局 外 中 継 編 


監修 : 青柳 一 雄 定価 2600 円 (送料 250 円 ) A5 判 340 具 
スタ ジオ 外 に お ける 中 継 番組 の ミク シン グ 技 術 を 中 心 に まとめ た も の で , 各種 催し 物 , スポ ー ツ 番組 。 自然 音 
な どの ミク シン グ , 拡声 ミク シン グ , 中 継 用 機器 に つい て 解説 し て いま す 。 また , 舞台 。 スポ ー ツ な どの 中 継 の 
合 に 知っ て お か な けれ ば な ら な い , 最小 限 の きま り ご と や 用 語 に つい て も ふれ て いま す 。 


















































「 テ レビ 制作 の テク ニッ ク | 








編集 部 編 定価 1800 円 (送料 300 円 ) B5 判 290 頁 
テレ ビ 番 組 を 制作 する うえ で 知っ て お か な けれ ば な ら な い 基 本 的 事項 を 取り まとめ た も の で , テレ ビ 番 組 の 制 
作 , テレ ビ の 美術 , テレ ビ カ メ ラ と 付属 機器 , テレ ビ 制 作 の 実際 。 テレ ビ 照 明 . テレ ビ カ メ ラフ ラ ワーク, カメ ラ お 
よび VTR の 7 章 か ら な り , 多数 の 制作 事例 を 折り まぜ , 初級 者 は も と より , 経験 者 に も 役立つ 実用 書 で す 。 
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ジオ ォ ・F M 放 送 用 受信 機 








阿部 久 郎 著 定価 2800 円 (送料 250 円 ) A5 判 260 具 
鍼 石 式 か ら 始ま っ た ラジ オ 受 信 機 は 、 戦後 スー パ ・ へ テロ ダイ ン 方 式 が 普及 し , 更に は トラ ンジ スタ の 出現 に 
よっ て 急速 に 広まっ て きた 。 こ の よう に 推移 し て きた 放送 を 対象 に し た 受信 機 の , 主 に 復調 回 路 ま で を 中 心 に 解 
説 し て お り , 基本 的 を 場合 を 除い て 。 ほとんど 半導体 を 使用 し た 回 路 を 事例 と し て 用 いて いる 。 


出版 目録 及び 書籍 の お 申し 込み は 下記 へ 
〒102 東京 都 千 代田 区 飯田 橋 2 一 8 一 7 


TEL(03)265-4831⑩ 郵便 振 夫 東京 8-18129 兼 六 館 出版 株 式 会 社 
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> 回 較 | 転 剖 只 | ) 


「 ゆ り 2 号 」 に よる 初 の 衛星 放送 
が NHK に より 12 日 ひら スタ ー ト 
し た 。 放送 開始 の 5 月 12 日 , 13 日 
の 両日 は 。 いろ いろ な 記 意 特集 番 
組 び こり ひろ げ ら れ だ 。 ま だ 全国 
各地 の NHK や 街頭 な ご でも 一 斎 
に 受信 公開 が 行わ れ だ 。 特 に 東京 
渋谷 の N H K 放 送 セ ンダー 玄関 前 
で は , 開局 記 飼 フェ ステ ィ バ ル が 





ーーー や ーーme 


前 | 2 記 . 


ひら か が れ , その 模様 が 放送 され だ 。 
まだ メー カー の 展示 場 で は , BS 
アテ プッ 日 コー ラガ 掛り トド 
され , 鮮明 な 衛星 放送 の 画面 と 臨 
場 感 あふ れる 音 に つつ まれ だ 。 


会 場 中 央 の 特別 設置 の ステ ー ジ 
で は ニュ ユー ミュ ユー ジック の 演奏 を 
中 届 に , 映像 と 音声 の デモ ンス ト 


* < 
1 
会場 中 央 に 設け られ た 特設 ステ ー ジ で は 。 ニューミュージック が 演奏 さ れ , 衛星 放送 で 生 中 継 され た 。 


レー ショ ン が ぐり の ひろげ られ , こ 
の 様子 が 生 中 継 さ まれ だ 。 ま ただ, 同 
時 に 高 品位 テレ ビ カ メ ラ に よ つ て 
も ご この 模様 が , 写し だ され だ 。 ご 
れ は 横 2 m, 縦 1.3m の 投射 形 の 
プロ ジェ クタ に 投射 され だ が 実に 
きれ いな お 映像 が うつ し 出さ れ だ の 
で ある 。 





0 ュー 
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5 月 13 日 , 当 編 集 室 で この 衛星 
放送 を 受信 し て みた 。 番組 は , 超 
上 Hi-Fi と いわ れる B モ ー ド の N 響 
時 テラ イト コン サー ト で ある 。 視 
聴 に は 当 編集 室 の 他 , 評論 家 で あ 


視聴 記 ① 

5 月 13 日 は あい に ぐ 肥 二 の けむ 
る 悪天候 で 受信 状況 は よく な か ガ が つ 
だ が , 5 月 10 日 N HK ホー ル で 収 
録 の N 響 サテ ライ トコ ン サ ー ト は , 
鮮明 な 画像 と 臨場 感 あ ふれ る 高音 
質 で , だ い へ ん すばらし か が つた だ 。 
受信 映像 の 評価 は , まず 第 1 に 
琶 げた い の は , ゴー スト の まつ だ 
く な い 美 し い 画面 だ 。 東 京 で は , 
高層 ビル 群 の 複雑 な 反射 に より 生 
じ る ゴー スト は 救う すべ も な か つっ 
だ が , この ゴー スト レス の 画面 は 
責 重 な 衛星 放送 の 贈り 物 だ 。 
第 の は , 解 優 度 の 高い グラデ 





ABS ア ン テ ナ 


衛星 放送 を 受信 じ て み て 


る 原 正和 氏 , 藤岡 基 氏 , 出 原 真澄 
氏 に お 願い し て その 印象 を 述べ て 
も ら っ た 。 な お 試聴 装置 は , BS ア 
ン テ ナ TA-BS1075( ナ ショ ナル ), 
BS チュ ー ナ TU-BS201( ナ ショ ナ 


ーション ( 階 調 ) の 豊富 な 鮮明 な 
カラ ー 画 質 だ 。 こ れ は , 帯域 幅 27 
MHz の F M 放 送 で 帯域 を 4.5MHz 
に 拡げ だ 映像 信号 を 受信 し て , ベ 
ー ス バン ド で 映像 信号 を シス テム 
カラ ー テ レビ に 供給 レ て 視聴 し だ 
だ め だ 。 し か し , 天候 の 影響 か S 
N 比 が 少々 気 に な つ だ た 。 

音声 に つい て は , B モ ー ド の N 
響 の 番組 の , さす が に ダイ ナミ ッ 
クレ ンジ の 広い SN 比 の 良好 な 高 
音質 に くら べ , A モ ー ド の YMO 
スペ シャ ルアン コー ル は , や や 闇 
き 劣 り が し だ 。 

と ころ で , B S チ ユー ナガ か ら は 





ル ), ア ンプ C-280, P-600( ア キュ 
フェ ー ズ ) , スピ ー カ NS-1000M 
(ヤマハ)。 
視聴 協力 は 全日 本 テレ ビ サ ー ビ 
ス ( 株 )。 












ベー スバ ンド の 映像 と 音声 信号 の 
ら チ ヤ ネ ル と , UHF13 チ ャ ヤ ネル 
出力 が 取り 出せ る が , 衛星 放送 の 
高 画質 , 高音 質 を 十分 楽し びに は 
シス テム カラ ー テ レビ に 適当 な オ 
ー デ ィ オ アン プ と スピ ー カ シス テ 
ム の 組み 合わ せ を お すす めし た だい 。 
一 般 テ レビ で は , 帯 城 7MHz の 
高 品質 の F M 信 号 が 一 般 テ レビ 放 
送 の 6MHz の AM 信号 に 変 拠 さ 
れる だ め に , カラ ー 画 質 と PCM 
音声 な ど に , 衛星 放送 の 特徴 が 生 
されない だ め だ 。 ( 原 正和 ) 





ぁ 東芝 の 展示 小間 。 
地上 波 と 衛星 波 を 同時 受信 し て 紹介 


視聴 記 ② 

読者 諸兄 が 既に 承知 の と お り , 
放送 衛星 BS-2 a は 8 系 統 の ト 
ラン スポ ンダ の うち , 2 系 統 ガ 故 
障 。 現在, 残っ だ 1 系 統 で 放送 を 
開始 し た 。 期 待 が び 大 きか ひつ だ だ け 
に 残 意 無 意 。 レ か し , 当初 の 計画 
は 変更 , 縮 少 され る も の の , 放送 
は と に か ぐ 始 まつ た 。 

そし て 去る 5 月 13 日 , 午前 10 時 
「N 妖 サテ ライ ト ・ コ ン サ ー ト .」。 
実は これ が 衛星 第 1 テレ ビビ に おけ 
る 初め て の B モ ー ド ・ ス テレ オ 放 
送 で あつ だ 。B S -2 a か ら の 音声 
信号 は A モ ー ド と B モ ー ド の 2 つ 


が ある が , 16 ビ ピット の B モ ー ド が 
最高 の クオ リティ で ある 。 

まず ざ , 敬 き な の は 画質 の 良さ 。 
ゴー スト の ` ゴ の 字 、 も な いし , 
色調 と その 深み , フォ ー カ ス の シ 
ジー プ さ な ど は , カラ ー モ ニタ ヤー 
の 有 再現 性 さえ 問題 に し だ く な る ぼ 
ど で あ つた だ た 。 聴覚 より も 視覚 の 万 
が より 具体 的 感覚 だ ひら, どう レ 
て も 当初 は 画質 に 支配 され て いた 。 

気 を と り 直 し て 音 を 聴く と , ご 
れ ま だ , これ が 放送 波 に よる 音質 
か と わが 耳 を 疑う 。 従 来 ひ けら の 放 
送 波 で 最高 の 音質 は F M だ が , ご 
の B モ ー ド ・ ス テレ オ は , ズバ パリ い 


つて し まえ ば 無 変調 か らし て グレ 
ー ド が 違う 。 静寂 その も の な の で 
ある 。 そ し て 音 場 空間 の か だ たち が 
自然 だ 。 

曲目 が メン デル ス ゾ ー ン の 「 ズ ス 
コット ラン ド 」 他 で , ちよ つと 
か つっ だ が オリ ジ ナ ル 銀 音 ガ ディ ジ 
タル の だ めも あり , 中 低 域 か ら 低 
域 の 分 解 能 , 高城 の 伝送 損失 の な 
さ , ダイ ナミ ッ ク レ ンジ の 広 さ な 


ど , それ は みごと な フク オ リ テイ で 
あつ た 。 ま さ に 画 期 的 放送 波 の 誕 


生 で あり , オー ディ オ , ビデオ の 
両 ファ イル に と っ て 新しい プロ グ 
ラム の 出現 で ある 。 ( 朋 岡 虎 ) 
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* 南大 東島 に て の 
共同 受信 アン テ ナ 
(写真 : 酒井 裕 氏 ) 


視聴 記 ③ 
結語 か らい えば 16 ピ ビ ツ ト ・ デ イィ 
ジタル の B モ ー ド は , まさ し ぐ く 放 
送 の 革命 で ある こと を 実感 し だ 。 
それ は 1957 年 12 月 24 日 の F M 放 送 
開始 以来 の 感動 で あり , 新 世 代 へ 
向け て の 極限 的 高 品質 放送 の 幕 明 
け で ある こと を , 5 月 13 日 朝 10 時 
か ら の N 攻 コン サー ト の 衛星 放送 
を 試聴 し て 私 自身 強く 実感 し た 。 
9 日 の 実況 録音 を 薦 ら く デ ィ イジ 
タル マス タリ ング に よっ つて 編集 し 
だ テー プ か ガ ら , ディ ジタル 符号 の 
まま で 85.,800km 條 方 の B S-2a に 
送ら れ , 12GH z の 電波 に 変換 さ 








語 三菱 電 検 の 展示 小間 。 


れ て 再度 この 地上 に 返送 し , コン 
バー ター B S チ ユー ナ を 経て オー 
ディ オ 信 号 に 復元 され る と いう , 実 
に 複雑 こし て 遠い 道のり を 経て 来 
だ と は , 到底 想 依 し 得 な い 音 錦 で 
あつ だ 。 初 の B S に よる B モ ー ド 
の 体験 と いう こと で , 正直 いつ て 
私 自身 前 日 ひか らい ささ が 興奮 気味 
で , 放送 を 体験 し て いる 間 じ ゅ う 
身体 中 が 熱く 上 気 気 味 だ ど つ だ 。 
幸い PCM レ コー ダ で 銀 音 し だ 
の で 我が家 に 持ち 帰り , 冷静 に も 
ど ご つて も う 一 度 だ ん ね ん に 聞き 返 
し て み だ 。 そ し て 第 一 に その 鮮度 
の 高 さ に 圧 合 さ れ だ 。 細か い 音 の 


衛星 放送 受信 シス テム を 紹介 





粒 だ ち は F M 放 送 を は る が に 上 回 
り , 特に 印象 的 な の は 全域 に わ だ 
つて 音 の 輪郭 が 明確 , ひみつ エ ネル 
ギー 感 が 横 浴 し て いる こと だ 。 つ 
まり の 音 が 生き て いる の で ある 。 そ 
し て 曲 の 合い 間 で 音量 を 上 げ る と 
聴 財 の ざわ めき が 手 に と る よう だ 。 
反面 録音 側 の マイ クセ ッ ツ ティン 
グ に よる 個性 や ホー ル の 響き が ぼ 
に 取る よう に 分 がり, 銀 音 サイ ド 
の ま 腕 が 問わ れる と ころ だ 。 
そし て 衛星 放送 に よ つ て , PCM 
音 に よる エア チエ ッ ン ク が 本 領 を 
発揮 する 時 代 が , よう や ぐ 和 到来 し 
だ の で ある 。 ( 出 原 真澄 ) 





ソニ ーAPM ス ピー カ を 使用 し た 





フォ ー リ レト バッ クン システム の 
斬新 な 方 法 


bo 


人 ムペ ベース 用 SP APM-55WX2 


信濃 町 C BS ソニ ー ス タ ジ オ に 
お ける 浪花 エキ スプ レス の レコ ー 
プイ ブツ で フォー ルト ツ twZCF 
B) に つい て 斬新 な 試み が な され 
門 』 

ポッ プ ミ ユー ジッ フク な ど で は , 
プレ ー ヤ ー に 対す る モニ ター 〈F 


B) を 演奏 上 欠く ここ と は で き な い 。 
この F B に は , ふ だ つ の 方 法 が あ 
る 。 ひ と つ は , へ ヘ ツ ド フ ォ ン を 使 
つも の だ 。 ご この 方 法 で は , スピ ー 
カ の 場合 と ちがい 音 が マイ フク に フ 
イー ド バ パック し , 音 を に ご ら す な 
どの 音質 上 の 悪影響 びな いた だめ, 





主 に レコーディング スタ ジオ で 用 
いら れ て いる 。 し か し, 激しい プ 
レイ を する と 外れ る , 頭 を 締め 付 
け て いる の で 疲れ 易い な どの 問題 
点 も ある 。 

ち つ ひと つう つ は, ライ ブ プ コ ン サ ー 


ト で 行わ れ て いる SP を 使う 方 法 








トド 


† ppM 


\NJ m 


4A 左 ピア ノ 用 , 右 電気 ピア ノ 用 


だ 。 最近 の P A は 大 音量 化し て い 
る だ め , F B 用 SP は 高 出力 , 高 
耐圧 が 優先 し , 音質 は 多少 犠牲 に 
な ら ざ る を 得 な い 。 

今回 の レコ ー デ ィング で は , F 
B に ヘッドフォン で な ぐ オ ー デ マイ 
オ 用 S P (ソニ ー APM-33W, 


APM-33W 手前 に もち も それぞれ 1 個 づ つ あ る 











同 55W) を 使用 し だ 。 ご この 方 法 で 
は , 一 般 的 な F B 用 S P に 比べ , 
音 の フォ リティ が 高く , し か も , 
ヘ ツ ド フ ォ ン の よう に 動き が 制約 
され る な どの 由 配 も な い 。 当 然 , S 
P ガ ら 出 だ 音 の か ぶり の 負 理 が 問 
題 と な る が , それ より も , 長 時 間 






に わた だ る レ コー ディ ング で も 疲労 
が 少な く , ライ ブ な 一 体感 が 得 ら 
れる と いう 音楽 的 利点 の 方 が 大 き 
いと , 制作 サイ ド で は 述べ て い だ 。 

( 糸 内 和幸 ) 





ーー ディ イジ タレ フィ イル タ 採 用 


WAMAHA KArUaAL 6OUONO COMYPACT OHC PLAYERR CO 人 


IS 


CD プレ ー ヤ で は , 10 万 円 層 か 
ら 14 万 円 台 , 25 万 円 台 と 価格 的 に 
か な り 幅 広い 値段 で 市 販 さ れ て い 
る 。 ヤマ ハ の 発表 し だ この CD-2 
は 138,000 円 で ある か ら , 値段 的 に 
は 中 間 を いく も の と いえ る 。 し か が 
レ , 性 能 的 , 機能 的 に は 初期 の ご 
ろ の CD プレ ー ヤ より の , より 考慮 
され て いる 。 ま ず , 機能 面 ひ らい 
ぐ と , Auto, Norm, Single と いう , 








ヤマ ハ 独 自 の プレ イモ ー ド で あ 
る 。 ま だ 曲 と 曲 の 間 に 3 秒 間 の 
無 録音 部 を つく る スペ ー ス プレ 
イ な ど , 19 種 の 機能 を も だ せ て 
いる 。 外形 は W435x H93.4XD 
294mm。 重量 は 約 4.8kg。 ワ イヤ 
レス リモ コン を 標準 装備 し て い 
る 。 性 能 的 な 面 ひ おら み る と , C 
D-2 も , ディ ジタル フィ ル を 採 
りこ ん で アナ ログ フィ ル Q 系 の 位 


相 ひ ずみ を 最小 限 に 抑え , 窟 実 性 


と クリ ア な お 音 を 追求 し て いる 。 電 


源 回 路 の 重要 性 を 考え , 大 型 の 電 
源 ト ラン ス を 採用 し , 低 イ ン ピ ー 
ダン ス を な し と げ て いる 。 な お や 
マハ は , この C D-2 の 発売 を 記 意 
し て , 週末 の 3 日 間 . この CD-2 
を モニ ター 用 に 貸し 出す 「CD-2 
ウィ ー ク エン ド ホ ー ム コン サー ト 」 
を 実施 し だ 。 


ーー クォリティ の 高い オー デイ オ * ビ ジュ アル が 楽し め る 一 - 


バ パイオニア AV セレ クタ 
VS-100 


シュ ミレ イテッド 
ステ レオ 
イン ブッ ト 。 ァ ゥ トブ プット 


ビデ オオ ー デ ィ オ 
REC セ レク タ 


YVS-100 の フロ ント パネ ル に イン プッ ト セ クシ ョ ン 





ビデ オデ ィ ス ク 








DBS ノ 予備 


ハイ ファ イ ビ デ オ , ビデ オデ イィ スン , 
衛星 放送 な ど オ ー デ イオ の 世界 に 映像 
が 入 の 込ん で き て , 従来 の セッ ティ ン 
グ で は , 端子 び が なり な い の で , その 都 
度 配線 し な お す と いう 苦労 を し いら れ 
て いる の が 現状 。 そ ん な と き , ワン タ 
ッ ツチ で すべ て の 機器 の 切り 替え が で き 
る AV セレ クタ が ある と 非常 に 便利 な 





1p 2 


VHF 入 力 


モノ , ス テレ オ 音声 切り 替え 


も の 。 

パイ オニ ア の V 8 -100 (\29,800) 
は 24 系統 の 入力 CVIDEO DISC, DBS 
AUX,。 VTR-1,。 VTR-2) が ガ T V や モ 
ニタ ー に 対応 で きる 。 

VTR 出力 は ファ ンク ショ ン と 独立 
し た ソース を 選択 で き , し か も VTR-1, 
VTR-2 は 相互 ダビ ング が 可能 。 


DBS AUX 
DBS/AUX 


VTR1 VTR2 


VHF 出 力 


Me 


\、 5e/eorz 1oov まき hs00wn 内 ブ 


AVS-100 の リヤ パネ ル 


まだ , VTR, TV な どの モノ ラル 
の 音声 に 広がり 感 を 持 だ せる シコ ユミ レ 
イテッド ・ ス テレ オ (S/S), ヒス ノイ 
ズ の 多い ソー ス も フリ ア に 楽し め る ダ 
イナ ミッ ク ・ ノ イズ ・ リ ダフ ショ ン な 
ども 搭載 し , クオリティ の 高い オー デ 
イオ ・ ビ ジュ ユア ル を 楽し び こ と が で き 
る 。 





ご 


邦人 で 





らら ON 補 


プ ジ タ ル サ ウ ンド を 聴 (録音 の リフ ァ レ ンス 。 マ ー ク I【. 新 登 夫 。 





すっ か り 身 近 に な っ た 
テー プ デッキ で も 気軽 に 楽し め た ら 、 う れ し い 。 


デジ タル の 音 。 その クオ リティ を 、 





そこ で 、 ソ ニー は あの K555ES の 完成 度 に 、 あ えて 「 改 良 」 を 英断 。 


デッキ の 中 枢 で ある ヘッ ド の 高 性 能 化 を は じ め と し て 、 
その 内 容 を 音質 重視 設計 で 徹底 。 K555ES マ ー ク II の 誕生 で す 。 
デジ タル サウ ンド の 録 斉 に 、 新 し い リ ファ レン ス デ ッ キ の 真価 が ある 。 


録音 再生 クオ リティ の 要 で ある ヘッ ド に 新開 発 の 
LC-OFC 巻 線 採用 レー ザー アモ ルフ ァ ス ヘッ ド を 採用 。 
音楽 を 、 電 気 信号 と 磁気 と の 変換 に よっ て 記録 再生 する テー プ 
デッキ 。 を の 音質 を 決定 する 最大 の ファ クタ ー は 、 こ の 電磁 変 
換 を つか きど る ヘッ ド の 完成 度 で す 。 ソニ ーー の レー ザー アモ ル 
ファ スペ ヘッ ド は 完成 度 を 極め た ヘッ ド と し て 、 オ ー デ イオ ファ ン 
の 高い 評価 を 得る 6 の で す が 、 この ほど さら に その 完成 度 を 究 
め る こと に 成功 し まし た 。 コイ ル の 巻 線 に LC-OFC 線 を 採用 
し た 、 LC-OFC レ ー ザ ー ア モル ファ ス ヘ ッ ド の 誕生 で す 。 LC- 
OFC と は 、 純 度 99.99% の 無 酸素 鋼 結 晶 を 巨大 化す る こと で 
千晶 境界 数 を へ らし 、 容量 リア クタ ンス に よる 信号 の 劣化 を 抑 
える も の 。 こ れ は 通常 Im 当り 50.000 個 を 越え る 結晶 を 20 数 個 
に 減少 きせ た も の で 、 見 か け 上 、 信 号 流通 路 が 約 2.500 倍 に 拡 
大 し た こと と 同じ で す 。 この 改良 の 成果 は 、 聴 感 上 、 は っ きり と 
し た 違い と し て 、 と くに デジ タル サウ ンド な ど ク オリ ティ の 高い ソ 
ー ス を 録音 再生 し て みる と き 、 納 得 し し いた だ ける で し ょ 2 う 。 


デジ タル 趙 導 の ソフ ァ レ ンス 。 /5 ど ゅ 人 フォ ー マ ヤッ ム る 閉 施 の PC/7 プ ワッ ゲー。 


PcMzut ッ サー | 新 発 売 | 


PCM-501ES \99.800 


@ 大 き さ :430( 幅 )X80( 高 さ )X350( 奥 行 )mm 介 重 さ :6.0kg 


⑯ ど ん な ビデ オ と 組み 合わ せ て も 手軽 に デジ タル 録音 が 可能 人 14 ピ ビッ ト に 加え 、 より 大 き な ダイ ナミ ッ ク レ ンジ が 確 


保 で きる 16 ピ ビット フォ ー マ ッ ト 装 備 人 0VC コ ント ロー ル で ビデ オ の 長 時 間 モ ー ド に も 対応 





ステ レオ カセ ッ ト デ ッ キ 半 99.800 断 発売 
TC-K555ESI 


新開 発 ヘ ッ ド を さら に 生か す ク オー ツ ロ ッ ク ・ ダ イレ クト 
ドラ イブ な ど メ カニ ズム 部 分 の ハイ レベ ル 化 。 

キャ プ " ス タン 駆動 に は 、 振 動 ノ イズ の 低い ダイ レク ト ・ ド ライ ブ 
方 式 を 採用 。 基 本 性 能 の 優れ た BSL DD. モ ー タ ー を クオ ー ツ 
ロッ ク で サー ボ す る こと に より 、 ワ ウ ・ フ ラッ ター 特性 0.025 多 を 
マー ク し まし た 。 さら に 、 テ ー プ 走行 メス カー ズム は 、 ツ ニー 伝統 
の クロ ー ズ ドル ー フ * デ ュ ア レキ ャ プス タン 方 式 。 可聴 帯域 外 
へ の モジ ュ レ ーション ノイ ズ の 追放 な ど 、 オー プン リー ル 並 み 
の 走行 安定 性 を カモ セット デッキ で 実現 し て いま す 。 

條 左右 対称 設計 全 段 DC の L・R ツ イン そ モノ 構成 アン 採用 佑 新 
開発 シン メト リー プ ' ロ モス ドル ビーIC 借 メ カニ ズム と アン プ 部 の 
完全 分 離 ほ か シャー シー 外 に 取り つけ て 磁気 的 セパ レー ト 化 を 


実現 し た 電源 トラ ンス 借 パ ー ツ ひと つま で 厳選 の 音質 重視 設計 
主 な 仕様 代 SN 比 :60dB( ド ルビ ーOFF、 ビ ー ク レベ ル 、TYPE-IY カ セッ ト )、73 
dB( ド ルビ ーNR・C、 ピー クレ ベル 、TYPE-IV カ セット) 信 周 波数 特性 :20 一 
19.000Hz 土 3dB(TYPE-W カ セッ ト ) @ ワ ウ ・ フ ラッ ター:0.025 多 WRMS 信 大 き 
さ :430( 幅 )XI05( 高 き )X330( 奥 行 )m 介 重 さ :6.6kg 








LC-OFC の 結晶 格 信 





介 通 常 の OFG の 





⑲ キャ フス タン 用 日 SL DD. モ ー タ ー 


寿 生 萌 六 の ソフ ァ レ ンズ を つく ク だ 左 訪 / の 分 奈 グ ラフ アッ ク プ フラ ゲー。 
プロ グラ ムイ コラ イザ ー | 新 発 売 | 


トー HI 
SEQ-555ES sssam HH 
@ 大 き さ :430( 幅 )X105( 高 さき )X275( 奥 行 )mm 念 恒 さ :5.2kg 5 
自動 的 に リス ニン グル レー ム の アコ ー ス ティ ッ ク 特 性 を 測定 し 周波 数 特性 を フラ ッ ト に 補正 便 3 つ の 固定 、4 つ の 任 
意 の メモ リー 機能 念 スペ クト ルアナ ライ ザー 半 備 代り モコ ン 付 属 久 音 場 測定 用 マイ ク 付 属 











の ⑨ あ な た が ラジ ォ 才 送 や レコ ー ド 録音 物 な どか ら 録 音 し た も の は 、 個人 し て 楽し かな ど の ほか は 著作 権 法 上 、 権利 者 に 無断 で は 使用 で きま せん 。/Dolby と 区 1 マー ク は ドル セー 研究 所 の 登録 商標 で す 。 カタ ログ 請 求 は 機種 名 、 住 所 、 
氏名 、 年 齢 、 職 業 、 電 話 番号 を 明記 の 上 、〒141 東京 都 大 崎 局 区 内 ソニ ー 忠 国内 営業 本 部 カタ ログ 係 へ 。 


テル レル ビ お 【 術 人 を トマ ルス ルク ムー 人 し て トー 


ーー トロル と 。 イア 時 代 を 


[ 用 細 
テレ ビー ディ オ 


ーー 一. ヾ で 


プ マ 


プク 


人 @ 文 部 省 認定 社会 通信 教育 信 テ レビ 技術 者 は 、 ニ 
人 6 フュ ニニ ュー メデ ィ ア 時 代 の 花 
テレ ビ 技 術 講座 形 倫 テ レビ を 利用 し た 

ニュ ー メ ディ ア が 続々 と 開発 され 
テレ ビ 技 術 者 の 活躍 の 場 が どん ど 
ん 広がっ て いま す 欠 文 部 省 認 定 の 
当 講座 で は 、 電 子 、 電 気 、 電 波 と 
いっ た だ エレ クト ロニ クス の 基礎 か 
ら 学 べ ま す の で 、 初 心 者 の 方 も メ 
み カ を 楽し みな が ら 、 ラ クラ ク 技 術 
が マス ター で きま す 。 





右 の よう に ハ 
が キ に 書い て 今 
すぐ ポス ト へ / 


財団 法人 電子 技術 教育 協会 〒 ィ eo 東京 都 新宿 区 高田 馬場 4・%・38 TEL03(367)6600 


ドド 
古 ま | 
ご つ [| 





( 寸 は ご いい ) 愉 bp 】 
dh 貴 束 瑞 @ dh 貴洋 出 @ 
E 
「 き 上 座 障 愛海 
S 陽 講 吉 民 で 山 
束 の 性 演 河本 
剖 吉 K で li 
革 環 江 注 剛 層 誠 
> 肌 - 由 還 音 調 田 笛 同 さ 
図 動 結 問 河 湯 生 計 


陸 較 




















BSQ120 oy 


久光 
急 星 ソノ ケ 











マス プロ 独特 の , 理想 を 追求 し た 高 感度 金属 メッ シュ アン テ ナ 


BSQ75 だ け は , 2 月 6 日 より 随時 出荷 開始 


0 BSQ75 (75cm) 


ゃ 
(本 州 ・ 四 国 用 ) 
\113,000 


最高 性 能 で , 最も 小型 を 狙っ た 


| 










(北海 道 用 ) \170,000 | | 1 we マス プロ コン バー ター 
(沖縄 用 ) 高 性能 コン バー ター 合用 価格 未定 | | 
| 
。6R6 | マス ト 
NM | MY160 ( 長 さ 160cm) 
特別 価格 \18.000 
| | 展示 用 に 最適 の 長 さ 
L BSQ75 を 取り 付け た と き , 
由 全高 205cm に な り ま す 。 
oy 
昌 rss mm gm SE 
16 た 還 本 2 | ) | 
に 6 ーー Rh 
5 親切 設計 最も 小型 を 狙っ た 
| に シン 4 と 交 た Asl っ 121 
BSQ100 (oocn) \135,000 
| (九州 ・ 北 海道 用 ) \\129,000 
親切 ・ 技 術 ・ 二 ユー メデ ィ ア の 
沖縄 鹿児島 ・ 宮 崎 ・ 熊 本 長崎 福岡 ・ 北 九州 ・ 下 関 ・ 徳 出 ・ 広 島松 江 ・ 岡 内 内 マ の R の 
人 ・ 高 高松 ・ 放 用 神戸 ・ 大 阪 ・ 京 都 ・ 津 ・ 岐 阜 ・ 名 古屋 ・ 豊 橋 ・ 静 岡 
松本 ・ 福井 ・ 金 沢 ・ 新 潟 ・ 横 浜 ・ 東 京 渋谷 ・ 衝 王子 ・ 千 葉 ・ 大 宮 ・ 前 橋 ・ 水 戸 
北見 マス スロ 


仙台 ・ 


宇都 宮 ・ 郡 山 ・ 


盛岡 ・ 秋 田 ・ 青 森 ・ 函 館 ・ 札 幌 ・ 釧 路 ・ 旭 川 ・ 


2 AC-DG 
ンー \6,8OO 
サン ハヤ ト の 小さ な 巨人 と も いえ る ミニ ドリ ル AC- 
D6 新 登場 。 手のひら に フィ ッ ト す る ハン ディ タイ 
フ の 小型 ボディ に 7,100r.p.m. の ハイ スピ ー ド ・ モ 
ー タ ー を 搭載 。 プ リン ト 基 板 を 数 枚 重 ね て も 楽に 
穴あけ で きる ほど の ハイ パワ ー を 秘め て いま す 。 
し か も , 手軽 で エコ ノミ ー な 交流 電源 で プリ ント 
基板 の 穴あけ は も ちろ ん , パタ ー ン カッ ト , 彫金 , 彫 
刻 , 各種 素材 の 研磨 を ど , た だ 単に 丸 あ け だ け で な 
く , 回 転 ヤ スリ や カッ ター な どの アタ ッ チ メン ト で , 
「 磨 く 』「 削 る 」 作 業 が 自由 自在 。 ア マチ ュ ア か ら プ ロ 
まで , 幅広 く 活用 で きま す 。 


RSK-3 

回 転 砥石 5 本 
回 転 カッ ター 5 本 
Y 3.70O 


RSK- 2 
回 転 カッ ター10 本 
介 バ ラ 売 9 も 有り ます 。 Y3.9oo 


RSK- 1 


休 上 転 和 石 10 本 


3 @ 附属 品 
@C チ ャ ッ ク …0.6 1.2mmg 用 
@D チ ャ ッ ク …1.3 2.2mmg 用 
・2.3 - 3.2mmg 用 
け 治 


具 …2 ケ | 組 


@E チ ャ ッ ク ・ 
@ チャッ ク 締 め つ け 


プロ 使用 に 耐え る 。 
アタ ッ チ メン ト 


えら び 抜 か れ た 。 


軸 付 回 転 カ ッ タ ー・ 抵 石 ・ ブ ラ シ ・ 超 硬 ド リル ビッ ト 
サ つ DF 株 式 会 社 


〒170 東京 都 豊島 区 南大 塚 3 -40- 1 TEL03-984-7791 (代表 ) 
FAX03-971-0535 








h】 や や レー CN 
ワン タッ チ で 好み の レベ ル に セッ ト で きる 
、 ES & 1 上 
ダイ レク ト ア クセ スポ ボリ ュー ム 新 登場 。 
感覚 を 漂 こ 。 き っ と ボ 用 途 
AA al 0 Mi プリ メイ ン ア ンプ / レ シー バー/OTV の ポリ ュ 
リュ ー ム の イメ ー ジ を 一 新 し た こと で し ょ う 。 ー ム コン トロ ー ル / カ セッ ト デ ッ キ の REC ポ リ 
操作 は まき に 触れ る 感じ 。 ボ リュ ー ム スケ ター 3 生 し 「 
4 で 、 感 圧 形 公称 全 抵抗 値 範囲 10k2 一 250kQ 
ル を 指 で 軽く 押す だ け で 、 新 開発 の 感 時 Ph で 
ポテ ン シ ョ メ ー タ が 瞬時 に 指示 音量 を 設 抵抗 変化 特性 特性 
定 。 同 時 に 動作 状態 を DLSPLAY で 表示 NAM 的 
し ます 。 し か も 、A/D コ ン バ ー タ ・CPU 電子 
VR を 駆使 し た 回 路 構成 に より 、 従来 の 電 
子 ボ リュ ー ム な ど に 比べ 、 一 段 と 信頼 性 も ア 
ッ プ し まし た 。 デ サザ イン 操作 性 、 信 頼 性 、 
の すべ て が ハイ レベ ペレ な ボリ ュー ム で す 。 






信頼 性 で 明日 を 創る 


凶 
《 医 宿 335 鶴川 崎 (044)433 一 7511⑯ 
3 電 尾 上 1 番 17 号 容 大 阪 (066)877 一 4951 一 3 
: .S.A.INC. 
TTK TRADING SINGAPORE[PTE,]LTD. 
HONG KONG NOBLE ELECTRONICS CO.LTD. 
通信 工業 株 式 会 社 DUESSELDORF REPRESENTATIVE OFFICE 
お 問合せ 先 …… 営業 本 部 企画 室 
営業 品目 ポテ ン シ ョ メ ー タ ー* 因 定 抵抗 器 ・ エ レク トロ ニッ クス イッ チ ・ コ ン デ ン サ ・ 電 力 用 抵抗 器 ・ 超 音波 機器 ・ 省 機器 


ccuphoss 





新 製品 


P-3OOL CZOOL 


ステ レオ ワー アン プ 
\330,000 


ロー ズ ウ ッ ドキ ャ ピ ビ ネ ッ ト A-8 型 (別売 )\ 16,000 


オー ディ オ の 世界 は 本 格 的 な ハイ ク ォ リ テ イ ディ 
ジタル 時 代 に 突入 し まし た 。 また 輝かしい 伝統 
を も つ ア ナ ロ グ 再生 の 世界 $ 各 コン ポー ネン ト 
の 向上 に より 、 一 段 と 素晴らし い 音楽 の 世界 を 
展開 し て くれ ます 。- - 方 映像 機器 と の 融合 に よ 
り 、 マ ル チ ブ ログ ラム ツー ス 時 代 の 到来 を 実感 
きせ ます 。 この よう な 新しい 時 代 に 向け て 、 我 が 
国 を 代表 する 高級 アン プ の - - つ と し て 幾多 の 
賞 に 交 〈 く アキュフェーズ の ロン グラ ン 製 品 P-300 
パワ ー ア ンプ C-200X コ ント ロー ル ・ セ ンタ ー 





ステ レオ ・ コ ント ロー ルレ ・ セ ンタ ダー 


\330,000 


ロー ズ ウ ッ ドキ ャ ピ ネ ッ ト A-8 型 (別売 )\16.000 


を P-300L,C-200L に リフ ァ イ ン し まし た 。 
P-300L は 上 級 機 P-600 の 技術 革 積 を 大 幅 
に 導入 し 、「MOS FET カ スコ ー ド A 級 プッ シュ 
プル 」 の ドラ イブ 段 5- パラ レル ・ ブ ッシュ ブル 」 
の 低 イ ン ピ ー ダ ンス 大 出力 段 に より 170Wch 
(8Q) の クォリティ ッッ パワ ー を 保証 し て いま す 。 20 
の 低 イ ン ビ ー ダ ンス 駆動 , を し て 500W(8Q9) の 
モノ フ ォ ニッ ク ・ ア ン フ "に グレ ー ド アッ プ ' で きる 
の も 大 き な 魅 力 で す 。 

コン トロ ー ル * セ ンタ ーC- 200L は 、 こ れ も 上級 機 





C-280 の ノウ ハウ を 導入 、「 カ スコ ー ド A 級 プッ 
シュ ブル 」 を ベース に 各 ス テー ジ を 構成 し 、 限 界 
特性 を 実現 し まし た 。 両機 種 は 6000@ バ ラン ス 
入 ・ 出 力 を を な を て いる こと も 大 き な 特 長 で 、 理 想 
伝送 を 可能 に し て いま す 。 

長い 技術 蓄積 に よっ て 板 限 的 に 磨き 抜か れ だ 
アキ ュ フ ェ ー ズ P -300L,C- 200L は 、 よ り 広 実 し 
た オー ディ イオ ・ ラ イフ を お 約束 し ます 。 な お 、 コ ン 
ビ ネ ー シ ョ ン ・ チ ュー ナー は 王 106 型 で す 。 





コン ビ ネ ー シ ョ ン ・ チ ュー ナー 
T-10 AM/FM シ ン セ サイ ザー・ チ ュー ナー 
\160.000 キャ ピ ネ ッ ト A-9 型 \ 16.000 


1 | 5 





e77zc /77e 7 が 7O4 の 7 /ecZno709 が 


@ カ タロ グ 請 求 は 〒227 横 泊 市 様 区 新 石川 2-14-10 アキ ュ フェ ー ズ 線 宣 伝 課 76 作 キュ フェ ー ズ 株 式 会 社 





岳 て 


良 


圭 


























町 ーー 




































ググ / 





ニク も)。《 


普及 価格 で OVC 調 整 ツマ ミ 
PCM デ ィ ジ タル 
オー ディ オプ ロ セ ッ サ 
ソニ ー PCM-501ES 


IT モー ド な ど VTR の 長 時 間 モ 
ー ド で の 使用 を 可能 に し た 0VC 
調整 ツマ ミ を つけ た 普及 価格 帯 
(99,800 円 ) の PCM デ ィ ジ タル オ 
計 2000 2hZ ョ ロ ミド ビ ウツ ョ 


に よる 録音 ・ 再 生 機 能 を 装備 し て 
いる 他 , 音 資 変 化 の な い テ ー プ コ 








』 グ 
の ーー の ーー ニー ルル ん プ 7 で "アプ 








ピー が で きる ディ ジタル コピ ー 機 : 


能 を も つ 。 
他 に , 再生 時 の 音 切れ を 防ぐ , 


: AUTO PB MUTE ス イッ チ 付 , 


RM リー リ レ 0ARN の 2 だ 


ニタ ー と 接続 で きる ビデ オ 堤 子 付 。: 


寸法 W430XH80XD350mm 
重量 6.0kg 


DL モー タ シ ス テム 搭載 


EIAJ 標準 フォ ー マ ッ ト に よる 14 NMR 


ビッ ト お よび 16 ビ ッ ト 直 線量 子 化 : 


ケン ウッ ド  KP-770D 
: ここ し ば らく は CD プレ ー ヤ と の 
:⑳ ソ ニー 
PCM-501ES 


りら つつ い - で 大 YY 人 ⑳ 


: 併存 が 予想 され る アナ ログ プレ ー 
: ヤ だ が , それ だ け に 基本 性 能 の し 





っ か り し た 音質 の 良い 製品 が 求め 
られ て いる 。 

本 機 は , 好評 価 を 受け て いる D 
上 L モ ー タ シス テム と 高 剛 性 スト レ 
ー ト アー ム を 搭載 し た 高音 質 マ ニ 
時) の /P2ethe 

この 他 , ① 安 定 し た 回 転 を 支え 
2 の MESGOI225 に ドク Rm PIE0V2420 
ダ プ ブル ロッ ク ② 複 合 防 振 構造 の 高 
剛性 キャ ビ ネ ッ ト ③ 無 接点 フォ ト 
リフ レク タダ タ 方 式 の オー ト ア ッ プ 機 


: 構 採用 ④ 純 電子 ブレ ー キ 内 蔵 ⑤ 回 
: 転 制御 系 に 高 集積 度 IC を 採用 な ど 


の 特徴 を も つ 。 
寸法 W490xXH162xXD410mm。 
重量 11.7kg。 価 格 は 69,800 円 。 





2Z 


め ソ ニー 「C- K555ES II 





LC-OFC を ヘッ ド 巻 線 に 
@ 最新 技術 投入 し た 
カセ ッ ト デ ッ キ 
ソニ ー  TC-K555ESII 


PCM プ ブロ セッ 坊 コン パク ト ア 
ィ ス ク , PCM ソー ス の FM 放送 な 
と MS ユー ジッ メグ ツバ の 仙 6eN 
化 が 進み , これ を 録音 する カセ ッ 
ト デ ッ キ の 方 も , より 高度 な 基本 
性 能 が 求め られ て いる 。 

未 機 は 5 うし た ニーズ スペ の 対 
応 と し て , ① 音 質 を 大 きく 左右 す 
る ヘッ ド に , ひずみ の 小さ い 新 素 
材 LC-OFC 巻 線 を 採用 め テ ー プ 
スピ ー ド 偏差 二 0.2%, ワウ ・ フ 
ラ 0.0025% の 驚異 的 特性 を 実現 し 
2cmsd2A054 DDAZSS 2 
ャ プス タン メカ ニズム を 採用 ③L 
/R チ ャ ネル 対称 ツイ ン モ ノア ンプ 
彼 の 必 と ロク の 売 人 86 220 レ 
ー ト 化 で 信号 の 皿 実 な 再現 ,。 な ど 
の 特徴 を も つ 3 ヘッ ドカ セッ ト デ 








: テーブ プ 編集 機能 売 実 の 
| 


深 265 

寸法 W430※XH 
105X D 330mm。 重 
量 6.6kg。 価 格 は 
99,800 円 。 


ステ レオ W カ セッ ト デ ッ キ 


ツ 三 NT6zWG90 


レコ ー ド , CD, FM 放送 な どか 
ら 自 分 自身 の オリ ジ ナ ル テ ー ブ を 
創っ て 楽し みた い 人 の た め に , ワ 
ンタ ッ チ ダビ ング 方 式 。 倍速 ダビ 
ング 機能 . ミキ シン グ 編 集 な と テ 
ー プ 編集 に 便利 な 機能 を 豊富 に 盛 


込め だ スス デレ オタ フル を VN ト 7 


ッ キ が , TC-W30 。 
A デ ッ キ か ら B デ ッ キ へ の 連続 


: 再生 が で き , BGM な どの 長 時 間 
: 再生 が 簡単 に で きる 「PLAY・A 


4B 肖 訴 2 シ (95202085O 
採用 。 
寸法 W355xH 


105XD275mm。 重 
量 4.6kg。 価 格 は 
59,800 円 。 








ケン ウッ ド LS-990A 


クラ ス A サ ス 採 用 の 


| @| 3 ウェ イス ピー カ 


ケン ウッ ド LS-990A 


ディ ジタル オー ディ オ に 対応 し 
た スピ ー カ の 新 技術 、 ク ラス A サ 
スペ ンション を 開発 , 搭載 し た ハ 
イク ォ リ ティ の 本 格 派 3 ウェ イス 
2639 が 計 

の 2 クス 0U 久 2 ペ ジ ョ ン と 















人 は, ディ ジタル オー ディ オ へ の 対 


応 と し て 従来 技術 に 加え , 高 能率 , 


高 分 解 能 が 求め られ る た め , ダン 
パー の ノン リニア 領域 に 直接 メス 
を 入れ , 大 小 の 信号 で も 常に リ ニ 
7 げに スピ ー カ を 預 動 で きる ダン パ 
ー 構 造 と し た も の 。 
寸法 W355XH671xXD321nmn。 
重量 22kg。 価 格 は 59,800 円 。 














で 一 日 人 Q 


ーー-※ ロ 





VICTOR MUSIC PLAZA 


V・M・P オ ー デ ィ オ イベ ント スケ ジュ ー ル 
















が 喧 マ 








くみ この サウ ンド ・ シ ャ ワー/ 
〈 ぐ SPARKLE / 山 下 達 朗 
ーーVHD で 聴く 達郎 の 世界 一 一 





V・M・P 
・ 渡辺 久美 子 










AV ヤブ ニラ ミ 活 用 法 

(オー ディ オ ) (ビデ オ ) 

ーーBGV の 作り 方 一 一 
(環境 ビデ オォ) 


ステ レオ 事業 部 
・ 礎 田 一 策 

・ 安 田 永 
オー ディ オメ ン バ ー ズ 
・ 有 志 

























誰 に で も わか る 楽し い オ ー デ ィ オ 教 室 3) 
より 良い 音 を ひき 出す 方 法 ( グ レー ドア ッ プ ) 
申し 込み 制 ・ 定 員 30 名 ・ テ キス ト 有 り リ 





講師 
V・M・P 
・ 山 川 正光 








NEW スピ ー カ ー で 聴 〈 最 新 音楽 情報 
〈《 ニ ュー・ ア ディス グ ク 紹介 グ 〉 





解説 
WelMiwiE 
・ 渡辺 久美 子 





《 ス ー パ ー デ ィ ジ タル の 世界 
ア ィ ジタル サウ ンド の 徹 力 を さぐる 








AV 時 代 を 先取 りす る PEACE シリーズ の 紹介 
(Part 5 ) グ ライ コ の 26 通 0 の 完全 活用 法 
A か ら Z ま で 


ウォ ー ル ナッ ト 調 仕上 げ 
⑬| 小型 高 性 能 の SP シ ステ ム 
コー ラル EX-101 


2 ク ョ コンテ リ レ の 200G ヨ コン ラバ ント 
サイ ズ な が ら , 豊か な 低 域 と 中 音 
域 の 定位 , 自然 さき, 明快 さ を 大 切 
に し , と り わ け ボ ー カ ル 再 生 の 理 
か さ は 抜群 の 17cm2 ウ ェ イ 構成 の ニ 
ga コシ ステア ベ 完 全容 半 
2 イ 7 。 

寸法 W210xXH340 XD195mm。 

重量 6.2kg。 価格 は 40,000 円 
(2 本 1 組 ) 。 





小型 ステ レオ コン ポ 


音 多 TV チュ ー ナ 内 蔵 の 
9 
松下 SC-K3W 


現代 ヤン グ の AV 感覚 に 応え , 
KNI に ヤン ク 次 作 に ビッ クリ の 使 
Soda ショ ンコ 2 ョ ンク レム ョ シス 
た な 22 ン に 生 に 2 P2 の を (人 





: 210XD288mm。 重量 は 














ブラッ ク の 3 色 が ある 。 

コン サイ ス W の 愛称 を も つ 本 機 
は , 音声 多重 テレ ビ チ ュ ー ナ 内 蔵 
で テレ ビ の ステ レオ サウ ンド が 楽 
し め る 他 , テー ブダ ビン グ 坪 編集 
が dn は や NG で きる 倍速 クア ルカ リッ 
キ を 備え て いる 。 

寸法 は プレ ー ヤ 部 が W315XH 
91XD35]mm,。 カ セッ ト 
レシ ー パ 部 は W315 XH 


2 の CGI と 
シー バ 部 6.1kg。 価 格 
は 109,800 円 。 


誰 に で も わか る 楽し い オ ー デ ィ オ 教室 4) 
美しい 斉 と 映像 の 楽し み 方 
申し 込み 制 ・ 定 貞 30 名 ・ テ キス ト 有 リ 


斉 と 映像 の 立体 構成 の 


クラ シッ ク 必 オー ディ オ ( 第 3 回 ) 
「 チ ャ イコ フス キー 特集 」 


⑩ ナ ショ ナル SC-K3W 





解 記 
オー ディ オメ ン バ パー ズ 
・ 有 志 


解説 






3 
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- ハ イコ スト パフ ォ ー マ ンス 
@ の MM 型 カ ー ト リッ ジ 
ソニ ニー サウ ンド テッ ク 
XL-10 


アル ニコ マグ ネッ ト を 使い , 低 
価格 化 と 高 性 能 化 を 実現 し た MM 
刑 カ ー ド リッジ だ が これ は MM 
型 の ベス ト セ ラー モデ ル と し て 長 
年 の 実績 を 誇る XL-15 の 100 万 台 
生産 の 実績 を 活 し て ハイ コス トバ パ 
フォ ー マ ン ス 化 を は か っ た も の 。 

クラ シッ ク か ら ロ ッ ク ま で 幅広 
い 層 に マッ チ す る 現代 的 で ブリ リ 
アン ト な 音質 に 仕上 げ て いる 。 


ソニ ー 
XL-10 











針 圧 は 1.2 一 2.5 g, 針 先 形状 は 
0.6mil ダ イヤ モン ド 丸 針 。 自重 は 
5.2 g 。 価 格 は 8,800 円 。 










ー さ NYC 人 @ 


に メー ドー > た -q| 








ディ ジタル 

レコ ディ ング 別 玉 

楽器 収 彰 用 マイ クロ フォ ン 
ビク ター EMR606 


| @ 


ディ ジタル レコ ー デ ィング 時 に 
威力 を 発揮 する , 
SN 比 に すぐ れ 広 
い 周 波数 特性 と 高 
21 32 に 20 クト ンジ 
ジ を 実現 し た エレ 
用 介 当 ZN ラジ 
ジン 20 寺 く 用 UE02/ 
ォ ン 。 
本 機 は , PCM 
プロ セッ サ と 組み 
2EBSONSNGN(S 
り , 素 晴 し い デ ィ 
2222 ル 67422 人 NX 
収 音 する こと が で 
きる 5 
この 他 の 特徴 は 
低 域 の 音質 切り 替 
ONKGNSI の WS 
IN 2 や 
21 り 層 2 22 ン 4 
ム 供給 の 2 電源 方 








式 な ど 。 
寸法 924X205mm。 重量 280g。 
価格 は 65,000 円 。 


エア チェ ッ ク も OK 
⑳| ヘッ ド フ ォ ン ステ レオ 
アイ ワ HS-J7 


FM/AM 2 バン ドラ ジオ を 内 蔵 , 
ステ レオ 録音 機構 . 3 モー ド ( 還 
続 , 往復 , マニ ュ ア ル ) 式 の オー 
回 りー ス 機構 に 出 ョ ント 
クセ ン サ ー 機 構 等 を 搭載 し て いろ 
いろ な 使い 方 が 楽し め る 多 機能 へ 
NZ22 康 ジン 2 ピス 

薄型 で オー トリ バー ス 機 構 採用 
の 当社 ニュ ー カ セッ トド ボー イシ リ 


ー ズ の 上 位 機 。 
色 は シル バー, レッ ド , パー ル 
グリ ー ン , パー ルビ ピン ク ,。 パー ル 
ブル ー の 5 色 。 


寸法 W80XH113XD29.9mm。 
重量 320g。 価 格 は 36,800H。 


中 間 ト ー ン コン トロ ー ル 付 
| イン ナー イヤ ー ス ピー カ 


デン オン AH-P4 


ステ レオ 。 モノ ラル 切り 替え ス 
人 25UNSX の 2 人 倒 SM 


⑳⑩ アイ ワ HS-J7 













































デン オン AH-P4 












ン NINE 
4 段階 スラ イド 式 の 中 間 ト ー ン 
コ ョ ント ロー ル を 採用 し て いる の が 
大 き な 特 徴 。 耳 に や さき しい 音楽 を 
楽し め る 。 

色 は レッ ド , ブラ ッ ク , ホワ イ 
ト の 3 色 が 用 音 き れ て いる 。 
編 6 導い (m ボ 会 ま 995 
価格 は 3,800 円 。 











回 220K ウ ルン シス 5SS ツ ンコ ョ ョ ン 
シス テム に より , 音質 を 徹 
底 追 求 CD プレ ー ヤ 
バイオ ニア P-D90 


プリ ント 基板 上 の 部 品 配置 を 葉 
R 対 称 と し て LR の 特性 を 合わ せ 
NM2202P2RI2 IE の 2 の の 
電源 ライ ン , アー スラ イン を 完全 


1 TI: 
まま 














テク ギン ライ ブス ボット 6 月 スケ ジュ ー ル 















18 : 00 








最新 VTR 上 映 











14 :00 
) 
17 :00 


14 : 00 


) 
17 :00 





さき パロ コー スス 詩 
ぷ へ キロ ー 





出 


17 :00 
) 
18 : 30 


16 : 00 
) 
18 : 00 





| ーー ーーーーーーーーーーーーーーーー 


テク ギン サウ ンド スポ ッ ト 
文化 放送 公開 録音 
定員 先着 90 名 


9270iceERe9 ト 0727074207 ハ の ea 
「 ノ ンス トッ プ ホ ラ ー&SF 名 場面 集 」 
THRILLER 感 覚 を 楽し も う 
ドラ キュ ラ ・ 大 アマ ゾン の 半 魚 人 ・ 括 男 他 








H/ 也 | 時 間 タイ トル / 肉 人 容 ゲス ト 
16 本 町 野 日 久光 の ジャ ズ ト ー ク & ビ デオ 

) マイ ルス ・ コ ルト レー ン , ビ リー・ ホ リ デ ー ら が 登 

| 場 す る 
0 0 | E ア オリ サウ ンド ・ オ プ ・ ジ ャ ズ 」 を 上 映 
IE ビジ ュ ア ル シ ン ポジ ウム 講師 
周 116:00 申し 込み 制 定員 50 名 2 2 
21 |16:00 ミコ ニシ ジック 217 レ コ ョ Na ス 

) ML 誌 シ ング ル ベ ス ト 10 選 出 未 定 





・ と し ちゃ ん 5 の まね 大 全 未 開 
・ ュ コン サイ ス & と し ちゃ ん クイ ズ 大 会 
D SS ソー パズル 早 組 大 会 
トシ ジグ ソ ツ ズル 早 組 大 会 田 有 須 用 


CITYROAD 
み の わ あう お 














































































































| 5e を 人 く | 
毎週 火 水木 の 
14:0-16:0O 


お も し ろ 音 楽 ・ タ ウン ・ 情 報 提供 
災 信 可 ・ 群 ナン バー00777 


ェ エアー ビッ ト テ クギ ン 





第 1 週 を 除く 


毎週 火 ・ 水 の 


16 :00-17 :00 


ミュ ー ジ ッ ク ビ デオ 最前 線 












テク ギン 
、 大 学生 D】′ に よる 最新 











2 |14:00 
) 
則 116:00 


に 分 離し , さら に 最適 な アー スポ 
イン ト を 選定 , 小 信号 再生 の ク ォ 
リティ を 一 段 と 高め て いる , な ど 
シン ワル ストレート 思 想 の 上 ュ 





ジミ の ショ コシ ジジ 2 の ( こ 
より 音質 を 徹底 追求 し た , 同社 第 
2 弾 の CD プレ ー 
io 
きら に ブイ ペク 
の ) 寺 り 当 KK の り 2 の 
キ , そり , 傷 や 礼 
れ に よる 信号 の 欠 
落 に 対し て 卓越 し 
た エラ ー 検 出 。 誤 
り 訂正 能力 を 実現 


ぬ 5 パイオニア  P-D90 


“ミュー ジリ クサ 


| 





ウ 
タウ ン & 音 楽 情報 











IVR 
レレ 0200 と 022 リク (BK) が あめ 
り , 電源 の ON/OFEF を 除く 全て の 
操作 が 可能 な り リモ コン 付属 。 
寸法 : W420XH98XD300mm。 
価格 : 149,800 円 。 


「 デ ィ ジ タル 時 代 の 
音像 リア リズ ム 

3 ウェ イ SP シ ステ ム 

バイ オニ ア  S-180D 
S -180,180A, 180 軸 と 続い た 
90SUES の NZ た 
最新 シス テム S-180D は , リニア 
リティ を 高め た 独自 の 技術 に よる 

3 





新 磁気 回 路 の 採用 。 ま だ た, Exten- 
ded Range 思 想 を 具現 化し , 低 域 
の 再生 周波 数 レン ジ の 拡大 と 大 振 


幡 で の リニア リティ を 大 幅 に 向上 。 : 


エネ ルギー 感 の ある クォリティ の 
高い 低音 再生 を 実現 し た 。 

公称 オイ オン ロー グン スス 69807 
再生 周波 数 帯域 30 一 50,000Hz, 
出力 音 圧 レ ベル : 94dB/W (m) , 
許容 入力 : 瞬間 最大 200W, 定格 
60W, クロ ス オ ー バ 周波 数 ・ 550 
Hz, 4,.000Hz , 外形 寸法 : W 380 
XH670XD353mm, 重量 :25.5kg, 
価格 : 59,800 円 (1 吾 ) 


PX 磁性 体 採用 で 感度 UP 
人 Q| 音楽 専用 カセ ッ ト 
日 立 マ クセ ル UR 


新開 発 の ニュ ー ピ ュ ア クリ スタ 
ル (PX) 磁性 体 の 採用 で , 従来 
の UL に 比べ , 低 域 感度 で 1.0dB, 
高城 で は 2.0dHB アッ プ 。 ノ イズ は 
0.5dB 低 域 され て いる 。 こ の た め 
ダイ ナミ ッ ク レ ンジ は 大 幅 に 拡大 
され , パワ ー あ ふれ , 透明 感 あ ふ 
れる いき いき し た 音 は 高 性 能 音楽 


ii 抽 人 HH 


NR le 
HHHEUUHH 有 明 護 1 
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四 DT NEWS 


らら o 一 - の 日 半 へ > 人 の 


用 カセ ッ ト に 人 迫る 。 

回 の 2 に 2 クボ ジ シン ラン 用 7 
ci NZ230 mm22 ド NON 
発売 に より , 従来 の UL は 製造 中 
1 

価格 は UR46 が 350 円 ,UR60 が 
400 円 ,UR 90 が 650 円 , UR120 が 
900 円 。 


カー ステ レオ 専用 ハイ ポジ 
⑯| ショ ンカ セッ ト テ ー プ 
2RAGIcU 


カー ステ レオ 専用 カセ モッ ト テ ー 
プ は , 昨年 6 月 に 同社 が 
「GT-I」( ノ ー マ ル ポジ シ 
ョ ン ) を 発売 し 110 で の 


音楽 専用 カセ ッ 
ト テ ー プ 
マク セル UR 









高温 で も , ケー ネ %, 
の 劣化 を 起き ず , し か も 車内 振動 
に も 耐え る と 好評 で ある が , カー 
ステ レオ の 高 性 能 化 に 伴 な い , 高 
性 能 の テー ブ も 求め られ る よう に 
な っ て きた 。 そこ で , 新開 発 の 
「 ス ー パ ペー ダ イナ ミッ クベ リド ッ 
クス 」 磁 性 体 を 採用 し “鋭い 音 の 
立上り , 力 感 あ ふれ る サウ ンド " 
特性 を 持っ た , ハイ ボ ジ シ ョ ン テ 

ー プ 「GT- II」 を 発売 する 。 
価格 :C-46 (580 円 )C-60 (780 円 ) 

C-80(980 円 )C-90 (1,080 円 ) 。 
フジ GT-II 
















1 


ます 


NN 





0 
シャ ー プ VC-330F 


INS ウジ ペ イグ ミア 

4 VTR で は 初め y 
て 20 万 円 を きっ た 邊 
の が これ 。 = 
ハイ ファ イ 専 用 
伝 ッ ド 2 個 , VH 
S・NR 回 路 , 音声 多重 デコ ー タ 
を 内 蔵 , テレ ビ の ステ レオ 放送 , 
2 カ国 語 放送 , FM ステ レオ 放送 
が ハイ ファ イ 録 音 で きる 。 
映像 コン バク トディ ス 
ク や FM 放送 な どの 外部 音声 が 同 
時 に 記録 で きる マル チ 録 音 機能 
io た だめ, 切り 替え スイ ッ チ に よ 
て 映像 と 音 の 組み 合わ せ を 自由 に 
還 ド ロー リル レル @⑥ き る 5 

タイ マー 設定 , 各種 音声 切り 替 
の スム 類 (は ワウ ンク ッシュ 
で 開閉 で きる スケ ー テ ィング パネ 
レ に まとめ られ 時 計 予 約 時 間切 
り 替え 表示 , メモ リー 付き 四 桁 電 
手 カ ウン ター. 12 連 式 L R 独 立 ビ 
性 2 ホール ドレ ベル メー タダ な ど は 
隊 
名 い 。 

寸法 W430XH93XD388mm 
量 11.8kg 








② シ ャ ー プ VC-340 


NN 


ブレ の な い ク 


一 」 を 採用 し て い 


@ 

抽 が 
NHIRIX2N Ya 3 
: 在 時 刻 , 録画 開始 8 
: 時 刻 , 録画 時 間 を 3 


: デビ トロ ン で 表示 


: 手順 を 点 減 表示 す 





価格 198,000 円 








ISTEYcYtie 


⑯ シ ャ ー プ VC-330F 


新 ツ タイ マー 採用 VTR 


9 V C -340 


標準 *・ 3 倍 モ ー ド と も ノイ ズ や 
リー ン 静 止 , 5 分 の 
1 30 分 の 1 の 可変 速 フ ァ イ ン ス 


ER 詳 2 2 


: 固定 の 見 や すい 双方 向 ビ デオ サー 
| チ が 楽し め る 。 


7 m 離れ た 場所 か ら で も 8 モー 
ド の 操作 可能 な ワイ ヤレ スリ モコ 


| ャ ネル を 録画 する ウィ ー ク 
能 毎日 同一 時 刻 , 同一 チャ ネル 


特徴 。 


る 。 ま た , 毎週 同一 時 刻 。 同一 チ 
リー 機 


を 録画 する デイ リー 機能 な ど を 搭 


: 載 し て いる 。 


その 他 , テー ププ 走行 が わか る グ 
リー ン の 「 ラ ン ラ ン ラ イト 」( 業 界 


: 初 ) や , 押し た ボタ ン が 光る シグ 
| ナル ポタ と 。 みり アコ ョ ネ ク ト 方 式 


放 ま る 美しい つ な き 撮り , な ど 多 
な 機能 を 装備 し て いる 。 

寸法 W430XH93XD380mm 
重量 10.5kg 

価格 198,000 円 


r ミ ニコ ン サ イズ VTR 
VTC-P8335 


横幅 335, 高 さき 89, 奥 行き 345 ミ リ 
BMNeUIGG 語 S に ラン pa 23227 


DS の NIIe00 呈 OMOAUIUNGE 


: 一下 と も に ノイ ズ , プレ の な い 静 
: 正 , ス ロー が 可能 。 


壮 約 必 4 マー は 2 週間 8 プロ で , 


: 操作 は 斜め 上 か ら キ ー ポ ボー ド 感 覚 
: で 簡単 に で きる 。 

: ン を 採用 し て いる ほか , 操作 が 簡 : 
: 単 な 2 週間 8 予約 の 「 新 W タ イマ : 


テレ ビ 受 像 機 の テレ ビ ノ ビ デオ 
モー ド の 自動 切り 替え 機能 付き の 





MM 光 0S0siBE 














た め 同 機能 対応 の テレ ビ 受 像 機 で 
は ワン タッ チ で ビデ オォ 再生 が で き 
る O 


この は ほか, 正 送 スピ ー ド サー チ , : 
: 発揮 する カメ ラ と し て 企画 , 


カセ ッ ト テ ー プ の ツメ 折れ が わか 
る テー プ キ ャ ン セ ラー 機構 。12 局 
7 ジン 2007RN2iSE 
リー 機能 付き 電子 カウ ンタ ー を 採 
用 。 テーブ プ 残 早 の わか る クリ アラ 
RAWU ジ MIR の き N AZ 
イン ド 機 能 付 き 。 

価格 168,000 円 

寸法 W335XH89XD345mm 

重量 7.2kg 


8 伯 0 の ラー ロビ が オカ スラ 
引 グ Ks2 人 0 
Ma B Y -110 
還 Wwi2 


3 機種 と も 開発 の 対象 を プロ ダ 
クシ ョ ン , 企業 , 病院 , 各種 施設 
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どー いい ー ベ ズー 人 … 


: 学校 」 お よび マニ ア 向 と し , 小型 
: で 軽く し か も 使い 易 さ を 主眼 に , 
: 手軽 に 3 管 式 の も つ 高 画質 の 撮影 


が で き , 各種 ソフ ト 制 作 に 威力 を 
開発 
し た も の 。 

K Y -210 は , 先行 する 高級 機 


の 設計 思想 を 基本 に 高 性 能 を 維持 


し か も , より 一 層 の 小型 軽量 化 , 
トド グ ウ ン を (32005 ホイ 


: ル 使 用 か ら ス タ ジ オ 使用 まで 対応 


出来 る よう 開発 し た も の 。 
BON ae12 は 2 が の 1 
イン チ 光 学 系 お よび 2 分 の 1 イン 
チ サ チ コン 管 を 使用 し , 10 倍 レン 
和 ※。 ば Se シグ SA で SR9Y7 


: kg と いう 超 小 型 軽量 を 実現 、 そ の 
: 操作 任 も 多く の 自動 化 機能 に より , 
大 幅 に 向上 し て いる 。 


Bl0a 上 島国 の / ショ ンー 








| ジ か た る | 四 
攻 JRONNCOA AI DI ン と 
間 C と 終ら コー の き 
ANISIGUU2NOOU ENG 人 
橋 で ま ユ (| 柱 * 
Mi ホ 上 肖 CGC II ンク ん 
Ne シ ジ 動 カタ クリ ( テラ 
用 4 的 に テス スー 
大 MI に で より へ の 、 | 
MA 生 の 、 つ に 映 . 外 
WU る 動 て 組 便 m 
NAM TWIN 作 上 み を の 
liN の を 映 込 上 スズ 
| の | ボ 開 ま 映 ク 
il ク 胡 れ す 





ーー-< ロ ー さ N 人 Q 


: 幅広 く , 


| @| ビク ター 


: - C70 の セパ レー ト タ イ プ 。 


] ] ー ル ユニ ッ ト 間 は 最大 300m (5 
: ニッ ト と の 組み 合わ せ で 多目的 に , : 









選 汗 地 . こ な ロ に 1A ペ ーwNh 
























Ya128 ボ グル ぎ 用 りく 
ビデ オ 制 作業 務 に 活用 で 
きる 。 
価格 210 三 149 万 円 ,110 三 79 万 
5 千 円 , 12 三 74 万 5 千 円 
寸法 210 三 W123XH294XD 
289mm 110/12 三 W211X H254X 
D362.5mm 
重量 
議 生 7Kg 


210 三 3.8kg, 110/12 


監視 用 カラ ー ビ デ オカ メラ 
@H- 70 
に CC- C70 





カメ ラ ヘ ッ ド CH- C70 と 専用 
カラ コレ トド EB 二 2 エニ ツ ッ ト CO 


接続 は 同軸 ケー ブル 1 本 で OK 。 
602 の NSKZINIG 


C- 2 V ケ ー ブ ル 使用 時 ) まで 延 


HOT NEWS 請 請 請 較 「 








ド 山 マ ーYHK」 


下 wW 通 S「 に NN マー ふ 、 
CC」 cerSir.S「V>+v 


uv-w ニ UNNー1 SH R 













_ 機能 と し て は 





ビク ターCH-C70 


長 可 能 。 





ロ 


- 抽 半 NONNONM 


に 凍 軸 際 和 
ユニ ッ ト か ら の 映像 信号 出力 は 
2 回 路 。 


シス テム 価格 195,000 円 


VD プ レー ヤ 


9 > VDP-880D 


東芝 は カラ オケ 再生 に 便利 な 各 
種 の 制御 機能 や 再生 状態 が 一 目 で 
わか る 9 種類 の 画面 表示 機能 な ど 
を 持っ た VHD 方 
較 N の VI プレ ュー コジ 
を 発表 し た 。 

カラ オケ 再生 の 


す イ ンチ ニュ ー ビ ピー コン 管 を 搭載 。: 









コジ ペソ ルク 2 フ 2K(225SIIES022S が 3 
KG シン 
2 ジ SIi2AU 選 748g02ag2 
メン ・ ア デット ・ ワ ー ク 

リト ルリ バー・ バ ンド 

2 グロ. 旨 20200c0m2S NIIUU 














POP TOWN TOP40 カウ ント | DJ. 

600722RNW HUGS2 人 2 シン ヨン 
ンコ em ジグ ミン デン 
カー ズ 他 


矢 清治 | 
(POP TOWN サ ー ク ド 



































クモ キン レコ ラー ドコ シン サー ド 
オル ガン を 聴く 一 大 オル ガン か ら 
KRiUII に ドジ 020hi③ 二 

昌 放 2NW2NZNI2 の ーー グ と 2 トー の 
演 (オル ガン ) トン ・ コ ー プ マン 


















回 上 220202SE7I ジ 2 
(CD 試聴 。 生 演奏 ) 


^Honeysvckle Rose? 





海老 原 啓 一 郎 




















欠 発 売 LOB コ ン パ クト ディ スク | (ロブ スタ ー 企 画 ) 
第 3 弾 超 豪 華 メ ン バ ー 最 新 録音 | 特別 ゲス ト 
(2262 の 42) の 009 の 峰 純子 (vo) 











ルト ン (⑪) 
ジニ Tl 


827R(IGS) 
ミネ (vo 











オ ・ ビ デオ 機器 を 接続 し て , 好み 
の 映像 と 音楽 を 組み 合わ せ た オ リ 
8 人 200 82P2o71aa = 
で 多彩 な プレ イ が 楽し め る の が こ 





① 1 曲 終わ る と 

再生 を 一 時 停止 し 待機 状態 と な る 
「 ワ ンチ ャ プ タ 再 生 機 能 」 

⑧ 任 意 に 指定 し た 区 間 を 繰り 返 
し 再生 する 「 シ ー ン リピ ー ト 機能 
⑨⑧ 任 意 に 指定 し た 個所 へ いつ で 
る 戻し て 再生 で きる 「 シ ー ク 機能 」 
(〈④ デ ィ ス ク を 取り 出し て 電源 を 
切る と アー ム が 自動 的 に ロッ ク き 





れる 「 自 動 ア ー ム ロッ ク 機 構 」 


ーー な ど が 付い て いる 

これ ら の 操作 は 付属 の ワイ ヤレ 
UE コン で で でき デ 選 用 ン 的 に 
は ほ 薄型 で 横幅 42cm と 他 の オー ディ 
ォ 機 器 と の 組み 合わ せ に も 配慮 。 








⑬ 東 芝 VDP-880D 
: 操作 性 , イン テリ ア 性 の 向上 を は 





れ 。 

映像 入力 4 系統, 同 出力 3 系 統 

音声 入力 5 系統 , 同 出 力 3 系 統 と 

NN それ 
一 系 統 は 前 面 に も 端子 を 備え 

9 く な つて いる 。 


か っ て いる 。 
価格 148,000 円 
寸法 W420XH98XD375mm 





重量 "8.3kg オー ディ オ で の 使い 方 で は 18W 
: 十 18W の アン プ を 内 蔵 し て いる の 

: ー 能 A V セ ンタ ー 8 

の 多 機能 2 6 で ,。 パ ワー 不足 の テレ ビ の 音声 や 


H A V- 
日 計 HE 0 ヘッ ド フ ォ ン ステ レオ の 音声 を 魅 


DO る 2 半 2 70MR24 ン 湯 EN 
楽し め る 。 ま た , 
モノ ラル 信号 を 疑 
似 ス テレ オ 化 する 
事 に より , 音 場 感 
豊か な 音楽 が 楽し 


テレ ビ あ る い は 各種 の オー ディ 


@ 日 電 HE AV-200 
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め る 。 
ビデ オ 機 器 と の 接続 で は イメ ー 


ジエン ハン ス 回 路 を 内 蔵 し て お り , 


ダビ ング 時 に は 鮮明 で クリ ア な 画 
像 が 得 ら れ , 一 度 に 3 右 の ビデ オ 
に ダビ ング が 可能 。 

AV 機能 と し て は , 例え ば VD 
プレ ー ヤ か ら の 映像 を 見 な が ら , 
音 は テー プ か ら 流 し , これ を 組み 


合わ せ て ハイ ファ イ VTR に 収録 : 


し て オリ ジ ナ ル テ ー プ 作り が 楽し 
め る な ど 多 彩 な プレ イ が で きる 。 
また , この AV セン ター 2 友 並 
列 使 用 に より 4 チャ ネル 再生 も で 
USES2 語 2 ES205S グー da の 
大 画面 ホー ムシ アタ ー も 可能 と な 
る 。 

価格 39,800 円 

寸法 W430XH90XD210mm 
重量 約 4.1kg 


EER 
イン フラ ノイ ズ VP-7007 


この 製品 は ビデオ テー プ の ダビ 
ング 時 、 ま た は 再生 時 に 使用 する 
総合 型 オ ー ル マイ ティ ビデ オプ ロ 
36225 と 4 ジン 人 2272 

電子 式 入力 切換 え タ ッ チ スイ ッ 
チ 式 で 入力 は 2 系統 , 音声 は ステ 
レオ 対応 。 
出力 は 4 系 統 で 1 度 に 
ピー が 可能 。 

補正 効果 を 簡 学 に 確認 出来 る プ 
62 有 20702 NR 2S 2 の 1BNo 
2 の plN2( 全 ン 2 語 2 


4 本 の コ 





イン フラ ノイ ズ VP-7007 
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: チャ ネル を 切り 
: で 自動 的 に ゴー スト を 5 分 の 1 一 
: 10 分 の 1 に 


3 NR ア ウト が 出来 る ルー マコ ント 


ロー ル 採 用 。 
価格 89,000 円 
寸法 W155XH550XD295mm 


重量 2.3kg 





ee 
目 CTIV CI9ED1GS 


日 立 は 電波 が ビル や 山 な ど に 反 


: 射す る こと に より テレ ビ の 映像 が 
: 一 重 に 与 る , 


いわ ゆる ゴー スト ” 


を 大 幅 に 軽減 する 「 ゴ ー ス トー ル 


| 回路 」 を ア ィ ジ タル 技術 と 半導体 
: 術 を 駆使 し て 開発 , 内 蔵 し た 19 型 


CTV を 愛称 「 ゴ ー ス トー ル 」 で 発 


| 表し た 。 


「 ゴ ー ス トー ル 回 路 」 に より 
替え る 毎 に 約 10 秒 


軽減 する 。 


@ 日 立 
CTV C19-D1G )3 








ル タ 方 式 」 





| や か に 映し 出す 。 


「 2 段 形 トラ ンス バー サル フィ 
に より 画面 の 約 5 分 の 
2415KGVN の 2SSS 00 EEIS 


軽減 で きる 。 


ラウ ン 信 に (05、 月 展 き た デ 


| で フラ ッ ト , 前 面 が ラス に ダー ク 
: グレ イ の 着色 ガラ ス を 用 いた スモ 
eK 入 ま CON SIT2 あ 2 


管 」 を 採用 。 
2 ラク 


: 一 出力 端子 を 採用 し て お り , ゴー 
: スト を 軽減 し た 映像 を 4 見 な が ら V 


T R 録 男 が 可能 。 


着脱 り モ コン 付属 。 

価格 168,000 円 

寸法 W485XH470XD495mm 
重量 19kg 





い ーo 〇 詞 淫 旧 信 


15 型 低 価格 カラ ー テ レビ 
- 三 菱 15C312 


三菱 は パー ソナ ル 和 需要 増大 に 対 





| 応 し て , 角形 プラ ウン 管 を 搭載 し 
: た 新 感覚 デザ イン の 15 型 CTV を , 
: 業界 初 の 低 価格 で 発表 し た 。 





NPC 回 路 に より , 中 間 色 も 鮮 
チャ ネル は タッ チ ナ 式 の セン サー 
タイ プ で 10 曲 。 


ジジ ペク NN2027a2072 6 仙 ン 


: 色 は シル バー と レッ ド の 2 色 。 


価格 55,000 円 
寸法 W372XH373XD380m 
重量 11.2kg 








































mm 


一 oO の 三 滞 四 僅 

















ルク //2 


家庭 内 情報 管理 機能 を 充実 
7 種 の ソフ ト 内 蔵 MSX 
三菱 ML-F120 
F120D 


家計 息 や 住所 録 等 家庭 内 の 情報 
言 理 機能 を 大 幅 ア ッ プ させ た MS 
ミ パ ソコ ン 2 機種 が 三菱 か ら 発 売 
|] きれ た 。 

昨年 同社 か ら 発売 され た ML-800 
の 上 位 機種 で 愛称 は Letus? 

機能 的 に は 2 機種 と も 同じ だ が , 
F120D が アナ ログ RGB 出力 端子 
内蔵 きせ て いる の が 相違 点 。 
内 蔵 の パッ ケー ジ プ ロ グラ ム の 





| No 
/ レ ピ / 
ググ アン ルリ 77 /77 アア 7 777 7 ケア 欠 ググ 7 NN 
fP 4 7 ダ 9 7 人 gen037 が NMe 47 0 4 P 4 ノン / る 


E。 一 -4 9 hm  、 和 mm Nsaamami ア Em sss 


具体 的 内 容 は ,① 家 計 簿 ② 住 所 録 
③ メ モ 帳 ④ 成 績 管理 ⑤ 健 康 管理 ⑥ 
ファ イル 管理 の ⑦ ロ ボッ ト 操 作 の 7 














種類 。 

この 他 C- BOL を 使い 各種 の 作 
表 。 デ ー タ 編集 な ど が 容易 に で き , 
デー タ 保 存 用 の デー タカ ー ト リッ 
ジ も 別売 の 予定 。 

また , ロボ ッ ト 操 作 に つい て は 
別売 ロボ ッ ト ML-ROBO  ( 務 定 
価格 12.800 円 ) を ラジ コン で 操作 
で きる と いう も の 。 

2 機種 と も ROM32KB (MSX- 
BASIC) , RAM32KBG を 搭載 。 さ 
ら に 16KB の 簡易 言語 も 装備 させ , 
家庭 内 情報 管理 等 の 利用 に 際 し て 
も より 簡易 な オペ レー ショ ン が 可 


⑩ 三 菱 
ML-F120 
ML-F120D 


3Z 





能 と な る よう 配慮 きれ た 設計 に な : 


つう で いる 。 
価格 は ML -F120 が 64,800 円 , 
ML-F120D は 74,800 円 。 


100 万 円 台 で 業界 最大 の 136 
機能 搭載 の ワー プロ 

松下 「 パ ナ ワ ー ド 5000」 
シリーズ 


松下 が 100 万 円 台 ク ラス で 業界 









最大 の 136 機 能 を 実現 し た 日 本 語 
2 No の 5000mm シ 0 
ー ズ 2 機種 を 発売 する 。 

新 製品 は FDD 2 台 タ イプ の 「 パ 


ナ ワ ー ド 5020」 と FDD 3 台 タ イプ : 


の 2 SN6508058 
両機 と も 松下 が 多様 化す る ユー 
ザー ニー ズ に 対応 する た め , 各種 
ビジ ネス 分 野 で 必要 と され る 機能 
を 徹底 調査 し て 商品 化し た も の 。 
狙い と し て は ワー プロ の 2 極 分 
化 傾 向 (シン プル 機能 の 低 価格 パ 


レク に 208120 ジ ネッ クン ピ 


の 多 機能 化 機種 ) の 中 で , 多 機 能 
化 機種 と し て より コス トペ パー フォ 


@ 松 下 パ ナ ワ ー ド 
5000 








ー マ ン ス を 重視 し た 商品 。 
機能 的 に は 図形 グラ フ , 計算 


: 機能 ブロック 編集 , 均等 割付 , 
ルビ ベッ タダ タ ノ フ ッ タ クタ な どの は ほ 還 
特に 特徴 的 機能 と し て , ① 拡 張 文 


節 入力 め ス ライ ド 機 能 ③ く ず か ご 
ファ イル ④ 詰 め 打ち ⑤ フ リー サイ 


ズレ イア ウト 去 示 な ど 9 機能 を 装 


備 さ せ , 業界 最大 の 機能 を 実現 し 
て いる 。 

加 の (人 妥 5 人 0 ン た CRISN Im 晴 
列 を 徹底 追求 し た 薄型 キー ボー ド 
な ど 人 間 尊 重 を 基本 と し た 設計 。 

キー ボー ド ・JIS 配列 準拠 , 使 


用 文字 数 ・8.204 字 , 外字 登録 数 


376 字 , 辞書 ・ 約 90,000 語 , ユー 


ザ 登録 語 ・7,000 語 。 文 字 構成 24 
X24 ド ッ ト , 文書 記憶 ・A4 サイ 


ズ 120 ページ 。 
外形 寸法 ・( 本 体 )W495X D 430 


XH136mm, (表示 部 )W365XD425 


※ H321mm, (キー ボー ド )W520XD 
180 X H32mm。 


シス テム 価格 は 「 パ ナ ワ ー ド 5020」 


が 1, 280,000 円 .「 パ ナ ワ ー ド 5030」 
が 1.,400,000 円 。 


小型 ・ 軽 量 で 電池 駆動 の 
@⑧| 低 価格 ポー タブ ル ワ ー プ ロ 
富士 通 「OASYS Lite」 


気軽 に ワー プロ を 使っ て 手紙 や 


住所 録 な ど が つく れる 時 代 が や っ 
SS 


な に し うろ 今度 富士 通 か ら 発売 き 
れ た 「OASYS Lite」 は , 電池 肝 


動 尺 NNGNSKG5 語 25SIIE ン 0 204 

ト 並 み の 重 量 も 5 kg と 超 軽 量 。 
お まけ に 価格 は 22 万 円 と くれ ば 

ビジ ネス 用 ば か り で な く , ホー ム 


ュー ス に 十分 フィ ッ ト す る 普及 村 


人 の 2 。 


ポー タブ ル タ イ プ で し か も 低 価 議 


町 唱 | 











OASYS Lite 


⑳ エ プン ソン  HC-88 
共 化 を 実現 し た の は , 同社 の 最新 
詳 寺 体 技術 に よる 高 集積 化 , 省 電 
下 化 に 加え て , 新開 発 の 熱転写 プ 
明 シ ター, 液晶 ディ スプ レイ の 採 
中 放 ど に よる も の 。 

主 な 特徴 で は 
NN 
罰 庄 式 か な 漢字 変換 (文節 単位 ) 
3 約 4 NNW 

8 日 本 語 の ほか 英 ・ 独 ・ 仏 ・ ス 
も 対応 。 
計 六 集 機能 で は 縦 ・ 
革 紺 角 文 字 。 レイ アウ ト 表 示 な ど 
5A 4 判 分 2 ペー ジ 分 の メモ リ 
- 内 基 。 

@$ 外 部 メモ リー は 最大 40 ペ ー ジ 
症 4 版 ) の 記憶 が で きる バブ ル 
リー を オプ ショ ン と し て 装 


主 な 仕様 は , 使用 文字 ・JIS 第 


m7 ン 語 に 









横 倍角 文字 , 充実 し た 
( 9 


: 精工 舎 。 


きき は HAYS で ロロ 
※ の る 若 滞 SoO 








き の ク | 記 ンチ 
る 虹 に ス 憶 | ま 
ミミ な も の さ に で 
こる 装 篤 れ 各 
と 規 応 換 て メ 用 
な 格 で だ い デ の 
ど を の き リリ る て ィ イ 
DEN の 0 の の ン 
あめ DP 9 い で の クタ 
る D 最 す セン 
な 大 れれ イン 
ES の シシ ョ ク 
信人 馬 デズ 情 ス 
使 ま イフ 報 カ 
NN 


: 一 水準 ほか 3,918 字 , ユー ザ 登 録 8 


字 。 表 示 ・ 液 晶 8 桁 ,24X24 ド ッ 
ト 。 外 形 寸 法 ・W340XD325x H 


: 80mm, 電源 ・ 単 1 X4, AC100V。 
: 価格 は 22 万 円 。 





日 本 語 処理 能力 で 
A4 サ イズ の ハン ド ヘ ルド 
エプソン 「HC-88」 


ハン ド ヘ ルド パソ コン で あり な 


能力 を 備え た A 4 サイ ズ の 『H 
C-88」。 


商品 化し た の は エプソン と 諏訪 





Vo 一 ざさ の ・ と 光 す 吾 品 洋 


桐 S③ さ ぐふ NGeow ス コー は し ー 





ー\S4W き (JNN ロメ の 


すさ ーYS ロ gg・ ぷ きき 北東 G 


ー ロ ベ 層 ょ 詩 束 そく ミュ ママ 
誤 若き の の ロ -< の そる 可 ゆ 





本 語 処理 は 日 本 語 CP/M, 日 
ポポ 論 ウブ ロ 日赤 語 スー パ エ カ 


ルク な ど を ハン ドリ ング し て いる 
ほか , 初心 者 の た め に 独自 の 日 本 
諸 状 力 訪 式 .『 タ ッ チ 16」 も を 開発 。 
ご の 2 ラ 2【Oj 52 の の) 
は 16 個 の キー だ け で カナ 音 51 字 が 
全て 操作 で きる と いう 効率 的 な 入 
カシ ステ ム で , HC-88 で は JIS 規 


| 格 キ ー ポ ー ド で も 「 タ ッ チ 16」 方 
: 式 で も いずれ か 操作 し や すい 方 を 
: 選択 し て 使用 で きる よう に な っ て 


いる 。 
その 他 の 特徴 で は 480X64 ド ッ ト 
(日 本 語 表 示 30 桁 X 3 行 ) の 大 型 


: 液晶 ディ スプ レイ , マイ クロ カセ 
が ら , デス クト ッ プ な み の 日 本 語 : 


ッ ト ド ライ ブ 内 蔵 で シー ケン シャ 
ル で は ある が ファ イル 検索 も 可能 。 


| RAM は 標準 64K, 電池 は 1 回 の チ 


ャ ー ジ で 約 8 時 間 稼 動 。 重 量 2.8kg 。 


価格 は 298,000 円 。 
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IN A、 人 人 】 







用 機 に で きる 。 
メイ ン CPU は Z-80, メモ リー 
RAM64KB, ROM96KB (最大 ) 。 


表示 は 240X64 ド ッ ト の 液 曲 で, グ 
ラフ ィ ッ ク も 可能 。 電 源 ・ 電 池 , 
AO7420 ガク 8 


外形 寸法 W297XD216 X H34mm, 
重量 1.6kg。 価 格 は 128,000 円 。 


14 
イ 
け 
17 
エプソン HC-40 
キー ボー ド の 着脱 が 可能 な : 6 
⑥| ハン ド ヘ ルド コン ピュ ー タ : 
エプソン 「HC-40」 
な ん と HC-40 は キー ボー ド の : 
着脱 が 自在 な ハン ド ヘ ルド コン 
Ezs2SNINISMNEGENelN2G 人 MI 9 
テム キー ボード に 笑 換 する の も 人 : 4 
単 。 
この アイ テム ※ー ポ ボー ド は 最大 : 
62 項 目 ま で の プリ セッ ト が 可能 で : 
添付 の キー シー ト を か ぶせ る と 専 : - 






行 し て いる 。 
し 1 . 期間 昭和 59 年 6 月 1 日 6 
は 受信 証 (ベリ ・ カ ー ド ) は 出し 月 30 日 


ガボン 中 継 特別 ベリ を 
国内 に も 発行 


NHK 国 際 放送 「 ラ ジオ 日 本 」 で 
は 4 月 2 日 か ら 西 アフ リカ の が ガ ボ 
ン 中 継 に よる ヨー 
ロッ ノ パ ・ 中 東向 け 
中 継 放 送 を 実施 し 
て いる が , 受信 状 
態 も きわ め て よく , 
大 き な 反 響 を 呼ん 
で いる 。 

ZANSU 
は 通常 。 日 本 国内 
か ら の 受信 報告 に ⑯ ガボン 中 継 特別 ベリ カー ド 


40 


て いな い が , 6 月 1 日 の 国際 放送 
記念 日 か ら 1 か 月 間 , ガボン 中 継 
放送 を 受信 され だ た 受信 報告 に 限り , 
特別 べり リ ・ カ ー ド を 次 の 要領 で 発 


2 . ガボン 中 継 放 送 の 時 間 (日 本 
時 間 ) ・ 周 波数 ・ ヨ ー ロ ッ ノ パパ 向 
け 13.00 一 15.00 : 15,315 kHz 
ls0UOilSS0ig 2 語 。 D SU 


@ 














COO ノ gp vjg Aicog Mo.7 胡 ggi gpo7n yjo A 生 ico Mo.『# 


8 



























































語 N45 ス スウェー ブン 語 183.45 ご 
14.00 イ タリ ア 語 , 14.00 一 14.30 ド 
串 ツ 語 。 14 .30 一 15.00 フ ラン ス 語 ) 
2 人 92 タル 3 に 本 (II| 


け ) 

15.00 一 17.00 : 21.575kHz 
(15.00 一 16.00 日 本 語 , 16 .00 一 

17 .00 英 語 ) 

24.00 一 02.00 : 21.695kHz 
(24.00 一 01.00 英 語 , 01.00 一 

2.00 日 本 語 ) 

3 . べり ・ カ ー ド は 2 種類 (写真 ) 。 
いずれ も ガボン 中 継 の 送信 経路 
を 図案 化し た も の 。 
封書 1 通 に つい て カー ド 1 枚 を 

発行 し ます 。 

』. 宛先 〒150 東京 都 渋 谷 区 神 
南 2 一 2 一 1 
NHK 国 際 大 
(封筒 の 表 に 「 ガ ボン 中 継 放送 

受信 報告 在 中 」 と 赤字 で 書い て く 





だ さい ) 

5 . 60 円 切手 を は り , ご 自分 の 住所 
・ 氏 名 を 書い た 封筒 (カー ド の 入る 
大 き さ ) を 忘れ ず に 同封 し て くだ 
さい 。 カ ー ド の 大 き さ は 15 10.7cm。: 松下 \AIR-PIT? シ リー ズ の 最 

( 小 株 ) : 新 機種 

と | : ます ます 機動 性 が 求め られ て き 

| : て いる パー ソナ ル 無 線 の ニー ズ に 

1 : 対応 し て , 車 温 用 か ら 基 地 局 。 携 

| : 帯 用 まで 広範 な 使い 分 けが で きる 

| : 1 到 3 役 の 高級 機 。 


車載 ・ 基 地 ・ 携 帯 用 の 1 台 3 
: 人 め | 役 , 多 機能 型 パ ー ソ ナル 無線 
松下 通信 「PQ-11」 
















@ 松 下 通信 
PQ-11 







3 つの 用 途 へ の 切換 えも 本 体 を 
以 022002 有 GUN SONOIK 

機能 面 の 特徴 で は , 4 月 1 日 か 
新 だ に 認可 され だ ) モニ ター チャ 
ネル 保持 機能 や 留守 番 機 能 な ど を 
採用 し て いる の が 大 き な 特 徴 。 

モニ ター チャ ネル 機能 は , 
モニ ター か ら 制 御 チ ャ ネル に 移っ 
て も 再び 元 の チャ ネル に 復帰 で き 


る 機能 。 ま た 留守 番 機 能 は 不在 時 
に 何 回 呼ば れ た か を 記憶 する 機 : 





吾 ヒ 
Bo 


その 他 ,. マイ ク か ら 多 彩 な り モ 


ュ ン 操作 が 可能 。 動作 確認 は 軽快 : 


な 着信 埋 と ディ スプ レイ 表示 で 確 : 
人 | 分解能 10gV を 誇る ハイ 


実に で きる な どの 多 機能 タイ プ 。 
主 な 仕様 は , 送信 電力 5 W, 受 
信 感 度 一 4dB, 外形 寸法 W160 


XD140xH50mm。 重量 11kg。 価 格 : 
: 5 桁 で , 分 解 能 は 10ZV を 誇る 高 性 : 
: 能 。 


また , 24 レ ンジ と 多 機能 な 上 に , : 


は 本 体 が 98,000 円 (その他 別 売 の 
基地 局 用 電源 や 各種 オプ ショ ン が 
捕っ て いる )。 


チャ ネル 保留 機能 は じ め 
@ 新 機能 フル 装備 の パー ソ 
ナル 無線 


日 本 無線 “JHM-84? 


コネ クタ ス ′ シリ ー ズ の 第 2 弾 。 : 
: 1,.000V, DCmA 2mー200mA, 
り , オプ ショ ン に より 基地 用 , 携 : 


コン パク トト 設計 で 車載 用 は も と よ 


帯 用 に も つか える マル チュ ー ス タ 
(24 
この 4 月 か ら 認 可 き れ た チャ ネ 


ル 保 留 機能 や ー 般 呼出 (CQ) の 保 


留 時 間 を 30 秒 まで 延長 し た 機能 
フル 装備 し た こと が 最大 の 特徴 。 
(3 


ょ の - 有 エエ て 
各 浦 由 


通 語 。 | 
: 安全 運転 を 配慮 し た 設計 。 





また , 同社 独自 の 機能 と し て 電 


: 子音 に よる 動作 確認 の ほか に ,「 ウ 


た ツク マシ ンク 0 スハ ウー シク クリ の 
と 女性 の 声 (合成 音 ) に よる お 知 
ら せ 機 能 も 装備 。 ラ ンプ の 確認 を 


し な く と も オペ レー ショ ン が 可能 : 


に な り , 視線 は いつ も 前 方 で より 


この 他 , 留守 番 機能 や 群 コ ー ド 


ON/ ノ OFF 機 能 な ども 加え た 多 機 


能 タ イ 2 
奥行 13cm, 容積 975cc の コン パク 
ト 設 計 。 価 格 は 98,000 円 。 


コン パク ト な 42 桁 DMT, 


C/P 機 
三 和 FD-750C 
FD-750C は , コン パク ト な 4 


ユニ ッ ト 接 続 で (オプ ショ ン ) さ 
ら に だ, 容量 

の 機能 拡大 も 可能 。 

主 な 仕様 は 。 DCV レン ジ 200mV 
ー1,000V。ACV レ ンジ 200mV 一 


ACmA 2m-ー200mA, OHM200 0 
ー20M ⑳ 
価格 は 28,800 円 。 


: @ 三 和 


| ⑲| る マイ コン ゴル フ 練 習 機 


プ を 強化 し た 。 


: 既 発売 の GL-500 と の シリ ー ズ 化 
コン デン サ 容 量 , hrk, 温度 , 


: DC2/10A, AC/10A な ど 6 種 類 : が 可能 に な っ た 。 


| 池 式 ( 単 3 X4 本 で 30 時 間 以 上 の 
: 連続 使用 可 )。 





































FD-750C 





レベ ル に 合せ て 練習 の で き 


三菱 “GL-3007 


三菱 で は 好評 の パ マ イコ ン ゴ ル 
フ 練 習 機 パ シリ ー ズ の ライ ン ア ッ 


ゴル ファ ー の レベ ル に 合せ て 練習 
の で きる 家庭 用 1 機種 (29,800 円 ), 
業務 用 3 機種 の 合計 4 機種 。 
特に 家庭 用 は ,. ビギナー か ら 中 
級 者 向け と し て いる の が 特徴 で , 


に より , 一 層 レ ベル に 応じ た 練習 


GL-300 の 具体 的 な 特徴 は フェ 
028242 の 60NIADINGIGS 
キャ リー の 基本 機能 が 中 心 と な っ 
て いる 。 

W460XD310XH44mm の コン パ 
クト サイ ズ 。 重量 2.4kg, 電源 は 電 
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わが 国 初 の 衛星 放送 が , 5 月 12 日 か ら 始 まり まし 
た 。 と の 放送 の 目的 は , いま まで 山 の 陰 な ど で テ レ 
ビ が よく 見 えな か っ た 地域 で も 良好 に 受信 で きる よ 
うに する と と , また , 衛星 1 個 で 日 本 全国 に 電波 を 
と どけ る と と が で きる 特徴 を 生か し て , 高 品位 テレ 
ビ や 独立 音声 放送 な どの 新しい サー ビス の 実用 化 へ 
向け て の 実験 を 行う とこ と な ど で す 。 

衛星 放送 は , 赤道 上 空 36, 000km の 静止 軌道 上 に 
あぁ る 放送 衛星 BS-2 か ら , わずか 100W と いう 小さ 
な 送信 出力 で , SHF 1 波 を 使っ て 行わ れ て いま す 。 
と の た め , 地上 に 到達 する 電波 は 微 識 で あり , し か 
も 雨 や 雪 な ど 自 然 の 影響 を 受け や すい た め 良 好 に 受 
信 す る に は , 受信 アン テ ナ の 施工 方 法 や 受信 機 の 接 
続 方 法 な ど , さま ざま な 事柄 に 注意 し な けれ ば な り 
ませ ん 。 
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衛星 放送 シス テム の 概要 


と れ ま で 衛星 放送 と いえ ば , アメ リカ や 欧州 か ら 
送ら れ て くる 国際 ニュ ー ス や オリ ン ピ ッ ク 中 継が 一 
般 的 で し た が , と と で いう 衛星 放送 と は , 第 1 図 に 
示す よう に , 一 般 家庭 で 個別 受信 また は 共同 受信 に 
より 直接 受信 する と と を 目的 に , 放送 衛星 か ら 行 う 
放送 の と と を いい ます 。 

放送 衛星 の 機能 は , 基本 的 に は と れ ま で の 放送 の 
仕組 み と ま っ た く 同 じ で , 番組 送信 局 (BS 主 局 や 
BS 副 局 な どの 固定 放送 局 や 各地 を 移動 で きる 車載 
型 放送 局 が ある ) か ら の 14GHz 帯 の 電波 を 受信 し , 
12GHz 帯 の 周波 数 に 変換 , 増幅 し ます 。 と れ を BS 
-15 チャ ネル で 放送 試験 局 と し て 日 本 に 向け 送信 し 








〔 第 1 図 ] 
衛星 放送 シス テム 
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また , 衛星 放送 1 個 で 日 本 全国 を カバ ー で きる た 
め , と れ ま で の 地上 放送 の よう に , 日 本 全域 に 電波 
を 届け る の に 数 千 局 の 中 継 局 が 必要 で あっ た と と に 
擬 べ れ ば , た い へ ん 効率 的 な シス テム で す 。 

と の よう に し て , 送信 され た 電波 は , 非常 に 弱い 
た め , と れ を 受信 する に は , と れ ま で 使っ て いた 受 
信 ア ン テ ナ で は 無理 で , BS アン テ ナ と 呼ば れる 
“お わん 形 ” の パラ ボラ アン テ ナ が 使わ れ ま す 。 








放送 衛星 の 軌道 と 静止 位置 


衛星 放送 は , 一 般 家 庭 で 直接 受信 され る シス テム 
で すか ら , 放送 衛星 か ら の 電波 は , 24 時 間 同 じ 位置 
か ら 送 信 さ れ な く て は な り ま せん 。 つ まり , 放送 衛 
星 は , 地上 か ら 見 て 常に 一 定 の 場所 に 位置 する 静止 
衛星 で な く て は な り ま せん 。 静止 衛星 に な る た め の 
軌道 は , 第 2 図 に 示す よう に 赤道 上 空 約 36, 000km 
の 軌道 で す 。 と の 軌道 の 衛星 は , 時 速 約 11 万 km と 
いう 猛 ス ピー ド で 地球 の 周り を 回 っ て いま す 。 1 周 
に 要する 時 間 は 23 時 間 56 分 4 秒 で , 地球 の 自転 周期 
と ほぼ 等 し いた め , 衛星 は 静止 し て みえ ます 。 

また , 静止 術 星 は , 日 本 の 真 南 で ある 東経 135? 
で な く , 東経 110?7 に な っ て いま す が , その 理由 は , 
「 食 」 の 発生 時 間 を 放送 時 間 帯 外 に ずら す と と に あ 
り ま す 。 

「 食 」 と は , 衛星 が 太陽 か ら み て 地球 の 陰 に 入っ 
て し まう と と で す 。 も し , 東経 135? 衛星 が ある 
と , 春分 や 秋分 の 時 期 に は , 夜 の 12 時 前 後に 衛星 が 
食 に なり, 太陽 電池 で 電力 を 発生 で きず , 放送 は 中 
断 し て し まい ます 。 東経 110" の 位置 で す と 食 の 時 








東経 110* 


[第 2 図 〕 放送 衛星 の 静止 位置 



























項 目 


























打ち 上 げ 時 670kg 
重量 
静止 軌道 上 | 350kg 
0 ゼロ モー メン タム 
秋 腔 安定 方 式 3 軸 交 勢 制 御 
静止 軌道 位置 東経 110" 
軌道 保持 精度 東西 お よび 南北 と も 土 0.1* 
アン テ ナ ビ ー ム 指向 角度 | 土 0.1' (3Z ) 
寿命 5 年 





発生 寿命 初期 
電力 寿命 末期 


1000W( 冬 至 / 夏 至 ) 
874 W (冬至 / 夏 至 ) 


オフ セッ ト フ ィ ー ド 
マル チ ホ ー ン 成形 











送信 アン テ ナ 








ビー ム み デシ ンプ サザ 
送信 機 出 力 100W 
チャ ネル BS-11, BS-15 | 











打ち 上 げ 用 ロケ ッ ト N- II 





[第 1 表 ] 放送 衛星 (BS-2) の 諸 元 
間 が 午前 1 時 40 分 頃 と な り 放 送 時 間 か ら 外 れ ま す 。 


放送 衛星 BS-2 の 構造 , 諸 元 


放送 衛星 BS-2 の 構造 を 第 3 図 に , 諸 元 を 第 1 表 
に 示し ます 。 

放送 術 星 は , 本 体 , 放送 用 アテ アンテナ そ れ に 太陽 電 . 
池 パ ネル か ら な っ て お り , 全長 は 約 9m, 重 さ は 打 
ち 上 げ 時 670kg, 静止 軌道 上 で 350kg で す 。 打ち 
上 げ 時 と 静止 時 と で 衛星 の 重 さ が 違う 理由 は , 燃料 
の 消費 の た めで す 。 放 送 衛 星 の 設計 寿命 は 約 5 年 で 
す が , と れ は 姿勢 制御 用 燃料 の 量 に よっ て 決ま り ま 


て ー イ 
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[第 3 図 ] 放送 衛星 (BS-2) の 構造 


45. 
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(a) アン テ ナ 本 体 
[第 4 図 ] 放送 用 アン テ ナ 


す 。 

衛星 本 体 は , 1.32x1.2m の 箱 形 で , 打ち 上 げ 時 
の 激しい 振動 や 宇宙 で の 過酷 な 環境 に 十分 耐え られ 
る 構造 に な っ て いま す 。 中 に 収容 し て いる 装置 は , 
番組 送信 局 か ら の 電波 受信 装置 , 周波 数 変換 装置 そ 
れ に 送信 装置 な ど で す 。 

放送 用 アン テ ナ に は , 100W と いう 限ら れ た 送信 
出力 を 日 本 の 地形 に 合わ せ て 有効 に 使う た め , マル 
チ ホ ー ン 成形 ビー ムアン テ ナ を 用 いま す 。 と れ は , 
第 4 図 に 示す よう に , 1.59X1.08m の 椿 円 形 の 反射 
鏡 と 3 個 の 給電 部 で 構成 され た アン テ ナ で , 各 給 電 
部 の 励 振 電力 と 位相 を 調整 し て , 第 5 図 に ボ す よう 
な 指向 特性 を 得 て い ます 。 ま た , と の アン テ ナ は , 
番組 送信 局 か ら 送 られ て くる 14GHz の 電波 の 受信 
アン テ ナ の 役目 も し て いま す 。 
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太陽 電池 パネ ル は , 2cmX4cm の NonP シ リコ 
ン セル を 10, 920 枚 は りつ けた も の で , 常に 太陽 の 方 
向 を 向い て いる よう に 制御 され て いま す 。 発 生 電 力 
は 。 邦 命 初期 時 で 1.000W, 5 年 後 の 寿 命 末 期 時 に 
は 825W と な り ま す 。 

衛星 放送 は , 一 般 家庭 で 直接 受信 し て いま すか ら 
常に 放送 用 アン テ ナ を 一 定 の 方 向 に な お け て いな けれ 
ば な ら な いた め , 衛星 の 位置 や 姿勢 の 安定 が 重要 で 
す 。 と の た め , BS-2 に は 地球 セン サー や 太陽 セン 
サー で 衛星 自体 の 姿勢 の ずれ を 検知 し , 3 つの リア 
クシ ョ ン ホ イー ル の 回 転 を 制御 する ゼロ モー メン タ 
3 


信号 伝送 方 式 の 概要 


放送 衛星 で は , 約 36,000km と いう 遠 距離 を わ ず 
か 100W と いう 送信 電力 で 信号 伝送 し な けれ ば な ら 
な いた め , 第 2 表 に 示す よう に , 地上 放送 と は か な 
り 違 っ た 伝送 方 式 が 採用 され て いま す 。 

放送 衛星 か ら 送信 され る 信号 は , 12GHz 帯 の 主 
搬送 波 を 第 6 図 に 示す よう な 周波 数 帯域 の 変調 信号 
で FM (周波 数 変調 ) し た も の で す 。 も し , 地上 放 
送 と 同じ よう に , AM (振幅 変調 ) で 送信 する と , 
チャ ネル 当り の 周波 数 帯域 幅 は 狭く , 受信 機 の 構成 
も 比較 的 簡単 に な り ま す が , 東京 タワ ー 程 度 の 大 き 
な 送信 電力 が 必要 と な り , わずか 総 重 量 が 350kg 程 
度 の BS-2 で は 不可 能 で す 。 

その 点 , FM は チャ ネル 当り の 周波 数 帯域 幅 が 広 





17MHzP-P 





選 動 難 沙 加治 位 藻 H 











変調 周波 数 (MHz ) 


[第 6 図 〕 映像 ・ 音 声 信号 に よる 主 搬送 波 の 周波 数 偏 移 
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く な る も の の 伝送 途中 で の ひずみ が 少な い , 他 の 無 








線 局 に よる 千沙 妨害 を 受け に くい , AM て 同 程度 | [ 
の 受信 品位 の 画像 を 得る の に , 少な い 送 信 電 力 で よ 相 っ が 
いな どの 利点 を も っ て いま す 。 と の た め , 衛星 放送 玖 0 
に は FM が 最適 と いそ ます 。 0 17.35cH 
衛星 放送 の 映像 信号 は , 地上 放送 と 同 じ 走査 線 き -4 | 
525 本 の NTSC 方 式 で す が 最 高周波 数 は , 4.5MHz dB 
と 地上 放送 の 4.2MHz より 少し 広く な っ て いま す 。 10 
音声 信号 は PCM 副 撮 送 波 伝送 方 式 に より 伝送 さ -12 


胡 い ます 。 と れ は , 


の 音声 副 搬 送 波 を 位相 変調 (PSK) する も の で す 。 
と の 方 式 は , 雑音 の 影響 が 少な く , ダイ ナミ ッ ク レ 
ンジ が 広い た め , 迫力 に 富ん だ 音 が 再生 で きま す 。 


映像 信号 の 伝送 方 式 


プリ エン ファ シス 


AM 方 式 と FM 方 式 で 伝送 され た 信号 の 復調 器 
出力 に お ける 雑音 レベ ル の 分 布 を 第 7 図 に 示し ま 
す 。 AM 方 式 で は , 雑音 レベ ル は 周波 数 に 関係 な 
く 平 坦 に 分 布 し ます が , FM 方 式 で は , 周波 数 に 比 
例 し て 雑音 レベ ル が 大 きく な り , 映像 信号 の 高 域 周 
波数 成分 ほど 雑音 の 影響 を 強く うけ る よう に な り ま 





周波 数 


[第 7 図 ] 


〔 第 2 表 ] 
衛星 放送 の 主 な 
信号 伝送 諸 元 
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号 を PCM C パ ルス 符号 変 
調 ) で ディ ジタル 信号 に 変換 し た の ち , 約 5.73MHz 







































































20k 4 68100k 2 4 
映像 信号 周波 数 (Hz) 


【 第 8 図 」 プリ エン ファ シス 特性 








6 81M 2 4 6 





す 。 と の 現象 は FM 方 式 に 特有 な も の で , 雑音 レ 
ベル の 分 布 が 三角 形 を し て いる た め , 三角 雑音 と よ 
ば れ て いま す 。 


三角 雑音 の 影響 を 改善 する た め に , 第 8 図 に 示す 
よう な 特性 の 回 路 を 使い 。 あら か じ め 高 い 周波 数 の 
信号 成分 を 強調 する プリ エン ファ シス と 呼ば れる 方 








式 が 採用 され て いま す 。 受信 側 で は , 第 8 図 と 逆 の 
特性 を ちっ た ディ エン ファ シス 回 路 を 使っ て , も と 
の 周波 数 特性 に も ど し ま す 。 
エネ ルギー 拡散 
映像 信号 を その まま の 形 で FM する と , 電波 の 
も つ エ ネル ギー は 特定 の レベ ル (同期 信号 レベ ル や 










































































区 分 項 目 諸 元 
映像 信号 方 式 走査 線 数 525 本 (M/NTSC 方 式 ) 
映像 信号 最高 周波 数 4.5MHz 
喘 主 搬送 波 変 調 方 式 | 周波 数 変調 
主 搬送 波 周波 数 偏 移 17MHzp-p( 同 期 信号 を 含む ) 
像 変 調 極 性 正極 性 
エネ ルギー 拡散 信号 15Hz 対 称 3 角 波 ( 主 搬送 波 周 波数 信 移 600kHz ) 
主 搬送 波 周波 数 淀 域 帯 27MHz ] 
伝 送 モー ド モー ド A モー ド B 
音声 信号 癌 域 幅 | 15kHz 20kHz 
= 標本 化 周波 数 32kHz 48kHz 
式 | 量子 化 お よび 圧 伸 | 14/10 ビ ッ ト 準 瞬時 圧 伸 16 ビ ッ ト 直 線 
音 | 多 | 待 号 伝送 速度 | 2.048Mb/s 土 10b/s 
日] ナチ + ネ ル 数 | 4 チャ ネル 2 チャ ネル 
声 | 式 | 独立 デー タ 伝 送 容量 | 480kb/s 240kb/s 
副 搬送波 周波 数 | 5.727272MHz 土 16Hz | 
1 人 副 搬送 波 に よる 主 搬送 波 | 
訪 rs 土 | 3.25MHz M 
式 の 周 波 数 偏 移 ー 5 易 
副 搬送 波 変 調 方 式 | 4 相 DPSK 
偏 波 方 式 右 施 円 偏 波 
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フレ ー ム の 流れ 
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ペデ スタ ルレ ベル ) の 周波 数 に 集中 し て し まい , 衛 
星 放送 と 同じ 12GHz 帯 の 周波 数 を 使っ て いる 他 の 
無線 通信 に 妨害 を 与え る 恐れ が あり ます 。 

と の た め , 15Hz の 三角 波 を 映像 信号 に 重畳 し て 
FM する と と に より , 特定 の レベ ル に 電波 の エネ ル 
ギー が 集中 し な いよ うに し て いま す 。 と の よう な 方 
法 を ェ ネ ルギー 拡散 と いい , 15Hz の 三角 波 を 拡散 
信号 と 呼ん を で いま す 。 

主 搬送 波 の 周波 数 帯域 幅 

衛星 放送 に よっ て FM され た 主 搬 送 波 の 周波 数 
帯域 幅 , すなわち 1 チャ ネル 当り の 周波 数 帯域 幅 
は , 映像 信号 に よる 主 搬送 波 の 周波 数 偏 移 17MHz 
p-p), 映像 信号 の 帯域 幅 (4MHz) それ に エネ ルギー 
拡散 信号 に よる 主 搬送 波 の 周波 数 偏 移 (600kHz。-。) 
(に より, 27MFHZz と な り ま す 。 
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フレ ー ム 構成 





音声 信号 の 伝送 方 式 


衛星 放送 の 音声 信号 は PCM 副 搬送 波 方 式 で 伝送 
され て いま す が , さら に 第 2 表 に 示し た よう 人 伝送 
モー ド ( に は A モ ー ド と B モ ー ド の 2 つが あり , 番組 
(に よっ て 使い わけ て いま す 。 

A モ ー ド は , 第 9 図 に 示す よう に , 4 つの チャ ネ 
ル が あり , その うち 2 つ は テレ ビ の 音声 に 使用 され 
ます が , 残り 2 つ は 独立 音声 放送 な ど に 使用 する と 
と が で きま す 。A モ ー ド の 音声 信号 の 帯域 幅 は 15 
kHz で すか ら , FM 放送 以上 の 音質 が 得 ら れ ま す 。 

B モー ド は 2 チャ ネル で す が , 帯域 幅 が 20kHz 
と 広く な る た め , CD (コン パク トディ スク ) 程度 の 
音質 が 得 ら れ ま す 。 

な お , A モ ー ド , B モ ー ド の 切り 替え や ステ レオ 


ガー ド ee に 
17.88MHz [第 10 図 ] 
12.2GHz 衛星 放送 の 
チャ ネル 配列 








[第 11 図 ] 
右 旋 円 偏 流 



























モノ ラル の 切り 替え な ど は , PCM 信号 に 多重 され 
て いる 制御 信号 に より , BS チュ ー ナ 内 で 自動 的 に 





衛星 放送 に 用 いる 電 : 


5ESEBSSS225 で コー に ca っ rp こ ズ ミニ ーー ウー ニコ ンー ニタ ma こと ーー 


電波 の 周波 数 

放送 衛星 は , 静止 軌道 と いう 限ら れ た 場所 か ら 広 
い 地 域 に 向け て 電波 を 発射 する た め , 各国 が 勝手 に 
放送 を 行う と と は で きま せん 。 て と の た め , 衛星 放送 
使う 電波 は , 国際 会 議 に より 各国 に 割り 当て られ 
て いま す 。 

衛星 放送 用 の 電波 は , 第 10 図 に 示す よう に , 全部 
で 24 チ ャ ネル あり , と の うち 日 本 に 割り 当て られ て 
いる の は 第 14 チ ャ ネル か ら 第 15 チ ャ ネル の うち の 奇 
激 チ ャ ネル 8 波 で す 。 8 波 の チャ ネル と 周波 数 を 第 
3 表 に 示し ます 。 今 行わ れ て いる 放送 に は , と の う 
ち BS-15 の チャ ネル が 使用 され て いま す 。 
前 項 で 説明 し まし た よう に , 1 チャ ネル の 周波 数 
帯域 は 27MHz 必要 で す が , 第 10 図 の チャ ネル 配列 






































ナチ ャ ネル | 中心 周 波数 (GHz)| 周波 数 帯 (CHz) 
1 | 11.72488_ | 11.7199811.74098 
BS-3 | iu26584 | 11.75234 一 11.77934 
BS-5 | 180420 。 | 1.79070L.81770 | 
BS-7 1.84256 11.82906 一 11.85606 
BS-9 | 11.88092 | 11.86742 一 11.89442 
BS-11 11.91923 | 11.90578 一 11.93278 
BS-13 11.95764 。 | 11.9441411.97114 
BS-15 11.99600 。 | 11.98250 一 12.00950 














[第 3 表 ]〕 衛星 放送 の チャ ネル と 周波 数 
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を よく みて みる と , チャ ネル 間隔 は , 19.18MHz し 
か あり ませ ん 。 で すか ら , 上 下 両 方 の チャ ネル に 
3.91MHz ずつ っ 重なり 合っ て いま すか ら , 日 本 と 韓 
国 の 場合 の よう に , サー ビス エリ ア の 接近 し て いる 
所 で は 混信 妨害 が 発生 し ます 。 と の 妨害 を 防ぐ た め 
に 。 偏 波面 を 変え る 方 法 が 用 いら れ て いま す 。 日 本 
で は 右 旋 円 偏 波 。 韓国 で は 左旋 円 偏 波 で 放送 する と 
と に な っ て いま す 。 

円 偏 波 

電波 は , 電界 と 磁界 で 成り 立っ て いま す 。 電界 の 
振動 面 を 信 波 面 と いい , 大 地 に 対し て 振動 面 が 水平 
な 場合 を 水平 偏 波 , 垂直 の 場合 を 垂直 偏 波 と いい ま 
す 。 と これら を 総称 し て 直線 偏 波 と いい , 地上 放送 で 
は いずれ か 一 方 が 使わ れ て いま す 。 

いま , 位相 差 が ある 水平 偏 波 成分 と 垂直 偏 波 成分 
を 合成 する と , 第 11 図 に 示す よう に , 電界 の 振動 面 
が 回 転 す る よう に な り ま す 。 

円 偏 波 の 性 質 と し て , 右 旋 円 偏 波 用 の 受信 アン テ 
ナ で は , 左旋 円 偏 波 に 対す る 受信 能力 が 着 し く 小 さ 
いた め 。 日 本 と 韓国 の よう に 互い に 逆 回 り の 円 偏 流 
を 割り 当て れ ば , た と え , 上 下 の チ ャ ネル が 重なり 
合っ て いて も 混信 の 恐れ は あり ませ ん 。 

また , 衛星 放送 の よう に 広い サー ビス エリ ア を カ 
ベー する よう な 場合 に 直線 偏 波 を 用 いる と , 場所 に 
よっ て 偏 波面 の 角度 が 変わ り ま すか ら , 受信 アン テ 
ナ の 向き を その 角度 に 合わ せな く て は な ら な いた め 
不便 で す 。 その 点 , 円 偽 濾 で は , 振動 面 が 回 転 し て 
いる の で その 心配 は あり ませ ん 。 
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衛星 放送 を 受信 する に は , 含ま で の アン テ ナ と 構 
造 や 電気 的 特性 な ど が 全く 異な る BS アン テ ナ を 用 
いま す 。 

BS アン テ ナ は , 第 1 表 に 示す よう に , 地上 放送 
受信 用 の アン テ ナ に 比べ , 高利 得 で , し か も 電波 に 
対し て 非常 に 鋭敏 に な っ て いま す 。 ま た , その 形状 
か ら も 分 る よう に 風 の 影 響 を 受け や すく な っ て お 
り , 特に 風圧 荷重 は , 地上 放送 受信 用 アン テ ナ に 比 
べ , 約 5 倍 に も な り ま す 。 

その た め , 高 品質 な 映像 ・ 音 声 信号 を 伝送 し て い 
る 衛星 放送 を 良好 に , し か も 長期 間 安 定 し て 受信 す 
る に は , BS アン テ ナ の 選定 と な らん で , BS アン 





















































| 地上 放送 用 アン テ ナ | BS アン テ ナ 
項 目 。 | (VHF 全 帯域 (75 形 オフ セ 
| 8 素子 アン テ ナ ) | - ッ ト ア シテ) | 
aol | 9 
(LATE (dB) 3 一 8 | 35 一 36 
HE Sg * EC 
eeer、【aB) 65 以 下 2.5 以 下 
受 風 面積 ( m) | 約 0.137 約 0.53 
思 | 本 
の の (kg) | 約 14 * り 75 























※ 電 力 半値 幅 と は , アン テ ナ の 受信 電力 が 最大 と な る 方 向 
の 受信 電力 を 1 と し て , それ より 3dB 下 が っ た 2 点 を は 
きわ 角度 を いう 。 


[第 1 表 ] 従来 の アン テ ナ と BS アン テ ナ と の 比較 
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テ ナ の 設置 の 仕方 が 重要 に な り ま す 。 

と と で は , BS アン テ ナ を 設置 する と き に どの よ 
うな 点 に 注意 し な けれ ば な ら な いか , 基本 的 な 設 
条件 に つい て 紹介 し ます 。 





BS アン テ ナ の 風圧 荷重 


例年 夏 か ら 秋 に か け て , 数 個 の 台風 が 到来 し , 各 
地 に 雨 と 風 に よる 被害 を も た らし ます 。 人 台風 の ほか 
春 一 番 や 季節 風 な ど , 日 本 は 常に 風 に さら され て い 
る と いっ て も 過言 で は な いで し ょ う 。 

それ だ け に , BS アン テ ナ の 設置 条件 と し て , 風 
の 影響 を 無視 する と と は で きま せん 。 

さて , BS アン テ ナ に 風 が 当っ た 場合 , アン テ ナ 
(に は どの よう な 力 が 加わ る の で し ょ うか 。 第 1 図 に 
BS アン テ ナ に 加わ る 力 の 方 向 の 一 例 を 示し ます 。 





[第 1 図 ] 風 に よる 力 の 方 向 
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と の 図 か ら も 分 る よう に , 正面 か ら の 風 の 場合 
BS アン テ ナ に は , 単に 風 の 方 向 に 押す 力 (抗力 ) 
考 け で な く , 反射 鏡 を 下 に 押し 上 げ る 力 (揚力 ) や 
計 方 向 に 働く 力 ( 横 力 ) な ど が 加わ り ま す 。 

と と で , 第 2 図 に , 風速 30m/S, お よび 40m/S 
とき の 抗力 と 下向き 揚力 に つい て , 実験 結果 を も 
と に 計算 し た 風圧 荷重 の 例 を 示し ます 。 

75 形 の 場合 , 風速 30m/S で の 抗力 は 約 42kg で 
が , 風速 40m/S に な る と 約 75kg に も な り ま す 。 
また 同じ 風速 40m/S で も , 100 形 の 場合 の 抗力 は 。 
75 形 の それ に 比べ 約 2 倍 の 140kg に も な り ま す 。 

これ ら の 例 か ら も 分 る よう に , BS アン テ ナ の 風 
正 荷 重 は , アン テ ナ の 大 き さ や 風速 な ど に よっ て 大 
きく 変化 し ます 。 

と と ろ で , 第 3 図 は 再現 期間 を 10 年 と し た 最大 時 
曽 風速 の 地域 分 布 (地上 高 3 m に お いて , 該当 する 
周 速 が 平均 し て 10 年 に 1 度 起 と る と 期待 され る ) を 
示し た も の で , それ ぞ れ の 地域 を , 弱 風 地域 (30m/ 
S 未満 ), 中 風 地域 (30<40m/S⑤), お よび 強風 地域 
(40m/S 以上 ) の 3 つ に 分 類する と と が で きま す 。 

BS アン テ ナ に 加わ る 風圧 荷重 は , 先 に も 説明 し 
た と お り 地 上 放送 受信 用 の アン テ ナ に 比べ , 非常 に 
大 き な 値 に な り ま す 。 BS アン テ ナ が 風 で 揺れ た の 
で は 安定 し た 受信 は 望め ませ ん し , さら に アン テ ナ 
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オフ セッ ト ア ン テ ナ の 短 軸 径 D (cm) 
[第 2 図 」J BS アン テ ナ と 風圧 荷重 
が 風 で 飛散 し た の で は 安全 の 面 か ら も 大 変 で す 。 

そ と で , 衛星 放送 の 良好 受信 に は , まず 地域 に 適 
し た 大 き さ の BS アン テ ナ を 選定 し , さら に , アン 
テ ナ の 大 き さ , お よび 地域 の 風速 に 適し た 強度 を 持 
つ ア ン テ ナ 設置 工事 を 行う と と が 大 切 で す 。 





方 向 ず れ と 受信 レベ ル の 変化 


BS アン テ ナ は 高利 得 で , し か も 指向 特性 が 鋭い 
と と は 先 に も 紹介 し まし た 。 

さて , 風 な ど に より BS アン テ ナ が 播 れ , 方 向 が 
ずれ た 場合 , 受信 レベ ル は どの 程度 低下 する の で し 
ょ うか 。 第 4 図 (に, BS アン テ ナ の 方 向 ず れ と 受信 





[第 3 図 ] 
最大 上 朋 間 風速 の 
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[第 4 図 ] BS アン テ ナ の 方 向 ず れ と 受信 レベ ル 
レベ ル の 低下 量 の 関係 を 示し ます 。 

と の 図 か ら も 分 る よう に , 75 形 の 場合 , 約 1 度 の 
ずれ で 受信 レベ ル は 2dB 低下 し , 100 形 の 場合 4dB 
低下 し ます 。 つ まり , 大 き な BS アン テ ナ ほ ど 低 下 
量 が 顕著 に あら われ て いま す 。 

と と ろ で , 衛星 放送 で は , 地上 に 届く 電波 が 微弱 
な だ け に , 受信 品質 の 目安 に な る 衛星 信号 の CN 比 
は , さほど 余裕 が あり ませ ん 。 

それ だ け に , BS アン テ ナ の 方 向 ず れ に よる 受信 
レベ ル の 低下 量 を で きる だ け 小 さく する と と が 必要 
で す 。 すなわち, 強い 風 が 吹い て も BS アン テ ナ が 
揺れ 方 向 が ずれ る と と の な いよ うな 工事 が 必要 に な 
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その 他 の 影響 

積雪 
雪 は 雨 と 異な り , 降っ て いる 雪 そ の も の に よる 電 
波 の 減衰 は 雨 に 比べ て 小さ く な っ て いま す 。 し か 
し , BS アン テ ナ は , その 構造 上 着 雪 し や すく , し 
か も 反射 鏡 や 一 次 放射 器 に 着 雪 する と , 受信 レベ ル 
が 極端 に 低下 する 場合 が あり ます 。 
いずれ に し まし て も 雪 の 多い 地域 で の BS アン テ 
ナ の 設置 工事 は , BS アン テ ナ が 雪 に 埋もれ る と と 
の な いよ う , 地域 の 最深 積雪 量 以上 の 高 さ に する て 
と が 必要 で す 。 
地面 の 凍結 
BS アン テ ナ を 取り 付け る た め , ポー ル を 地面 に 
設置 する 場合 , 冬場 な ど 夜間 に 気温 が 低下 し , 地 曽 
が 凍結 する と と ろ で は , ポー ル が 持ち 上 げ ら れ た 
り , 傾い た り し て BS アン テ ナ の 方 向 が ずれ 受信 レ 
ベル が 低下 する と と が あり ます 。 

と の よう な 地域 で は , 地面 が 凍結 する 深 さ き , す な 
わ ち 凍結 深度 より も さら に 深い と と ろ ま で ポー ル を 
埋め ある か , ある い は , 地面 か ら 比較 的 浅い と と ろ に 
断熱 効果 の ある マッ ト な ど を 敷き , 凍結 深度 を 浅く 
する な どの 工夫 が 必要 で す 。 





BS アン テ ナ 設 置 形式 別 解説 






BS アン テ ナ は 受 風 面積 が 広く 大 き な 風 圧 荷 重 を 
受け ます の で , 地上 放送 受信 用 の アン テ ナ の よう 
軒先 や 屋根 の 上 な ど 簡 単に 取り 付け る と と は 困難 で 








コン クリ ー ト ペー スプ レー ト 








し き 
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と と で は 衛星 放送 を 安定 し て 受信 する と と が で 
き , し か も 安全 の 面 も 考慮 し た BS アン テ ナ の 設置 
形式 , お よび 具体 的 な 設置 方 法 に つい て 紹介 し ます 。 








BS アン テ ナ の 設置 形式 は , 前 項 で 紹介 し まし た 
設置 条件 を 考慮 し ます と , 自立 ポー ル 形 , 据え 置き 
形 , お よび 建造 物 支持 形 の 3 つが 考え られ ます 。 

第 5 図 に 自立 ポー ル 形 の 一 例 を 示し ます 。 自立 ポ 
ー ル 形 は , 敷地 の 確保 が 可能 で , し か も 電波 通路 を 
遮る 建物 や 樹木 な ど が な い 場 合 , 地上 に 設置 する た 
め 風 の 影響 を 受け に くく , また 取り 付け 工事 が 他 の 
形式 に 比べ て 簡単 で 保守 も 容易 で す 。 

第 6 図 に 据え 置き 形 の 一 例 を 示し ます 。 据え 置き 
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(3) (b) 
[第 7 図 ] 建造 物 支 持 形 


Il 形 は , 既設 ビル の 屋上 な ど に 設置 する 場合 に 用 いま で , 据え 置き 形 と 同様 , 建造 物 の 強度 が 重要 に な り 

こ す 。 と の 形式 は , コン クリ ー ト ベー ス の 重量 を 考慮 ます 。 

し ,. 設置 する 場所 の 強度 を 十分 調べ な けれ ば な り ま また , b) の 形式 は , ペン ト ハ ウス な どの ビル 右 面 
せん 。 を 利用 し て 設置 する も の で す 。 と の 形式 も 建造 物 の 

* 第 7 図 に 建造 物 支持 形 の 一 例 を 示し ます 。3) の 形 強度 が 重要 に な り ま す 。 

と 式 は , 電波 到来 方 向 に 障害 物 が ある た め , BS アン 1 

と テ ナ を 高く する 場合 な ど に 用 いま す 。 自立 ポー ル 形 Or 

に 比べ , BS アン テ ナ の 風圧 荷重 が 増加 し , し か も BS アン テ ナ の 設置 法 は , 設置 する 場所 な どの 違 


その 荷重 の 一 部 を 家屋 が 負担 する 形 に な り ま す の い に よ り い くつ か の 形式 が あり ます が , と と で は , 






























































施工 方 法 施工 特 徴 留 意 点 
江 @ 基礎 部 の 構造 が 簡単 で 、 比 較 的 容易 に 施工 が | @ 地 盤 が 軟弱 な 場合 は , 十字 根 か せ や 根 
ク ク ク クイ レク ググ 0 は じき を 付け た り , コン クリ ー ト つば 
上 〒ー @ 工事 に 必要 な 材料 が 少な く , 安い 費用 で 施工 を 用 いる な ど , 補強 し な けれ ば な ら な 
を 埋め 込み 形 で ある い 
に me @ Pe る 手間 が 少な く 短 時 間 で 完成 で き 
(3 ] @ 掘削 する 土 の 量 が 少な く て - すむ 。 6 @ コ ンク グリ [0 ら な けれ ば な 。 
@ 岩 地 な ど ,。 土 が 硬く て 深く 掘れ な い 所 な ど | W コ ンク リー ト の 養生 が 必要 。 
区 グリ ー に も 適する 。 
根 巻き 形 
| | 5 
むだ け な の で , Eee @ 地盤 の 弱い と ころ で は , アン カー の 長 
時 間 で 完成 回 さ を 変 えた た り , コン クリ ー ト 根 巻 き を 
2 の テー 9 oy よる 地 財 力 の 低下 が する な どの 補強 が 必要 。 
打ち 込み 形 @ 地下 埋設 物 を 掘削 し な が ら 確 認 で き な 
い の で , 事前 調査 を 十分 行う 必要 が あ 
る 
て 深く 掘れ な い 所 や , 地 @ ア ンカ ー ボ ルト を 埋め 込ん だ コン クリ 
礎 部 と し て も 適し て いる 。 ー ト ベー ス を 施工 する た め , 専用 の 木 
連 グリード 梓 や アン カー ボル ト か 必要 。 
に 2 形 @ コン クリート の 養生 が 必要 。 




















[第 2 表 ] 自立 ポー ル 形 の 施工 方 法 の 特徴 


53 











(十字 ) コジ デー ビー ニー 
U ボ ル | [ロレ ーー ポール 
AE [第 8 図 ] 
き 埋め 込み 形 の 
9 施工 例 























一 般 家 庭 で 多く 用 いら れ , し か も 各種 設置 形式 の 基 
本 と な る 自立 ポー ル 形 の 施工 方 法 を 紹介 し ます 。 
土木 工事 な ど が 必要 で す の で , 多少 日 曜 大 工 と は 
趣 が 異 り ます が , いわ ゆる 各種 ニュ ー メ ディ ア を 取 
り 入 れる 玄関 口 を 設け る よう な も の , 一 度 体験 な さ 
っ て みて は いか が で し ょ う 。 

さて , 自立 ポー ル 形 の 施工 方 法 は ,「 埋 め 込 み 形 」, 
「 コ ンク リー ト 根 巻き 形 」, 「 ア ンカ ー 打 ち 込み 形 」, 
お よび 「 コ ンク リー トペ ベース 形 」 の 4 つ に 分 類 で き 
し か も 各々 の 工法 は , 第 2 表 に 示す よう な 特徴 が あ 
り 宣 す 。 

以下 , 自立 ポー ル 形 の 各 施 工 方 法 を 紹介 し ます 。 


埋め 込み 形 の 施工 方 法 


第 8 図 に , 埋め 込み 形 の 施工 例 を 示し ます 。 
① 見 当 付 け ………………ー (写真 -1a 参照 ) 
BS アン テ ナ の 設置 場所 が 決定 し た ら 土 の 掘削 男 


























< 写真 -1d> 根 か せ の 取り 付け 
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囲 を 設定 し , ビニ ー ル ロー プ な ど を 用 いて , 50 一 70 
cm 四方 の 範囲 に 目印 を つけ ます 。 

と と ろ で , 埋め 込み 形 の 場合 , 掘削 , 埋め 戻し に 
よる 地 耐 力 の 低下 を 極力 抑え る た め , 必要 最小 限度 
の 範囲 に 限定 する と と が 大 切 で す 。 





⑨ 掘 前 ……… の の (写真 -1b 参照 ) 
見 当 付 けし た 範囲 に 沿っ て , 深 さ 1~1.1m 程度 
の 土 を 掘削 し ます 。 


な お , 芝生 の と と ろ を 掘削 する 場合 は , 後 で 植え 
戻し し な けれ ば な り ま せん の で 深 さ 10cm 程度 の 表 
土 を 保存 し て お きま す 。 
③ 底 固め OO (写真 -1c 参照 ) 

掘削 し た まま の 穴 に ポー ル を 埋め 込む と , BS ア 
ン テ ナ の 重 さ や 風圧 荷重 な ど に より , ポー ル が 徐々 
に 沈ん で し まう と と が あり ます 。 その た め , ポー ル 
の 沈下 防止 用 と し て , 穴 の 底 に 砂利 ( 栗 石 ) を 5 
10cm 敷き , 底 固め を 行い ます 。 
④ 根 か せな どの 取り 付け ……( 写 真 -1d 参照 ) 

埋め 込み 形 の 場合 , 基礎 部 を 補強 する た め , 必ず 
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根 か せ を 取り 付け ます 。 取り 付け る 位置 は , 地表 面 
か ら 30 こ 40cm の と と ろ で す 。 ま た , 地盤 の 軟弱 な 
と ころ で は , 根 か せ を 2 本 十字 に 組ん だ り , ポー ル 
底部 に 根 は じき を 取り 付け て 補強 し ます 。 

5 垂直 出 CCPEEECEEEEEKD (写真 -1e 参照 ) 

根 か せな どの 取り 付け が 終っ た ら , ポー ル を 掘削 
し た 穴 に 入れ , 垂直 に 建て ます 。 

と と で 注意 し な けれ ば な ら な い の は , ポー ル を か 
な り の 精度 で 垂直 に 建て る と と で す 。 

すなわち , ポー ル の 垂直 が 狂っ て いる と , BS ア 
ン テ ナ の 方 向 調整 が 難し く な る だ け で な く , 基礎 部 
の 強度 を 長期 間 安定 し て 保 て な く な る 場合 が ある か 
ら で す 。 

と の 一 連 の 作業 , すなわち 垂直 出し は 水準 器 や ヤ 下 
振り な ど を 用 いて 行い ます 。 

水準 器 を 使用 する 場合 は , 気泡 の 中 心 が 基準 線 と 
一 致す る よう に , また 下 振り の 場合 は 衝 と ポー ル の 
間隔 が 上 下部 と も に 同じ に な る よう に 調整 し ます 。 
きら に , いずれ の 方 法 を 用 いる に し て も , 作業 は 測 


















































< 写真 -1f> 土 の 埋 め 戻 し 





定 す る ポー ル の 面 を 交互 に 90 度 変え な が ら 行い ま 
す 。 
⑥ 土 の 埋め 戻し ……… (写真 -1f 参照 ) 

ポー ル の 垂直 が ずれ な いよ うに し て , 土 の 埋 め 戻 
し を 行い ます 。 突 固め 棒 な ど で , 埋め 戻し た 土 を そ 
の つど よく 突 固め ます 。 

な お , 埋め 戻し の 途中 , 水準 器 等 を 用 いて ポー ル 
の 垂直 を 確認 し な が ら 行 うと よい で し ょ う 。 
⑦ 完 SeceOeGmenweyerwwiens far (写真 -1g 参照 ) 

埋め 戻し が 終り , 掘削 時 に 保存 し て お いた 芝生 を 
元 通り に 植え 戻す と 仕事 完了 で す 。 

た だ し , 埋め 戻し た 土 は , 突 固 め た と は いえ , 周 
囲 の 土 に 比べ て 地 耐 力 が か な り 低 下 し て いま す 。 そ 
の た め , 周囲 と 十分 な じ む まで は ポー ル に 余分 な カカ 
を 加え な いよ うに し ます 。 








コン クリ ー ト 根 巻き 形 の 施工 方 法 


第 9 図 に コン クリ ー ト 根 巻き 形 の 施工 例 を 示し ま 








< 写真 -1g〉 完 成 


55 





[第 9 図 ] 
コン クリ ー ト 根 巻 
き 形 の 施工 例 

















埋め 込み 形 と 同じ 手順 で 行い ます が , 掘削 する 範 
囲 は , 60X60cm~80x80cm 程度 必要 で す 。 
② 掘 削 

見 当 付 けし た 範囲 に 沿っ て , 深 さ 60cm 程度 の 土 
を 掘削 し ます 。 

コン クリ ー ト 根 巻き 形 の 掘削 作業 で 注意 し な けれ 
ば な ら な いと と は , あら か じ め 決 め ら れ た 範囲 と 深 
さ で 掘削 し , 特に , 穴 の 上 部 と 下部 の 寸法 が 同じ に 
な る と と で す 。 と も すれ ば , 下 に いく ほど 狭く な り 
が ち で す が , て の 状態 で は , 十分 な 強度 が 得 ら れ な 
く な り ま す の で 注意 し ます 。 
③ 底 固め 

コン クリ ー ト 根 巻き 形 の 基礎 部 は , その 重 さ が 約 
0.5t に も な り ま す 。 そ の た め , 基礎 部 が 沈下 し な い 
よう , 穴 の 底 に 5~10cm 程度 の 砂利 ( 栗 石 ) を 敷 
き , 十分 突 固め ます 。 




































































< 写真 -2d〉 注水 練り 混ぜ 






















④ 根 か せ の 取り 付け 

ポー ル に 根 か せ を 取り 付け ます 。 取り 付け 位置 
は , 地面 か ら 20 て 30cm の と と ろ で す 。 
⑤ ポ ー ル の 垂直 出し と 仮 固定 ……( 写 真 -2a 参照 ) 
コン クリ ー ト 根 巻き 形 の 場合 コンク リー ト が 固 
まる まで , ポー ル を 仮に 固定 し て お か な けれ ば な り 
ませ ん 。 

その た め , 角材 (支持 槍 ) な ど で ポ ー ル を 仮 固定 
し ます 。 と の 場合 , 水準 器 で 必ず ポー ル の 垂直 出し 
を 行い ます 。 
⑥ コ ンク リー ト の 練り 混ぜ 

@ 材料 ……( 写 真 -2b 参照 ) コン クリ ー ト を 作る 
(に は , セメント の は ほか 砂 と 砂利 を 用 いま す 。 セ メン 
ト に は , いく つか の 種類 が あり , それ ぞ れ 特徴 が あ 
り ま す が , 一 般 に セメント と いう 場合 は , 普通 ポル 
トラ ンド セメント を さ し ま す 。 ま た , 砂 な ど に 多量 
の 塩分 が 含ま れ て いま す と , コン クリ ー ト の 凝固 時 
間 が 長く な る な ど 障 害 が 発生 し ます の で , 川 砂 を 使 
用 し て 下さ い 。 
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く 写 真 -2e> 


コン クリ ー ト の 打ち 込み 











go ン 


に 





コン クリ ー ト の 混合 割合 い は , セメント , 砂 , 砂 
利 が 容積 比 で 1 : 2 : 4 に, また 水 は , 使用 し た セ メ 
ント 重量 の 半分 に し ます 。 と の 割合 は , コン クリ ー 
ト の 強度 , 耐久 性 , 凝結 な ど に 強く 影響 し ます の 
で , 正確 に 行い ます 。 ス ュ コッ プ 1 杯 の 量 を 目安 す に 
する の も よい で し ょ う 。 

な お , 第 3 表 に , コン クリ ー ト の 大 き さ と 使用 す 
る セメント な どの 重量 関係 を 示し ます 。 材 料 購入 時 
の 目安 に し て 下さ い 。 

@ 空 練り …… (写真 -2c 参照 ) コン クリ ー ト 練り 
泥 ぜ 用 の 鉄板 , ある い は ベニ ヤ 板 を 用 意 し , まず , 
セメント て と 砂 を 練り 混ぜ ます 。 

@ 注水 練り 混ぜ ……( 写 真 -2d 参照 ) セメント と 
砂 が 十分 混ぜ 合わ さっ た ら , 中 央 に く ぽ み を 作り , 
その 中 に 砂利 と 水 を 加え よく 練り 混ぜ ます 。 と れ で 
コン クリ ー ト の 完成 で す 。 

また , コン クリ ー ト の 養生 期間 を 短縮 する 場合 
は , 急 結 剤 を 用 いる 方 法 が あり ます 。 

し か し , 使用 方 法 を 誤り ます と , 十分 な 強度 が 得 


Po 


















































< 写真 -2f> コン クリ ー ト の 養生 














約 101kg 





約 198kg 





約 397kg 

















約 606 





[第 3 表 ] コン クリ ー ト の 大 き さ と 材料 
られ な い 場 合 が あり ます 。 急 結 剤 を 使用 する と き 
は , 事前 に 効果 , お よび その 使用 方 法 を 確認 し て 下 
さい 。 
⑦ コ ンク リー ト の 打ち 込み ……… (写真 -2e 参照 ) 
コン クリ ー ト を 掘削 し た 穴 に 打ち 込み ます 。 打ち 
込み は , 周囲 の 土 が コン クリ ー ト に K 混 入 し な いよ う 
(に し , さら に , コン クリ ー ト の 中 空気 が 入ら な い 
よう 細い 棒 な ど で 突 き な が ら 行 いま す 。 
⑧ コ ンク リー ト の 養生 の ECWCBDWNS (写真 -2f 参照 ) 
養生 は , コン クリ ー ト の 良 耕 を 左右 する 大 き な 工 











< 写真 -2c> セメント と 砂 の 空 練り 





























< 写真 -2g〉 支持 材 の 徹 去 (完成 ) 
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固定 ボル ト 


















単位 mm ポー ル [第 10 図 〕 
固定 ボ ポルト アン カー 打ち 込み 
形 の 施工 例 
掘削 箇 囲 
(埋め 戻 2 











ンー ルル 
程 で す 。 養生 期間 中 は , ポー ル K 振 動 や 衝撃 を 与え 
な いよ う 注 意 し ます 。 
⑨ 完 YeYere 和 ster お Tei (写真 -2g 参照 ) 

コン クリ ー ト が 十分 固まっ た ら , 支持 材 を 撤去 
し , 掘り 起 し た 土 を 処理 し て 作業 完了 で す 。 

な お , コン クリ ー ト 面 に 芝 を 植え 戻す と き は , 約 
10cm 程度 土 を か ぶせ て か ら 行 いま す 。 





アン カー 打ち 込み 形 の 施工 方 法 


アン カー 打ち 込み 形 の 工程 

第 10 図 に , アン カー 打ち 込み 形 の 施工 例 を 示し ま 
す 。 
① 見 当 付け 

30 X30cm 程度 の 掘削 範囲 を 設定 し ます 。 

⑨② 掘 削 

深 さ 25cm 程度 を 掘削 し ます 。 

⑧ ア ンカ ー の 打ち 込み ……( 写 真 -3a 参照 ) 





く < 写 真 -3d> アン カー の 組み 立て , 打ち 込み 
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掘削 し た 穴 の 中 心 に アン カー を 立て , さら に , ア 
ンカ ー 抵 抗 板 の 面積 が 電波 到来 方 向 で 最大 に な る よ 
うに セッ ト し , その 後 専用 の 打ち 込み 棒 で 打ち 込み 
ます 。 と の 時 , アン カー が ほぼ ば 垂直 に 打ち 込ま れ て 
いる か , 目測 で 確認 し , ずれ を 補正 し な が ら 打 ち 込 
み ま す 。 

《①④ ポ ー ル の 固定 ……… (写真 -3b 参照 ) 

アン カー の 打ち 込み が 終っ た ら , フラ ンジ 上 面 の 
土 を 除去 し , ポー ル を アン カー に 4 本 の ボル ト で 固 
定 し ます 。 と の と き , 4 本 の ボル ト を , それ ぞ れ ゆ 
る め た り 締 め た り し て , ポー ル の 垂直 を 調整 し , そ 
の 後 , し っ か り と 締め 付け ます 。 


























⑳ 理 准 振 mirwees (写真 -3c 参照 ) 
掘削 し た 土 を 埋め 戻し し っ か り と 容 固 め た ら 作 
業 完 了 で す 。 品 


ポー ルアン カー 形 基礎 部 の 工程 

第 11 図 に , ポー ルアン カー 形 基礎 部 の 施工 例 を 示 
じ 紀 放 。 

① 見 当 付け 


< 写真 -3a> アン カー 打ち 込み 





の 








< 写真 -3e> 垂直 








60X60cm 程度 の 掘削 範囲 を 設定 し ます 。 
⑨ 掘 削 

深 さ 15cm 程度 を 掘削 し ます 。 
⑧ ア ンカ ー の 組み 立て , 打ち 込み …( 写 真 -8d 参照 ) 
3 枚 の アン カー 片 を 組み 立て て , 専用 の 打ち 込み 
本 で 打ち 込み ます 。 
③ 中 心 部 の 掘削 , 垂直 出し ………… (写真 -3e 参照 ) 
施工 図 か ら も 分 る よう に , と の アン カー は , 中 心 
部 が 空 油 に な っ て お り , と の 部 分 の 土 を 専用 の 工具 
で さら に だ 深 さ 80<90cm 程度 掘削 し ます 。 

掘削 し た 穴 に ポー ル を 入れ , すき 間 に 砂利 を 投入 
し て 垂直 を 出し ます 。 
⑥ 特 殊 速 乾性 セメント の 注入 ……… (写真 -3f 参照 ) 
特殊 速 乾性 セメント を 水 で 練り 混ぜ , アン カー の 
中 心 部 に 注入 し ます 。 

な お , 特殊 速 電 性 セメント は , 3 て 5 分 間 程 度 で 
固まり ます の で , 作業 は すばやく 行い ます 。 

⑥ コ ンク リ ーー ト 打 ち 込 み たれ (写真 -3g 参照 ) 
特殊 加 寺 性 を メン ト が 固まっ た ら , 工程 ② で 掘削 

















< 写真 -3b> ポー ル の 固定 
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し た 部 分 に コン クリ ー ト を 打ち 込み ます 。 コ ンク リ 
ー ト が 固まっ た ら , 掘り 起 し た 土 を 処理 し て 作業 完 
ゴ で お 。 





コン クリ ー ト ベー ス 形 の 施工 方 法 


第 12 図 に コン クリ ー ト ベー ス 形 の 施工 例 を 示し ま 





く 写真 -3c> 土 の 埋め 戻し 





< 写真 -3g> コン クリ ー ト の 打ち 込み 
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く 写真 -4a> 底 固 め 








く 写真 -4e> 木 枠 の 水平 出し 





世 
① 見 当 付け 

1X1m 程度 の 掘削 範囲 を 設定 し ます 。 
⑨ づ 掘削 

地盤 の 強 さ に 応じ て 深 さ 45<60cm を , 穴 の 上 部 
と 下部 が 同じ に な る よう 掘削 し ます 。 
③ 底 固め 1 (写真 -4a 参照 ) 

コン クリ ー ト ペース 形 の 基礎 部 は , その 重 さ が 約 
0.65t に も な り ま す 。 その た め , 基礎 部 が 沈下 し な 
いよ う , 穴 の 底 に , 普通 の 地盤 で 5cm 程度 , 特に 
軟弱 な 地盤 で は , 15cm 程度 の 砂利 や 栗 石 を 敷き , 
十分 突き 固め ます 。 
④ 木 枠 の 組み 立て ……( 写 真 -4b 参照 ) 

アン カー ボル ト を 埋め 込む コン クリ ー ト ベー ス を 
作る た め , 専用 の 木 枠 を 組み 立て ます 。 

⑨⑤ 捨 て コン クリ ー ト の 打ち 込み ……( 写 真 -4c 参照 ) 

基礎 部 の 強度 を 大 きく する た め , と の 工法 で は , 
底 固 めし た 砂利 の 上 に コン クリ ー ト を 打ち 込み ま 
































< 写真 -4f> 木 棒 へ の コン クリ ー ト の 打ち 込み 


に 
ビ 





打ち 込み は , 周囲 の 土 が コン クリ ー ト に 混入 し な 
よう に し , さら に , コン クリ ー ト の 中 に 空気 が 入 
ら な いよ う 細 い 棒 な ど で 突 き な が ら 行 いま す 。 

@ 鉄 筋 の 埋め 込み ……… (写真 -4d 参照 ) 

捨て コン クリ ー ト を 10cm 程度 打ち 込ん だ ら , 上 
部 の コン クリ ー ト ベー ス と の 結合 を 強く する た め , 
鉄筋 を 4 本 程度 埋め 込み ます 。 な お , と の と き 工 程 
③④ で 組み 立て た 木 枠 を 仮に セッ ト し , 鉄筋 と アン カ 
ー ボ ルト が 衝突 し な いよ う , 鉄筋 の 位置 を 調整 し ま 
す 。 鉄筋 の 埋め 込み が 完了 し た ら さ ら K 10cm 程度 
捨て コン クリ ー ト を 打ち 込み ます 。 

捨て コン クリ ー ト の 作り 方 は , コン クリ ー ト 根 着 
き 形 の 工程 6⑥ と 同じ で す 。 
の ⑦ 捨 て コン クリ ー ト の 養生 

表面 を 平ら に 仕上 げ , 表面 が 固く な り 始 め る 程度 
まで 差 生 し ます 。 

8⑧ 木 棒 の 水平 過 し ……… (写真 -4e 参照 ) 

捨て コン クリ ー ト の 上 に 木 枠 を セッ ト し , 水平 出 
し を 行い ます 。 と の 作業 は , ポー ル の 垂直 出し の 基 


















































< 写真 -4c> 捨て コン クリ ー ト の 打ち 込み 











E, 木 枠 の 取り は ず し 





〈 写 真 -4g> コン クリ ー ト の 養 





本 に な り ま す の で 正確 に 行い ます 。 
⑨ 木 権 へ の コン クリ ー ト の 打ち 込み 
YO (写真 -4f 参照 ) 

木 棒 の 中 へ ヘコ ンク リー ト を 打ち 込み ます 。 木 枠 の 
中 に は , アン カー ボル ト の ほな か 鉄筋 が 配置 され て い 
ます 。 コ ンク リー ト が すみ ずみ まで 行き わた る よう 
打ち 込み ます 。 

打ち 込み が 完了 し た ら , セメント ど て な ど で 表 面 
が 水平 に な る よう 正確 に 仕上 げ ま す 。 
⑩ コ ンク リー ト の 養生 , 木 秩 の 取り は ず し 

TP (写真 -4g 参照 ) 

コン クリ ー ト が 十分 固まる まで 養生 し ます 。 そ の 
後 , 木 棒 を 取り は ず し , さら 掘削 し た コン クリ ー 
ト ベ ー ス 周辺 の 穴 に 土 を 埋め 戻し 突 固 め ま す 。 
⑪ ポ ー ル の 垂直 出し と 固定 ……… (写真 -4h 参照 ) 

ポー ル 台 座 と コン クリ ー ト ベー ス の 間 に 平 座金 を 
入れ , 座金 の 枚数 を 変え ポ ー ル の 垂直 出し を 行い ま 
和室 ja 

また , コン クリ ー ト ベー ス の 表面 に モル タル ( セ 











く 写真 -4d〉> 鉄筋 の 埋め 込み 








< 写真 -4h> ポー ル の 垂直 出し と 固定 
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条 コ NM ( 作 | 
5 建 ス コッ プ ( | 


泊 日 肖 程 箇 【 図 選 

















メン ト と 砂 , 水 を 練り 混ぜ た も の ) を 敷き , その 上 
(に ポー ル 人 台座 を セッ ト し , 垂直 を 確認 し な が ら 締 め 
付け る 方 法 な ども あり ます 。 い ずれ の 方 法 で も , 固 
定 ナ ッ ト は 均等 に 締め 付け る と と が 必要 で す 。 


際 m ロ rte お に と bFhmmhEEEE コ ドモ 


1 生生 


従来 の アン テ ナ 設 置 工事 と 異な り , BS アン テ ナ 
設置 工事 に は , 掘削 , コン クリ ー ト の 打ち 込み な 
どの 土木 作業 の ほか , BS アン テ ナ の 方 向 調整 を 容 
易 に する た め な どの 理由 に より , か な り の 精度 で ポ 
ー ル を 垂直 に 建て る 作業 が あり ます 。 

と と で は , 設置 工事 に 使用 する 代表 的 な 工具 を 紹 
人 し ます 。 


ら 


掘削 用 工具 


自立 ポー ル 形 の ほか , 建造 物 支持 形 な どの 設置 工 
事 で は , 土 の 掘削 作業 が 必要 で す 。 

第 13 図 に , 掘削 作業 で 使用 する 工具 の 例 を 示し ま 
ER 

と と ろ で , 土 の 掘削 作業 で 注意 し な けれ ば な ら な 
いと と は , 先 に も 紹介 し まし た よう に , あら か じ め 
決め られ た 範囲 と 深 さ で 掘削 し , 特に , 穴 の 上 部 と 
下部 の 寸法 が 同じ に な る と と で す 。 と も すれ ば , 下 
に いく ほど 狭く な り が ち で す が , と の 状態 で は , 十 
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: 
(b) 下 振り 
[第 14 図 ] 垂直 出し 作業 用 工具 

分 な 強度 が 得 ら れ な く な り ま す 。 

その た め , 同 図 に 示す 丸 掘 工具 な ど を 使用 し ます 
と , 比較 的 正確 に 作業 が 行え を ます 。 ま た , 地盤 の 硬 
いと と ろ な ど で は , つる は し の は ほか, 鉄製 の 長 て と 
な ど を 用 意 する と 便利 で す 。 


ポー ル 基 礎 部 ル 基 礎 部 


コン クリ ー ト 工事 に 必要 な 工具 


コン クリ ー ト を 作る に は , セメント の ほか , 砂 , 
砂利 な ど を 用 いま す が , 必要 な 強度 を 得る た め に 
は , お の お の の 配合 を 正確 に 行わ な けれ ば な り ま せ 
ん 。 そのため, 30X30X30cm 程度 の 切 箱 が ある と 
便利 で す 。 ま た , コン クリ ー ト の 練り 混ぜ に は , 鉄 
板 の ほ か , 練 ス コッ プ な ど を 用 意 し ます 。 その他, 
コン クリ ー ト 打ち 込み 後 , ポー ル を 仮 固定 する た め 
の 角材 (支持 樺 ) が 必要 で す 。 


その 他 の 工具 


BS アン テ ナ の 設置 工事 に あたっ て , アン テ ナ の 
方 向 調整 を 容易 に し , アン テ ナ 基 礎 部 の 強度 を 長期 
間 安 定 し て 保つ た め に は , ポー ル を か な り の 精度 で 
垂直 に 建て る 必要 が あり ます 。 そ の た め , その 確認 
作業 に は , 第 14 図 に 示す 水準 器 や 下 振 りな ど を 用 い 
示 ま 。 

また , その 他 の 工具 と し て , コン クリ ー ト 材料 や 
残土 処理 用 の シー ト , 巻尺 , 針金 , 釘 な ど が 必要 で 
す 。 


(NHK 営業 技術 部 ) 
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6 
て 
は 
1 
の WS お それ に 加え て , 地上 に 到達 する 衛星 放送 の 電波 が 
So 微弱 で すか ら , 衛星 放送 を いつ まで も きれ いな 状態 
画質 や 音質 に 大 き な 影 響 を 及ぼ し ます か ら , 調整 作 DEV6yMGCED 
に 正しく 向け むだ な く 受 信 す る と と も に , 風 で 方 向 
業 は 注意 深く 行わ な けれ ば な り ま せん 。 
の 上 手 な 設置 調整 を 行う に は 第 
明 人 角島 朋 の 確認 
BS アン テ ナ は , 地上 放送 受信 用 の 八木 形 ア ン テ ca 3 
き ナ に 比べ て 上 の 粗 調 整 
o 指 向 性 が 鋭く , 方 向 が 少々 ずれ て も 受信 レベ ル 
は 大 きく 低下 し , 画質 ・ 音 質 が 極端 に 悪く な る 補 
ゃ o 反射 鏡 の 受 風 面積 ( 風 の あ た る 面積 ) が 広い の 
区 で , 風 に よる 影響 を 強く 受け る (風圧 荷重 が 大 
きく な る ) 
な どの 特徴 が あり ます 。 窟 すぎ 
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[第 2 図 ] BS チュ ー ナ の AGC 電圧 測定 


が ずれ る と と の な いよ うし っ か り 固 定 す る と と が 大 
切 で す 。 第 1 図 は , 設置 調整 の 手順 を 示し た も の で 
す 。 と の 図 を も と に , 基本 的 な 設置 調整 作業 の 流れ 
を 見 て いく と と に し まし ょ う 。 

た だ し , と れ は あく まで も 基本 的 な 手順 で すか 
ら , 詳し く は 各社 で 発行 する 取り 扱い 説明 書 を 参照 
し て くだ さい 。 

ぐ 手 順 -1> BS アン テ ナ の 取り 付け 

反射 鏡 や BS コン バー タ , マウ ント 部 を 組み 立 
て , ポー ル に 取り 付け ます 。 

と の と き , ポー ル と マウ ント 部 は , 後 の 調整 作業 
が 容易 に 行え を る よう , ぐら つか な い 程 度 に ゆる く 締 
め て お く と と が ポイ ント で す 。 

ぐ 手 順 -2 仰角 ・ 方 位 角 の 粗 調整 > 

次 に , BS アン テ ナ の 方 向 を , その 地域 か ら 放送 
衛星 を 望む 仰角 ・ 方 位 角 に ほぼ 合わ せる 相 調 整 を 行 
いま す 。 

受信 地域 の 仰角 ・ 方 位 角 を , 90 真 の 第 12 図 か ら 
読み 取り , 仰角 は マウ ント 部 の 表示 目盛 を , また 
方 位 角 は 方 位 磁石 (コン パス ) を 使っ て 合わ せま 
す 。 

な お , 方 位 角 は 地域 に よる 差 が 小さ く , 全国 ど と 
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(a) . レベ ペルチェ ッ カ ー の 例 


で も 約 212 こ 226 度 の 範囲 に 入り ます か ら , 粗 調整 の 
段階 で は , ほぼ 南西 方 向 に 向け る 程度 で も 結構 で 
す 。 
く 手順 -3 微 調整 の 準備 > 
BS アン テ ナ の 方 向 を 正確 に 放送 衛星 に 向け る た 
め に は , BS コン バー タ と BS チュ ー ナ を 接続 し て 
衛星 放送 を 受信 し , 受信 信号 の レベ ル が 最も 大 きく 
な る よう 調整 する の が 一 番 で す 。 
受信 レベ ル の 強弱 を 確認 する 方 法 と し て は , 現在 
次 の 4 つが 用 いら れ て いま す 。 使用 する BS チュ ー 
ナ の 機能 や 手持 ちの 機材 に 応じ , 適当 な 方 法 を 採用 
し て くだ さい 。 
① テ スタ ー を 用 い , BS チュ ー ナ の AGC 電圧 を 
測定 する 方 法 (BS チュ ー ナ に 測定 端子 が 必 
要 ) 
② 衛 星 放送 用 の レベ ル チ ェ ッ カ ー を 用 い , BS コ 
ン バ ー タ の 出力 レベ ル を 測定 する 方 法 (BS コ 
ン バ ー タ 出力 の 相対 値 を 測定 する ポイ ン テ ィ ン 
グ メ ー タ を 用 いる 方 法 も あり ます ) 
BS チュ ー ナ の レベ ル メ ー タ を 用 いる 方 法 (BS 
チュ ー ナ に レベ ル 表 示 機 能 が 必要 ) 
④ 受 信 レ ベル に 対応 し た 数 値 を テレ ビ 画 面 に 表示 














[第 3 図 j レベ ル チ ェ ッ カ ー に よる 泊 定 
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[第 4 図 j レベ ル メ ー タ の ある BS チュ ー ナ 


させ る 方 法 (BS チュ ー ナ KC 表示 機能 が 必要 ) 

な お , テレ ビ で 受信 状態 を 見 な が ら 作業 を 行う 
と , 比較 的 早く 調整 で きま す 。 

ぐ 手 順 -4 仰角 ・ 方 位 角 の 微 調整 > 

受信 レベ ル の 変化 を 見 な が ら , 受信 レベ ル が 大 き 
く な る よう 仰角 ・ 方 位 角 の 微 調整 を 行い , BS アン 
テ ナ を 正確 に 放送 衛星 に 向け ます 。 

微 調整 は , BS アン テ ナ に 不要 な 振動 を 与え を な い 
よう 慎重 に 行わ な けれ ば な り ま せん 。 また, 仰角 ・ 
方 位 角 を 交互 に 数 回 繰り 返し て 調整 し , 受信 レベ ル 
を 最大 に する と と が 大 切 で す 。 

く 手 順 -5 固定 > 

仰角 ・ 方 位 角 の 調整 が 終っ た ら 
変ら な いよ う , マウ ント 部 の 各 ボ ルト , 
っ か り 締 め 付け て 完了 で す 。 

と の と き , せっ か く 合 わせ た BS アン テ ナ の 方 向 
が ずれ な いよ う , 受信 レベ ル の 変化 に 注意 し な が ら 
Ak 


, 風 な ど で 方 向 が 
ナッ ト を し 





計 テス ター で の BS チュ ー ナ ACC 電圧 測定 
BS チュ ー ナ に は , BS コン バー タ か ら 供給 され 
る BS-IF 信号 の 強 さ が 変化 し て も , 復調 回 路 に 加 
わる 信号 の レベ ル は 一 定 に な る よう AGC 回 路 が 設 
けら れ て いま す 。 すなわち, BS アン テ ナ の 受信 レ 
ベル が 変化 する と , その 変化 分 に 応じ て BS チュ ー 
ナ の AGC 電圧 が 変わ り ま すか ら , て の AGC 電圧 
の 変化 を テス ター で 測定 する と と に より , 受信 レベ 
ル の 強弱 が 判断 で きま す 。 

第 2 図 は , AGC 電圧 測定 端子 を 備え た BS チュ 
ー ナ の 例 で す 。 AGC 電圧 測定 端子 に DC レン ジ に 
し た テス ター を 接続 し て , 電圧 値 の 変化 を 読み 取り 
ます 。 





と と で 注意 し な けれ ば な ら な い の は , テス ター の 
測定 レン ジ , お よび 受信 レベ ル の 変化 と AGC 電 
の 変化 の 関係 で す 。 

測定 レン ジ は , だ いた い 1015V 程度 で す 。BS 
チュ ー ナ の AGC 電圧 変化 範囲 に 合わ せ , 最適 レン 
ジ ( に セッ ト し て くだ さい 。 

受信 レベ ル と AGC 電圧 の 関係 は , BS チュ ー ナ 
AGC 回 路 の 回 路 構成 で 異な り ま す 。 ほとん どの も 
の は , 受信 レベ ル の 低下 っ AGC 電圧 の 低下 に な っ 
て いま す が , 一 部 反対 の も の も あり ます の で 注意 が 
必要 で す 。 

(2 ) レベ ル チ ェ ッ カ ー に よる BS コン バー タ 出 

カレ ベル の 測定 

第 3 図 は ,。 レベ ル チ ェ ッ カ ー を 用 いて BS コン バ 
ー タ 出力 レベ ル を 測定 する 方 法 を 示し た も の で す 。 
も ちろ ん , 衛星 放送 は FM 方 式 で すし , また 測定 周 
波数 も 1GHz 帯 の BS-IF 信号 で すか ら , 地上 放送 
で 使用 し て いた チェ ッ カ ー で は 測定 で きま せん 。 衛 
星 放送 用 の も の を 使用 する 必要 が あり ます 。 

レベ ル チ ェ ッ カ ー を 用 いる 場合 は , BS コン バー 
タ の 電源 供給 に 注意 し な けれ ば な り ま せん 。 図 





し た よう に , 分 岐 器 を 挿入 し , BS チュ ー ナ か ら 電 
源 を 供給 する 方 法 の 他 に , レベ ル チ ェ ッ カ ー 自 体 か 
ら 供 給 する 方 法 も あり ます 。 


また , 相対 的 な BS コン バー タ 出 力 レ ベル の 変化 
を 測定 する 機器 に ポイ ン テ ィ ン グ メ ー タ が あり ま 
す 。 

(3) BS チュー ナ の レベ ル メ ー タ に よる 確認 

第 4 図 は , LED 表示 の レベ ル メ ー タ を 備え た BS 
チュ ー ナ の 例 で す 。 

BS チュ ー ナ に 加わ る BS-IF 信号 の レベ ル K 応 じ 
て LED が 点灯 し , レベ ル が 高く な る ほど 多く の L 
ED が 光り ます 。 

と の よう な レベ ル 表 示 機 能 を も っ た BS チュ ー ナ 
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[第 5 図 〕 受信 レベ ル の 画面 表示 











は , 受信 状態 の まま で , お お ま か な 受 信 レ ベル の 確 
認 が で きま す の で , 受信 シス テム の 点検 ・ 保 守 に は 
便利 で す 。 

(4 ) テレ ビ 画 面 に 表示 し た 数 値 に よる 確認 

第 5 図 は , BS アン テ ナ の 受信 レベ ル に 対応 し た 
数 値 を ディ ジタル 処理 し て テレ ビ 画 面 に 表示 し た 例 
で す 。 い うま で も な く , と の よう な ディ ジタル 処 理 
テレ ビ 画 面 へ の 表示 と いっ た 機能 は , BS チュ ー ナ 
(に あり ます 。 

BS チュ ー ナ の 表示 機能 を 動作 させ る と , 画面 上 
部 に 横 私 が , また 左右 に 2 つの 数 値 が 現れ ます 。 横 
樺 の 長 さと 左側 の 数 値 は , 受信 レベ ル の 値 に 対応 し 
て 変化 し ます が , 右側 の 数 値 は , 最大 レベ ル 対 応 
し た 値 を 保持 し て いま す (と れ を ピー ク ホ ー ル ド と 
いい ます )。 






NMTSUBlSH 
ELECTRIC 
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方 向 調整 時 に BS アン テ ナ を 回 す と , 最大 レベ ル 
(に な る まで は 左右 の 数 値 が いっ し ょ に 変化 し ます 
が , 最大 レベ ル に な る て 右側 の 数 値 は その 値 を 表示 
し た まま に な り ま す 。 左右 の 数 値 が 同じ に な る よう 
方 向 を 調整 し ます 。 





現在 , 各社 か ら 市 販 さ れ て いる BS アン テ ナ の 形 
名 , 利得 , 形状 を 第 1 表 に 示し ます 。 

それ ぞ れ の 地域 の 電波 の 強 さや 降雨 強度 , 受信 シ 
ステ ム の 形態 な ど に 応じ て , 適当 な も の を 使用 する 
と と に な り ま す 。 

と の うち , 一 般 家庭 用 と し て 最も 多く 用 いら れる 
75 形 の アン テ ナ を 例 に と り , 各社 の 特徴 や 機構 に つ 
いて 説明 し て いき ます 。 

な お , アン テ ナ 直 径 が 大 きく な り ま す と , マウ ン 
ト 部 の 機構 が 変わ り , 調整 方 法 も 別に な り ま す の 
で , 関連 資料 に 十分 目 を 通し て くだ さい 。 

(NHK 営業 技術 部 ) 


















































[第 6 図 ] アン テ ナ の いろ いろ 
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利得 骨 和 型 名 4 (和則 人 x 長 電 和 ] 
DX アン テ ナ 株 式 会 社 三洋 電機 株 式 会 社 
DSA-406C 35.6dB | 60cm X66cm AN-75BS 37 以 上 ( 旧 凍 ag 77.5cm ※91.8cm 
DSA-407C | 37.6aB 75cmX82.5cm AN-100BS |39.5 以 上 ( 機 款 ]aB | 102.8cmx120.5cm 
DSA-409C 39.1dB | Xecm 日 本 電気 ホー ム エ レ クト ロニ クス 株 式 会 社 
DSA-412C 41.6dB 120cm ※130cm NE-BSA500 | 33.8dB 51.0cm X56.9cm 
DSA-418C 44.8dB 180cm X180cm NE-BSA750 | 37.4dB 76.0cm X81.1cm ] 
株 式 会 社 ゼ ネ ラ ル NE-BSA1000| 39.9dB 103.0cm ※113.0cm 
BSA-75 38.0dB 78.0cm X89.7cm NE-BSA1200| 41.5dB 121.0cm ※131.0cm 
株 式 会 社 日 立 製作 所 NE-BS A1600| 43.5dB 168.0cm X168.0cm 
BS-A7500 37.5dB 75.0cm X85.0cm シャ ー プ 株 式 会 社 
BS-A9000 39.0dB ん 90.0cm ※102.0cm AT-3107 37.5dB 75.0cm X82.5cm | 
マス プロ 電工 株 式 会 社 AT-3109 39.0dB | om xea.0em 
BSQ75 37.0 一 38.0dB 77.5cm X88.6cm AT-3112 41.5dB 120.0cm ※130.0cm 
BSQ100 39.5 一 40.6dB 102.8cm X117.6cm ソニ ー 株 式 会 社 
BSQ120 41.0 一 42.0dB 123.4cm メ 141.2cm SAN-501 34.2dB 54.0cm X56.0cm 
松下 電器 産業 株 式 会 社 SAN-701 37.4dB 77.5cm X83.5cm 
TA-BS1060 | 35.0dB 61.5cm 68.9cm SAN-1201 41.5dB 123.4cm ※141.2cm 
TA-BS1075 37.0dB 77.2cm※86.2cm 株 式 会 社 東芝 
TA-BS1100 | 39.5dB 103.8cm メ 115.9cm BSA-600 | 標準 35.6dB 640cmX70.2cm | 
TA-BS1120 | 40.8dB 124.0cm※124.0cm BSA-750 標準 38.0dB 78.0cm X89.7cm 
TA-BS1160 | 43.3dB 164.6cmX 64.6cm 八木 アン テ ナ 株 式 会 社 
三菱 電機 株 式 会 社 BS-A750 37.5dB 77.0cm X87.0cm 
UA-75 37.6dB | 80.0cm X90.0cm BS-A900 39.0dB 92.5emX104.5cm | 
| 日 本 アン テ ナ 株 式 会 社 安 展 工業 株 式 会 社 
AP-75 37.4dB 76.0cmX81.1cm BS-A075 37.4dB 76.0cm X82.0cm 
AP-100 39.9dB 員 103.0cm メ 113.0cm BS-A100 39.9dB 101.0cm 111.0cm 
AP-120 | 41.5dB 121.0cm ※131.0cm BS-A120 41.5dB 121.0cm ※132.0cm 
| 日 本 ビク ター 株 式 会 社 BS-A160 43.7dB 090 本 96 | 
BX-A60 35.5dB 60.0cm X66.0cm 
BX-A75 37.5dB 75.0cm X82.5cm 
| BX-A90 39.0dB 90.0cm X98.0cm 
| BX-A120 k 41.5dB 中 120.0cm ※130.0cm 











[第 1 表 ]〕 各社 別 ア ン テ ナ の 形状 と 利得 


6Z 

















立 角 調 整 ネジ 
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(b ) 前 和 面 





[第 7 図 ]」 DX アン テ ナ 則 , シャ ー プ 帆 , 日 本 ビク ター 則 の BS アン テ ナ 





DX アン テ ナ 株 式 会 社 
シャ ー プ 株 式 会 社 
日 本 ビク ター 株 式 会 社 


BS アン テ ナ 各 部 の 機構 お よび 名 称 は , 第 7 図 に 
示す と お り で す 。 

< 機構 都 お よび 調整 方 法 の 特徴 > 
① フ ラン ジ を 用 いた ポー ル と の 接続 

マウ ント 部 の ポー ル と の 接続 個 折 は , フラ ンジ 構 
造 な な っ て いま す 。 し た が っ て , ポー ル に は , 上 部 
に 同じ よう な 構造 の フラ ンジ か 必要 で す 。 
② ハ ンド ル を 用 いた 方 向 調整 

BS アン テ ナ の 仰角 ・ 方 位 角 の 調整 は , 付属 の ハ 
ンド ル で 行い ます 。 
③ モ ニタ ー 端 子 の ある BS コン バー タ 

BS コン バー タ に は , 出力 レベ ル より 20dB 低い 
BS-IF 信号 の 取り 出せ る モニ ター 端子 が あり ます 。 
と の モニ ター 幣 子 を 用 いる と , 受信 状態 の まま レ 
ベル の 測定 が で きる の で , 点検 ・ 保 守 に 便利 で す 。 
く 調 整 機構 各部 の 働き > 

O ロ ッ ク ナ ッ ト 

BS アン テ ナ の 仰角 が 変ら な いよ う , 仰角 調整 装 
置 を 固定 する ネジ で , ゆる み を 防止 する た め ダ ブル 
ナッ ト に な っ て いま す 。 

調整 が 終っ た 段階 で し っ か り 締 め 付 け て 下さ い 。 
o 仰角 調整 装置 

BS アン テ ナ の 仰角 を 調整 する 機構 で す 。 
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ハン ドル で 軸 端 の 仰角 調整 用 ネジ を 回 わす と , 調 
整 装置 内 側 の パイ プ が 伸び 縮み し , 仰角 が 変化 し ま 
紀 双 : 

仰角 の 粗 調整 は , 第 8 図 に 示す よう に 仰角 調整 装 
置 外 側 ペ イプ の 端面 が , 内 側 ペ イプ に 貼っ て ある 地 
域 表 示 シ ー ル の 範囲 内 に くる よう 行い ます 。 

oO 方位 角 調 整 ネ ジ 

BS アン テ ナ の 方 位 角 を 微 調整 する ネジ で す 。 

ハン ドル で と の ネジ を 回 す と と に より , 約 土 20 度 
の 調整 が 可能 で す が , と の 範囲 を 超え て 調整 し な け 
れ ば な ら な いと き は , ポー ル と マウ ント を 一 度 は ず 
し , フラ ンジ の 取り 付け 位置 を ずら し ます 。 

oO マ ウン ト 固 定 用 ネジ 

BS アン テ ナ の 方 位 角 が 変化 し な いよ う , マウ ン 
ト 部 を 固定 する ネジ で す 。 

調整 が 終っ た らし っ か り 締 め 付 け ま す 。 


地域 表示 シー ル 




















仰角 調整 装置 の 
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[第 9 図 〕 電 日 立 製作 所 , 八木 アン テ ナ 帆 の BS アン テ ナ 





株 式 会 社 日 立 製作 所 , 八木 アン テ ナ 株 式 会 社 


BS アン テ ナ 各 部 の 機構 お よび 名 称 は , 第 9 図 に 
示す と お り で す 。 

ぐ 機 構 部 お よび 調整 方 法 の 特徴 > 
① マ ウン ト 部 は U り ボル ト で 固定 

マウ ント 部 は ポー ル と り ボ ルト 2 本 で 固定 し ま 
す 。 

と の U り ボル ト は , 上 下 2 本 あり ます が , 締め 付け 
る と き に バラ ンス を 取っ て 行う よう 注意 し ます 。 
② 方 向 調 整 は 専用 の ノブ で 

仰角 ・ 方 位 角 の 調整 は , それ ぞ れ 別個 の ノブ で 行 
いま すか ら , 作業 性 が 良く な っ て いま す 。 
⑨⑧ 仰 角 確 認 は 角度 表示 銘板 で 

仰角 粗 調整 時 の 角度 確認 は , マウ ント 側面 の 角度 
表示 銘板 と 矢印 板 で 行い ます 。 矢印 板 が 受信 地域 の 
仰角 を さす よう 仰角 調整 用 ノブ を 回 し ます 。 
④ テ スタ ー の 測定 レン ジ は DC15V 程度 に 

BS アン テ ナ 受 信 レ ベル の 強弱 を , BS チュ ー ナ 
の AGC 電圧 測定 で 行う 場合 , テス ター は DC15V 


微 調 整 ど ちら に も 使い ます 。 

方位 角 調整 用 ノブ 

BS アン テ ナ の 方 位 角 を 調整 する ノブ で す 。 

と の 方 位 角 調整 用 ノブ は , マウ ント 装着 され て 
お ら ず , 方 位 角 の 粗 調整 後 , 第 10 図 に ホ す よう 方 
位 角 調 整 用 金具 で 取り 付け ます 。 

OU ボル ト 

マウ ント 部 を ポー ル (C 取り 付け る た め の ボ ルト 
で , 上 下 に 2 本 あり ます 。 

方 位 角 の 調整 完了 後 し っ か り と 締め 付け ます が , 
方 向 が ずれ な いよ う 上 下 バ ラン ス を と っ て 行う と と 
が 必要 で す 。 

Oo 矢印 板 , 角度 表示 銘板 

BS アン テ ナ の 仰角 を , 受信 地域 の 仰角 人 に 粗 調整 
する 場合 に 用 いる , 角度 確認 機構 で す 。 

Oo 固定 ボル ト 

BS アテ アンテナ の 仰角 が ずれ な いよ う 固 定 す る た め 
の ボル ト で す 。 

方 向 調 整 終了 後 し っ か り 締 め 付け て くだ さい 。 



























第 
程度 に セッ ト し て くだ さい 。 
方 向 調 整 を 行う 場合 , 最適 方 向 は テス ター の 指示 
S 人 9 取 方 
値 が 最低 に な る 方 向 で ある こと に 注意 し て くだ さ り 位 0 
い 。 うさ 朋 位置 あわ せ 応 印 ゴイ > 
g ペデ ヤマ 下 ピ マス ト 
ぐ 調 整 機構 各部 の 働き > 肖 
o 仰角 調整 用 ノブ 刻印 義人 
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BS アン テ ナ の 仰角 を 調整 する ノブ で , 粗 調整 ・ 
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[第 11 図 ] マス プロ 電工 幌 , 





| マス プロ 電工 株 式 会 社 , 三洋 電機 株 式 会 社 








BS アン テ ナ の 各 機 構 お よび 名 称 は , 第 11 図 に 示 
す と お り で す 。 

ぐ 機 構 部 お よび 調整 方 法 の 特徴 > 
① ノ ッ ク ボ ルト に よる 固定 

マウ ント 部 は , ポー ル に けり ボル ト で 取り 付け ます 
が , より 確実 に 固定 する た め , ノッ クボ ルト を 用 い 
て いま す 。 
② 地 域 別 仰角 表 に よる 仰角 の 粗 調整 

仰角 の 粗 調整 は , マウ ント 部 側面 に ある 2 つの 仰 
角 固 定 ボ ルト の 中 心 線 と 地域 別 仰角 表 で 行う 形式 で 
す 。 
⑨ 受 信 レ ベル の 確認 は BS チキ ュー ナ の レベ ル メ ー タ 

マス プロ 電工 (株 ) 製 の BS チュ ー ナ に は , LED 
を 表示 部 と し た レベ ル メ ー タ が あり ます 。 と の 場合 
は , 衛星 放送 受信 中 で も 受信 レベ ル の 確認 が で きる 
の で , 点検 ・ 保 守 に 大 変 便利 で す 。 

また , 三洋 電機 (株 ) 製 の BS チュ ー ナ は , AGC 
電圧 で 確認 する 方 式 で す 。DC15 V 程度 の レン ジ に 
セッ ト し た テス ター で 測定 し て くだ さい 。 

く 調 整 機構 各部 の 働き > 

o 仰角 微 調整 ボル ト 

BS アン テ ナ の 仰角 を 調整 する と き に 用 いる ボル 
ト で , 粗 調 整 お よび 微 調整 どちら に も 使用 し ます 。 

o 地域 別 仰角 表 
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支持 アー ム 








三洋 電機 費 の BS アン テ ナ 


仰角 の 粗 調整 時 に , 角度 を 確認 する た め に 用 いま 
す 。 

粗 調整 は , 第 12 図 に 示す よう に , マウ ント 部 側面 
の 上 下 2 本 の 仰角 固定 ボル ト 中 心 線 が , 地域 別 仰 角 
表 で 受信 地域 の 仰角 を 通る よう 行い ます 。 

O 仰角 固定 ボル ト 

BS アン テ ナ の 仰角 が 変わ ら な いよ う マ ウン ト 部 
を 固定 する ボル ト で す 。 

仰角 の 調整 が 終っ た ら , し っ か り と 締め 付け ます 。 

方位 角 固定 り ボ ルト 

BS アン テ ナ の 方 位 角 が 変わ ら な いよ う , マウ ン 
ト 部 と ポー ル を 固定 する ボル ト で す 。 

方 位 角 の 調整 は , 反射 鏡 を 手 で 回 し て 行い ます の 
で , と の ボル ト は ゆる め て お か な けれ ば な り ま せん 。 
方 向 調整 が 終っ > たら しっかり 締め 付け て くだ さい 。 

OoO ノ ッ ク ボ ルト 

マウ ゥ ント 部 と ポー ル の 固定 を より 確実 に 行う た め 
の ボル ト で す 。 

方 位 角 固定 リボ ルト を 締め 付け た の ち , ノッ クボ 
ルト の 先端 が ポー ル に くい 込む まで 強く 締め 付け ま 
す 。 
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[第 13 図 ] 松下 電器 産業 則 の BS アン テ ナ 


| 松下 電器 産業 株 式 会 社 


BS アン テ ナ 各 部 の 機構 お よび 名 称 は , 第 13 図 に 
示す と お り で す 。 

く 機 構 部 お よび 調整 方 法 の 特徴 > 
① ス テー 組み 立て 作業 の 簡易 化 

BS コン バー タ を 支持 する ステ ー は , 半 円 形 の ス 
テー ん と 1 次 放射 器 が 固定 し て ある 直線 状 の ステ ー 
B と の 2 つ で 構成 され て いま す 。 い ずれ も る , 反射 鏡 
側 は 既に 取り 付け られ て いま すか ら , ちょ う ネ ジ 1 
個 で ステ ー の 組み 立て は 完了 で す 。 
@②BS コン バー タ の 取り 付け に 注意 

松下 電 器 産業 (株 ) の 場合 1 次 放射 器 に BS コン 
バー タ を 取り 付け な けれ ば な り ま せん 。 取り 付け 方 
向 , また 取り 付け 部 分 の 防水 に 十分 注意 し , 人 尼 重 に 
行っ て くだ さい 。 
③ 方 向 調 整 作業 の 効率 化 

方 向 調整 は , 仰角 , 方 位 角 と も 専用 の 調整 ネジ で 
行い ます 。 調整 作業 に スパ ナ や ドラ イ バ ー な どの 工 
具 は 必要 あり ませ ん の で , 作業 性 が よく な り ま す 。 
⑨④ 仰 角 の 確認 は 指針 で 

仰角 粗 調整 時 の 角度 確認 は , 指針 と マウ ント 部 の 
仰角 目盛 で 行い ます 。 
⑤⑥ テ スタ ー の 渦 定 レン ジ は DC5V 程度 に 

受信 レベ ル の 強弱 を BS チュ ー ナ の AGC 出力 電 
圧 で みる 場合 , テ スタ ー の 測定 レン ジ は DC5V 程 
度 に セッ ト し ます 。 





最良 状態 で の 指示 値 は , 地域 に より 若干 の 差 は あ 
り ま す が 2<3V 程 度 で す 。 

く 調 整 機構 各部 の 働き > 

o 仰角 指示 針 ・ 仰 角 目 盛 

仰角 の 粗 調整 時 , 角度 を 確認 する た め に 使用 し ま 
す 。 マ ウン ト 部 側面 の 穴 に 指示 針 を 掛け , 受信 地域 
の 仰角 を さす よう , 仰角 調整 ネジ で 調整 し ます 。 
な お , 指示 針 は 左右 どちら の 側面 で も 使用 で きま 
す が , 調整 が 終っ た ら 取 り は ず し て くだ さい 。 

Oo 仰角 調整 ネジ 

BS アン テ ナ の 仰角 を 調整 する ネジ で , 粗 調 整 お 
よび 徴 調整 どちら に も 用 いま す 。 

OU ボル ト 

BS アン テ ナ の 方 向 が 変わ ら な いよ う , マウ ント 
部 と ポー ル を 固定 する も の で , マウ ゥ ント 部 の 上 下 に 
2 本 あり ます 。 ゆ る み を 防止 する を ため , ダブ ルナ ッ 
ト に な っ て いま すか ら , 締め 付け る 時 に は 内 側 の ナ 
ッ ト を スパ ナ で お さえ , 共 回 り し な いよ う 注 意 し て 
くだ さい 。 

0 方 位 角 調 整 ネ ジ 

方 位 角 の 微 調整 に 使用 する ネジ で す 。 

な お , 粗 調整 は 反射 鏡 を 手 で 左右 に 回 し て 行い ま 
す 。 

oO 固定 ボ ルト 

仰角 が 変化 し な いよ う , 反射 鏡 と マウ ント 部 を 固 
定 す る ボル ト で , マウ ゥ ント 部 の 両側 面 に 4 本 あり ま 
す 。 調整 が 終っ た ら , し っ か り 締 め 付 け て くだ さ 


い 。 
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〔 第 14 図 ] 


| 三菱 電機 株 式 会 社 


BS アン テ ナ 各 部 の 機構 お よび 名 称 は , 第 14 図 に 
示す と お り で す 。 

ぐ 機 構 部 お よび 調整 方 法 の 特徴 > 
① フ ラン ジ を 介し た ポー ル と の 固定 

マウ ント 部 は , 反射 鏡 を 取り 付け る た め の 板 や ア 
ン テ ナ 取付 け 金 具 な ど で 構 成 さ れ て いま す 。 ア ン テ 
ナ 取 付け 金具 の 下部 が フラ ンジ 構造 に な っ て いま す 
の で , ポー ル 上 部 に 同 じ よ うな フラ ンジ が 必要 で 
す 。 
② 仰 角 の 確認 は 仰角 測定 器 で 

仰角 粗 調整 時 の 角度 確認 は , 付属 の 仰角 測定 器 で 
行い ます 。 

反射 鏡 裏 面 の ダル マ 穴 に 仰角 測定 器 を は め 込 み , 
指針 が 受信 地域 の 仰角 を 示す よう 調整 し ます 。 

な お , 仰角 測定 器 に は , 受信 地域 の 仰角 ・ 方 位 角 
を 求め る 地図 も 印刷 され て いま す 。 
③ テ スタ ー の 測定 レン ジ は DC10V 程度 に 

仰角 や 方 位 角 の 微 調整 時 に 受信 レベ ル の 変動 確認 
用 と し て テス ター を 用 いる 場合 は , DC10V 程度 の 
レン ジ に セッ ト し ます 。 
④BS チュ ー ナ に レベ ル 表 示 機 能 を 採用 

三菱 電機 株) の BS チュ ー ナ に は , レベ ル 表 示 機 
能 が あり ます 。 微 調整 時 の 受信 レベ ル 変 動 確認 は も 
と より , 受信 中 で も 確認 で きま すか ら , 保守 点検 作 
業 に 大 変 便利 で す 。 
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三菱 電機 則 の BS アン テ ナ 


く 調整 機構 各部 の 働き > 

o 仰角 調整 用 ボル ト 

BS アン テ ナ の 仰角 を 調整 する ボル ト で , 粗 調 
整 , 微 調整 いずれ に も 使用 し ます 。 

この , 仰角 調整 ボル ト で 調整 可能 な 範囲 は 約 10 
度 で , 時 計 方 向 ( 右 回 り ) に 1 回 転 する と , 仰角 は 
約 1 度 小さ く (反射 鏡 が 下向き に ) な り ま す 。 

o 仰角 固定 ボル ト 

BS アン テ ナ の 仰角 が 変化 し な いよ う (C 固定 する 
と と も に , 仰角 の 設定 値 を 決め て いま す 。 

出荷 時 は , 予め 仰角 38 度 に 設定 し て いま すか ら , 
この まま の 状態 で 仰角 調整 用 ボル ト を 回 す と , 約 28 
48 度 の 科 囲 で 調整 可能 で す 。 こ と れ よ り 大 きい 人 x 角 
に な る 受信 地域 の 場合 は , 反射 鏡 側 の 仲 角 固 定 ボ ル 
ト の 取り 付け 穴 を 1 つ 下 に ずら し で く ぐ 天 さゆ 。 

仰角 固定 ポルト は , 調整 完了 後 し っ か り 締 め 付け 
ます 。 

Oo 方位 角 ボル ト 

と の ボル ト は , BS アン テ ナ の 方 位 角 が ずれ な い 
よう , アン テ ナ 取 付け 金具 て と ポール の フラ ンジ を 回 
定 し ます 。 

さて , BS アン テ ナ の 方 向 調 整 は , 手 で 反射 鏡 を 
左右 に 回 す と と に より 行い ます 。 最 初 か ら あ まり き 
つく 締め 付け る 方 位 角 の 調整 が で き な く な り ま す 
か ら 。 ス プリ ング ワッ シャ が きか な い 程 度 に し ま 
す 。 調整 が 終っ た 段階 で し っ か り と 締め 付け て くだ 
さい 。 
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[第 15 図 」 ソニ ー 則 の BS アン テ ナ 





ソニ ー 株 式 会 社 





BS アン テ ナ 各 部 の 機構 お よび 名 称 は , 第 15 図 に 
示す と お り で す 。 

マ 機 構 都 お よび 調整 方 法 の 特徴 > 
① 仰 角 の 確認 は 仰角 指示 針 で 

BS アン テ ナ の 仰角 粗 調整 時 , 角度 の 確認 は , マ 
ウゥ ント 部 側面 の 仰角 目盛 と 付属 の 仰角 指示 針 で 行い 
計 す 。 

仰角 指示 針 を マウ ント 部 側面 の 突起 に か け , 受信 
地域 の 仰角 を さす よう 調整 し ます 。 
② 同 軸 ケ ー ブ プル は コン バー タ 取 り 付 け 棒 で 固定 
BS コン バー タン ポー ル 間 の 同軸 ケー ブル は , コ 
ン バ ー タ 取り 付け 棒 の 中 を 通し て 固定 し ます の で , 
すっ きり し た 配線 が 行え ます 。 
⑧ 受 信 レ ベル の 変動 を テレ ビ 画 面 に 表示 

BS チュ ー ナ は , 受信 レベ ル の 変動 を 画面 に 表示 
する 機能 を も っ て お り , 画質 と 受信 レベ ル の 変動 が 
同時 に 見 れ ま す の で , 調整 作業 が 比較 的 らく に 行え 
6. 科 3 

BS チュ ー ナ 裏面 の 「 ア ン テ ナ 入力 レベ ル 表 示 」 ス 
イッ チ を 入れ る と , 画面 の 両側 に 数 値 が 現れ ます 。 
方 向 を 変え た と き の 最大 レベ ル に 対応 する 右側 の 数 
字 と , 左側 の 数 字 が 同一 に な る よう 調整 し ます 。 
ぐ 調 整 機構 各部 の 働き > 

o 仰角 固定 用 ボル ト 

BS アン テ ナ の 仰角 が 変化 し な いよ う 固 定 する ボ 














ルト で す 。 

調整 時 に は ゆる め て お き , 終っ た ら ス プリ ング ワ 
ッ シ ャ の 切り 欠き が そろ っ て か ら 約 1 回 転 程度 さら 
に 締め 付け ます 。 

o 仰角 調整 用 ちょ う ナ ッ ト , 仰角 調整 固定 用 ちょ 

う ナ ッ ト 

どちら も 仰角 の 調整 に 使用 する ナッ ト で す 。 

まず , 仰角 調整 固定 用 ちょ う ナ ッ ト を ボル ト の 端 
付近 まで ゆる め ま す 。 仰角 を 大 きく したい 場合 は , 
ボル ト の 端 方 向 に くる よう 仰角 調整 用 ちょ う ナ ッ ト 
を 回 し , また 仰角 を 小さ くす る 場合 は , 反対 方 向 に 
回 し ます 。 

な お , 仰角 を 大 きく する 場合 は , 反射 鏡 の 下部 を 
手 で 少し 押し な が ら 回 す と , 仰角 調整 用 ちょ う ナ ッ 
ト が 軽く 回 り ま す 。 

、 調整 が 終っ た ら , 仰角 調整 固定 用 ちょ う ナ ッ ト で 
固定 し ます 。 

o 水平 位置 固定 用 け ボ ルト 

BS テン テ ナ の 方 位 角 が 変化 し な いよ う , マウ ン 
ト 部 と ポー ル を 固定 する け ボ ルト で , マウ ント 部 の 
上 下 に 2 本 あり ます 。 

方 向 調整 を 行う 場合 は , 反射 鏡 が 手 で 左右 に 回 る 
程度 に ゆる め て お きま す 。 

方 位 角 の 調整 は , 反射 鏡 を 手 で 回 し て 行い ます か 
ら , 仰角 が 変化 する と と の な いよ う 慎 重 に 行う と と 
が 大 切 で す 。 

調整 が 終っ た ら , 仰角 固定 用 ボル ト と 同じ よう な 
めやす で し っ か りら 締め 付け ます 。 
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1 次 放射 器 





[第 16 図 ] 則 ゼ ネ ラ ル , 晶 東 芝 の BS アン テ ナ 








較 株 式 会 社 ゼ ネ ラ ル , 株 式 会 社 東芝 





BS アン テ ナ 各 部 の 機構 お よび 名 称 は , 第 16 図 に 
示す と お り で す 。 

く 機構 都 お よび 調整 方 法 の 特徴 > 
① 仰 角 の 粗 調整 は 固定 用 ボル ト の 取り 付け 位置 で 

仰角 の 粗 調整 は , 反射 鏡 の 裏側 に マウ ント 部 を 取 
り 付け る と き に 行い ます 。 

マウ ント 部 に は , 30~50 度 まで , 5 度 お き に 仰角 
の 設定 が で きる よう , 穴 が 6 つ あ いて いま す 。 受信 
地域 の 仰角 に 一 番 近 い 値 に な る よう 取り 付け 穴 を 選 
び , 仰角 粗 調整 固定 用 ボル ト を 通し て , マウ ント 部 
を し っ か り 固 定 し ます 。 
② 方 位 角 の 粗 調整 は 真 西方 向 を 基準 に 

方 位 角 の 粗 調整 は , ポー ル の 真 西側 に 印 を 付け , 
と の 印 を 基準 と し て 行い ます 。 

第 17 図 に 示す よう に , 固定 ベル ト の 地図 か ら 受 信 
地域 を 含む 線 の 範囲 を 選び , ポー ル に 付け た 印 に あ 
う よ う , BS アン テ ナ 全 体 を 回 し て 調整 し ます 。 
③ テ スタ ー の 測定 レン ジ は DC10<20V 程度 に 

BS チュ ー ナ の AGC 電圧 測定 を 行う 場合 , テス 
ター の 測定 レン ジ は DC10-20V が 適当 で す 。 

最良 の 状態 に 調整 し た と き の 指 示 値 は , 電波 の 強 
さ で 若干 異な り ま す が , 7 11V 程 度 に な り ま す 。 
④BS コン バー タ 取 り 付 け 作 業 が 不要 

BS コン バー タ は , 出荷 時 に 支持 用 の アー ム に 取 
り 付 けら れ て お り , アー ム を , 引き 起 と すけ で セッ 
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トド 窓 寺 表 すず す ぁ 

く 調 整 機構 各部 の 働き > 

仰角 粗 調整 固定 用 ボル ト 

仰角 の 粗 調整 , お よび 反射 鏡 と マウ ント 部 の 固定 
を 行う ボル ト で す 。 は ほぼ , 受信 地域 の 仰角 に 近い 穴 
(に セッ ト し , し っ か り 締 め 付 け ま す 。 

o 仰角 微 調整 用 ボル ト 

仰角 の 微 調 整 を 行う と き に 用 いる ボル ト で す 。 
時 計 方 向 ( 右 回 り ) に 1 回 転 す る と , 仰角 が 約 1 
度 小さ く な り ま す 。 

o 固定 ベル ト 

ポー ル と マウ ント 部 を 固定 する ベル ト で す 。 

方 位 角 の 粗 調整 が 終っ た ら , 方 位 角 粗 調整 用 ナッ 
ト で し っ か り 締 め 付け ます 。 

方 位 角 微 調整 用 ボル ト 

方 位 角 の 微 調整 を 行う と き に 用 いる ボル ト で , 時 
計 方 向 ( 右 回 り ) iC 1 回転 する と , 方 位 角 が 1 度 大 
きく (反射 鏡 が 右 方 向 に 動く ) な り ま す 。 

O 方 位 角 固定 用 ナッ ト , 仰角 固定 用 ナッ ト 

BS アン テ ナ の 方 向 が 変化 し な いよ うに 固定 する 
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日 本 電気 株 式 会 社 
日 本 電気 ホー ム エ レ クト ロニ クス 株 式 会 社 





BS アン テ ナ 各 部 の 機構 お よび 名 称 は , 第 18 図 に 
示す と お り で す 。 

ぐ 機 構 都 お よび 調整 方 法 の 特徴 > 
① ポ ー ル と の 接続 部 に フラ ンジ を 使用 

マウ ント 部 は , 反射 鏡 を 取り 付け る アン テ ナ 取 付 
け 板 や , ポー ル に 接続 する アン テ ナ 取 付け 金具 な ど 
で 構成 され て いま す 。 

アン テ ナ 取 付け 金具 の 下部 が フラ ンジ 構造 に な っ 
て いま すか ら , 接続 する ポー ル の 上 部 に も 同じ よう 
な フラ ンジ か 必要 で す 。 
の ② ボ ルト の 取り 付け 位置 変更 に よる 仰 角 の 粗 調整 
仰角 の 粗 調整 は , 仰角 粗 調整 ボル ト を 通す アン テ 
ナ 取 付け 板 の 穴 位置 を 変え て 行い ます 。 

アン テ ナ 取 付け 板 の 取付 け 用 穴 は , 10 度 お き に 設 
けら れ て いま すか ら , 受信 地域 の 仰角 に 合わ せ て , 
最も 近い 角度 を 選び ます 。 

た と えば , 青森 の 仰角 は 約 33 度 で すか ら , 30 度 の 
位置 の 取付 け 用 穴 を 選定 する と と に な り ま す 。 

⑬ 方 位 角 の 粗 調整 は フラ ンジ 取付 け 角 度 で 

方 位 角 の 粗 調整 は 。 アン テ ナ 取 付け 金具 と ポー ル 
と を 固定 する と き に 行い ます 。 

BS アン テ ナ が , 受信 地域 の 方 位 角 (ほぼ 南西 方 
向 ) を 向く よう に アン テ ナ 取 付け 金具 と ポー ル の フ 
ラン ジ 部 を セッ ト し , 方位 角 固 定 ボ ルト を 通し ます 。 
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角 微 調整 ボル ト 


BS コン パー 


アン テ ナ 取 付け 金具 
[第 18 図 ] 日 本 電気 皿 , 日 本 電気 HE 内 の BS アン テ ナ 
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(b ) 前 面 ポ ボール 


く 調 整 機構 各部 の 働き > 

o 仰角 粗 調 整 ボ ルト 

BS アテ アンテナ の 仰角 を 粗 調整 する と と も に , アン 
テ ナ 取 付け 板 と アン テ ナ 取 付け 金具 と を 固定 する ボ 
ルト で す 。 

仰角 の 微 調整 が 終了 し た 時 点 で し っ か り 締 め 付け 
ます 。 

O ロ ッ ク ナ ッ ト 

BS アン テ ナ の 仰角 が 変化 し な いよ うに 固定 する 
ナッ ト で , 左右 に 2 つ あ り ま す 。 

と の ナッ ト も 仰角 粗 調 整 ボ ルト と 同様 , 仰角 の 調 
整 が 終了 し た 時 点 で し っ か り 締 め 付 け て くだ さい 。 

o 仰角 微 調整 ボル ト 

仰角 の 微 調整 を 行う ボル ト で , 約 土 10 度 の 調整 が 
可能 で す 。 

仰角 粗 調整 ば ルト に よる 仰角 設定 は , 10 度 お き で 
す が , と の 仰角 微 調 整 ボ ルト と 組み 合わ せる と と に 
より , どの 地域 の 仰角 に も 調整 する と と が で きま す 。 

な お , 仰角 微 調整 ボド ルト を 時 計 方 向 ( 右 回 り ) に 
回 す と 仰角 が 小さ く な り , BS アン テ ナ は 下向き に 
な り ま す 。 

O 方 位 角 固定 ボル ト 

BS アン テ ナ の 方 位 角 が 変化 し な いよ う , ポー ル 
と アン テ ナ 取 付け 金具 を 固定 する ボル ト で す 。 

方 位 角 の 調整 は , 手 で 反射 鏡 を 左右 に 動かす な 
ど , フラ ンジ 部 分 を 回 転 さ せる と と に より 行い ま 
す 。 し た が っ て , 調整 が 終る っ まで は バネ 座金 が きか 
な い 程 度 に ゆる く 締 め て お きま す 。 
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BS アン テ ナ 各 部 の 機構 お よび 名 称 は , 第 19 図 に 
示す と お り で す 。 

< 機構 部 お よび 調整 方 法 の 特徴 
① ポ ー ル と の 接続 部 に は フラ ンジ を 使用 

マウ ント 金具 の 下部 は , ポー ル と 接続 する た め の 
フラ ンジ と な っ て いま す 。 

し た が っ て , ポー ル に は 上 部 に マッ ント 金具 と 同 
じ よ うな フラ ンジ の 付い て いる も の を 使用 し な けれ 
ば な り ま せん 。 
② 仰 角 の 粗 調整 は 仰角 調整 ネジ の 取り 付け 間隔 で 

第 20 図 に 仰角 な ら び 人 方 位 角 粗 調整 の 方 法 を し 
ます 。 

仰角 の 粗 調整 は , 仰角 調整 ネジ の ポー ル 側 取り 付 
け 部 と , 反射 鏡 側 取り 付け 部 と の 間隔 を 調整 する と 
と に より 行い ます 。 

それ ぞ れ の 受信 地域 の 仰角 に 応じ て , と の 仰角 調 
整 ネ え ジ の 間隔 を 調整 し て くだ さい 。 
フラ ンジ 取り 付け 角度 に よる 方 位 角 の 粗 調整 

方 位 角 の 粗 調整 は , 他 の フラ ンジ を 用 いた 機種 同 
構 , マウ ント 金具 と ポー ル の フラ ンジ 取り 付け 角度 
を 変え て 行い ます 。 

く 調 整 機構 各部 の 働き > 

o 背面 金具 

反射 鏡 と マウ ント 金具 を 固定 する た め の 金具 で 
す 。 
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ボル ト ポー ル 
[第 19 図 ] 安 展 工業 内 の BS アン テ ナ 




















調整 ネジ 


























反射 鏡 に 2 本 の ネジ で 取り 付け られ ます が , と の 
取り 付け ネジ は , 仰角 の 微 調整 が 終っ た と き に し っ 
か りら り 締め付け ます 。 

o 仰角 調整 ネジ 

BS アン テ ナ の 仰角 を 微 調整 する た め の ネ ジ で , 
ナッ ト を スパ ナ な ど で 回 し て 調整 し ます 。 

仰角 調整 ネジ 1 回 転 で 。 BS アン テ ナ の 仰角 が 約 
0.3 度 変わ り ま す 。 

O 方 位 角 調 整 用 棒 挿 入 穴 

方 位 角 の 微 調整 は , マウ ント 金具 を 左右 に 回 す と 
と に より 行い ます 。 

方 位 角 調整 用 樺 挿入 穴 は , ドラ イ バ ー な ど 適 当 な 
丸 樺 を 挿入 する 穴 で , 方 位 角 の 調整 を 容易 に 行う た 
め の も の で す 。 

OoO ボ ルト 

BS アン テ ナ の 方 位 角 が 変化 し な いよ う , マウ ン 
ト 金具 と ポー ル の フラ ンジ を 固定 する ボル ト で す 。 

方 位 角 を 調整 する と き は , ゆる く 締 め て お き , 調 
整 が 終っ た と き に し っ か り と 締め 付け ます 。 


[ 図 8 小 ] 
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衛星 放送 を 受信 する に は , 前 項 で 述べ た 受信 アン 

テ ナ 設 備 の ほか に , BS チュ ー ナ と よ ば れる 選 局 復 
調 器 が 必要 で す 。 と と で は , 衛星 放送 の 開始 に あ た 
っ て 15 社 か ら 発売 され た BS チュ ー ナ の 主 な 機能 と 
その 使い 方 に つい て 解説 し まし ょ う 。 


BS チュ ー ナ の 具体 的 な 中 味 に は いる まえ に , そ 
の 基本 的 な 働き と 構成 に つい て 説明 し ます 。 

BS チュ ー ナ は , BS コン バー タ の 出力 信号 で ある 
BS_IF 信号 (1, 035~ こ 1, 355MHz) の 中 か ら 希望 す 
る 衛星 放送 チャ ネル の 信号 を 選 局 し て , FM の 検波 
回 路 と PCM の 復調 回 路 と に よっ て 元 の 映像 信号 と 
音声 信号 を 再生 する 働き を し ます 。 再生 され た と れ 
ら の 信号 は , ベー スバ ンド 信号 と いい , AV 形 テ レ 
ビ 受 信 機 の 映像 お よび 音声 入力 端子 に 接続 する と そ 
の まま 衛星 放送 を 楽し め る ほか , 従来 形 テ レビ 受信 
機 で も 楽し め る よう に VTR の RF 変調 器 と 同様 の 
再 変調 器 を 内 蔵 し た 構成 に な っ て いま す 。 

第 1 図 に BS チュ ー ナ の 基本 構成 を 示し ます 。 と 























の 図 の よう に , BS チュ ー ナ に は , 地上 放送 用 の テ 
レビ 受信 機 に は な か っ た 全く 新しい 回 路 が あり ま 
す 。 以下, 順 を 追っ て 説明 し まし ょ う 。 

(1) 前 置 増幅 回 路 

と の 回 路 は , 接続 用 同軸 ケー ブル を 通し て BS コ 
ン バ ー タ か ら 送 られ て くる BS-IF 信号 を 増幅 し て , 
ケー ブル の 長 さ の 違い や 降雨 減衰 に よっ て 生じ る 入 
力 信号 レベ ル の 変動 に 対し て , AGC (automatic 
gain control : 自動 利得 制御 ) 回 路 に より 次 段 の 周 
波数 変換 回 路 に な る べく 一 定 の 電力 を 供給 する 働き 
を し て いま す 。 

(2) 周波 数 変換 回 路 

と の 回 路 は , チャ ネル 選 局 ボタ ン と 連動 し た 選 局 
信号 に よっ て 発振 周波 数 の 決ま る , 可変 局部 発振 回 
路 と 混合 回 路 か ら 構 成 さ れ , 前 段 か ら の BS-IF 信 
号 と 局部 発振 周波 数 と に よる へ テロ ダイ ン 検 波 に よ 
っ て 中 間 周 波数 (BS コン バー タ の 第 1 中間 周波 数 
に 対し て 第 2 中 間 周 波数 と よぶ と と も あり ます ) に 
変換 する 働き を し て いま す 。 中 間 周 波数 と し て は , 
134. 26MHz また は , 402.78MHz が 採用 され て い 
ます 。 と の よう に 周波 数 に 端数 が つい て いる の は , 
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[第 1 図 ] 
BS チュ ー ナ の 基本 構成 
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BS チュ ー ナ の 局部 発振 信号 が 互い に 妨害 を 与え な 
いよ うに , 局部 発振 周波 数 が BS-IF 信号 に お ける 
チャ ネル と チャ ネル の 境界 に 落ち 込む よう (に する た 
めで す 。 

な お 。 可変 局部 発振 周波 数 は , BS-IF 信号 に お 
ける 各 チ ャ ネル の 中 心 周波 数 より 中 間 周 波数 分 だ け 
高い 上 側 ヘ テロ ダイ ン 方 式 を 採用 し て いま す 。 

(3) 中 間 周 波 増幅 回 路 

と の 回 路 は 周波 数 変換 回 路 か ら の 信号 を 増幅 
し , AGC 回 路 に よっ て 次 段 の FM 検波 回 路 に 加わ 
る 信号 レベ ル を 最適 に する 働き を する と と も に , B 
S チ ュー ナ の 選択 度 特性 を 決定 する 帯域 通過 ろ 流 維 
に よっ て 希望 信号 (27MHz 幅 ) の み を 通過 させ , 淀 
城 外 の 不要 な 信号 を 取り 除い て いま す 。 最 近 で は , 
と の ろ 波 器 と し て SAW (surface accouStiC WaVe・ 
弾性 表面 波 ) フィ ル タ が 使用 され て き て いま す 。 と 
の SAW フィ ル タ を 用 いま す と , 周波 数 調整 が 不要 
で , 良好 な 位相 特性 と 遅延 特性 を 得る と と が で きま 
す 。 

(4 ) FM 検波 回 路 

一 般 に 。 中 間 周 波 増幅 回 路 を 出 た 信号 は , FM 信 
生 混 入 し た AM 性 雑音 (振幅 変化 分 ) を 取り 除く 
た め に 振幅 制限 器 (リミッタ ) に か けら れ ま す 。 そ 
し て , と の 回 路 は その 振幅 一 定 の 中 間 周 波 信号 か ら 
FM 検波 に よっ て , 映像 信号 と 音声 PCM 副 搬 送 波 
代 号 を 取り 出す 働き を し て いま す 。 検波 方 式 に は 2 
同調 方 式 , 移 相 検波 方 式 お よび PLL (phase locked 
]oop) 方 式 が あり ます 。 い ずれ の 方 式 も FM 信号 の 
周波 数 信 移 に 比例 し た 信号 電圧 を 取り 出す も の で ? 
市 販 さ れ た BS チュ ー ナ を 見 ます と , 2 同調 方 式 と 
PLL 方 式 と が 半々 程度 に な っ て いま す 。 
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(5) 映像 信号 処理 回 路 
と の 回 路 は , ディ エン ファ シス 回 路 お よび エネ ル 
ギー 拡散 信号 除去 回 路 で 構成 され , 映像 信号 の 高い 
周波 数 成分 の 劣化 を 少な くす る た め , 送信 側 で プリ 
ェ ン ファ シス され た 信号 を 元 の 信号 に 戻す 働き を し 
て いま す 。 ま た , 特定 周波 数 べ の エネ ルギー 集中 を 
避け る た め に , 送信 側 で 映像 信号 に 重 暑 され た 19 
Hz の 3 角 波 の エネ ルギー 拡散 信号 を 除去 する 働き 
も し て いま す 。 

(6) 映像 増幅 回 路 

と の 回 路 は , 映像 信号 電圧 を 規定 値 の 1 Vp-r ま 
で 増幅 し 。 出力 イン ピー ダン ス を 75) に 整合 する 働 
き を し て いま す 。 

(7) 位相 検波 回 路 

と の 回 路 は , FM 検波 後 , 約 1 MHz 帯域 幅 で 抜 
き 出 し た 5.727272MHz の 音声 PCM 副 搬送 波 信 号 
か ら PCM 符号 列 の ディ ジ タ ル 信 号 を 得る 働き を し 
て いま す 。 

(8) 音声 信号 処理 回 路 

と の 回 路 は PCM の デコ ー ダ , DA コン パー タ 
お よび 音声 切り 替え 回 路 か ら 構成 され ます 。 

PCM ェ エンコーダ は , PCM の 符号 列 の 信号 を 
スク ラン ブル お よび デイ ンタ ー リ ー ブ し て , 元 の 正 
し い デ ィ ジ タル 信号 を 取り 出す 働き を し ます 。 ま 
た , ビッ ト 誤 まり の 訂正 や 補間 の ほか , モー ド 全 で 
の 10 ビ ッ ト か ら 14 ビ ッ ト へ 伸長 する 働き を し て いま 
す 。 と の PCM の デコ ー ダ 部 (に は , 1 て 3 チッ プ 構 
成 の 専用 LSI が 採用 され て いま す 。 

D ノ A ュ コンペ ー タ は , デコーダ 出力 の 中 の 音声 信 
号 ビ ッ ト を アナ ログ 音声 信号 に 変換 する 働き を し て 
いま す 。 





電 原 スイ ッ チ 音声 伝送 モー ド の 表示 








② モ ー ド A 時 の 選択 
ボタ ン 


音声 切り 替え 回 路 は , 衛星 放送 に お ける 各 音 声 の 
伝送 モー ド (モー ド A 時 4 チャネル, モー ド B 時 2 
チャ ネル ) の 自動 切り 替え や 希望 する 音声 信号 を 選 
択 する 働き を し て いま す 。 

(9) チャ ネル 13 変 調 器 

と の 回 路 は , 従来 形 テ レビ 受信 機 (映像 ・ 音 声 の 
入力 端子 を 持た な いも の ) で も 衛星 放送 が 視聴 で き 
る よう に , 地上 放送 と 同じ 電波 の 型式 の UHF 13 チ 
ャ ネル の 信号 を 作る 回 路 で す 。 音 声 に つい て は , モ 





ノラ ル の も の や 音声 多重 対応 の も の な ど , 機種 に よ 
っ て 異 っ て いま す 。 し か し , と の 場合 は , 衛星 放送 
の ハイ ファ イ 性 は 十分 に 発揮 で きま せん 。 











BS チュ ー ナ の 構造 
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レビ チュ ー ナ と いう より , むし ろ オ ー デ ィ オ 機器 と 
いう イメ ー ジ が 強く 出 て いま す 。 と れ は , 衛星 放送 
の 音声 伝送 方 式 に PCM の ディ ジタル 方 式 が 採用 さ 
れ た と と に も より ます が , ニュ ー メ ディ ア の 騎士 と 
し て の 衛星 放送 に 寄せ る 各社 の 熱意 が うか が えま 


声 多重 放送 の 選択 ボタ ン 


ぐ 写 真 -1> BS チュ ー ナ の 前 面 パ ネル 例 


する 

と と で は , 市 販 さ れ た BS チュ ー ナ を も と に , 前 
面 パ ネル の ボタ ン や ツマ ミ の 働き と , 表示 器 お よび 
背面 パネ ル の 各 端 子 の 入出 力 信号 に つい て 説明 し ま 
す 。 


(1) BS チュ ー ナ の 前 面 パ ネル 

写真 -1 に 示す よう に BS チュ ー ナ の 前 面 パ ネル に 
は 多く の 選択 ボタ ン や 表示 器 が 並ん を で いま す 。 と れ 
ら ボ タン の 役目 と 表示 器 が 何 を 意味 し て いる か BS 
チュ ー ナ (特徴 的 な 部 分 を みて み ま し ょ う 。 

と と ろ で , 衛星 放送 の 音声 の 伝送 方 式 に は , PC 
M 伝 送 方 式 が 採用 され , CD(compact disk) に も 中 
敵 す る ディ ジタル サウ ンド に よる 放送 が 可能 に な っ 
た わけ で す が , と の PCM 伝送 の 特質 を 生か し て , 
将来 は 音声 だ け で な く 静 止 画 放送 や ファ クシ ミリ 放 
送 な ど 新 し い 放送 サー ビス も で きる 方 式 に な っ て い 
ます 。 衛星 放送 に お ける PCM の 放送 モー ド の 一 覧 
を 第 1 表 に 示し ます 。 と の 表 か ら 音 声 の 放送 だ け を 
みて も 6 通り の 音声 運用 モー ド が ある と と が 解り ま 
す 。 と の 部 分 は , 衛星 放送 の 大 き な 特徴 で す の で 少 
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as | テレビ 音 志 独立 音声 備考 
e Re 
音声 1 ( 葉 ) 音声 3 (L) (L) 左 音声 
de) 音声 2 (R) 音声 4 (R) (R) 右 音声 
音声 1, 2 音声 38。 4 を ェ / 
フー A | モノ ブル 2ch | 使用 ( 主 副 音 声 ) 人 | 和志 ( 和 
ee FCGM 信 モノ ラル 1ch | 音声 1 を 使用 | 音声 3 を 使用 
ーー 1 
モー ド 音声 以外 | 未 指定 音声 3, 4 を 使用 2 た 
『 音声 1 (L) ハイ ファ イ 伝 送 
症 音声 2 (R) を 特 長 と する の 
時 で ステ レオ 放送 
B | モノ ラル 2eh と が ま 休 と な り ま 
モノ ラル Ich | 音声 1 を 使用 ・ 
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5 音声 出力 端子 
ビッ トス トリ ー ム 問 子 






(①BS-IF 信 号 入力 端子 


ぐ 写 真 -2> BS チュ ー 


し 詳し く 説明 し て お きま し ょ う 。 

まず , 音声 伝送 モー ド と し て , 音声 信号 の 伝送 淀 
域 に よっ て モー ド A と モー ド B が あり ます 。 前 者 の 
音声 信号 の 最高 周波 数 は 15kHz まで , 後者 は , 20 
kHz まで に な っ て いま す 。 そ し て モー ドム は, 伝送 
帯域 を 狭く し た た め 4 チャ ネル の 音声 チャ ネル ( ス 
MPyheyOko 導 Da 
す 。 と れ が 第 1 表 の テレ ビ 音 声 と 独立 音声 で す 。 テ 
レビ 音声 と は 映像 信号 に 付随 し た 音声 で あり , 独立 
音声 と は , 全く 別 の プロ グラ ム を 意味 し , 音楽 放送 

や 音声 以外 の 放送 な ど が 考え られ て いま す 。 モ ー ド 
A で は , 伝送 帯 城 は 狭い と いっ て も 地上 の FM 放送 
を し の ぐ ハ イフ ァ イ サ ウン ド の 伝送 が で きま す 。 

kr 

, 受信 する 側 で は , 希望 の 音声 を 選択 する 必要 が 

1 
お よび 音声 運用 モー ド (ステ レオ また は モノ ラル ) 
は , 放送 局 側 か ら 送 られ る 制御 信号 に よっ て BS チ 
ュー ナ の 受信 モー ド が 自動 設定 され ます 。 そ し て , 
モノ ラル 2ch や 独立 音声 が 放送 され て いる と きら は , 
受信 者 側 で 聞き た い 音 声 を 選択 する よう に な っ て い 
ます 。 

それ で は , 以上 の 予備 知識 を 基 に に 写真 -1 に 示す 
BS チュ ー ナ の 各部 の 機能 を 順に 説明 し ます 。 

① 音声 伝送 モー ド の 表示 

と の 表示 部 は , その と き 放 送 さ れ て いる 音声 伝送 
モー ド が , モー ド A と モー ド B の いずれ で ある か を 
表示 し ます 。 と れ は , 放送 局 か ら 送 られ る 制御 信号 
を 検出 し て 自動 的 に 表示 され ます 。 

② モー ドム A 時 の 選択 ボタ ン 

と の ボタ ン は , モー ド A で 放送 され て いる と き , 
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⑥RF テ レビ 出力 端子 (13ch) 
②AGC 出 力 端子 


④ 映 像 出力 端子 


ナ の 背面 パネ ル ( 例 ) 


先 に 説明 し た テレ ビ 音 声 も し く は 独立 音声 の いずれ 
か を 選択 する も の で す 。 機 種 に よっ て は , 独立 音声 
の 放送 が 放送 され て いな い 場 合 は , 機能 し な いよ う 
(に し た も の も あり ます 。 

③ 音声 多重 放送 の 表示 

と の 表示 部 は , その と き 放 送 さ れ て いる 音声 運用 
モー ド が ステ レオ , 2 重 音 声 (2 カ国 語 な ど ), モ 
ノラ ル の いずれ で ある か を 表示 し ます 。 と れ も ① と 
同様 に 自動 的 に 表示 され ます 。 

④ 音声 多重 放送 の 選択 ボタ ン 

と の ボタ ン は , ③ の 表示 器 で 2 重 音 声 が 表示 され 
て いる と き , 主 音声 , 副 音 声 ある い は 主 十 副 音 声 の 
いずれ か を 選択 する も の で す 。 

⑤ 選 局 ボタ ン 

と の ボタ ン は , BS-1 チャ ネル か ら BS-15 チャ ネ 
ル ま で の 奇数 チャ ネル の 中 か ら 受 信 す る チャ ネル を 
選択 する も の で , BS-2 で の 放送 試験 局 は , BS-15 
の チャ ネル を 使用 し て いま す 。 





(2 ) BS チュ ー ナ の 背面 

BS チュ ー ナ の 背面 の 1 例 を 写真 -2 に 示し ます 。 
衛星 放送 で は , 音声 に 大 き な 特 徴 が ある と と は , 先 
に も 説明 し まし た が , と の よう な 特徴 を いか す た め , 
BS チュ ー ナ の 背面 に は , 各種 の 入出 力 端子 が あり , 
各社 で いろ いろ な 工夫 が な され て いま す 。 ま た , 端 
子 の 中 に は オー ディ オ 機 器 や テレ ビ 受 信 機 な ど と の 
接続 端子 の ほか に 電源 を 重畳 し た 端子 が あり , 接続 
を まち が えな いよ うに 注意 する 必要 が あり ます 。 
それ で は , 写真 -2 の 番号 の 順に 説明 し ます 。 

① BS-IF 信号 入力 端子 

と の 入力 端子 は , BS コン バー タ か ら の BS-IF 信 








還 中 GL 革 人 
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尋 を 加え る 端子 で す 。 ま た , 逆 ( に BS コン バー クタ に 
詩 給 する 直流 15V の 電源 ( 心 線 側が 正 電 圧 ) が 重畳 
ミ れ て いま す 。 と と に 使用 され る コネ クタ は C15 
有 コ ネ ク タ と いう ピン の 大 き さ が 0.8mm ゅ @ だ けが 
請 い る , BS-IF 帯 で の 性 能 が 保証 され た コネ クタ で 
し したがって, と れ よ り 小 さい 心 線 の ケー ブル (③ 
C_- 2 V な ど ) や 大 きい ケー ブル (5C-2V な ど ) 
を その まま 入れ ます と , 接触 不良 を 起 と し た り , コ 
ネ ク タ を 破損 し た り し ます の で 注意 が 必要 で す 。 

②⑨ AGC 出力 端子 

① の BS-IF 信号 入力 端子 に 加え られ た 希望 信号 
の レベ ル に 応じ た 直流 電圧 が 現れ る 端子 で す 。 と の 
電圧 を 見 な が ら ア ン テ ナ の 方 向 調 整 を し ます 。 と の 
代 子 の な い BS チュ ォ ー ナ も あり ます が , その 場合 
ほ 前 面 パ ネル に レベ ル の 表示 器 が 付い た り , 映像 
言 号 に 受信 レベ ル の 表示 が スー パー イン ポー ズ さ れ 
た りす る も の も あり ます 。 

③ ビッ トス トリ ー ム 出力 端子 

と の 端子 は , 音声 PCM 副 搬送 波 を 検波 し た ディ 
ジタル 符号 列 を 取り 出す 端子 で す 。 将 来 の ファ クシ 
ミリ 放送 な ど 新しい 放送 の た め の 拡 張 用 端子 で す 。 
④ 映像 出力 端子 

と の 端子 は 映像 信号 を 取り 出す 端子 で す 。 AV 形 
テレ ビ 受 信 機 の 映像 入力 端子 に 接続 し ます 。 映像 信 
号 の 出力 電圧 1Vz-r イン ピー ダン ス は 752 で す 。 
⑤ 音声 出力 端子 

と の 端子 は , 音声 信号 を 取り 出す 端子 で す 。 ス テ 
レオ 放送 時 に は , 左 (L), 右 (R) の 信号 が 出力 され 
る ほか , モノ ラル 放送 時 に は , (①⑪) の 前 面 パ ネル の ④ 
で 説明 し た 音 et 


BS-IF 入 力 
(Dc15V) 

















ーー に で 5 ここ こさ っ 3 


SHF 2 に 























F( 地 上 放送 ) 
従来 形 テ レビ 受信 機 | UHF (13 チ ャ ネル : 
の アン テ ナ 端 子 へ 衛 是 放 送 ) 

※UHF ア ン テ ナ だ け の 場合 あり 





(第 2 図 】 アン テ ナ (VHF, UHF) の 入出 力 端 子 を 
備え た BS チュ ー ナ の 例 

信号 が 出力 され ます 。 音声 信号 の 出力 レベ ル は , 規 
定 変調 (16 ビ ッ ト 量 子 化 の フル スケ ー ル に 対し て 18 
dB 低い 値 に よる 変調 ) 時 に 142mVr。 (標準 ), イ 
ン ピ ー ダ ンス は 4.7kQO 以下 で す 。 

⑥ RF テレ ビ 出 力 端 子 (チャ ネル 13 変 調 器 出力 ) 
と の 端子 は , 従来 形 テ レビ 受信 機 に 接続 する と き 
用 いる 端子 で す 。 地 上 放送 と 同じ 方 式 に 変調 され た 
UHF の 第 13 チ ャ ネル の テレ ビ 信 号 が 出力 され ます 。 
そし て , 地上 放送 や VTR (ホー ム ビ デ オォ ) の RF 
テレ ビ 出 力 と 混信 し な いよ う 人 第 13 チ ャ ネル が 使用 
され て いま す 。 音声 の 変調 は , 音声 多重 を 採用 し た 
も の と そう で な いも の と が あり ます 。 さらに , 地上 
放送 の VHF や UHF 帯 の 信号 と と の 13 チ ャ ネル の 
信号 を 内 部 で 混合 する た め , アン テ ナ 入 軸 力 端子 を 


AV 形 テ レビ 受信 機 


AV 形 テ レビ 受信 機 と の 接続 
[第 3 図 A] AV 型 テ レビ 受像 機 と の 接続 
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同軸 ケー ブル 


























RF テレ ビ 出 カ 
(13CH) 




















従来 形 テ レビ 


受信 機 と の 接続 





[第 3 図 B] 従来 型 テ レビ 受信 機 と の 接続 


備え た も の も あり ます 。 第 2 図 に その 1 例 を 示し ま 





と と では,。 これ まで 説明 し まし た BS チュ ー 
1JWMMfW 中 か MSF 
放送 お よび , その 他 の ビデ オ 機 器 (VTR、 ビ デオ デ 
ィ ス ク な ど ) に よる プロ グラ ム を 楽し むと と が で き 
る か を 説明 し ます 。 

BS チュ ー ナ と の 接続 が 考え られ る も の と し て , 
AV 形 テ レビ 受信 機 , 従来 形 テ レビ 受信 機 , オー デ 
ィ オ シス テム お よび ホー ム ビ デ オ な ど が あり ます 。 
そし て , と れ ら の 機器 を 接続 する 場合 に は , 画質 や 
音質 劣化 が 少な く , 操作 性 に すぐ れ た 接続 に する と 
と が 望ま れ ま す 。 第 3 図 に これ ら の 接続 例 を 示し ま 
す 。 
















L 映像 
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⑨ 本 まれ が ⑨ ⑨ ⑨ 
Er0 人 きま 2⑲⑨ ⑨ 
l 1 


BS チュ ー ナ 背面 


























オー ディ オシ ステ ム と の 接続 
[第 3 図 C] オー ディ オシ ステ ム と の 接続 
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まず , 同 図 A は , BS チュ ー ナ と AV 形 テ レビ 受 
信 機 と の 接続 の 例 で す が , 一 般 に AV 形 テ レビ 受信 
機 に は , ビデ オ 入 力 端子 と 称し て , 1 <3 系 統 の 映 
像 信号 入力 端子 お よび 音声 信号 入力 端子 が 付い て い 
ます 。 そ と で , BS チュ ー ナ の 映像 ・ 音 声 の 出力 端 
子 を 付属 の 接続 コー ド を 用 いて , 空い て いる ビデ オ 
入力 端子 に 接続 し て , テレ ビ の 切り 替え ボタ ン で 接 
続 し た ビデ オォ 入力 端 子 を 選択 し ます と 衛星 放送 を 楽 
し むと と が で きま す 。 接続 する 場合 , 最近 の オー テ 
ィ オ ・ ビ デオ 機器 で は , 映像 信号 は 黄色 , 音声 右 
(R ) は 赤色 , 音声 左 (L) は 白色 に 統一 され た ピン ジ 
ャ ッ ク の 入出 力 端 子 が 付い て いま す の で , 色 を 合わ 
せ て 接続 する と まち が い が な いで し ょ う 。 

次 に , 従来 形 テ レビ 受信 機 と の 接続 例 を 第 3 図 ) 
に 示し ます 。 と の 例 で は RF テレ ビ 出 力 端 子 の み が 
付い て いる も の で , リグ U の 混合 器 を 外 付け する 必 
要 が あり ます 。 チ ュー ナ に よっ て は , 第 2 図 で 説明 


AV 形 テ レビ 受信 機 





























し た よう に 混合 器 を 内 蔵 し た も の も あり ます の で そ 
の 場合 に は UHF アン テ ナ を BS チュ ー ナ の UHF 

(VHF を 含む 場合 も も ちる) アン テ ナ 入 力 端 子 接 
続 す れ ば よい こと と に な り ま す 。 そして, 混合 器 出力 
(UHF 放送 帯 の 信号 と 衛星 放送 の 13 チ ャ ネル 信号 ) 
を テレ ビ の UHF アン テ ナ 端 子 に 接続 すれ ば , UH 
E の 13 チャ ネル で 衛星 放送 を 楽し むせ と と が で きま 
す 。 な お , 接続 ケー ブル に は , 同軸 ケー ブル (7500) 
が 適し て お り , テレ ビ 受 信 機 の UHF 端子 は , 300X2 
の 平衡 端子 で す の で 図 の よう な 整合 器 が 必要 で す 。 
第 3 図 CC は オー ディ オシ ステ ム と の 接続 例 で す 。 
衛星 放送 で は , サテ ライ トコ ン サ ー ト な どの クラ シ 
ッ ク 音 楽 番組 や ホー ル 生 中 継 な ど デ ィ ジ タル サウ ン 
ド の 醍醐 味 を お 楽し みい た だ ける よう な 番組 も 計画 
され て いま す が , と の よう な 場合 に は と の オー ディ 
オォ シス テム と の 接続 が 最適 で す 。 お 手持 ちの ステ レ 
オォ アン プ の 補助 入力 端子 CAUX) に BS チュ ー ナ の 
音声 出力 を 接続 し ます 。 現 在 市販 され て いる BS チ 
ュー ナ は , 1 2 系 統 の 音声 出力 端子 が 付い て いま 
す の で , 映像 は テレ ビ 受 信 機 で 音声 は オー ディ オ 装 
置 で 楽し むと と が で きる わけ で す 。 

と と ろ で , テレ ビ 受 信 機 は , 多く の 機器 に と り 囲 
まれ た 状況 に な っ て いま す 。 つま り , VTR, VD 
(ビデ オデ ィ ス ク ), 文字 多重 受信 機 。 パー ソナ ル 
コン ピュ ー タ , それ に , ニュ ー メ ディ ア と し て の 衛 
星 放送 受信 機 や キャ プ テ ン シス テム な ご ど で す 。 現在 
と うし た も の を 系 統 的 に 接続 し , 扱い や すい も の と 
する た め , 相互 接続 の 問題 が 国際 的 に も いろ いろ と 
検討 きれ て いま す 。 

そし て , と うし た 機器 の 中 で も VTR の 普及 は 一 
時 の カラ ー テ レビ の 普及 を 思わ せる 勢い で す 。 學 













BS-IF 入 カ R 
(DC+15V) 音声 出力 2(⑲ 
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BS チュ ー ブ ナ 背 面 














UHF アン テ ナ 
LVHF アン テ ナ 


VTR (ステ レオ 対応 ) 
VTR と の 接続 


は , と の VTR と BS チュ ー ナ の 接続 の 例 を 第 3 図 
(DD に 示し ます 。 と の 例 で は , 衛星 放送 の 特徴 を いか 
す 意 味 で ステ レオ ォ 録 音 が で きる VTR を 示し て いま 
す が , モノ ラル 録音 の VTR で は , チュ ー ナ 音声 出 
力 の 左 (L) を 接続 する か , 左 と 右 を 混合 し て 接続 す 
る 必要 が あり ます 。 ま た , 留守 録画 な ども 考慮 する 
と VTR を 経由 し て AV 形 テ レビ 受信 機 の ビデ オ 入 
力 端 子 に 接続 する の が よい の で す が , AV 形 テ レビ 
受信 機 の チュ ー ナ 部 を 利用 し て 地上 放送 を 録画 し て 
いる 場合 は , 逆 に AV 形 テ レビ 受信 機 を 経由 し て 接 
続 する 必要 が あり ます 。 さ ら に , オー ディ オ 機 器 と 
Hi-Fi VTR な ど を 組み 合わ せる 場合 な ど に は , モ 
ニタ ー 出 力 ま た は ビデ オ 出 力 端子 の ある AV 形 テ レ 
ビ 受 信 機 の 音声 出力 を ステ レオ アン プ の 補助 入力 端 
子 に 接続 する と Hi-Fi VTR の 再生 時 に も オー ディ 
ォ 機器 を 利用 で きま す 。 

な お , 従来 形 テ レビ 受信 機 と VTR を 組み 合わ せ 
る 場合 は 第 3 図 B の UHF 混合 器 出力 を VTR に 接 
続 し て , UHF13 チャ ネル で も る 録画 で きま す 。 

以上 , BS チュ ォ ー ナ と テレ ビ や オー ディ オ 機 器 と 
の 接続 に つい て 見 て きま し た が , と れ は , ほん の 1 
例 で す 。 特に VTR に つい て は , 外部 入力 端子 に 接 
続 す る と VHF や UHF の 放送 が 録 因 で き な い 機種 
も あり ます の で 注意 する 必要 が あり ます 。 そ し て 最 
も 大 事 な と と は , 各 シ ステ ム 機 器 の 性 能 を 十分 発揮 
で きる 接続 方 法 を と る と と で す 。 か と いっ て , VTR 
の 電源 を 入れ な けれ は ば 衛星 放送 が 見 れ な いな ど 使 用 
し な い 機 器 の 電源 を 入れ な けれ ば な ら な い の で は 困 
り ま す 。 実際 に は 各 機 器 の 機能 を 付属 の 取扱 説明 書 
で よく 調べ て 接続 する 必要 が あり ます 。 そ し て , 場 
合 に よっ て は ビデ オ 分 配 器 な ども 必要 と な る で し ょ 




































AV 形 テ レビ 受信 機 


[第 3 図 D] VTR と の 接続 
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う 。 

と と ろ で , 5 月 12 日 か ら の 衛星 放送 開始 に 向け て 
15 社 か ら 市 販 さ れ た BS チュ ー ナ の 主 な 諸 元 を 第 2 
表 に 示し て お きま す の で 参考 に し て くだ さい 。 と 
の 表 で 音声 の レベ ル は , 1 kHz 正弦 波 の 規定 変調 
(FS-18dB) で 音声 出力 に お ける 出力 電圧 が た と え 


同 条件 で , 


22kO の 抵抗 と 250pF の 静 電 容 量 と を 
並列 負荷 と し た と き に 100~284mVr。 に な っ て い 
ます 。 ま た , 消費 電力 は , 各社 と も BS コン バー タ 
へ の 供給 電力 を 含め て 30W 前 後 で す 。 ビ ッ ト ス トリ 
ー ム 端子 は , 統一 の 動き も あり ます が 利用 方 法 が 決 
っ て いな い の で 現在 の と とろ 各 社 ま ち ま ち の 端子 構 

































































ば 142mVr。。 と いう と と で す 。 目標 と な る 定格 は , 造 に な っ て いま す 。 (NHK 営業 技術 部 ) 
証 訂 古 gg 
入力 端子 (形状 ) 出力 端子 (形状 ) 
メー カー 名 型 名 備 考 
BS-IFIVHF |IUHF | 映像 端子 数 | 音声 系 統 数 / レ ベル | RFch/ 音 多 | ビッ トス トリ ー ム 
DX アン テ ナ 賜 の | ュー シー (P) 1 | 1/142mVrms | 13/( 有 ) | (DIN5 ピン ) | レベ ル メ ー タ ー 付 
-605M CI1 7T) 
Rm テレ Pa 6 
デ ネ ラ 1 P) 1 | 2/150mV 13/( 無 ) | ( 無 ) 独立 音声 同時 
交 セ ネ ラル oo (pl ( 軸 | に Pe 出力 可能 
本 BS-T5090|(F)| ーー | (P) 1 |2/142mVrms | 13/( 無 ) | (P) AV タイプ 
B Y ! 月 + ー ト 
人 BS-T1000| (F)| 【( 無 ) | (P) 2 | 2/142mVrms | 13/( 無 ) | メー ディ オタ イナ 
9 レベ ル 表 示 
品 工 | cm < ーー キーン 3/( 有 P 
マス プロ 電工 帽 | ST-21 (r) (*) (P) 1 | 2/142mVrms | 13/( 有 ) | (P) E 記 人 桂 
記 H H 
ト 下 電器 産業 電 |「 て | ニー ルー | (p) 1 2/142mV 19/( 無 ) | (P ba 
松下 電 人 産業 帆 1 (mi ( 抽 (P) /142mVrms /( 無 ) | (P) 取付 端子 付 
5 粒 映像 ブリッジ 
三菱 電機 帳 に ーー P) 2 |2/142mV 13/ ( 無 P 
圧電 機 帆 UT-11 (F) ( 舞 ) (P) /142mVrms /( 無 ) | (P) 中 圭 
pi に 
5 テレ ビ 音 玉 
日 本 アン テ ナ 帆 | BS-T10 ーーー | (P) 1 | 2/140mVrms | 13/( 有 ) | ( 無 ) 衝 立 音声 同時 
F) (〒) 出力 可能 
ae し ドド (P) 1 |2/M2mVrms | 9( 有 ) | (DINse>) | ラット イィ ン 
ェ レ クト ロニ クス 帆 | -BST1000 | (F) : ( 無 ) :(F ) 端子 付 
日 本 ビク ター 帆 | BX-80 3 YH (9 1 1/142mVrms 13/( 有 ) | (DIN5 ピン ) 
中 l H 1 3 
三洋 電機 坦  | '、 | ニル トー | (pg) + 242mVrms | 1g/( 有 ) | (piNs ピン) | 7 イイ レス 
| -BS1 (F)i (F) リモ コン 付 
AN 1 | | テレ ビ 音 声 
シャ ー プ 幌 2 (P) 1 |2/150mVrms | 13/( 無 ) | ( 無 ) 独立 音声 同時 
-3200R (F)! ( 無 ) ] 出力 可能 
[ 1 人 
。 "1 箇 E トマ 18 一 が た uHU に 
Eu 計 P) 1 | 2/220mV 26 ピ ン コン 付 レ ベル の 
0 (F) 1 ( 無 ) 1(F) | | 157( 有 ) し まえ 人 
re TT テレ ビ 音 声 
芝 っ 独立 音声 同時 
- (P) 1 | 2/150mV 13/( 無 ) | ( 無 ) 4 
ST160 | (1 MM 出力 可能 
丸森 アンテナ 内 5 1 トー トー (P) 1 | 2/142mV 13/( 無 ) | (P) 
-〒100 (『) ( 無 myVrms 5 
安 展 工業 帆 ーー | P) 1 | 2/142mV 13 
()( 箇 )1(PD1 「 ot 




















F:F 形 コネ クタ (C15 形 を 含む ) 音 多 : 音 声 多重 方 式 


PsRKCA ビ シンジ ャ ッ ク タク 


DIN: ドイ ツ の 規格 コネ クタ 


[第 2 表 ] 市 販 さ れ た BS チュ ー ナ の 主 な 諸 元 
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衛星 放送 BS-2 は , 赤道 上 空 36, 000km の 静止 軌 
講 か ら , わずか 100W と いう 小さ な 送信 電力 で 電波 
を 出 し , 日 本 全国 ど と で も 受信 で きる よう に し て い 
計 す 。 し か も , と の 電波 は 高い 仰角 で 地上 に 到来 す 
る た め , ビル や 山 な どの 影響 を ほとん ど 受 けず , き 
わ め て 高 品質 な 画質 で す 。 

と の よう に , 衛星 放送 は 地上 の 放送 に は な いさ ま 
ぎ きま な 長所 を 持っ て いる 反面 , 良好 に 受信 する た め 
に は , 次 に あげ る よう な 条件 を 考慮 し な く て は な り 





ませ ん 。 
o 受信 電波 が きわ め て 微弱 で ある 。 
o 雨 や 雪 な ど 自 然 環境 の 影響 を 強 ぐ 受け る 。 


o 指向 性 の 鋭い BS アン テ ナ を 使用 する 。 
と と で は , 実際 に 衛星 放送 を 受信 する と き , と れ 


E 川 悟 





ら の 条件 が どの よう 関連 し て いる か に つい て 説明 
し 短かっ 





受信 品位 と CN 比 

衛星 放送 で は , BS チュ ー ナ の 入力 信号 の CN 比 
が 14dB 以上 で あれ ば , 良好 な 画質 で 受信 で きま 
す 。 と と で , 良好 な 画質 と は , 受信 品位 が 第 1 表 に 
示す よう な 段階 評価 で 「4」 以上 の と と を いい ま 
す 。 

CN 比 と は , 搬送 波 電 力 (衛星 放送 の 場合 , BS コ 
ン バ ー タ の 出力 信号 で ある BS-IF 信号 の 電力 ) と 
音 電力 と の 比 の と と で , 信号 の “ 質 " を 表わす と 





5 段階 | 画質 音質 の 尺度 
評価 |(qualitysscale) 


妨 害 の 尺 度 
(impairment scale) 












































〔 第 1 表 ] 5 きわ め て よい | 炉 害 が わか ら な い 
ョ > 3 (excellent) |(Gimperceptible / 中 
主観 評価 の 基準 検知 限界 (limit of impairment 
3 
よ Ma 妨害 が わか る が 気 に な ら な い PeTceDtion / _ ] 
4 (good ) (perceptible but not annoying) eS 
レン 許 千 限界 (to lerable limit 1 to be 
| 普 通 | 六 害 が 気 に を る が じゃ ま に な ら Ao used for the design of system ) 
3 (fair ) (somewhat annoying/ 2 = 
実用 限界 (tolerable limit 2 to be 
1 8 3 
ド ar - ミ used for general service ) 
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(bad ) (severely annoying) 3 
ご - 受信 限界 (limit of picture infor- 
mation detection ) 
き ー ./ 三 ゴイ て 人 
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二 雑音 電力 | CN 比 受信 評価 




















カ 本 (第 1 図 より ) 
| A 信 号 40dB 20dB 20dB 4 
| B 信 号 40 30 10 3 





[第 2 表 〕 CN 比 の 考え 方 
き に よく 用 いら れ ま す 。 信号 の 質 を 搬送 波 電力 の 大 
き さ だ け で 表わす と する と , た と えば , 第 2 表 に 示 
す よ うに , A 信 号 と B 信 号 と も 同じ 搬送 波 電力 で す 
が , それ ぞ れ の 信号 に 含ま れる 雑音 電力 の 量 が 異な 
る た め , テレ ビ 受 信 機 で 受信 し て みる と 同じ 信号 レ 
ベル で ある に も か か わら ず , B 信 号 の と き は 映り が 
悪く な っ て し まい , 正しく 信号 の 質 を 表わす と と が 
で きま せん 。 し か し , CN 比 で 表わし て お け ば ん A 信 
号 と B 信 号 の 信号 の 質 の 違い は 明確 で ちあ る た め , と 
ん な 間違い は お きま せん 。 

CN 比 と 似 た も の に SN 比 と いう も の が あり ます 
SN 比 は , テレ ビ 受 信 機 の 受像 管 の 信号 入力 端子 に 
お ける 映像 信号 電圧 と 雑 v 音 電圧 と の 比 で 表わさ れ ま 
す 。 で すか ら , CN 比 は テレ ビ 受 信 機 の 入力 信号 の 
質 を 表わし , SN 比 は テレ ビ 受 信 機 の 画像 の 質 ( 受 
信 品 位 ) を 表わし て いま す 。 衛星 放送 の 場合 , CN 
比 と SN 比 は , 

SN 比 =CN 比 24 (dB) 
の 関係 で 表わさ れ ま す 。SN 比 と 受信 品位 の 関係 は 
実験 的 に 求め られ て お り , 受信 品位 が 「4」 以上 に 
な る に は SN 比 は 38dB 以上 必要 で す 。 と の 結果 
と 上 式 か ら , CN 比 は 14dB 以上 と 求め られ ます 。 









































CN 比 (dB) 
[第 1 図 ] CN 比 と 画質 評価 





と の 関係 を 示し た の が 第 1 図 で す 。 

衛星 放送 で は , 第 2 図 に 示す よう に , 受信 アン テ 
ナ と テレ ビ 受 信 機 の 間 に は BS コン バー タ と いう 雑 
音 を 発生 する 機器 が あり ます 。 と れ ら の 機器 か ら 発 
生 す る 雑音 の 量 (雑音 指数 で 表わし ます ) は , 機種 
な ど に よっ て 異な り ま すか ら , テレ ビ 受 信 機 の 入力 
信号 の 質 は , 前 に 説明 (第 2 表 ) し た よう に , 信号 
レベ ル の 大 き さ で な く CN 比 で 表わす 必要 が あり 
ます 。 地 上 放送 の 場合 , 受信 アン テ ナ と テレ ビ 受 信 
機 の 間 に 雑 音 を 発生 する 機器 が あり ませ ん か ら ( ブ 
ー ス タ 使 用 の 場合 を 除く ), 常に 雑音 の 量 は 一 定 で 
すか ら , テレ ビ 受 信 機 の 入力 信号 の 質 は 信号 レベ ル 
の 大 き さ で 表わし て も さしつかえ あり ませ ん 。 
受信 レベ ル 

衛星 放送 の 電波 は , 高 仰角 ( 約 30"<50?) で 到 
来 し , 指向 性 の 鋭い アン テ ナ で 受信 する た め , ハイ 
トペ パタ ー ン (地上 放送 で 受信 アァ アンテナ の 高 さ を か え 
る と 受信 レベ ル も 変化 する 現象 ) も な く , 伝搬 路 に 
譜 へ い 物 も ね な いた め , ほぼ 計算 どおり の 強 さ で 到来 
し ます 。 で すか ら , 日 本 各地 の 電波 の 強 さ は , 測定 
する まで も な く , 第 3 図 に 示す 値 (計算 値 ) に な り 
ます 。 地上 の 放送 で は , 電波 の 強 さ は 電界 強度 [dB 


BS アンテナ 
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(b) 地上 放送 


[第 2 図 ] 衛星 放送 と 地上 放送 受信 の 違い 
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@V/m) ] で 表わし ます が , 衛星 放送 で は 単位 面積 
当り を 通過 する 電力 を 示す 電力 東 密 度 [dBGmW/ 
m?) ] で 表わし ます 。 電 上 界 強 度 E [dB(W/m)] と 電 
才 東 密度 P。LdB(mW/m? と の 間 に は 

E=P。+116 [dB(zV/m)〕] 
の 関係 が あり ます 。 た と えば , 名 古屋 付近 の 電波 の 
庄 さ は , 第 3 図 か ら 一 75dBGmW/m の で すか ら , 
上 式 に より 電界 強度 に 変換 する と 41/dB(zV/m) に 
な り ま す 。 と の 要領 で 計算 すれ ば , 日 本 全国 ど と の 
電波 の 強 さ で も 求め られ ます 。 

地上 放送 で は , 良好 な 画質 の 得 ら れる 電波 の 強 さ 
は , VHF の 場合 54dB(zV/m) 以上 , UHF の 場 
全 70dB(zV/m) 以上 で す 。 と れ ら と 比較 する と 衛 
星 の 電波 は ずい な ん 弱い と と が わか り ま す 。 と と ろ 
お が , 地上 の 放送 で は テレ ビ 受 信 機 の 入力 信号 の CN 
比 と SN 比 と の 関係 は , 

SN 比 =CN 比 一 6 (dB) 
と な り ま す 。 前項 で 説明 し た 衛星 放送 の 場合 の 式 と 
比較 し て みる と , 受信 品位 「4 」 以 上 の 画像 を 得る 
(この と き SN 比 は 38dB 以上 ) の に , 衛星 放送 の 
場合 CN 比 は 14dB で よい の に 対し , 地上 放送 で 
は 44dB 必要 で す 。 と の と と は , 衛星 放送 で は 地上 
下 送 に 比べ , 30dB 受信 レベ ル が 低く て も 同じ 画質 
お が 得 ら れる と と を 示し て いま す (た だ し , 雑音 の 量 
は 同じ と し ます )。 

と の よう に , 衛星 放送 で は FM 伝送 方 式 が 用 い 
られ て いる た め , 電波 は 弱く て も 雑音 に 強い た め 良 
好 な 画質 が 得 ら れ ま す 。 


きま 


受信 レベ ル の 変動 要因 

衛星 放送 の 受信 レベ ル は , お よそ 40dB(ZV/m) 
と いう 微弱 な も の で も 良好 に 受信 で きま す が , 第 1 
図 に 示し た よう に , スレ ッ シ ョ ルド レベ ル ま で お よ 
そ 5dB 程度 の 余裕 し か あり ませ ん 。 スレ ッ シ ョ ル 
ドレ ベル と は FM 伝送 特有 の 現象 で . と の レベ ル 
に な る と , 画面 に ペル ス 状 の 妨害 が 現われ 始め , さ 
ら に レベ ル が さがる て 急激 に 映り が 悪く な っ て し ま 
いま す 。 

受信 レベ ル が 変動 し な けれ ば , 5dB も 余裕 が あれ 
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[第 3 図 」 BS-2 に よる 日 本 各地 の 電力 東 密度 (推定 ) 
ば 十分 で す が , 現実 に は 次 に あげ る よう な さま ざま 
な 変動 要因 が あり ます か ら , BS アン テ ナ の 選定 が 

適切 で な いと 良好 な 受信 は 望め ませ ん 。 
o 送信 側 の 変動 要因 …… 衛星 本 体 の ドリ フト な ど 





( 当 ) 
| 



























40 


o 伝 送 路 の 。 々 雨 , 雪 , 樹木 , 建物 な ど 
o 受 信 側 の 。 クー …… 風 に よる 受信 アン テ ナ の 
揺れ , 着 雪 な ど 
と の うち , BS アン テ ナ の 選定 に か か わる 最も 大 
きか な 変動 要因 は 雨 で す 。 
降雨 減衰 


衛星 放送 に 使用 され て いる 12GHz と いう 高い 周 
波数 の 電波 は , 波長 が 雨 滴 の 大 き さ に 近く な る た め 
電波 が 雨 の 中 を 伝搬 する と き , 雨 滴 に 吸収 され た り 
散乱 され た り し て 弱め られ ます 。 と の 現象 は 降雨 減 
衰 と 呼ば れ て いま す 。 降 雨 減衰 は 雨 滴 の 大 き さ や 雨 
の 量 に よっ て 異な り , 一 定 で は あり ませ ん 。 その 
た め , 昭和 53 年 に 打ち 上 げ ら れ た 実験 用 放送 衛星 
CBSE) を 使っ て 集め られ た 測定 デー タ を も と に 作 
成 さ れ た 最悪 月 1 時 間 率 降雨 減衰 量 (第 4 図 ) を 
参考 に し ます 。 と れ は , 1 年 の うち で 最も よく 雨 が 
降っ た 月 の 1 少 の 時 間 30 日 X24 時 間 X0.01=7.2 
時 間 ) に 図 中 の 数 値 以上 の 降雨 減衰 が あっ た と と を 
示し て いま す 。 

この 結果 か ら , 衛星 放送 の 受信 レベ ル に 降雨 減 記 
量 と し て 2dB の マー ジン を 見 込ん で お け ば , 三重 
県 南部 な ど 一 部 の 地域 を 除い て , ほぼ 全国 的 に 1 カ 
月 の うち 99 少 の 時 間 で 良好 な 受信 が 保証 され る と 





87 








N 











と が わか り ま す 。 

1 の 時 間 と いえ ば , 1 日 当り で は 14 分 程度 で す 
か ら わ ず か な 時 間 と 思わ れる か も し れ ま せん 。 し か 
し , 実際 の 雨 は 1 日 14 分 ずつ 平均 的 に 降っ て くれ 
ず , むし ろ ま と め て 降る と き の 方 が 多い の で す 。 た 
と えば , 集中 豪 還 の よう な 時 は 1 日 に 何時 間 も 降 り 
続け ます か ら , その 間 全 く 受 信 で き な い と いう 困っ 
た 状況 に な り ま す 。 で すか ら , 1 祖 と いう 時 間 は 雨 
の 降り 方 に よっ て は 決し て 短い も の で は あり ませ 
ん 。 

BS アン テ ナ の 選定 

現在 市 販 さ れ て いる 一 般 受 信用 の BS アン テ ナ は 


短 軸 径 








1 次 放射 器 











[第 5 図 ] BS アン テ ナ の 大 き さ 
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[第 4 図 ] 
最悪 月 1 時 間 率 
降雨 減衰 量 





小笠 原 2.4 





第 3 表 に 示す よう に , 60 形 か ら 120 形 ま で 5 種類 あ 
り ま す (50 形 も あり ます )。 BS アン テ ナ は , 反射 鏡 
の 面積 が 大 きい ほど 受信 能力 が 高まる た め , アン テ 
ナ の 種類 は , 第 5 図 に 示す よう に , 反射 鏡 の 短 軸 径 
で 表わし ます 。 た と えば , 75 形 の 場合 , 短 軸 径 は 約 
75cm で す 。 

と れ ら の 中 か ら ど の BS アン テ ナ を 選定 する か は 
第 3 図 の 電力 東 密度 , 第 4 図 の 降雨 減衰 量 そ れ に 
BS コン バー タ と BS チュ ー ナ の 性 能 (雑音 指数 ) 
に よっ て 決め ます 。 し か し , と れ で は その 都度 複雑 
な 計算 を し な いと と に は アン テ ナ の 選定 が で きま せ 
ん か ら , 実用 的 で は あり ませ ん 。 そ と で , 

oBS チュ ー ナ に よる 信号 劣化 は 無視 する 。 

oBS コン バー タ の 雑音 指数 は 3dB と する (市販 さ 

れ て いる も の は 3dB 前 後 の も の が 中 心 で す )。 

o 降雨 減衰 に 対す る マー ジン は 2dB (前 項 参照 ) 

と する 。 
と いう 条件 を つけ る と と に より , 第 6 図 に 示す 結果 
が 得 ら れ ま す 。 しかし, と の 結果 は 降雨 減衰 に よる 





形 名 | 60 形 | 75 形 | 90 形 | 100 形 | 120 形 




















アッ チ ナ 利 介 dB) |34.5 以 上 | 36.5 以 上 |38.0 以 上 | 39.0 以 上 |40.5 以 





[第 3 表 ] アン テ ナ の いろ いろ 











マー ジン を 全国 一 律 24B と し て いま すか ら , あく 
まで も アン テ ナ 選 定 の 目安 を 示し て いる の に すぎ ま 
せん 。 た と えば , 三重 県 南部 で は 降雨 減衰 量 が 多い 
た め , 第 6 図 に 示し た アン テ ナ よ り 大 き な も の を 選 
ぶ 必 要 が あり ます し , 北海 道 の よ うに 雨 の 少な い 地 
域 で は と れ よ り 小 さい アン テ ナ で も よい 場合 が あり 
ます 。 

降雨 減衰 量 は , 全国 的 に か な り ば ら つ き が あり ま 
すか ら , も う 少 し 詳し く 降 雨 減衰 量 別 に アン テ ナ 選 
定 を し た い 場 合 は , 第 7 図 第 9 図 を 使い ます 。 と 
の 場合 も BS チュ ー ナ に よる 信号 の 劣化 は 無視 し , 
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〔 第 7 図 〕 降雨 に よる CN 比 の 劣化 
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図 】 BS アン テ ナ の 選定 


89 


電流 
到来 方 向 


Sa 
い 5 に な る 方 向 























BS デジ デ ナ 

[第 10 図 ] 半値 角 
BS コン バー タ の 雑音 指数 は 3dB と し ます 。 

た と えば , 広島 の 場合 , 第 4 図 か ら 降 雨 減衰 量 は 
1. 6dB で すか ら , 第 7 図 に より BS コン バー タ と 降 
雨 減衰 量 に よる CN 比 の 劣化 は 9.1dB に な り ま 
4 

次 に , 降雨 時 で も CN 比 14dB を 確保 お する と し て 
先 に 求め た CN 比 の 劣化 分 9. 1dB と 14dB を 加え 
て 23.1dB を 得 ま す 。 ま た , 広島 の 送信 アン テ ナ 利 
得 は 第 8 図 か ら Grー39dB と な り ま す 。 と の 2 つの 
数 値 か ら 第 9 図 を 使っ て , BS アン テ ナ の 大 き さ を 
求め る と 75 形 で よい と と が わか り ま す 。 


BS アン テ ナ は , 指向 性 が 鋭く 半値 角 は 75 形 の 場 
合 約 2? で す 。 と の た め , 36, 000km の 宇宙 の か な 
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[第 12 図 ] 全国 の 方 位 角 ・ 仰 角 
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〔 第 11 図 ] 方 位 角 ・ 仰 角 

た に 浮か ぶ BS-2 に 正しく 向け る と と は , 道具 の カ 
で も 借り な い 限 り 容易 な と と で は あり ませ ん 。 と と 
で , 半値 角 と は アン テ ナ の 指向 性 を 表わす 用 語 で , 
第 10 図 に 示す よう に 電波 の 到来 方 向 か ら アン テ ナ を 
少し ずつ ずら し , 受信 レベ ル (電力 ) が ちょ うど 半 
分 に な っ た と き に BS アン テ ナ の むい て いる 方 向 と 
電波 到来 方 向 が な す 角 度 を 9 と する と , 半値 角 は 
2 の に な り ま す 。 

BS-2 は 東 径 110? の 静止 軌道 に あり ます か ら , ア 
ン テ ナ を むけ る 方 向 の お お よそ の 目安 は , 春分 や 秋 
分 の 時 期 の 午後 2 時 頃 の 太陽 の 方 向 で す が , アン テ 
ナ 取 り 付 け 工 事 は 春 や 秋 だ け で は あり ませ ん か ら , 
太陽 ば か り 頼 っ て いる わけ に は いき ませ ん 。 

一 般 に BS アン テ ナ を 向け る 方 向 は , 第 11 図 に 示 
す よ うに , 方 位 角 と 仰角 で 与え られ ます 。 アンテナ 
を 設置 する と き に は , その 地域 の 方 位 角 と 仰角 を 第 
12 図 か ら 求め , 方 位 角 は 磁石 (コン パス ) で , 仰角 
は 分 度 器 で 合わ せれ ば , アン テ ナ を 正しい 方 向 に む 
けら れ ま す 。 

と と で 注意 し な けれ ば な ら な いと と が あり ます 。 
方 位 角 は 真 北 か ら 測っ た 角度 で す が , 磁石 の 針 が 
示す 北 は 磁 北 と いっ て 真 北 よ り 数 度 西 の 方 へ ずれ て 
いま す 。 と の た め , 磁石 で 正しい 方 位 角 を 求め る に 
は その 分 だ け 角 度 を 補正 し て や る 必要 が あり ます 。 
東京 の 場合 方 位 角 は 225? (第 12 図 より ) で すか ら , 
磁石 で は と れ に 補正 値 7? を 加え た 232?* の 方 向 が 正 
し い 方 位 角 と な り ま す 。 (NHK 営 業 技術 部 ) 
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1. 期待 され る MSX パソ コン の 
| 利用 分 野 


「 情 報 化 社会 】] と いう 言葉 に 未来 の ロマ ン を 語る 
よう な 新鮮 さ が 感じ られ た の は , つい と の 間 の と と 
の よう に 思わ れ ま す 。 と と ろ が , パ ソコ ン (Personal 
Computer) の 急速 な 普及 に み ら れ る よう た, 情報 
化 の 波 が 現実 の も の と し て 身近 か な 生活 空間 に 確実 
に 浸透 し て きた 今 , も う 時 間 的 ゆとり を も っ て 情報 
化 う ん ぬん と は いっ て お られ ず , 即 対 応 が 迫 ま られ 
て いま す 。 話題 の MSX パソ コン (マイ クロ ソフ ト 























(3 本 
CPU Z-80A 相当 品 
3 ROM 32KB(MSX- BASIC ) 
RAM 8KB 以 上 
テキ スト 能力 40 文 字 ※24 行 
画面 表示 グラ フィ ッ ク ・ 256※192 ド ッ ト 
カラ ー 16 色 
CMT FSK 方 式 , 1,200/2,400baud 
[| サウ ンド 機能 8 オクターブ , 3 重 和音 出力 
Ok 
ネー※ー} 英 数 本 あゆ 
グラ フィ ッ ク 記 号 対応 
ROM カ ー ト リッ ジ | ゲー ムカ ー ト リッ ジ , 拡張 バス に 
1/0 バ ス 対応 する スロ ッ ト を も つ 








ヨ イス ズ ステイツ グ + 趣 誠 学 

















ダリ ッ タ ペ 8 ビット パラ レル 

フロ ッ ピ ー 8 .3.5: 挟 久 8 イシ を サポ ボー ト 
ゲル バス グ テ フォ ー マ ッ ト は MS -DOS に 準拠 
漢字 機能 * 各社 対応 





* 印 は 最小 構成 で は な く て も よい 
〔 第 1 表 ] MSX 規格 の 概要 (最小 構成 を ホ す ) 
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社 が 提唱 し た 各社 共通 仕様 の ホー ム パ ソコ ン ) は , 
と うし た 時 代 背 景 を ふま え , 特に 家庭 向き に 一 般 の 
ユー ザー が な じみ や すい (廉価 , 扱い が 簡単 , 応用 
範囲 が 広い ) 形 で 利用 で きる よう 気くばり が され で 
いる よう で す 。 

と と で , MSX パソ コン の 応用 分 野 (予想 を 含む ) 
を 述べ て み ま し ょ う 。 MSX パソ コン は 基本 仕様 が 
同一 で ある た め IC (第 1 表 ), 各 メ ー カ ー は 独自 の 
拡張 機能 を 付加 する と と に よっ て 特色 を 出し て いま 
す 。 と の オリ ジ ナ リティ 機能 を ふま え , MSX パソ 
コン の シス テム の 鳥 観 を 示し た の が 第 1 図 で す 。 と 
の 図 で MSX パソ コン の 持ち 味 を 巧み に 生か し , が 
ぜん , 脚光 を あび て いる の が AV 機器 コン トロ ー 
ル (オー ディ オ , ビデ オ コ ン トロ ー ル ) の 応用 分 野 
GR 9 吉 

今月 号 で は , MSX パソ コン の 活用 法 Part-2 と 
し て , AV 機器 コン トロ ー ル を 得意 と する 主要 M 























【 第 1 図 」 MSX パソ コン の 利用 分 野 


ぐ 写 真 -1> 
ャ マハ YIS503 の 


外観 








デア 


ーーー) 
































[第 2 図 ] 
FM 音源 の 原理 本 源 の 


















本 
エッ シー タロ ロープ を か ける 




















SX パソ コン 83 機種 ( セ マ ハ , ビク ター, パイ オニ 
了 ) を 中 心 に 取り 上 げ て み ま し た (Part-1 は 6 月 号 


に 掲載 )。 
| 2. AV 機器 コン トロ ー ル と 上 
| MSX パソ コン 3 機種 


1) MSX パソ コン と AV 機器 を つなぐ 


① ヤマ ハ Y1S508/303 

ヤマ ハ (日 本 楽器 ) と いえ ば , 楽器 の メー カー と 
し て も 有名 で す が , ヤマ ハ の MSX パソ コン YIS 
503/303 は , FM シン セ サ イ ザ 機 能 が 十分 活用 で き 
る よう 付加 機能 が 用 意 さ れ て いま す (写真 -1 は Y1 
S503)。 

FM シン セ サ イ ザ の 原理 は , FM (Frequency 
Modulation : 周波 数 変調 ) として, すなわち 音源 と 
な る 信号 (キャ リア ) に 周波 数 変調 を か ける (モジ 
ュ レ ー タ ) する と と に よっ て さま ざま な 音色 の 音 を 





ぐ 写 真 -20 ぬ )> FM サウ ンド シン セ サ イ ザ ユ ニッ ト 
(SFG-01) 





得 よ うと する も の で す (第 2 図 )。 
従来 の いわ ゆる アナ ログ シン セ サ イ ザ と 比べ て , 
FM シン セ サ イ ザ は より 自然 に 近い 音 が で る と いわ 
れ て いま す 。 ヤマ ハ の YIS503/303 で は , FM サ 
ウン ド シ ン セ サ イ ザ ユ ニッ ト (写真 -2) が 本 体 サ イ 
F ド の 60 ピ ン の スロ ッ ト 端 子 (オス 型 ) に 取り 付け ら 














ぐ 写 真 -3> FM シン セ サ イ ザ ュ ニット を 取り 付け た 
状態 (本 体 裏 面 か ら み る ) 


EE 
hr 





ぐ 写 真 -2(D> FM シン セ サ イ ザ ユ ニッ ト (SFG-01) 
の 内 部 基板 
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ぐ 写 真 -4> 音楽 制御 用 ROM カ ー ト リッ ジ (と の ほ 
か 同じ 外観 の FM コン ポー ザ が あり ) 

れ ま す ( 写 真 -3)。 ま た , 本 体 左上 部 の カー トリ ッ ジ ス 
ロッ ト を 用 いて FM 音源 コン トロ ー ル 用 の 「FM ミ 
ュー ジッ クマ クロ 」 (YRM-11), 任意 の FM 音色 
デー タ 作 り と その 保存 が で きる 「FM 音色 プロ グラ 
ム 」 (YRM-12), 画面 上 に 楽譜 が 書け , 自動 演奏 が 
で きる 「FM ミュ ー ジ ッ ク コ ン ポ ー ザ 」 (YRM-15) 

















な どの MSX の ROM カー トリ ッ ジ ソフ ト が 用 意 
され て いま す (写真 -)。 

ヤマ ハ の YIS シリ ー ズ に は , と の ほか 「 漢 字 7 
ー プ ロ ュ ニッ ト SKW-01」 (JIS 第 1 水準 約 3, 000 字 
の 漢字 ROM 内 蔵 ) (写真 -5), 本 体 サ イド の 60 ピ ン 
スロ ッ ト 端 子 に 取り 付け られ ます 。 な お , ヤマ ハ の 
サイ ドス ロッ ト は 50 ピン バス 端子 (MSX カー トリ 
ッ ジ スロ ッ ト は 50 ピ ン ) で す 。 と れ は , RGB (画面 
表示 用 の 3 原色 分 離 信号 ) の 線 の ピン 端子 を も っ で 
いる た めで す 。 

そ と で , 他 祉 の MSX パソ コン で も FM シン セ サ 
イザ ユニ ッ ト な ど が 使え る (互換 性 を 保つ ) た め に , 
ヤマ ハ で は 60 ピ ン ご 50 ピ ン 交 換 用 の ユニ ッ ト コ ネ ク 
タ (UCN-01) が 用 意 さ れ て いま す 。 

写真 -6 は , ヤマ ハ YIS503 の リヤ パネ ル と サイ 
ド パ ネ ル で す 。 第 2 表 は YIS503/303 の 主 な 仕様 
で * お ぁ 








② ビク ター HC-6/HC-5 





ぐ 写 真 -5(a)> 党 字 ワー プロ ュ ユニット (SKW-01) 


ぐ 写 真 -5(b)> 漢字 ワー プロ ュ ユニット (SKW-01) の 
内 部 基板 








川 
ヽ ぐ 写 真 -6(3)> 
ヤマ ハ YIS503 


リヤ パネ ル 


ビデ オ / オ ー デ ィ オ 


端子 入力 端子 (DIN5pin) 


T る 


] 


訓 


情 








フト が 用 過 


A「 漢 字 り 
約 3, 000 字 
"の 60 ピ ン 
ヤマ ハ の 
カー トリ 
rB ( 画 赴 
を も っ て 


ジ シン セ サ 
に ため に , 
トコ ネ ク 


レ と サイ 
な 仕様 | 





3 の 











ら PU 


グ =80 入 コマ 2 パチ 2 
クロ ッ ク 3.579545MHz 





メモ リー ROM 


32K バ イト (MSX-BASIC ) 























RAM 32K バ イト 
RA 16K バ イ 、【YTS 303 は 16K 0 
画面 表示 使用 LSI TMS-9928A 〔YIS303 は TMS-9918A] 
テキ スト 表示 40 文 字 X24 行 /32 文 字 メ 24 行 
テキ スト 文字 構成 英 雪 字 ・ か な ・ カ ナ ・ グ ラフ ィ ッ ク 記 号 計 256 種 
グラ フィ ックス 表示 256X192 ド ッ ト 
が ジョ ー 16 色 
スプ ライ ト 機 能 有 
第 2 表 ] サウ ンド 使用 LSI YM-2149(AY-3-8910 コ ン パ チ ブ ル ) 
ャ マハ YIS503/303 サウ ンド 機能 8 オク ター ブ 3 重 和音 二 1 ノ イズ 
の 主 な 仕様 キー ボー ド ステ ッ プ スカ ルプ チャ ー73Key 
FSK 方 式 1200/2400baud 
カセ ッ ト イ 呈 一 区 リモ コン 機能 
プリ ンタ イン ター フェ ー ス | 8bit パ ラ レ ル 【YIS303 は 無し 〕 
外部 端子 ROM カ ー ト リッ ジス ロッ ト 50P メス コネ クタ 
サイ ドス ロッ ト 60P カー ド エ ッ ジコ ネ ク タ 
リヤ スロ ッ ト 50P カー ド エ ッ ジコ ネ ク タ (YIS303 は 無し 〕 


が 次 ポ ボー 


カセ ッ ト I/0 ボ ポート 


汎用 1[/0 ポー ト (Joy Stick な ど ) 


ビデ オ / サ ウン ド 出 力 ポ ー ト 





9 
14P 
5 選 
8P 


AMP コ ネ ク タ ( 2 個 ) 
コネ クタ (YIS303 は 無し 〕 
DIN コ ネ ク タ 

DIN コネクタ 





本 体 価格 








ビク ター で は , AV パー ソナ ルコ ンピュータ と 銘 
打っ て MSX パソ コン HC-6/HC-5 を 登場 させ て 
いま す (写真 -7 は HC-6)。HC-6/HC-5 の ハー ド 
ウェア 構成 は 。 ヤマ ハ の YIS シリ ー ズ と ほとん ど 
同一 と いっ て も よい で し ょ う 。 と の 点 , 周辺 の 拡張 
性 は ヤマ ハ の YIS シリ ー ズ の も の が その まま 使え 











































































































ます 。 し か し , 


YIS503 ぎ \64,.800 
YIS303 ぎ \49.800 








ビク ター の HC シリ ー ズ の サイ ドス 


ロッ ト 端 子 (60 ピ ン ) 用 の も の と し て , スー パー イ 
ン ポ ー ズ アダ プ ブタ (HC-A602S) が 用 意 さ れ て いる 


の が 特色 と い 
は , ヤマ バハ の 


えま す (写真 -8)。 と の HC-A602S 
YIS シリ ー ズ と 互換 性 (スロ ッ ト コ 


ン パ チ ブ ル ) が あり ます 。 


























ジョ イス ティ ッ ク 
端子 





ご 写真 -6(b)> ヤマ ハ YIS503 右 サ イド の パネ ル 


参 























し 】 人 
ミュ ー ジ ッ ク オー ディ オ 端 子 
PC MIDI 端 子 
ご 写真 -6(c>> ヤマ ハ YIS503 左 サ イド の パネ ル 


シン セ サ イ ザ ユ ニッ ト 装 着 時 ) 
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- 








写真 -9 は HC-6 の リヤ パネ ル と サイ ド ペ パ ネル で 
す (HC-A602S を 装備 し た 状態 )。 第 3 表 は HC- 
6/HC-5 の 主 な 仕様 で す 。 


0 パオ オニ ア 和え 7 

ペイ オニ ア の MSX パソ コン PX-7 (写真 -10) 
は 音響 機器 の メー カー らし く , パネ ル の 各 端 子 は オ 
ー デ ィ オ 機器 の コン ポー ネン ト を 思わ せる よう な デ 
ザイ ン で , 美しい 金属 の 光 た く (シル バー 色 ) が は 
えて いま す 。 ま た , キー ボー ド が 本 体 と 分 離 型 で あ 


ぐ 写 真 -7> 
ビク ター HC-6 の 
外観 


る と いう の も MSX パソ コン と し て は し ゃ れ て いま 
すず jp 

PX-7 の 特色 は , 本 体 の 標準 装備 と し て RGB 上 
力 端子 (た だ し , 8 色 ), ビデ オ 入 力 端子 , オー 省 
ィ オ の ステ レオ 入出 力 端子 を 備え て いる と と で し ま 
う 。 特 に パイ オニ ア の レー ザー ディ スク LD-1000』 
7000 に 接続 で きる と と で MSX パソ コン と し て の 和え 
リ ジ ナ リティ を 打ち 出し て いま す 。 写真 -11 は PX 
の リヤ パネ ル と 左右 の サイ ド パ ネ ル で す 。 第 4 表 ほ 
PX-7 の 主 な 仕様 で す 。 











Z-80A コン パチ ブル 
3 (クロック 3.579545MHz ) 
32K バ イト (MSX-BASIC ) 
みみ モリ りー 16K バ イト 
16K バ イト 
」 
画面 表示 使用 上 SI TMS-9918A 


文字 表示 
文字 構成 
グラ フィ ッ ク 表 示 
六 ジー 
スプ ライ ト 機 能 


40 文 字 X24 行 /32 文 字 メ 24 行 

英 雪 字 ・ か な . カ ナ ・ グ ラフ ィ ッ ク 記 号 計 256 種 
256 メ 192 ド ッ ト 

16 色 

有 














サウ ンド 使用 LSI 
サウ ンド 機能 





YM-2149(AY-3-8910 コ ン パ チ ブ ル ) 
8 オク ター ブ 3 重 和音 1 ノイ ズ 





キー ボー ド 


タク ト 型 70Key 





カセ ッ ト イ ンタ ー フ ェ ー ス 


FSK 方 式 1200/2400baud 
リモ コン 機能 





ググ 0 グー フキ ー ズ スズ 


8bit パ フラ レル 





| 外部 接続 端子 ROM カ ー ト リッ ジ 
サイ ドス ロッ ト 

り ! ヤ スロ ッ ト 

ジョ イス ティ ッ ク 端 子 
プリ ンタ 端子 

ビデ オル オー チ ガ メオ 
カセ ッ ト 


50P メス コネ クタ 

60P カー ド エ ッ ジコ ネ ク タ 
50P カー ド エ ッ ジコ ネ ク タ 
9P AMP コ ネ ク タ (2 個 ) 


5P DIN コ ネ ク タ 
3P DIN コ ネ ク タ 





本 体 価格 








HC-5 ぎ 59,800 
HC-6 ぎ \64,800 
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[第 3 表 〕 
ビク ター HC-6 の 主意 
仕様 








TTHIILTIIITTITIII ITILTTtttliiiitiilllltllillimttuuuililllli 


3。 オリ ジ ナ ル 付 加 機能 の 活用 


TITTITTIIITTTITTITTIttitltultlmmltuliluuliln 










1) RGB 出力 で 鮮明 画像 


NISX パソ ュ コン で , 一 般 に 機能 上 も の 足り な いと 
て いる の は , テレ ビ 画 面 へ の 表示 能力 の 問題 で 
還 。MSX の 規格 で は , いわ ゆる 表示 分 解 能 と し て 
硬 最 大 , 文字 表示 で 横 40 字 X 縦 24 行 , グラ フィ ッ 
表示 で 横 256 ド ッ ト ※ 縦 192 ド ッ ト と 定め られ て い 
放 ま 。 し か し , と の 解像度 に つい て は 第 5 表 で も わ 
計る よう に , 他 の 同 ク ラス の パソ コン と 比べ て それ 





































放 ま 劣っ て いる と は 思わ れ ま せん 。 と と で , 問題 に ぐ 写 真 -8 ン スー パー イン ポー ズ ア ダ プ タ (HC-A602S) 
| 間 還 て いる の は 画質 で 「 い か に くっ きり 鮮やか に 見 え に 
詞 呈 お 」, つま り “ 鮮 鋭 度 の と と で す 。 際 , MSX パソ コン で 出力 画面 を 見 ます と , NTSC 
MISX パソ コン は , 映像 信号 と し て 規格 に 忠実 で コン ポジ ッ ト 映 像 入力 の も の で は 細か い 文 字 や 小さ 
DO 計 と , 家庭 用 テレ ビ の 信号 と 同じ NTSC コン ポジ い グ ラフ ィ ッ ク の 図柄 は , 色 が に じん だ よう に な る 
際 トビ デオ 信号 が 使わ れる と と に な る わけ で す 。 実 と と が あり ます 。 そ と で , 登場 し て くる の が RGB 
> 
写真 -9⑭)> 
ビク ター HC-6 の 
リヤ パネ ル 
プリ ンタ ビデ オ / オ ー デ ィ オ 
端子 入力 端子 (DIN 5pin) 





VTR 


ジョ イス ティ ッ ク 











端子 レコ ー ド 端子 
21 ビ ン RGB 端子 BACAKGE( 主 二 
に 調節 つま み 
用 
ご 写真 -9(b)> ビク ター HC-6 の 右 サ イド の パネ ル ぐ 写 真 -9(g> ゼタ メーHC-6 の 二 サ イド の パオ ォ ル て スズ 


パー イン ポー ズ ア ダ プ タ の 装着 時 ) 


0/ 





ぐ 写 真 -10(a)> 
パイ オニ ア PX-7 
キー ボー ド の 外観 








イン の 
の 00 グル は 

の の テ 

クン 02 な 7 は 7 わけ 
プチ メ アバ メンバ の ガリ けけ 

77 の 2777 ガガガ ナナ 





1 ぐ 写 真 -10(b)> 
| パイ オー ニア PX-7 


【 AA 本 基 外 拓 
aa 
2 ミキ シン グ 
チキ kg cor 端子 9 レベ ル 


ビデ オ / オ ー デ ィ オ ジョ イス ティ ッ ク 











切り 替え 端子 
分 離 信号 を 映像 入力 と する カラ ー CRT ディ スプ レ ( 青 ) の 3 原色 の と と で す 。 カ ラー CRT (ブラ ウン 
ィ で す 。 管 ) で は , RGB 3 つの カラ ー 色 に 対応 し た 電 隆 銃 
RGB と いう の は Red ( 赤 ), Green ( 緑 ), Blue よっ て シャ ドー マス ク を 介し , 管 面 を 光ら せ て いま 





ぐ 写 真 -11(a)> 
パイ オー ニア PX-7 
の リヤ パネ ル 


























左 ス ピー カ 右 スピ ー カ 
ぐ 写 真 -11(5)> パイ オニ ア PX-7 の 左 サ イド の パネ ル 人 


98 














Z80A 相 当 (3.58MHz ) 








ROM 40K バ イト (内 拡張 BASIC 8K バ イト ) 
RAM 32K バ イト 

V-RAM 16K バ イト 

使用 LSI VDP TMS9928A 

文字 表示 40 字 ※X24 行 /32 字 X24 行 


〆 ゲ フフ サッ ツジ グ 256X192 ド ッ ト 
スプ ライ ト 機 能 | あり 

















画像 出力 TTL RGB 出 力 付き 
画面 制御 スー パー イン ボー ズ 機 能 内 蔵 
キー ボー ド 本 体 の 筐 体 と 分 離 
使用 LSI AY-3-8910 
記す 制御 3 音源 の ミキ シン グ 機 能 内 蔵 
の 主 な 仕様 ステ ムコ ント ロー ル AV 機器 の コン トロ ー ル 機能 内 蔵 





カセ ッ ト イ ンタ ー フ ェ ー ス | FSK 1.200/2.400 ボ ー 

プリ ンタ イン ター フェ ー ス | 8 ビッ ト 

色 デ レオ 洋 記 2 ズ ビ ーー カ 

ミー7 ヘッドフォン 

ステ レオ オー ディ オ 出 力 

カー トリ ッ ジ スロ ッ ト 2 スロット 前 面 錠 後 面 












































外部 端子 ジョ イス ティ ッ ク 端 子 AMP 9Pin 
プリ ンタ 14Pin コネ クタ 
ビデ オォ / サ ウン ド 出 力 DIN 5Pin 
_- 画 | カセ ッ ト テ ー プ 出力 DIN 8Pin 」 
す が , 電子 銃 自体 が RGB の 分 離 信号 に な っ て いる し て TMS9918 を 定め て いま す が , と の コン トロ ー 
きま わけ で すか ら , ペソ コン か ら の 映像 信号 (ソー ス ) ラ は INTSC 家庭 用 ビデ オ 信 号 を 出力 し ます 。 し か 
が RGB の まま スト レー ト K CRT ディ スプ レイ に し , TMS9918 と まっ た く 同 様 な じ RT コ ント ロー ラ 


送ら れれ ば それ だ け ソ ー ス の 信号 状態 が 元 の 状態 を と し て の 機能 を 用 ちな が ら , 機能 出力 は RGB 分 離 
保 た れる わけ で す (NTSC 方 式 で は いっ た ん 色 信 号 出力 が 可能 と いう も の に TMS9928 が あり ます ( 写 
が 混ぜ 合わ され る ) 。 真 -12)。 現在 , MSX パソ コン に は TMS9918 と 上 

MSX パソ コン の 規格 で は , CRT コン トロ ー ラ と 















ns 
MSX NEC シャ ー プ 
(基本 仕様 ) |PC-6001mkII| MZ1500 





40 字 X24 行 "|40 字 X20 行 40 宇 25 行 











256X192 ド ッ ト |320X200 ド ッ ト | 320※200 
(16 色 ) (4 色 ) ドッ ト (8 色 ) 
160X200 ド ッ ト 
(15 色 ) ぐ 写 真 -12> 
TMS9928 
あり な し な し 





NTSC コ ン ポ INTSC コ ン ポ INTSC コ ン ポ 
ジッ ト 出 力 ジッ ト 出 力 ジッ ト 出 力 
RGB 分 離 RGB 分 離 
| 信号 出力 信号 出力 























[第 5 表 ] 主 な 汎用 ホー ム パ ソ = ン の 画像 表示 能力 
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ぐ 写 真 -13> RGB ケー ブル HC-C611R (21P-21P) 


位 互換 性 が ある と いう と と で , TMS9928 を 採用 し 
て いる も の が し ば し ば 見 られ ます 。 

今回 取り 上 げ ま し た ヤマ ハ の YIS503, ビク ター 
の HC-6 は RGB ユ ニッ ト (本 体 の サイ ドス ロッ ト 
に 装着 ) に よっ て (た だ し , パイ オニ ア の PX-7 は 標 
準 装 備 ) RGB 分 離 信号 を 出力 で きま す 。 た だ し , 
PX-7 の 場合 画面 表示 は 8 色 に な り ま す 。 と の と き 
の 16 色 ご 8 色 の 変換 は 第 5 表 の よう に な り ま す 。 
さて , 実際 に MSX パソ ュ ン の RGB 出力 の 画面 
を 見 ます と , さす が に 画面 が 美しく , 見 や すい 感じ 
を 受け まし た 。 し か し , RGB 出力 と いっ て も , ヤ 
マハ YIS503。 ビク ター HC-6, いずれ も 21 ピ ンコ 
ネ ク タ 付 き の 専用 コー ド (写真 -13) と , 特別 な 高 機 





能 型 の テレ ビ が 必要 で す 。 

また , 実際 21 ピ ン の マル チコ ネ ク タ 付 き CRT デ 
ィ ス プレ イ K RGB 分 離 信号 入力 , お よび NTSC コ 
ン ポ ジッ トビ デオ 入力 を 同時 に 接続 し て お き , 切り 
替え て 画面 を 見 ます と , その 画質 の 違い が は っ きり 
わか り ま す 。 

な お , 市 販 の ROM カー トリ ッ ジ (ゲー ム ソ フ ト ) 
を 走ら せ て み ま し た が , と の 点 も RGB に よる 16 色 
表示 だ と NTSC ビデ ォ 信 号 の 場合 より 一 段 と 値 押 
ち が 上 が っ て いる よう な 鮮やか な 画面 の よう な 気 大 
し まし た 。 た だ , 注意 し た い の は 8 色 の RGB 信 己 
で 出力 し た も の は , 16 色 の 色 の 境界 が な く な る 場合 
が あり ます 。 た と えば , 16 色 表示 の コー ド 3 (明る 
い 線 ) と コー ド 12 (暗い 線 ) は , いずれ も 8 色 の ョ 
ー ド で は 4 ( 緑 ) と 同じ と と に な り ま す 。 





2) スー パー イン ポー ズ 機 能 で 画面 を 合成 


スー パー イン ポー ズ (Super Hmpose) と いう 細 
は , 画面 を 重ね 合わ せる 機能 の と と で す が , と と 調 
は 特に スー パー イン ポー ズ ア ダ プ タ (HC-A602SI 
を も つ ビ クタ ー の HC-6 の 場合 を 例 に 取っ て み ま 思 








VTR(A) 









入力 信号 
人] 


た い 信 号 


| ボ 泡 〇 ロス カゴ 








に ーー イン 2 ポーズ アタ メジ 


> 





21 ピン マル チ 端 子 付き 
(GRL 牌 三 


ックス され た RGB 信 号 


[第 3 図 
スー パー イン ポー ズ 
実施 時 の シス テム 構 





成 


ノ パパ ソコ ン 本 体 
(HC-6) 
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[第 4 図 ] 飛行 機 要 の スプ ライ トド ッ ト パ ター ン 


全う 。 

第 3 図 は HC-6 で スー パー イン ポー ズ を 行う と き 
の シス テム 構成 で す 。 と の 図 で も わか り ま す が , ス 
ー パ ペー イン ポー ズ の 応用 に は 次 の よう な と と が あげ 
られ ます 。 
① テ レビ 放送 を VTR で 録画 する と き , テロ ッ プ 
(チャ ネル 番号 , 日 付け , 時 間 な ど ) を 入れ ます ( 文 
字 の は め 込 み )。 
② ビ デオ テー プ に タイ トル や 説明 文 な どの テロ ッ プ 
を 付け られ ます (ビデ オ の 編集 )。 
⑬⑨ ビ デオ ディ スク の 映像 を ボッ ク ( に パソ コン グラ フ 
ィ ッ ク (た と えば , ゲー ム な ど ) が 楽し め ま す ( 絵 
の は め 込 み )。 
④ パ ソコ ン の 自動 演奏 を バッ ク ( に カラ オケ が 歌え ま 
す (ミキ シン グ 効 果 )。 
ビデ オォ テー プ K 効 果 音 や バッ クミ ュー ジッ ク を 入 
れ ら れ ま す 。 





ぐ 写 真 -14> スー パー イン ポー ズ の 画面 出力 例 


(飛行 機 雲 了 機 時 は テロ ッ プ ) 














と と で は , ビデ オ テ ー プ に タイ トル を つけ る 例 を 
紹介 し まし ょ う 。 まず, パソ コン HC-6 で タイ トル 
尿 行 機電 を つけ ます 。 漢字 を 使っ て いま す が , と 
の 場合 は 各 漢 字 と も 16 ド ッ ト X16 ド ッ ト の スプ ライ 
トペ パタ ー ン の 手法 で 書か れ て いま す 。 第 4 図 は その 
スプ ライ ト の ドッ トペ パタ ー ン で す 。 と の シス テム で 
機器 の 結線 は 第 3 図 で , VTR(A) に ソース の ビデ 
オ テ ー プ を かけ, VTR(B) に タイ トル を つけ る 別 
の ビデ オ テ ー プ を 取り 付け れ ば よい の で す 。 写真 - 
14 は , と の スー パー イン ポー ズ 例 の 画面 出力 で す 。 


3) ステ レオ サウ ンド 機能 で 音 を 任意 の 
位置 か ら 出 す (PX え -7) 


パイ オニ ア MSX パソ コン PX-7 で は , 音声 の 入 
力 端子 (R, 上 ) を も っ て いる の で , コン ピュ ー タ を 
使っ た ステ レオ 効果 を 楽し す と と が で きま す 。 

PX-7 に は , 標準 の MSX-BASIC の コマ ンド ・ 文 
(に 加え , P-BASIC 拡張 ステ ー ト メン ト (16 種 ) を 
も っ て いま す ( 第 6 表 )。 と の P-BASIC 拡張 ステ ー 
トメ ント の 中 に , PAN 文 が あり ます が , と の 命令 
(に よっ て 音 を 任意 の 位置 か ら 出 し て みよ うと いう わ 





の を 9 
拡張 BASIC ステ ー ト きす を から 


メン ト PAN の 活用 例 





、|--11@ FOR N=1 TQ 3 





ぅ | La 罰 CaLL PRN ( 1 日 欠 ) 
15 誠 FOR 1=1 TO 1MMiNEXT 
15 ら 区 NEKKT 加 
ッッ タラ N 7 昌 人 EIT NN 
8 ド 18e に 
19 良 END 


1 骨 久 REM ※ 氷 オト 


レイ トド ウ PX- 了 


12 招 READ 本 負 
1 3 央 FOR = TU 2SS STEP 3W 
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〔P-BASIC 拡張 ス テー トメ ント 〕] 【〔 ス テー トメ ント の 命令 の 内 容 ]〕 

EXTV 外部 ビデ オォ 信号 の 有無 を 得る 

IMPOSE スー パー イン ポー ズ モ ー ド を 切り 替え る 

VIDEO スー パー イン ポー ズ の モー ド を 得る 

MUTE ステ レオ ・ オ ー デ ィ オ 大 力 信号 の ミュ ー テ ィング を 行う 

BAN 音 を 任意 の 位置 か ら 出す 

DEF UNIV コン トロ ー ル 機器 の 番号 を 定義 する 〔 第 6 表 ] 

FRAME/CHAPTER ビデ オデ ィ ス ク の フレ ー ム / チ ャ プター に よる 割り 込み パイ オニ ア PX- 
サブルーチン の 定義 7 の P-BASIC 

FRAME OFF/CHAPTER OFF FRAME/CHAPTER 命 令 を 解除 する 拡張 ステ ー ト メ 

REMOTE 外部 機器 を コン トロ ー ル する ント 一 覧 

SEARCH ビデ オデ ィ ス ク の 画面 を サー チ す る 

LD ビデ オデ ィ ス ク の イン タラ クティ ブ ソ フト を 起動 する 

BLIND グラ フィ ッ ク 画 面 を 消去 . ま た は 再現 する 

LCOPY グラ フィ ッ ク 画 面 の ハー ドコ ピー を 行う 

SCLOAD カセ ッ ト テ ー プ か ら グ ラフ ィ ッ ク 画 面 デ ー タ を ロー ド す る 

SCSAVE カセ ッ ト テ ー プ に グラ フィ ッ ク 画 面 デ ー タ を セー ブ す る 

SYMBOL 文字 列 を 指定 通り グラフィック 画面 に 表示 する 





け で す 。 第 5 図 は と の た め の プ ログ ラム 例 で す 。 行 
番号 30 の CALL PAN (XX, 1, A$) で は , 座標 ええ : 
位置 (バー0 は 左 は し , メニ 255 は 右 は し ) か ら , 音 
量 1 (指定 可能 範囲 0 て 7), ミュ ー ジ ッ ク マ クロ 命 
令 が A$ の 音 を 出し な さい と いう と と で す 。 

と の 音 は 外部 スピ ー カ に つなぐ と ステ レオ 効果 が 
よく 実感 で きま す 。 た だ , と の PAN 文 の ミュ ー ジ 
ッ ク マ クロ 命令 で. エン ベロ ー ブ の サブ コマ ンド 
(M, S) な ど が 使え な い の は ちょ っ と お し い 気 が し 
まず も 





4) FM 音源 で ハイ クォリティ な 音楽 機能 
(YIS503 /303) 


FM シン セ サ イ ザ に つい て は , 前 の 項 で も 述べ ま 
し た が , MSX パソ コン の 電子 楽器 と し て は まさ に 
“圧巻 「 と も ちい っ て よい で し ょ う 。 と れ は ヤマ ハ の 
音楽 用 LSI 開発 技術 の 水準 の 高 さ を 示し て いる と い 
吉村 す 。 

まず , YIS503/303 の 本 体 サ イド スロ ッ ト に CFM 
シン セ サ イ ザ ュ ユニ ッ ト (SFG-01) を 取り 付け ます 



































1 BRASS1 "プラ イド な 響き の プラ ス 25 CLAV ファ ン キ ー な クラ ビ ネ ッ ト 風 サウ ンド 
2 BRASS2 中 低音 中 心 の ブラ ス 26 HARPSIC ハー プシ コー ド 
3 TRUMPET トラ ン ペ ッ ト 27 BELL ベル 
4 STRING1 中 低音 中 心 の スト リン グ ス 28 HARP ハー プ 
5 STRING2 単音 弾き も 適し た リア ルス トリ ング ス 29 BEL/BRA 短 か い 音 は ベル , ロン グ ト ー ン は ブラ ス 
6 EPIANO1 エレ クト リッ ク ピ ア ノ 1 - 30 HARMONI ハー モニ カ 
7 EPIANO02 エレ クト リッ ク ピ ア ノ 2 31 STEELDR ステ ィ ー ル ドラ ム 
8 EPIANO03 エレ クト リッ ク ピ ア ノ 3 32 TIMPANI ティ ン パ ニー 
9 GUITAR マイ ルド で 落ち つき の ある サウ ンド 33 TRAIN トレ イン (列車 ) 
10 EBASS1 ファ ン キ ー な エレ クト リッ クベ ー ス 34 AMBULAN 球 急 車 
1 EBASS2 マイ ルド な エレ クト リッ クベ ー ス 35 TWEET 小鳥 の きえ ずり 
2 EORGAN1 エレ クト リッ クオ ル ガ ン 1 36 RAINDRP 雨 の 落ち る 音 ? 
3 EORGAN2 エレ クト リッ クオ ル ガ ン 2 37 RM.JBRAS ブラ ス 
4 PORGAN1 壮 央 な パイ プ オ ル ガ ン 38 RMFLUT フル ー ト 
5 PORGAN2 小型 の パイ プ オ ル ガ ン 39 RM.GUIT ギタ ー 
語 FLUT 邑 マ 光一 40 RM.HORN ホル ン 
7 PICCOLO ピッ コロ 4 RBASS フ テ ジ キー な エレ トリック パーズ 
8 0BOE オー ボ エ 42 R2.JBASS マイ ルド な エレ クト リッ クベ ー ス 
9 CLARINE クラ リネ ッ ト 43 SNAREDR スネ アド ラム 
20 GLOCKEN グロ ッ ケ ン 44 COWBELL カウ ベル 
21 VIBRPHN ビブ ラフ ォ ン 45 PERC1 パー カッ ショ ン 1 
22 XYLOPHN シロ フォ ン 46 PERC2 パー カッ ショ ン 2 
23 KOTO 本 47 CSM ] 0 
24 ZITAR ツィ ター 48 CSM ) 音 成 合成 用 
[第 7 表 ] FM 音色 の 一 覧 
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シー 和 潤 L 


ao 骨 





く 写 真 -15> 
裕 マ ハ の ミュ ー 
ジッ クキ ー ボ ー 





ド YK-01 | 革 ) 穫 そい 





























写真 -3)。 この SFG-01 の 主 な 特徴 は , ① 最 大 
還 時 発音 が 8 音 (8 重 和 音 が 可能 ), し か も 同時 に 8 
つま で の 異な っ た 音色 が 出せ ます 。②48 種 類 も の 音 
計 デ ー タ を 内 蔵 し て いま す (第 7 表 )。 ③MIDI (こと 
は Musical Instrument Digital Interface : 電子 
替 器 の 演奏 情報 を ディ ジタル 信号 で 送受 する た め の 
論 画 化 さ れ た イン ター フェ ー ス ) を 装備 し て いま 
革 。 こ と の た め , MIDI 端子 が 付い て いる 他 の 音楽 機 
寺 と の コミ ニュ ケー ショ ン が 可能 で す 。④ 専 用 の ミ 
ュー ジッ ク ・ キ ー ボ ー ド YK-01 (写真 -15) を 接続 
する と , 各種 の 目的 に 合わ せ た デ ィ ジ タル 鍵盤 楽器 
し て 楽し むと と が で きま す 。 ぐ 音声 合成 機能 を 内 
蔵 し て いる の で , 別に オプ ショ ン で 用 意 さ れ て いる 
ROM カー トリ ッ ジ [FM ミュ ー ジ ッ ク マ クロ YR 
M-11 |」 と 組み 合わ せ て BASIC プ ログ ラム で 音声 を 
出す こと が で きま す 。 ⑥SFG-01 用 の ROM カー ト 
リッ ジ ソ フ ト 「FM 音 色 プ ログ ラム YRM-12」, 





く 写 真 -16> 
ヤマ ハ FM ミュー 
ジッ クコ ン ポ ー ザ 
YRM-15 








「FM ミュ ー ジ ッ ク コ ン ポ ー ザ 」 (写真 -16) が 活 
で きま す 。 


衣 


参 FM' ミ ュー ジッ クコ ン ポ ー ザ を 使っ た 自動 演奏 
次 に FM ミュー ジック コン ポー ザ (YRM-15) を 
使っ て 自動 演奏 を 行っ て み ま し ょ う 。 も ちろ ん , テニ 
ー ザ ー の 作曲 に よ る 音符 デー タ の 入力 も で きま す 
が , と と で は 一 般 に よく 知ら れ て いる 歌 で 「 荒 城 の 
月 」 の 曲 の 一 部 分 を 入力 し て み ま し ょ う 。 第 6 図 に 
示し た 機器 の 接続 が 必要 シス テム (に な り ま す 。 自動 





[第 6 図 ] 
YIS503FM ミ 
ュー ジッ クコ ン 
ポー ザ の 活用 





FM 
サウ ンド シン セ サ イ ザ ユ ニッ ト (SFG-1) 





りら FM ミュ ー ジ ッ ク 
ド コン ポー ザ (YRM-15 











| MSX 本 体 


アー ママ ビー_3 アン アー ンー アー ジア 
と ンマ ン ン アン ン ン ンー ン ン ン ンジ ン ン ン フ 
ンー マン ン ン ン ン ン ンー ン ン ンマ アフ 
アンデ ン ン ンジ ン ニン シン ン ン ンー 
ンー アデ テ ンー アン 
デー ンー ン ン 、 3 ワリ 
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[第 7 図 ] FM コン ポー ザ の 起動 時 の 初期 画面 
(ユー ザー 楽譜 入力 用 五 線 講 
演奏 へ の 手順 は , ① 電 源 を ON : 画面 (c 写真 -17 お 
よび 第 7 図 の よう に 五線譜 が 表示 され ます 。⑫ 楽 符 
表示 部 に 曲 の デー タ を 書き 込み ます 。 音符 コ ー ド と 
し て : 画面 の 五線譜 上 に 音符 ・ 休 符 を 入力 し ます 。 
コマ ンド モー ド : 音符 ・ 休 符 以外 の 演奏 デー タ (〈 マ 
ー ト , 調 , 拍子 , テン ポ な ど ) を 入力 し ます 。③ 曲 
に 音色 を 指定 する 場合 は , 楽譜 の 先頭 の 部 分 に 音色 
指定 の コマ ンド を 使い , #ーn (n は 音色 の コー ド 番 
号 ) と 書き 込み ます 。 と の 例 で , n が 30 に 指定 され 








pF1nt=1,8 


| 
3 
1 











て いま すか ら , 第 7 表 に 示さ れ て いる よう に ハー モ 
ニカ の 音色 が 指定 され ます 。 n の 値 は 任意 に 1 40 


_ を 選択 で きま す 。④ 曲 の 入力 が 終わ る と (写真 -18) 





演奏 開始 の コマ ンド , Play IRETURN| を 入力 し まず 
と ,「 荒 城 の 月 」 の 曲 が 演奏 され ます 。 ⑤ と の 曲 の 
楽譜 を その まま プリ ント アウ ト し た いと き は 楽譜 コ 
ピー の コマ ンド copi テ 1, 8 IRETURN| を 入力 し ま 
す 。 と の コマ ンド で 右辺 1, 8 は 1 小節 目 か ら 8 小 
人 節目 まで プリ ント アウ ト さ れる と いう 意味 に な り ま 
す (第 8 図 )。⑥ 曲 の 内 容 を 保存 し た い 場 合 , カセ 
ッ ト テ ー プ 演奏 デー タ と し て 書き 込ん で お く と と 
が で きま す 。 コ マン ド は csave 三 名 前 (名 前 は 英 数 字 
で 6 文字 以内 ) を 使い ます 。 と の 例 で は , 演奏 デー 
タ の 名 前 を tesm 1 と し , csave=tesm 1 IRETURNI 
と いう 使い 方 を し て いま す 。 

⑦ カ セッ ト テ ー プ に 保存 し て ある 演奏 デー タ 
tesm 1 を 再び MSX パソ コン K 読み 込む (ロー ド 
する ) た め に は , Cload=tesm 1 IRETURN| と いう 
コマ ンド を 実行 し ます 。 そ うす る と , ⑥ で セー プ 衣 








[第 8 図 ] 
楽譜 入力 済み の 画面 
の プリ ンタ へ の コピ 
ー。「 荒 城 の 月 」 
作曲 ・ 滝 廉太郎 











ぐ 写 真 -17> 電源 ON 時 の 五線譜 の 画面 出力 
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ぐ 写 真 -18> 楽譜 入力 済み の 画面 





H 6 


9 邊 


9 が と デ 
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TTF 














[第 9 図 ] 























オー ト ベ ー ス コー ド 用 
鍵盤 (押す 鍵盤 の 位置 
と その 出力 する 和音 ) 





コー ド ネ ー ム 





EE 紀 





56EE 


LMH 


C 









D 


財 


ソラ 錠 .、 ド レミ フ 
で て くる 和音 シ ド # レ フ # ソ キア 
(メジ ャ ー コ ー ド ) Ly ざ - 掃 プ 多 

ジャ ャ デア で ラテ 人 





る 前 の 表示 画面 を 再現 し , 演奏 デー タ が ロー ド さ れ 
ます 。 もちろん, と の 演奏 デー タ tesm 1 は その ま 
ま play コマ ンド で 実行 で きま す 。 


多 「FMM プレ イカ ー ド セッ ト の 自動 演奏 に 合わ せ て 

メロ ディ ー を 弾く 

FM プレ イカ ー ド セッ ト (2PA-01) は , 写真 -19 
に 示す よう に , あら か じ め 音 楽 演奏 の デー タ を 記録 
し た 磁気 帯 を も ち つ 「 プ レイ カー ド 」 を 使っ て , レ ュ 
ー ド 盤 を 扱う の と 同じ よう な 気持 で , 自動 演奏 を 楽 
し むと と が で きる も の で す 。 プ レイ カー ド は , 現 
在 ., クラ シッ ク , ポピュラー, ジャ ズ , フォ ー ク ソ 








ぐ 写 真 -19> FM プレ イカ ー ド セッ ト の 活用 
(シス テム の 構成 ) 


ング , 演歌 な ど 名 曲 や ヒッ トナ ン バ ー が ワン パッ 孝 
6 曲 入り と し て , 58 種 類 の パッ ク ( 全 348 調 ) 大 
マハ 音楽 振興 会 か ら 発売 され て いま す 。 し か し 。 と 
の プレ イカ ー ド は 演奏 の “味付け " (テンポ, 到 
ム , 音色 な ど ) が ユー ザー 側 で 自由 に コン ト ュ ロー 
で きる の で , 別 の 角度 か ら お も し ろ さ が 加わ り ま 証 
(FM 音源 を 利用 する 場合 は , FM シン セ サ イ デニ 
ニッ ト が 本 体 に 取り 付け て ある と と が 必要 )。 な 参 。 
専用 の ミュ ー ジ ッ ク キ ー ボ ー ド (前 出 の 写真 -15. 
接続 すれ ば , 自動 演奏 に 合わ せ て , 音楽 に 素人 の 上 
で も メロ ディ ー を 弾く と と が で きま す 。 

自動 演奏 の 助け を か り て 自分 で メロ ディ ー を 話 く 




















Y 





合 と , オー ト ベ ー ス コー ド (Auto Bass Chord) 
で 自動 伴奏 を 入れ る 場合 (和音 と ベー ス 音 に よる 
動 伴奏 ) が あり ます 。 第 9 図 は オー ト ベ ー ス コー ド 


Ii 





ぐ 写 真 -20> FM プレ イカ ー ド 使用 時 の 音楽 デー 
タ ・ コ ント ロー ル (っ の 印 で リズ ム 
を “マーチ” を 指定 ) 
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FM サウ シンド シン セ サ イ が 
5 トド 


















































〔 第 10 図 ] 
FM 音色 プロ グ 


ラム 
プリ ント アウ ト ラム の 活用 


























ミ ェ デビ ダッ クキ ー ポ ボード 
(YK-01) 





FM サウ ンド シン セ サ イ ザ 
ユニ ッ ト 内 蔵 






用 鍵 艇 を お さえ る 位置 と で て くる 和音 の 関係 を し 
だ も の ② の で ぼ 。 


夢 「FM 音色 プロ グラ ム 」 で オリ ジ ナ ル な 音色 を 作 

る 

FM シン セ サ イ ザ ユ ニッ ト に , ディ フォ ルト と し 
て 登録 され て いる 音色 デー タ は 前 述 し た よう に 48 種 
類 あ り ま す 。 し か し , シン セ サ イ ザ の 興味 の 本 筋 か 
ら す る と , ユー ザー は , 自分 自身 の 手 で オリ ジ ナ リ 
ティ な 音 を 作っ て みた いと いう 願望 が ある と いう も 
の で し ょ う 。 そ と で , 「EFM 音色 プロ グラ ム 」 を 使 
いま す と ユー ザー は 任意 の 音色 の 音 を 作る と と が で 
きる わけ で す 。 第 10 図 に FM 音色 プロ グラ ム の シス 
テム の 動作 の 概要 を 示し まし た 。 音 色 デ ー タ は MS 
双 パソ コン 本 体 の 「 ボ イス メモ リー」 に 書き 込ま れ 
て いま す (ペソ コン 本 体 電源 ON 時 に FM シン セ 
サイ ザ ユ ニッ ト か ら デ ィ フ ォ ル ト 値 が 転送 され る )。 
と の ボイス メモ リー は サイ ズ が 決ま っ て いま す (48 
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ミュ ー ジ ッ ク キ ー ボ ー ド ファ ンク ショ ン 











の 細 ニョ ンク 


カセ ッ ト レ コー ダ プリ ジテ 


内 は YIS503 本 体 の 内 部 





種 の 音色 デー タ の 容量 )。 ユー ザー が 作る 音色 デー 
タ は , 前 も っ て 記憶 され る ボイス メモ リー の 音色 
デー タ を 変え る (エディ ッ ト す る ) と いう 形 を と り 
ます 。 


参考 文献 
1. YAMAHA「FM サウ ンド シン セ サ イ ザ ユ ニッ ト SE 
G-01 取 扱い 説明 書 」, 日 本 楽器 製造 帆 
2. YAMAHA「FM ミュ ー ジ ッ ク コ ン ポ ー ザ YRM-15 
取扱 い 説明 書 」, 日 本 楽器 製造 帆 
3. YAMAHA「 プ レイ カー ド プ ログ ラム UPA-01 取扱 
い 説明 書 」, 日 本 楽器 製造 帆 
4. 費 ア スキ ー 編 「PX-7 取扱 い 説明 書 」, 「PX-7 BAS 
IC 説明 書 ]」, パイ オニ ア 幌 , 1984 
5. Victor「 ス ー パ ペー イン ポー ズ ア ダ プ タ HC-A602S 取 
扱い 説明 書 」, 日 本 ビク ター 幌 
その ほか , ヤマ ハ , パイ オニ ア , ビク ター 各社 の マニ 
ュ ア テル 。 
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本 誌 5 月 号 に , 市 販 の ハイ ファ 
イ ビ デ オ 11 機 種 の 視聴 結果 に つい 
て お 知ら せ し ま し た 。 今月 は , そ 
の 節 お 約束 し た 各 ビ デオ の 映像 特 
性 と 音声 特性 の 測定 結果 に つい て 
ご 報告 し ます 。 な お , 各 測定 デー 
タ に つい て は , 測定 項目 ご と に し , 
ハイ ファ イ ビ デ オ の 全体 の 傾向 を 
の と に まし な 。 

まず , 映像 特性 の 測定 か ら お 話 


ュ こ ニニ ニニ ーー ニー ニー ニー ニニ ーーーーー ニ ーー ニーーーーー こ と 


映像 特性 の 測定 は , ITE マ ル チ 
パタ ー ン , サイ ン 2 乗 パル ス と バ 
ー 波 形 , ス イー プ 波 形 な ど に よる 
測定 , そ し て ベク トル スコ ー プ 波 
形 に つい て , 第 1 図 の よう な 系 統 
で 行い まし た 。 使 用 し た 測定 器 は , 


測定 信号 の 記録 


5 の ペソ ク 
ITE 標 準 パタ ー ン 
発生 器 TP-12A1 


ジ シ パ ッ ク 
TV 試験 信号 
発生 器 TG-7 








Hi-Fi ビデ オ 


HH-Fi ビデ オ 


Hi-Fi ビデ オ 









Hi-Fi ビデ オ 


Hi-Fi ビデ オ 
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シバ ソ ク の T V 試 験 信号 波形 発生 
味 TG-7 , ITE 標 準 パ ター ン 発 生 
器 TP12A1, カラ ー ビ デ オノ イ 
ズ メ ー タ ー 925D, カラ ー モ ニタ 
ーCMM20, VTR ジッ ター メー タ 
ー. 875C。 を そして, オシ ロス コー 
プ 岩 通 S 86050) ベク トル スコ ー 
プ ソニ ー テ クト ロニ クス 1420, 
スス CN ググ ト ラム ゲ ザジ イザ - 和 嫌 ダ 
T R4120 な ど で す 。 


1. ITE マ ル チ パ ター ン に よる 測 
定 

ITE マ ル チ パ ター ン は , テレ ビ 

ジョ ン 学 会 が ビデ オシ ステ ム の 性 
定量 的 に 評価 す る 目的 で 制定 

し た も の で , モニ ター 上 の 画面 を 

みて いろ いろ な 性 能 が わか る の が 

特徴 で す 。 こ の パタ ー ン は , ITE 


ITE 
マル チ パ ター ン 


映像 分 配 


増幅 人 

















| M 
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標準 パタ ー ン 発生 器 か ら 信 号 を ビ 
デオ に 供給 し ます 。 カ ラー 印刷 で 
な い の が 残念 で す が , この デー タ 
に は 名 称 の と お り , 第 2 図 の よう 
に いろ いろ の テス トバ パ ター ン が お 
さめ て あり ます 。 


測定 に は , ITE マ ル チ パ ター ン 靖 


信号 を ハイ ファ イ ビ デ オ に 記録 再 
生 し て モニ ター で 和 観察 し まし た 。 

中 央 の タテ の くさ びと ヨコ の くき 
び で , それ ぞ れ 水平 解像度 と 垂直 
解像度 を 測定 する も の で す 。 横 の 


数 字 は 解像度 を 示す も の で , 20 は 請 議 
200TV 本 , 35 は 350TV 本 を 生 護 
し ます 。 一 番 上 が 150 本 , 根元 が 較 
400 本 で す 。 ハイ ファ イ ビ デ オ の 識 


水平 解像度 は , 写真 か ら VHS, ペ 
ー タ 方 式 と も 大 体 220 一 250 本 程 具 
と いう こと が わか り ま す 。 


〔 國 一 選 〕 
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な お , パタ ー ン 中 の 1 本 ずつ の 
巡 線 の 隣 に は 何 も ちな い の が 理想 的 
で す が , 機種 に よっ て は 1 本 の く 
きび が いく 本 に も 見 え , これ を リ り 
シギ ング と いい , ニセ の 輪郭 を 作 
う て い る も の で す 。 こ れ は , 解 像 
放 を し ちら べ る くさ び の と ころ に も 
見 られ る も の が あり ます が , 粗い 
志 か ら 細 か い 方 へ だ ん だ ん ボ ヤ け 
て , その さき に また 締 が 見 える な 
志 は, この ニセ 信号 で す 。 

この は ほか, 左上 の 補色 , 右上 の 
赤 と 緑 の く さび , 中 央 下 の 白 か ら 
回 誕 で の カラ ー ス ケー ル , 一 番 下 
の 黄 と 赤 の 色 ず れ チ ェ ッ ク パ ター 
ン な ど , また 人 色 の 再生 状況 と 色 の 
農 い と ころ に み ら れ る 不 必要 な 結 
謀 様 な ど で , 色 信 号 の 細か さ ( 淀 


モニタ 受像 機 の オー パス キャ ン 


の 状態 を チェ ッ ク す る た め の 市松 模 様 















カラ ー ス ケー ル 


(補色 カラ ー バ パー 相 等 ) 


図形 ひずみ 格子 


用 一 ム フ ォ ー カ ス * 
チェ ッ ク パ ター ジン 





テレ レビ 放送 字 募 スー パ 領 域 表 示 に ュ 


(第 2 図 ] 


喘 


域 )、 見 か た を か えれ ば , 輪郭 が は 
っ きり せ ず , に じん で 見 える 状況 
も , この マル チ パ ター ン の 色 の く 


さび 部 分 で チェ ッ ク で きま す 。 


2. サイ ン 2 乗 パル ス と バー に 
よる 測定 

画像 の 水平 方 向 の 細か さ の 再現 
に つい て は , 前 述 の よう に 水平 解 
像 度 と し て マル チ テ スト パタ ー ン 
に よっ て 画質 上 で チェ ッ ク が で き 
ます が , 再生 され た 映像 信号 の 波 
形 ひ ずみ を し ら べ る に は , 写真 -1 
の よう な サイ ン 2 乗 2 パル ス と 
バー パル ス を 組み 合わ せ た 試 験 信 
号 を テー プ に 記録 再生 し て み ま す 。 
と が し で - オ ー バ パー シュ デ ト 守 り を 
ギン グ な どの 高 域 ひ ずみ , スト リ 


水平 解像度 くさ び 











ー キ ング や スミ ア な どの 中 域 ひ ず 


み , サ グ な どの 低 域 ひ ずみ の 様子 
が わか り ま す 。 

この パル ス の 高き と, 2 つの 波 
形 の 上 下 の 具 合い に よっ て 高い ぃ 周 
波数 部 分 の 処理 の 様子 が わか り ま 
す 。 ま た だ た, この ハシ の 波形 の 立 上 
り を みて , これ が だ ら だ ら と 立 上 
っ て いる も の は 画像 の シャ ー プ ネ 
ス が 劣る わけ で す 。 高 い 周波 数 ま 
で 処理 され て いな いと き は や む を 
えま せん が , 立上り の 傾斜 は その 
まま で , 信号 処理 を 変 た る こと に 
より , 立上り の トッ プ の 部 分 に 山 
を た つく る こる が で きま す 。 と 9 よ 
う な 方 法 で , 見 か け 上 の シャ ー プ 
ネス を 改良 する こと が で きま す 。 
し か し , これ に は 適当 な レベ ル が 










































































色 解像度 ( 色 帯 域 特性 ) く さび 


周辺 解像度 測定 くさ び 


横 パ ー( ス トリ ー キ ング パタ ー ン ) 


垂直 解像度 くさ び 








カラ ー ス ケー ル 
(カラ ー バ ー 相 等 ) 





2T パ ルス パタ ー ン 


グレ ー ズ ケー ル 


色 ず れ チ ェ ッ ク パ ター ン 


ITE マ ル チ パ ター ン 各 部 の 機能 (本 誌 "83・ 9 月 号 よ り ) 
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あり 過ぎ た る は 及ば ざる が 如 し " 
と いう こと わざ も あり ます 。 


3. ベク トル スコ ー プ に よる カ 
ラー バー 波形 の チェ ッ ク 


NTSC の 複合 カラ ー 映 像 信号 は , 


色 信 号 を 3.58MHz の 色 副 搬送 波 に 
乗せ た クロ マ ( 色 度 ) 信号 を つく 
り , これ を 輝度 信号 に 多重 し て い 
る こと は ご 承知 の と お り で す 。 こ 
の 場合 , 色あい (色相 ) は クロ マ 
信号 の ベク トル の 位相 の 変化 で 示 
し , 色 の 濃 き ( 彩 度 ) は その 振幅 
で 示し ます 。 こ の クロ マ 信 号 の べ 
クト ル の 振幅 と 位相 の 様子 は , ベ 
測定 信号 の 記録 


















0 dB,-20dB,-40dB 


く 写 真 -1> 
サイ ン 2 乗 2T バ パル 
ス 基 本 波形 


クト ルス コー プ と いう 測定 器 で し 
ら べ られ ます 。 

よく ご 承知 の カラ ー バ ー は , 赤 
青 ・ 緑 の 3 原色 と それ ぞ れ 2 つ 
の 原色 を 混合 し て 作っ た 黄 ・ マ ゼ 
ンタ ・ シ アン の 中 間 色 を 加え た 6 
色 の ほか , 人 間 の 目 が 色 の 細か さ 
を 最も よく 識別 する 色 の 位相 (1 
信号 ) と . それ に 直角 な 位相 ( 識 
別 し に くい ) の 信号 (Q 信 号 ) を 
ひと つの 画面 に まとめ た も の で す 。 
ベク トル スコ ー プ の プ ブラウン管 面 
に は , これ ら の 6 つの 信号 の 正 し 
い ベ クト ル 位 置 (位相 と 振幅 ) が 


や の も で あり ます 。 テー プ か ち 


ー 届 寺 


トコ 


生 し た カラ ー バ ー の 信号 は 


0 還 
り , シャ ー ブ に 再現 きれ る こと が 
望ま しい の で す が , 再生 信号 中 に 議 議 
色 の 測 き の 変動 が あれ ば 半径 方 識 
に 振幅 が 変化 し . また , 色あい の 請 
変動 が あれ ば 。 円 周 方 向 に 位相 が 請 識 
変化 し ます か ら , この ベク トル の 
波形 か ら 各 ビデ オ の 色 特 性 を 知る 語 
こと が で きま す 。 


4. スイ ー プ 信号 波形 に よる 周 還 

波数 特性 の チェ ッ ク 

垂直 走査 期間 (1V) に 100kHz 
ー10MHz ま で , 低い 周波 数 か ら 雷 呈 
い 周 波数 まで 連続 的 に 変化 し た 信 詞 
号 が , 映像 スイ ー プ 信号 で , こ 柚 講 
に は 。1.,2,4,6,8,10MHz の と こ 
に マー カー が 入っ て いま す 。 こ 栖 
信号 を テー ブ に 記録 再生 し て , 天 
シロ ス コー プ で その 周波 数 特性 炎 
し ら べ まし た 。 

この 波形 を 見 る と , クロ マ 信 識 
の 3.58MHz 付 近 が 抜き 出さ れ て 身 旭 
換 さ れ て いる 状況 と , それ より 調 
波数 の 低い 部 分 に 輝度 信号 の 処 天 






























レベ ル メ ー タ ー 
状 ジ シド デン ロジ ュ 


ー 部 ) 














( レベ ル メ ー タ 


L CH, R CH パラ 録音 





ー 届 寺 


さ 




































天 展 認 刺 完 メ 
( レベ ル メ ー タ 


Hi-F| 


アグ 
HP465A 





1kHz +6, +3,0, 一 10, 一 20dB 
(1kHz OdB L CH) 








O ひ ずみ + 雑 音 特性 














ー 部 ) 


スペ クト ラム アナ ライ ザ 
HP3 





110 





582A 
(FFT ア ナラ イザ | 


8 ニー 3 


な 4 
テレ ビ 試 験 波形 発生 器 
TG-5C の 
3 第 
3 
-Fi ビデ オ 図 
オ 
クン | 
テレ ビ 試 験 波形 発生 器 ーー 
TG-5C 天 
イ 
N オ 
Hi-Fi ビデ オ 
の 
測 
定 
系 
統 



















oL CH 低 域 ノ イズ 
oR CH クロ スト ー ク 
oL CH の 信号 の 有無 





mlIIOIOII 








に こ ョ 9 


RY ーー- ジジ ジマ" ご H 商 


咽 胃 商 dQ 





則 還 


| 川間 


の 状態 が み ら れ ます 。 色 の 信号 は , 
還 理 の 幅 が せま いと , 色 の に じみ 
志 大 きく な り ま す 。 ま た , 輝度 信 
号 も な る べく 高い 周波 数 まで 処理 
きれ て いる こと が , 細か い 映 像 の 
再現 に 必要 な こと は 申す まで も あ 
り ま せん が , ある 周波 数 付近 で 急 
に 変化 する よう 
リン ギン グ に よる ニャ 信号 が 発生 
し ます 。 サ イン 2 乗 パ ルス と 比較 
主 る こと に より , どの 特性 が 適当 
あみ が 対照 で きま す 。 ま た ,3.58MHz 
馬 り 高い と ころ に も う ひ と つ 信 号 


恋 見 られ る の は , 信号 処理 に 際 し , 


際 要 な 部 分 を きち ん と カッ ト し て 
還る か どう か の 差 で す が , 実際 に 
入っ て いる は ず の な い 部 分 を どう 
中 理 す る か は 、 そ れ ぞ れ の メー カ 
蘭 の 考え 方 と いえ まし よう 。 
ビデ オ で は 記録 再生 に あたっ て 
の ヘッ ド と テー プ の 相対 速度 と か 
ー プ 上 の 記録 密度 な どの 規格 条 
1 MEe で , いか に モ 
= ニタ ー 上 に よい 画質 を 再現 する か , 
攻 は メー カー の 工夫 の し どこ ろ 
で し よう 。 電気 的 な 測定 で 種々 の 
千 果 が み ら れ ます が , 画質 
は 再生 モニ ター の 特性 も ふく め 
で , 最終 画像 を 目 で くら べ る こと 


Date :2/21/84 DROP OUT 
Sample : T-120HDP 


に つい 


な 手 を 加え る と , 


」 川 仙 大 

















3 
(第 5 図 ) レ 
過 
周波 数 特性 ル 15 
電 
5 
0 2 468 
が , 原始 的 で す が , 実際 的 で す 。 


良好 な 伝送 特性 を 確保 で き て いる 
か チェ ッ ク す る の は 電気 的 特性 の 
チェ ッ ク で す が , わる い 特 性 を , 
見 た 目 で いか に 良く する か は , 主 
観 的 な 要素 が 多く , 全体 の 比較 は 
電気 的 特性 の ある 一 面 だ け で は むせ 
ず か し いと い ゆえ まし よう 。 


オー ディ オ 特 性 の 測定 は , 周波 
数 測定 , 雑音 ひずみ 特性 .。 クロ ス 
トー ク と SN 比 に つい て , 第 3 図 
に 示す よう な 系 統 で 行い まし た 。 
な お , ハイ ファ イ ビ デ オ の 測定 法 
が まだ 標準 化 さ きれ て いま せん し , 
また だ た, テス ト テ ー プ ブ も あり ませ ん 
の で , 今回 は , すべ て ビデ オ の 録 
音 ・ 再 生 系 を 通し た 特性 に つい て 
測定 し まし た 。 な お , この 測定 に 
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プレ ー ヤ が トリ オ DP-1100, ア ッ 
テ ネ ー タ は ソニ ー の ミキ サーMX 
-1000ES, レベ ル メ ー タ ー は サウ 
ンド デ ク メ ロジ と 1701。 ジ バツ タク 
T V 試 験 波形 発生 器 TG-5 C, 再 
生 に は アン プ は HP465A, 波形 の 
レロ ー ダ に は ば は プ ブリュ エル ダケ ダ ア の 28 
05,。 スペ クト ラム アナ ライ ザ は H 
P3582A で す 。 な お , 測定 に 使用 
に Ss 
ディ オ 特 性 と も , TDK の HD-PR 
0 の T-120 と 工 -500 で す ( 第 4 図 )。 
入力 信号 の 基準 レベ ル は , レベ 
ル メ ー タ ー の ある ビデ オ で は , そ 
の 0 dB 表示 を 基準 レベ ル と し て 測 
定 し まし た 。 また, 入力 レベ ル の 
調整 は , 自動 , 手動 の 切り 替え を の あ 
る も の は 手動 に し て , つま み は 特 に 
指定 の な いか ぎり セン ター 位置 に 
セッ ト し まし た 。 入力 が 自動 調整 


使用 し た 測定 器 は , 記録 に は CD で レベ ル メ ー タ ー の な い 機 種 で は , 
5(xs) 6.83 Date :2/21/84 DROP QUT 5(s) 1.25 
15(xs) 2.82 15(ws) .82 
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【 第 4 図 】 TDK HD-PRO の 特性 
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〔 第 6 図 〕 





1kHz 0dB 入 力 時 の 





雑音 , 高調 波 ひ ずみ 成分 





と 無 信号 時 の 雑音 成分 
































周 波 数 
基準 レベ ル を 一 3.5dHBV と し まし 
だ 。 

な お , すべ て の 測定 を 通し て , 
ビデ オ の 映像 チャ ネル に カラ ー バ 
ー 信 号 を 供給 記録 し て , 映像 か ら 
音声 へ の 影響 が 実際 の 使用 状態 と 
同じ に な る よう に 配慮 し まし た 。 


1. 周波 数 特性 

オー ディ オ 協 会 テス トディ スク 
の スイ ー プ 信号 (20Hz 一 20kHz) を 
使用 し て , 0dB, 一 20dB, 一 40dB 
の 各 レ ベル に お ける 周波 数 特性 を 
くら べ ま し た (第 5 図 )。 この 場合 
の , 入力 側 で の レベ ル 偏 差 は 土 0. 
5dB 以 内 で す 。 

この テス ト で は , 静 的 な 周波 数 
特性 の ほか に , 信号 レベ ル を 変え 
た 周波 数 特性 の 変化 を みれ ば , 録 











音 再生 時 に お ける ノイ ズリ ダク シ 
ョ ン 回 路 の レベ ル の キャ リブ レー 
ショ ン が 正しく 調整 され て いる か 
どう か も , ある 程度 わか り ま す 。 
な お , ベー タ ハ イフ ァ イ ビ デオ 
グル ー プ で は , 0 dB の 特性 で 高 域 
が 下っ て いま す が , これ は 過 和 変調 
防止 の リミッタ の た め と 思わ れ ま 
す 。 し た が っ て , 実際 の プロ グラ 
ム で は 聴感 上 問題 に な る こと は あ 
り ま せん 。 


2. クロ スト ー ク と SN 比 

1 kHz 0 dB の 信号 を テー プ に 記 
録 再生 し て , これ を スペ クト ラム 
アナ ライ ザ を 使用 し て スペ クト ラ 
分 折 を 行い まし た 。 第 6 図 で 分 析 
帯域 10kHz ま で の 上 側 の 特性 が 信 
号 を 入力 し た と き の , また , 下 側 
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| 
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の 特性 は 無 信 号 時 の 分 析 例 を 示し 
た も の で す 。 上側 の 特性 か ら は , 
第 2, 第 3 次 高調 波 ひ ずみ の レベ ル 
が わか り , また , 上 と 下 の 波 形 を 
比較 する こと に より , SN 比 と ノ 
イズ リダクション の 効果 が わか り 
ます 。 表 示 上 の フル スケ ー ル は , 
基準 レベ ル を 0 dB と し て 一 30dB 
と な っ て いま す 。 

第 7 図 と 第 8 図 は 低 域 ノイ ズ と 。 
クロ スト ー ク を みる だ ため の デー タ 独 
す 。 第 7 図 は LCH に 1kHz 0dB 
の 信号 を 加え た と き の LCH の 様 
子 を , また , 第 8 図 は その と き の 
RCH 側 の 成分 (クロ スト ー ク 色 
と 低 域 ノイ ズ ) を , それ ぞ れ 1 k 
Hz 帯 域 だ 示し た も の で す 。 第 7 図 
で は 1kHz の 信号 を 除い た 波形 
が LCH の ノイ ズ 成 分 を 示し て お 
り , また , 第 8 図 で は 1 kHz の 信 
号 の LCH か ら RCH へ の クロ スト 
ーー 参 浜 し て いま すず す 。 た だ し 、 結 
8 図 は 20dB に ゲイ ン を 上 げ て 表 
示し て あり ます か ら , フル スケ ー 
ル の 位置 で の 信号 レベ ル は , 一 20 
dB と な り ま す 。 第 7 図 の 波形 の 低 
域 ノ フイ ズ は , 大 部 分 が スイ ッ チ ン 
グ ノ イ ズ と 考え て よい ぃ いで し ょ う 。 

























































































































































































【 第 7 図 ] 1 kHz 
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【 第 8 図 〕 
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金子 話題 の 新 素 材 、 セ ラミ ッ ク 
に つい て お 伺い し た いと 思い ます 
が , 特に 今回 は 京セラ さん が オー 

ディ オ の 分 野 に 本 格 的 に 参入 され 
] 縮 と いう と ども あっ て , セラ ミッ 
ク の 特長 と オー ディ オ 機 器 に その 
栽 術 を 導入 し た 新 製品 の プレ ー ヤ 
巴 つ いて お きき し た いと 思い ま 
な ん と いっ て も , 弱電 の 分 野 で 
まま で 一 番 な じみ の 多かっ た の 
ほ , ステ アタ イト だ と 思い ます か 


























3 PTC 
半導体 セン サー 








ら , それ と の 関係 か ら セ ラミ ッ ク 
(に つい て お 願い いた し ます 。 
佐島 利 電子 用 セラ ミッ ク を 大 別 
し ます と , 絶縁 物 と し て 使わ れる 
も の, 誘電 体 と し て 使わ れる も 
の , 磁性 体 と し て 使わ れる も の , 
半導体 と し て 使わ れる も の , 分 
か れ ま す 。 

絶縁 体 で 最も 幅広 く 使 われ て い 
まず の が ,. アル ミナ と いう セラ ミ 
ッ ク で す 。 絶縁 体 の グル ー プ に は 
フォ ルス テラ イト と か , 今 お 話し 
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[第 1 図 エレ クト ロ セ ラミ ックス の 種類 
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の 出 ま し た ステ アタ イト , その ほ 
か コー ディ ライ ト と か いろ いろ な 
種類 の 材料 が あり ます 。 

そ と で , 今 ど 質 問 の あり まし た 
ステ アタ イト と いう 材料 で す が 
と れ は 高周波 絶縁 物 と し て , 第 2 
次 大 戦前 に ドイ ツ ッ で 発見 され た も 
の で , 現在 も 幅広 く 使 われ て いま 
ず 。 と れ は マグ ネシア だ シリ カ の 
混合 化合 物 で あり , それ に 対し て 
今 広く 使わ れ て いる アル ミナ と い 
う の は , ほとん ど 純 粋 な アル ミニ 
ゥ ム の 酸化 物 で ある た め , 材質 的 


(に まず 差 が ある わけ で す 。 
京セラ 電子 機器 株 式 会 社 
佐 傍 利 治 
京セラ 株 式 会 社 
宮崎 貨 雄 
本 村 準二 
荒谷 と 
イン タビ ュ ア ー 
金子 英男 


イ ン タダ ビ ユ 8 2 だ KCN ST お まう よー 


金子 製造 工程 か ら 見 る と , 兄弟 
みた いな も の で すか 。 

佐島 利 セラ ミッ ク は ほとん ど 全 
部 が 兄弟 みた いな も の で す 。 非常 
簡単 に いい ます と , 基本 的 に は 
化学 組成 の 違い と , 考え て くだ さ 
い 。 

金子 昔 の ステ アタ イト は あま り 
に も 知ら れ す ぎ て いま し た か ら , 
その 物性 と 今 , 京セラ さん が や っ 
て いる アル ミナ セラ ミッ ク と は , 
た と えば 性 能 的 に 見 て , 使う 分 野 
が 違う の か , それ と も 優劣 が ある 
の か , その へ ん の と と ろ は どう な 
ん で すか 。 

佐 位 利 こと れ は , ある 分 野 , た と 
えば 高周波 絶縁 物 と し て 使う 場合 
(と は 同 程度 の 性 質 を ちっ て いま 
す 。 高 周波 ロス が 低い と いう 点 で 
は 非常 に 似通っ た も の で あり , 似 
< よう な 使い 方 を され て いま す 。 
た だ し , ステ アタ イト の 場合 に 
は , 1, 300 度 ぐ らい で 焼 結 する わ 
け で す が , アル ミナ 磁器 の 場合 で 
す と , 普通 1.500 度 か ら 1, 700 度 
と いう 高い 温度 で 焼 結 し ます 。 





し た が っ て , アル ミナ の ほう が 
作る うえ に むず か し いと いう と 
と , ある い は 費用 が か か る と いう 
が あり ます 。 た だ デル ペナ 
の 場合 に は , と の よう 焼 結 温 度 
が 高い の で , セラ ミッ ク の 表面 
に 。 た あえ ば タング ステ ン と か モ 


リブ デン の 金属 を 焼き つけ る と と 


が で 生ま まっ 

と の 焼き つけ た 金属 の うえ に さ 
ら に ほか の 金属 を ろう 付け する こと 
と に よっ て , バキ ュー ムタ イト の 
シー ル を 作る と と が で きま す 。 ま 
た , タン グ ス テ ン ペ ー ス ト と アル 
ミナ テー プ を 交互 に 重ね て 焼 結 す 
る と と に より 多層 基板 や IC の パ 
ッ ケ ー ジ な ど を 作る と と が で きる 
わけ で す 。 ス テア タイ ト で は 焼 結 
温度 が 低く , し た が っ て , 溶融 点 
も 低い た め に そう いう と と は で き 
ませ ん 。 機 械 的 強度 も , アル ミナ 
の ほう が ずっ と 高い わけ で すね 。 
金子 それ は どの 程度 の 違い が あ 
る わけ で すか 。 

佐島 利 大 ざっ ぱに いっ て , ステ 
アタ イト が 3 に 対し て , アル ミナ 


く 写 真 -1> 座談 会 中 , 左 か ら 宮崎 氏 , 佐 倍 利 氏 , 木村 氏 


が 10 く らい の 差 で す 。 硬 硬度 で 
ね 。 
金子 硬度 は 7 割 ぐ らい の 差 で 
か 。 ] 
佐島 利 そう で すね 。 ア ルミ ナ の 
硬度 は ダイ ヤ モ ン ド に 非常 に 近い 
わけ で す 。 し た が っ て , 看 い アメ 
ミナ を 使っ て , 刃物 だ と か , 紡績 
用 の 糸 の ガイ ド と か , は さ み な 避 
が 作ら れ ま す 。 そ れ が も う 1 つの 
非常 に 大 きい 特徴 で すね 。 
金子 そう し ます と , よく いわ 
ます ダイ ヤ モ ン ド の 次 に 硬い と い 
う の は そう いう と と で すか 。 
佐島 利 そう いう わけ で す 。 さ @ 
に アル ミナ の 特徴 と し て , 面 麻 灯 
性 が 大 きい と と , 化学 薬品 に 侵 き 
れ に くい と と が あり ます 。 
金子 一 般 的 に , 瀬戸 物 と いう ま 
うな イメ ー ジ が ある の で , 割れ 司 
すい , と 感じ る と 思う の で す が 
その 割れ や ステ アタ イト と アル 評 
ナ セ ラ ミッ ク と の 違い は どの 程 鹿 
な ん で すか 。 3 
佐島 利 さき ほど の 硬 さ の と と ちろ 
(に ちょ っ と 戻り ます が , ビッ カ 
ス 硬 度 で いい ます と , アル ミナ お 
2, 000kg/m? に 対し て , ステ ア ヲ 2 
イト が 650kg/m? と いう オー ダ = 
で す 。 
それ か ら , 今 の 割れ や すさ を 四 
げ 強 度 と いう と と で 比較 し ま 評 
と ,。 アル ミナ が 3.000 か ら 7?,06 
kg/cmn2 と いう オー ダー に 対し て 
ステ アタ イト が 1. 500kg/cm 2 ぐ 虹 
い の も の で す 。 
金子 中 の 構造 的 な 問題 で 出 


る 周波 数 の 分 布 が 違い ます ね 。 壮 


振 点 の 。 
佐 委 利 共振 周波 数 と いう の は 
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物体 の 寸法 が 決ま れ ば , その 物質 
の も っ て いる ヤン グ 率 と 密度 と の 
比 こ よっ て 決ま る わけ で す 。 ヤ ン 
グ 率 は ステ アタ イト の ほう が ずっ 
と 低い わけ で す 。 

金子 また 特徴 と し て , ステ アタ 
f ト の 場合 は , 低い 周波 数 に 対し 
て は 弱い けれ ど , アル ミナ セラ ミ 
ッ ク の 場合 に は 低い 周波 数 に 対し 
で 強い と か , そう いう と と は ど ざ 
いま せん か 。 

枯 人 利 それ は ど ざい ませ ん 。 簡 
単に いい ます と , 同じ 寸法 で 小さ 
い 板 を 作っ た 場合 、 アル ミナ と ス 
テア タイ ト で , 同じ モー ド の 共振 
を 起 と させ て も , 周波 数 が 違う と 
いう と と に は な り ま すけ れ ど も 。 
金子 アル ミナ セラ ミッ ク の ほう 


旗 倍 利 高く な り ま す 。 

金子 た と えば , 仮に ある 大 き 
き , 1 ミリ ぐら い の 厚 さ の も の で 
す と , 具体 的 に どの くら い の と と 
) ろ に 出る ん で すか 。 

析 分 利 1 ミリ で , 厚 さ の 方 向 の 
振動 で す と , 2MHz ぐ らい に な る 
臣 思 いま す 。 

金子 それ は ステ アタ イト で も そ 


誠 分 利 ステ アタ イト の 場合 で す 
と , 1MHz ぐ らい に な る と 思い ま 
す 。 

金子 次 に , 成形 な さい ます ね 。 
世 形 する と き に 必ず ある 方 向 か ら 
その 素材 に 対し て 力 が 加わ り ま す 
ね 。 と と ろ が , ある 方 向 は 密度 が 
あり ます けれ ど , その 加え られ た 
横 の 方 向 は 少な く な り ま す 。 そう 
いう と と ろ の 違い で , 焼 結 し た あ 
と の 方 向 性 は どう いう と と に な り 




















ます か 。 

佐島 利 今 ど 想像 の よう に , と れ 
が セラ ミッ ク を 作る うえ の 大 き な 
問題 な ん で す 。 セ ラミ ッ ク を 作る 
(に は , 粉末 状 の 原料 を た と えば , 
有機 パイ ンダ ー で 固め て 所 定 の 形 
(し ます 。 と れ を われ われ は グリ 
ー ン ボディ と 呼び ます が , 生 の 形 
で 粘土 を と ね て 慢 の 形 に し た も の 
に 相当 し ます 。 あ と は それ を 焼く 
わけ で す 。 そ の 成形 の 方 法 に いろ 
いろ な 方 法 が あり ます 。 

た と えば , 粉末 状 の も の を 圧力 
を か け て 固め る 方 法 , ある い は 射 
出 成型 , 押し 出し 成型 。 鋳 込 成型 
な ど , いろ いろ な 方 法 が ある わけ 
で す 。 い ずれ の 方 法 を と り ま し て 
も , と の 成形 の と き に 加え る 圧力 
の 方 向 に よっ て , 密度 の 差 が で や 
すい の で す 。 い ちば ん わか りや す 
い の は , 筒 の 中 に パウ ダー を いれ 
て , 上 か ら シ リン ダ を 押し 込ん で 
成形 する と 板 の よ うな も の が で き 
る わけ で す が , その 場合 に , 真 ん 
中 辺 と 外側 は 粉 の 流れ が 違う わけ 
dar し た 2 がら で 3 それ を ま 滞 だ 


ぐ 写 真 -2 イン タビ ュー 中 の 金子 氏 





うま く 押 さ な い と , 押し て いっ た 
と と ろ は 密度 が 高い けれ ども , 下 
の ほう が 密度 が 低い と いう と と に 
な り , 焼き あげ て みる と テー パー 
の つい た も の が で きる と いう と と 
が 起こ とこ る わけ で す 。 
金子 そう し ます と , その 押す と 
き の 全 体 に 加わ る 密度 が , 成形 さ 
れ た あと の 構造 に すご どく 関係 する 
わけ で すね 。 ' 
佐島 利 非常 に 関係 する わけ で 
す 。 
金子 そう し ます と , あと で 加工 
で き な い よう な も の の 場合 , その 
前 の 段階 の 精度 は も の すご どく 要求 
され ます ね 。 
佐 倍 利 それ が セラ ミッ ク を 作る 
うえ の 1 つの 非常 に 大 きい 技術 に 
な る わけ で す 。 1 

と れ は ほか の 金属 材料 で も 同じ 
で す が , 仮に 中 に そう いう 密度 の 
差 が あっ た ど ま ずる と 。: どう し よう 
も な いわ け で す 。 形 だ け 作 っ て お 
け ば いい も の で あれ ば いい わけ で 





みあ が 75 ど 処 は ば セグ ミッ ク グ が ター 


ン テ ー ブ ル の よう に た 回転 する も の 
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だ と , も し 部 分 的 に 密度 が 違う と 
- ダ イナ ミッ ク バ ラン ス が 狂い ます 
し , その ほか の 材料 で ,。 た と えば 
電気 的 に 使う も の で あっ て も , 鶴 
度 が 違う た め に 電気 特性 が 違っ て 
くる と いう と と が あり ます 。 と れ 
は セラ ミッ ク 工 業 の 中 の 1 つの 重 
大 な ポイ ント に な り ま すね 。 
金子 その へ ん の と と ろ は ノウ ハ 
ゥ で 教え て は いた だ け な い と と ろ 
で すね 。 ど うい う 点 が いち ば ん む お 
ず か し いか と いう の は , つま り , 
そう いう 方 法 を 気 を つけ な けれ ば 
と いう の は わか り ま す が , その 気 
を つけ る ポイ ント みた いな も の は 
具体 的 に は どう いう よう な と と な 
の で すか 。 

佐 位 利 そう で すね 。 そ と いら へ 
ん が ノウ ハウ に な る か と 思い ます 
ね 。 

1 つ 申 し 上 げ れ ば , 今 , 筒 み た 
いな も の に 普通 下 型 と いう の を 入 
れ て , 下 に ピス トン を 1 つ 入 れる 
わけ で す 。 上 か ら も ピス トン を 入 
れ て . と れ を 押し て いく わけ で 
す 。 一 方 的 に 押し て いく と , 押し 
て いっ て いる フロ ント の と と ろ が 
常に 密度 が いち ば ん 高く な っ て , 
粉 自身 が ブリ ッ ジ を 作っ て , 下 へ 
圧力 が か か る の を 止め る わけ で 
まず 。 

し た が っ て , 上 の ほう が 密度 が 
高く て 下 が 密 度 が 低く な る わけ で 
すか ら , た と えば 非常 に 簡単 な 解 
決 を いう と , 一 方 か ら 押さ ず に 両 
方 か ら 押 し て や れ ば いい の で す 。 
金子 そう する と , 1 つ に は , あ 
る 形 を 作っ て お いて , 真空 ポン プ 
で 気体 の 圧力 を か ける と いう の も 
1 つの 方 法 で すね 。 
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佐 科 利 
常に いい と 質問 な ん で すけ れ ど 
も , と れ は 非常 に コス ト の か か る 
方 法 で す が , われ われ は 油圧 成形 
と いっ て , ゴム の 容器 の 中 に 原料 
の 粉末 を 入れ る わけ で す 。 そ の ゴ 
ょ の 容器 を 油 の 中 に つけ て , その 
油 に プレ ッ シ ャ ー を か ける わけ で 
す 。 そ うす る と , 油 の 中 で は 全体 
に 均一 な プレ ッ シ ャ ー が か か り ま 
すか ら , ゴム を 全体 か ら 押 し て い 
く と と に な り ま す 。 
したがって, 完全 均一 な 圧 カ 
の も と 成形 する と と が で きる わ 
け で す 。 た だ し , そう や っ て 成形 
され た も の は いび つ な 形 に な っ て 
いま す の で , あと で 所 定 の も の を 
そ と か ら 切 り 出 し て や ら な けれ ば 
な ら な いわ け で す 。 

金子 アル ミナ セラ ミッ ク で は 硬 
度 が 高い と いう と と で す が , 今 お 
っ し ゃ っ た 中 で , 一 度 焼き 上 げた 
も の , 焼 結 さ れ た も の を , あと 加 
工 で か な り 修 整 は され る わけ で す 
か 。 

佐 位 利 する 場合 も あり ます 。 
金子 た と えば , 原寸 法 に 対す る 
何 久 の 誤差 な ら 焼き 放し で すむ の 
で すか 。 

佐島 利 と れ は , われ われ の アル 
ミナ セラ ミッ ク の 場合 の 規格 と し 
て は , 原寸 法 の プラ スマ イナ ス 1 
多 と いう の は 焼き っ ぱな し で で き 
な けれ ば いけ な いと と に な っ て い 
ます 。 

金子 1 は 焼き っ ぱな し で で き 
る 精度 だ と いう と と で すか 。 
佐 倍 利 は い 。 

金子 か な り の 精度 は ある ん で す 
ね 。 





に は 振動 減衰 特性 は か な り 長 いき 


それ も あり ます 。 今 , 誠 を 


佐島 利 た と えば IC の パッ ケー 
ジ に た くさ ん 使わ れ て いる わけ で 
す が , と うい う も の は 全部 焼き っ 
ば ぱな し で す 。 オ イル シー ル を する 
た め の リ ング の 表面 と か , それ が 
ら セ ラミ ッ ク の ター ン テ ー ブ ル の 
表面 , と れ は 全面 で す ね 。 表面 
も , 側面 も , 裏面 も , 上 上 字 の 面 
も , 全部 研磨 し て お り ま す 。 
金子 そう し ます と , と れ は ダイ 
ヤ モ ン ド の 研磨 で すか 。 

佐島 利 そう で す 。 ダ イヤ モン ド 
で し か 削れ な いん で す 。 

金子 それ で は , 今回 京セラ さん 
が オー ディ オ の 分 野 に 本 格 的 に 参 
大 な きる と いう と と で オー ズ 議 
オ の 製品 を 何 機種 か 発表 きれ て い 
る わけ で す が , 商品 と し て 出 き 棚 
た の は , いち ば ん 初め はい つ な ん 
で すか 。 市 場 で 商品 と し て 出 き 棚 
た の は 。 

木村 今回 発表 し た プレ ー ヤ の 前 
身 で ある 901 と いう も の が あり ま 
す が , それ は 3 年 前 で す 。 

と れ は , セラ ミッ クタ ー ン 到 還 
ブル を 採用 する と いう と と で 
つの 無 共振 思想 と いう と と が そ と 
か ら 出 て まい り ま し た 。 そ れ を 和食 
回 , いろ いろ な アン プ だ と か , 回 
D プ レー ヤ 関 係 まで 発展 させ た ご 
いう の が 今回 の 製品 で す 。 
金子 そう し ます と , 今 お っ し 畔 
っ た 無 共振 思想 と いう , アル ミ 地 
セラ ミッ ク が 有利 で ある と いう @ 
を 簡単 に 説明 し て いた だ け ま 弓 
か 。 
宮崎 た と えば , 金属 な どの 場 人 
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の で す 。 そ れ に 比べ る と , アル 庄 
ナ セ ラ ミッ ク の 場合 , 音 の 振動 減 
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2 つ を 組み 合わ せ た タ ー ン テー ブル 


ぐ 写 真 -3> PL-910 の 異種 素材 を 組み 合わ せ た タ ー ン テー ブル の 振動 減衰 特性 


衰 特性 が すぐ れ て いま す 。 そ れ を 
ォ オー ディオ 機器 の 中 に 取り 入れ る 
と と に よっ て , 外部 か ら の 振動 を 
伝え な いと か , 内 部 で 振動 を 発生 
させ な いと か , 電子 機器 と し て 非 
常に 大 きい 特長 が 出せ ます 。 

金子 今 の 振動 特性 が 有利 に な る 
と いう と と は , 減衰 特性 が ある 特 
定 の 条件 な の か , それ と も 非常 に 
急激 に 減衰 が 早い の か , その へ ん 
の と と ろ は どう な ん で すか 。 

宮崎 異種 素材 を 組み 合わ せ た タ 
ー ン テー ブル の 振動 減衰 特性 を 見 
て いた だ けれ ば わか る よう に , ア 
ルミ ニウム の ター ン テ ー ブ ル の 場 
合 は か な り 長 く , アル ミニ ウム と 
セラ ミッ ク を 組み 合わ せる と , も 
の すご どく 減衰 特性 が よく な り ま 
す 。 そ と を ね ら っ て ター ン テ ー ブ 














ル を 開発 し た わけ で す 。 
金子 そう し ます と , それ は 今 , 
同じ 形状 の アル ミニ ウム の 材質 の 


も の と , 同じ 形状 の セラ ミッ ク の 


も の を 比較 し た わけ で すね 。 
宮崎 そう で す 。 

金子 それ を さら に 2 つの 性 格 の 
違う も の を 合わ せる と と に よっ 
て , その 積層 され た 間 の と と ろ の 


摩擦 熱 に よっ て 減衰 を 早く し よう 


と いう わけ で すね 。 

木村 そう で す 。 

金子 素材 の 組み 合わ せ だ け の 話 
で すね 。 


佐 倍 利 そう で す 。 

金子 さら 普通 の 場合 は , ター 
ン テ ー ブ ル シ ー ト と いう も の が さ 
ら C 減 衰 さ せ て いる わけ で すね 。 





写真 -4> 右 が メイ ンタ ー ン テー ブル , 左 が サブ ター ン テ ー ブ ル 
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[第 2 図 ] ファ イン セラ ミッ ク ・ タ ー ン テー ブル の 構造 図 
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ぐ 写 真 -5> PL-910 の 外観 (トー ン ア ー ム は 付い て いな い ) 


佐 倍 利 は い 。 

金子 そう し ます と , エネ ルギー 
が 消耗 され る も の だ け で , ほか の 
シー ト 類 は 使う 必要 は な いわ け で 
すか 。 

宮崎 あり ませ ん 。 

金子 それ で すべ て と れる と いう 
と と を 原則 と し て いる わけ で す 
ね 。 

守 崎 , 多 で す 。 

佐島 利 も ちろ ん お 使い に な る か 
た た ちの 希望 に よっ て , ほか の シ 
ー ト の 類 を 使っ て いた だ いて も よ 
いわ け で す 。 

佐島 利 セラ ミッ ク の 場合 , 基本 
的 に は , 冒頭 か ら 申 し 上 げ て お り 
ます よう に た, 非常 に 剛性 が 高い , 
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ヤン グ 率 が 高い 。 と いう と と は , 
曲げ に くい と いう と と で す 。 す な 


、 わ ち , た た いて も 振動 し に くい と 


いう と と に な る わけ で す 。 

金子 キュ ー は どう な ん で すか 。 
佐分利 キュ ー は 高い ん で す が , 
と れ で ご ど 覧 に な る よう に , も ちろ 


ん セラ ミッ ク で も , 形状 を た と え 


ば , 真ん中 を えぐ っ て 一 種 の 釣鐘 
状 に する と , と の 平板 に 比べ て か 
な り の 振動 は 長く 続き ,。 フラ ッ ト 
な 構造 に する と 共振 の 持続 が 少な 
く な り ま すず 。 
金子 反射 面 が 単純 化 さ れる と い 
で だ で の 

佐 倍 利 そう いう わけ で す 。 同じ 
よう な アル ミニ ウム の ター ン テ ー 


ブル だ と 非常 に 振動 の 減衰 は 悪く 
な り ま す 。 
金子 と いう と と は , 反射 面 が 非 . 
常に 構造 的 に 多い か ら , 減衰 が 遅 
れる わけ で すか 。 3 
佐 僧 利 金属 と し て 非常 に た わ み .』 
や すく て , キュ ー も 高い た め に 。 
ー ペ ん 起こ と し た 振動 が 非常 に 減衰 
じ だ ぐい と いう と と で す 。 

また , アル ミ の サ プ タ ー ン テー 
ブル と セラ ミッ ク の メイ ン テ ー 測 
ル の 二 重 構 造 に する と , 2 つの 共 
振 点 の 違う も の を 合わ せる と と 
よっ て ほとん と ど 共 振 し な く な り ま 
0 
金子 シャ フト の 構造 は , 結局 , 
ター ン テ ー ブ ル の シャ フト が 不 確 
実 で す と , レコ ー ド 盤 の ほう の 
ンタ ー の 位置 も あい まい に な り , 
それ に アー ム の ほう の セン ター の 
精度 が きい て きま すね 。 で す が 
ら , 両方 を 完全 に 固定 し な いと い 
け な い で すね 。 
木村 それ も 実は 当初 メタ ル で ス 
ピン ドル を や っ て いた ん で すけ れ 
ども , どう も よく な か っ た の で 
す 。 
金子 こと れ は 今 は セラ ミッ ク で 胡 
ね 。 
木村 と れ は セラ ミッ ク で す 。 開 
発 の 最後 へ き て , と れ は や は り 直 
づつ で を で 。 
金子 これ は さっ き の ア ルミ ナ 包 
ラミ ッ ク を も う 一 度 表 面 研磨 する 
わけ で すね 。 そ の 表面 の 荒さ は き 
の 程度 な ん で すか 。 
佐 札 利 0.5 ミ クロ ン の オー ダ = 
で す 。 
金子 た と えば , ステ ン レ ス の ほ 
うに 比べ て どの くら い の 摩 擦 
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が 違い ます か 。 
佐 選 利 摩擦 係数 が どう か と いう 
比較 は や っ て いな いん で す が , 社 
内 で お も し ろ い 実験 を や っ た ん で 
。 同じ 太 さ の , ステ ン レ スス チ 
ー ル と , セラ ミッ ク の シャ フト を 
使っ て ター ン テ ー ブ ル を や り ま し 
Eo 

と れ を 定常 回 転 に な っ た と と ろ 
で 完全 に ドラ イブ を 切っ て し まっ 
て , 止ま る まで の 回 転 数 の 落ち 方 
を 比較 し た ん で す が , セラ ミッ ク 
の 場合 に は 完全 に リニア に 落ち て 
いく ん で すね 。 ス チー ル の 場合 は 
ある と と ろ ま で いっ て ひょいと 下 
が る の で す 。 
金子 と いう と と は , 軸 の 偏心 と 
か , 摩擦 が 部 分 的 に 違っ て いる と 
か 。 
佐 師 利 回 転 数 の 低く な っ た と き 
に 摩擦 係数 が きい て くる よう な 表 
面 構造 で は な いか と 想像 し て いる 
ん で すけ れ ど も 。 
金子 この プレ ー ヤ は , アー ムレ 
ス な ん で すね 。 
宮崎 そう で す 。 
金子 共振 を 徹底 的 に 止め て いと 
うと いう の が 基本 的 な 思想 な わけ 
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の く 写 真 -6 

記 ら S 

シャ フト ヘッ ド だ けが に 

見 える 
に 3 

く 写 真 -7 ラ 
シャ フト の 
カッ ドモ 守 
ノレ 





で すね 。 

木村 シャ フト で は アル ミナ の 対 
磨耗 性 を 重点 に お いて 考え て , プ 
ラッ タ の ほう で は 振動 減衰 特性 と 
いい ます か , そっ ちの ほう の 特徴 
を 生か そう と し て いま す 。 


ー 一 長 時 間 . あり が と うど ざい ま 
し た 。 

紙面 の 都合 で プリ アン プ , パ 
ワー アン プ , CD プレ ー ヤ は 省略 
が だ ただ b ま し た 








ぐ 写 真 -8> PL910. ター ン テ ー ブ ル を は ず し た 状態 。 
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音 と 映像 の コン トロ ー ル ビデ オハ イフ ァ イ セ ンタ ー 


AVU-150 





VTR の 普及 が 急 で あ も る 。 その 
VTR の 価格 も 定価 で 10 万 円 人 台 が 
登場 し 始め た し , ハイ ファ イ VTR 
(こし て も ソニ ー が 20 万 円 を 切っ た 
モデ ル を 市 場 導入 する な ど , 普 
へ の 環境 が 整い 始め て いる 。 特に 
ハイ ファ イ VTR 関し て は , そ 
の 音声 が ステ レオ で , し か も 従来 
か ら の 家庭 用 VTR の 音質 と は 大 
きく 違っ た 高音 質 と いう と と も あ 
り , 専用 の カラ ー モ ニタ ー と オー 


ディ オ 装 置 と を 組み 合わ せ , いわ . 


ば 大 規模 な か た ち で 楽し む 層 が 増 
加 し つつ ある 。 い わ ゆ る AV へ の 
対応 だ 。 

し か し , AV 対応 は 問題 が な い 
わけ で は な い 。 例え ば, 普通 の コ 
ンジ ポ ー ネ ジ トス テレ に カラ ー モ 
ニタ ー と VTR を 加え た りす る と , 
意外 な ほど 装置 全体 が 大 げ さ に な 
っ て し まう の で ある 。 最近 の 高級 
ロン ポー ネンド で Q は 。 巡っ 王 。 
アン プ は セパ レー ト し て いる と と 
が 多く , スペ ー ス ファ クタ の 点 で 
問題 に な る と と が 少な く な らい 。 
AV シス テム を 購入 し た い が 装 置 
が 大 が か りす ぎる と いう ユー ザー 
が 意外 に 多い の で ある 。 さらに 困 
っ て し まう の が ビデ オ 機 器 の 接続 
や 切り 替え だ 。 VTR を 2 台 使っ 
3 の コ ピー) E 天 オデ ィ ス ネ ク か らら 
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VTR へ の コピ ー な どの 場合 , ス 
イッ チ ボ ッ クス が な い 場 合 は いち 
いち 接続 変更 を し た り し な く て は 
な ら な いと と も た び た び ある 。 何 
ん と か な ら な い だ ろ うか と 思っ て 
いる ユー ザー は 少な く な い 。 
そう し た ユー ザー の た め の 新 製 
品 が と の AVU-150 で ある 。 


AVU-150 の 概要 


本 機 は “ビデオ ・ ハ イフ ァ イ ・ 
セン ター” と 名 づけ られ て いる 。 

ちょ っ と 新しい ネー ミン グ な の 
で わか り に くい か も 知れ な い が , 
要する に , FM ププ AM レシ ー バ で 
出力 は 50W+50W。 と これ に ビデ オ 
機器 接続 機能 を つけ て いる 。 ひ と 
口 で いえ ば , AV 対応 レシ ー バ な 
の で ある 。 価格 99, 800 円 。 

商品 と し て は 明らか に レシ ー バ 
の 範囲 に 入る が , そ と に ビデ オ 機 
能 を 付加 し た の が 新しい し , いか 
(て とも ソニ ー ら し い 商品 企 画 と いう 


の と が で きる 。 


レシ ー バ と し て の 機能 


外観 , 外形 寸法 は ソニ ー の ES 
シリ ー ズ の 流れ を くん で いる 。 そ 
し て ブラ ッ ク 仕 様 だ 。 

チュ ー ナ 部 は クォーツ ディ ジ タ 
ルル シン セ サ イ ザ 方 末 で PEE 1C 


"きる し , 左右 独立 の トー ンコ ント 


ーッ チ 。 同様 に バラ ンス コン トロ ー 





を 採用 。10 キ ー に よっ て 目的 局 の 
周波 数 を 直接 打ち 込ん で の ダイ レ 
クト 選 局 の 他 。 各局 を 次 々 に 受信 
する スイ ー プ 選 局 。 FM プ AM ラ 
ンダ ム 10 局 メモ リー と その メモ リ 
ー 選 局 。 さ ら に メモ リー 局 を 次 々 
に 受信 し て 内 容 を 知る と と が で き 
る メモ リー スキ ャ ン な ど 多 彩 な 選 
局 方 法 が 選べ る 。 

アンプ 部 の 出力 は 50W+50W 
だ 。 一般 コ ン ポ の アン プ の 出力 と 
比べ る と 大 出力 で は な い が , レシ 
ー バ と し て は 十分 で ある 。 大 き な 
特徴 は ノニ ー 独 自 の ASP (オー デ 
ィ オ ・ シ グ ナ ル ・ プ ロモ セッ サ ) 1C 
を 採用 し , メカ ニカ ル 部 品 を オー 
ディ オ ボ リ ウム , 電子 スイ ッ チ に 
お きか えて いる と と で ある 。 

と の た め , ボリ ウム は アッ プ ノ | 
ダウ ンス イッ チ で コロ ント ロー ル 編 





ロー ル も 各々 アッ ププ ダ ウン スイ 


ル も プッ シュ ボタ ン で 行う 。 し か 
も , トー シコ ント ロー ル と ロー フ 
ィ ル タ ON ノ OFF は 各々 の 専用 ボ 
タン で 設定 し た 状態 を 1 また は 2 
の キー に メモ リー する と と が で る 
き , その 状態 は まま た , フラ ッ ト キ | 
ー を 押せ ば 解除 され フラ ッ ト 状 能 
と な る 。 も ちろ ん , フラ ッ ト キ ー 
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を 押し て も , 1, 2 の メモ リー 内 
容 は 消え な い 。 い わ ば コン ピュ ー 
タオ ー デ ィ オ 機能 と 呼べ る 機能 と 
| 操作 性 を 持つ 。 高級 アン プ と は な 
じみ に くい 面 を ASP は 持つ と 思 
う が , 本 機 の よう な 機能 と 目的 を 
持っ た レシ ー バ に と っ て は 抜群 の 
操作 感 と いえ よう 。 
フォ ノ 入 力 は MM 専用 。 ラ イン 
| 入力 系 は チュ ェ ュー ナ , CD/AUX の 
2 系 統 。 テ ー プ モニ ター が 2 系 統 
ある 。 そ し て テー プ コ ピー は 1 一 
、。2 が ワン ウェ イ で 可能 だ 。 
チュ ー ナ 部 , アン プ 部 の モー 
。 ド , ファ ンク ショ ン 等 は , FL( 党 
光 表 示 管 ) に よっ て 明る く イ ンジ 
、 ケー ト さ れる 。ASP も と の イン ジ 
ケー トシ ステ ム が あっ て 有効 機 
能 し 操作 性 が 高まる わけ だ 。 

また , 付属 の リモ ー ト コン トロ 
ー ル コー ド で 同 祉 の レコ ュー ド プレ 
ー ャ PS_-LX500, PS-FL1, PS-F 
|L3 を リモ ュ コン で きる し , 
cs が (グー) (の つ いい だ デー 
プ デ ッ キ の リモ コン も 可能 で あ 
る 。 と れ ら リモ コン は 本 体 で 行う 
の で は な く , 付属 の ワイ ヤレ スリ 
モコ ン で 操作 する 。 と の ワイ ヤレ 
スリ モコ ン は 本 体 主 電源 の ON/ 
OFF の 他 , 音量 , 10 キー に よる 
ダイ レク ト 選 局 プ リセ ッ ト 選 局 , 
メモ リー スキ ャ ン , ミュ ー テ ィ ン 
。 グ , 入力 切り 替え が 可能 で ある 。 


リモ コ 


ビデ オ 関 係 は , ビデ オ 1 が 映像 
| の 入出 力 端子 と それ に と も な っ た 
| 音声 の 主 , 副 入出 力 端子 , ビ デオ 
= 2 は ビデ オデ ィ ス ク 用 で 映像 入力 
| 端子 と それ に と も な う 音 声 の 主 


、 ビ デオ 切り 替え と し て の 機能 . 


副 入 力 端子 だ が , 再生 音 用 と し て 








ビデ オハ イフ ァ ン セン ター AVU-150 


使う VTR や テレ ビ チ ュ ー ナ 用 の 
入力 と し て 使う と こと も で きる 。 そ 
し て カラ ー モ ニタ ー 用 の 映像 出力 
端子 が 1 個 あ る 。 

と れ ら を 駆使 する と と に よっ て 
バイ ファ イィ イ VTR を 使っ て VTR 
を 長 時 間 録 音 再生 機 と し て FM ェ 
アチェ ッ ク な ど が ワン タッ チ で 可 
能 で ある し , ビデ オデ ィ ス ク の 再 
生 は も ちろ ん , VTR の 録画 再生 
も ワン タッ チ だ 。 2 台 の VTR が 
あれ ば ビデ オ の コピ ー が , ある い 
は ビデ オデ ィ ス ク か ら VTR へ の 


コピ ー も ワン タッ チ 。 さら に は 録 


画 内 容 に 合わ せ た 音 楽 な ど を あと 
か ら ダ ビン グ 録 音 す る と と も で き 
る の で ある 。 オ ー デ ィ オ ダビ ング 
機能 に マイ ク が 使え れ ば さら に 多 
機能 で ビデ オ の 音声 編集 に も 便利 
だ と 思っ た が , それ は 欲張り すぎ 
か も 知れ な いし , 本 機 の 目的 を 超 
えて し まう だ ろう 。 い わ ば 本 機 は 
節度 を わき まえ て いる の で ある 。 
本 機 は この よう に 多様 の 機能 を 
持つ が 実際 に 操作 し て みる と 意外 
(に 使い と な し が 楽 で ある 。 た が だ, 
背面 は , フル 接続 する と か な り の 
コー ド 類 が 入り まじ る と と に な る 
の で 慎重 な 接続 が 必要 だ ろう 。 
特に ハイ ファ イ VTR な ど が , 
カセ ッ ト デ ッ キ を 使う の と 同じ よ 





うな イー ジー オペ レー ショ ン で き 
る の が 実に 便利 で ある 。 ま さ に 新 
し い 時 代 の AV 対応 レシ ー バ だ 。 


音 質 


音質 は どちら か と いう と , や わ 
ら か く て お と な し い 。 低 域 を も っ 
と 引き 締め た いし , 中 域 や 高城 に 
さら (と エナ ジー 感 を 出し た いと 思 
っ た 。 は っ きり いえ ば , 音質 は 月 
並み で あっ て , 専用 に 設計 され た 
オー ディ オ 用 と は 異 る 。 し か し 。 
本 機 は その 開発 意図 自体 が マニ ア 
相手 の アン プ で は な い の で , と の 
辺 の と と ろ は 理解 すべ き で ある 。 
むし ろ , 組み 合わ せる スピ ー カ の 
キャ ラク タ を 十 二 分 に 考慮 し た 本 
機 と 組み 合わ せ , オー バー オー ル 
で 好み の 音 を 作り 出す の も ひと つ 
の 方 法 で ある し , せっ か く の ト ー 
ンコ ント ロー ル 機 能 と その メモ リ 
ー 機 能 を 使わ な い 手 は な い 。 私 の 


. と と ろ で は 高 域 ア ッ プ , 低 域 ダウ 


ン で 一 応 の バラ ンス を 得る と と が 
時 GA 

こと これから, AV シス テム を 手軽 
か つ コ ン パ クト に まとめ よう と い 
う 人 に と っ て 本 機 は 考え て いて よ 
い 商 品 で ある 。 ま た , 
ニッ ト が 付属 し て いる の も 注目 す 
べき メリ ッ ト だ ろう 。 


リモ コン ジュ ユ 
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使い 勝手 の 良い コン パク トカ ラー ビデ オカ メラ 


ミノ ル タ “TOROONE" 





関西 の 大 手 カ メラ メー カー, ミ 
ノル タカ メラ 例 は , 5 月 18 日 新開 
発 の コン パク トカ ラー ビデ オカ メ 
ラ “TOROONE" を , 価格 144, 800 
円 で 6 月 1 日 か ら 発売 する 旨 発 表 
し まし た (写真 -1)。 


1. し ゃ れ た デザ イン の 
ハン ディ カラ ー カ メラ 


赤 と 黒 2 ト ー ン カラ ー で フラ ッ 
ト な 形 の ,。 し ゃ れ た デザ イン で 
す 。 重量 は わずか 900g, 大 き さ 
幅 132X 高 さ 70X 奥 行き 232mm 
と 軽く コン パク ト , だ れ に も 気軽 
る 使え る ハン ディ カメ ラ で す 。 


2. F1.2 の 明る い 4 倍 ズ 
と 


と の カメ ラ は , !/2 イ ンチ ハイ ババ 
ンド サチ コン (3.9MHz) を 採用 
し た , 単 一 搬送 波 周波 数 分 離 方 式 
で す 。a 

使用 レン ズ は , 明る く て 使い や 
すい 10~40mm FE1.2 の マク ロ 
機構 つき 4 倍 手 動 メ ー ム で , TTL 
式 光学 ファ イン ダ と 組み 合わ せ て 
いま す 。 レ ンズ の 鏡 胴 に は , パン 
フォ ー カ スエ リア の 表示 が あり , 
と れ を 利用 すれ ば その 都度 ピン ト 
合わ せ が 必 要 が な く , 手軽 る 写 


小西 太 の パパ ・ マ マカ メラ と 同様 "せま す 。 
に, 幅広 い 底 辺 需 要 層 を ね ら っ た 

も の と いえ ます 。 

セッ ビデ オリ モコ ン 


、 ボ タン 






















内 蔵 マ イク 


《 写 真 -1> ハン ドス トラ ッ プ を つけ た 
ミノ ル タ “TOROONE" 
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タリ ー ラ シン デブ 


白 バ ラ ンス 


( 国 弓 ) ヾ ヽ 表 8 押 稼 8 党 宗 呈 テ ミ NN くく S- 漏 山 > 


3. ピン ト の 合わ せ や す 
い 光 学 フ ァ イ ン ダ 


TTL 光学 ファ イン ダ に は , 徒 
来 の マイ クロ プリ ズム に 代わ っ . 
て , 新開 発 の 微小 な 位相 型 回 折 格 
子 を 全面 に 敷き つゆ た ピン ト 板 が 
採用 され て いま す 。 

と れ は , 光 を 散乱 させ る た め 
に, 波動 光学 的 の 取扱 い の 回 折 現 ' 
象 を 利用 し た も の で , 第 1 図 A の 
よう に 思 凸 の 部 分 が それ ぞ れ 一 定 
の 高 さ の 断面 を も っ た , 第 1 図 B 
の よう な 微小 な 単位 マタ ー ン が , 
規則 正しく ピン ト 板 上 に 配列 され 
で WV ま 誠 。 

と の ピン ト 度 の 特徴 は , ① 回 折 
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絡 子 に よる 回 折 光 を 利用 し て いる 
の で , 光 を 有効 な 角度 内 だ け 曲 折 
させ る の で , 普通 の マッ ト 面 に く 
ら べ た い へ ん 明る い , ② レ ンズ の 
射出 瞳 の 中 帯 部 か ら 周辺 部 まで の 
光 を ひろ っ て ピン ト 合 わせ を する 
の で , ピン ト が 合わ せ や すい , ③ 
有 親 則 正しく 配列 し た 微細 な 構造 な 
の で , マッ ト 面 の よう に 粒状 性 が 
な く , クリ ア 見 える , ④ 回 折 光 
は 方 向 性 を も た な い の で , マイ ク 
ロ プ リズ ム 式 の ピン ト 板 に くら 
べ , 撮像 管 で そら れる 像 に 近い も 
の が えら れる , ⑤ 全 面 で ピン ト 合 
わせ が 可能 , な ど で す 。 

な お !: ファ イン ダ に は アイ ピー 
= スシ ャ ッ タ が あり , 不 使用 の と き 
(に と れ を 閉じ れ ば , アイ ピー ス か 
ら 不要 の 光 が 入 射 し ませ ん 。 視 度 
調整 機構 も 用 意 さ れ て いま す 。 フ 
ァ イ ン ダ 視 野 に は , 録画 中 ( 緑 ) 
と 逆光 補正 ( 赤 ) の 表示 が 点灯 さ 
絡ま すっ 


4. 傾斜 の ある ハン ド グ 
リッ プ 


ハン ド グ リ ッ プ が , ボディ の 左 
側面 か ら 写真 -1 の よう に 前 方 へ 
突き 出 て お り , 約 30” の 傾斜 を も 
た せ た 使 いや すい 構造 で す 。 

グリ ッ プ の 上 面 に ビデ オ の リモ 
コン ボタ ン が あり , また , 前 面 に 
は 白 バ ラ ンス 調整 用 の 採光 窓 と 無 
指向 性 の コン デン サマ イク が 内 蔵 
され , ボディ の 右前 面 に は 撮影 中 
を 表示 する タリ ー ラ ンプ が あり ま 
す 。 グ リッ プ の 根元 側面 に , カメ 
。 ラ ケー ブル 接続 用 の 13 ピ ン 丸 型 コ 
ネ ク タ が あり , また は ベー タ 方 式 
ビデ オォ 専用 の カメ ラ ケ ー ブ ル が そ 
れ ぞ れ 用 意 さ れ て いま す 。 















ae 


単位 パタ ー ン 


[第 1 図 ] 位相 型 回 折 格子 の 構造 


5. フル オー ト 白 バラ ン 
ス 調 整 


白 バ ラ ンス 調整 は , 完全 オー ト 
式 で す 。 ハ ンド グリ ッ プ 正面 の 採 
光 窓 か ら 取 り 入 れ た 外 光 の 赤 と 青 
の 成分 を 分 析 し て , 電気 的 に 白 バ 
ラン ス を 自動 調整 し ます 。 し た が 
っ て , カメ ラ を 被写体 に 向け る だ 
け で , めん どう な 白 バ ベラ ンス 調整 
操作 が いり ませ ん 。 

な お , カメ ラボ ディ の 裏面 に 
は , 逆光 補正 ボタ ン と ビデ オリ モ 
ュ ン 信号 の 極性 切替 え ス イッ チ が 
用 意 さ れ て いま す (写真 -2)。 


テス ト し て み ま し た 


ハン ドス トラ ッ プ に 右手 を 差 入 
れ , 左手 の 親指 で ボディ の 底 を 支 
える と カメ ラ が し っ か り と 安定 し 
また , ハン ド グ リ ッ プ が 傾斜 し て 
いる の で 手首 を 曲げ る 必要 が な く 
し か も , 900g と 軽量 な の で , 長 時 
間 楽 に カメ ラ が 保持 で きま す 。 

人 差 指 が 自然 に ビデ オリ モコ ン 
ボタ ン に 触れ , また , 左手 の 人 差 
指 で ズー ムリ ング を , 中 指 で フォ 
ー カ スリ ング が 軽く 操作 で きま 
す 。 さ す が に カメ ラメ ー カ ー の 製 
品 ら し く , 使い 勝手 は 抜群 で , や 
さ し く 使え る 楽し い カ メラ で す 。 
で 高 解像度 の コン パク トカ メラ 


新しい 試み の 位相 型 回 折 格子 式 


ピン ト 板 を 採用 し た 光学 ファ イン 
ダ は , 明る く , ピン ト の ズレ 具合 
が 明瞭 に 判別 で きる の で , 急速 に 
ピン トト 合 わせ が で きま し た 。 

定評 の ある 高 性 能 の ミノ ル タ レ 
ンズ と ハイ バン ドサ チコ ン の 組み 
合わ せ は , コン パク トカ メラ と し 
て は 予想 以上 の すばらし い 解 像 度 
で , 鮮明 な カラ ー 画 像 が そら れ ま 
し た 。 RETMA の テスト チャ ー 
ト を 写し て , 水平 280 本 ちか い 解 
像 度 が えら れ , と れ を 実証 し て い 
ます 。 

< 色 再 現 性 も 上 等 
完全 オー ト 式 の 白 バ ラ ンス 調整 
方 式 は , 色 温 度 の ちがい に よる 色 
再現 が 気 に な り ま し た が , テス ト 
の 結果 は 上 々 で , 照明 の 色 温 度 に 
応じ て ,。 カラ ー テ スト チャ ー ト の 
各色 と も 正しく 再現 され まし た 。 

実写 で も 美しい カラ ー 画 像 が え 
られ まし た が , 
ル を や や 抑え て いる た め , 色 の 彩 
度 ( 色 の 濃 さ ) は いま ひと つと い 
うと で の る です 。 

高 感度 で , 室内 照 明 だ け で も 残 
像 の な い カ ラー 画面 が を られ まし 
半 

と の カメ ラ は , 手軽 る な 価格 
で , だ れ に も 使い や すい , し か も 
高級 カメ ラ な み の 鮮 明 な カラ ー 
像 が を られ る コン パク トカ ラー カ 
メラ と し て , 高く 評価 で きま す 。 


クロ マ 信 号 の レベ 
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明確 な 音像 定位 を も つ リ ファ レン ス スピ ー カ シス テム 


B&W 


DM 110 





B&W 社 - 


B&W に つい て , それ が どの よ 
うな 地位 に あっ て どの よう な 評価 
を 得 て い る の か , ある 出 会 が ある 
まで 正直 な 所 , 知ら な い に 等 し い 
も の で あっ た 。 あ る 出会い と は , 
デッカ の 録音 と ウィ ー ン 国立 オペ 
ラ 劇 場 で の と と で ある 。 モ ニタ ー 
スピ ー カ が B 史 W で あっ た か ら 
だ 。 モ ニタ ー 801F で あっ た か ど 
うか 確か な 記憶 は な い が , B&W 
で ある と と は 確か で ある 。 ョ ヨー ロ 
ッ パ で の モニ ター スピ ー カ と し て 
の 地位 と いう も の を , し っ か り と 
見 て きた 。 あ の スコ ー カ トゥ イー 
タ と , 各 ユ ニッ ト が 別々 に 収め ら 
れ た エン クロ ー ジ ャ の 積み 重ね ら 
れ た 特異 な 姿 は , B 改 W の モニ タ 
ー ス ピー カ を 特徴 づけ る も の で あ 
る 。 そ の 交 と ヨー ロッ パ の ミク サ 
ー ル ー ム で の 存在 と が 今 で も 強く 
印象 に 残っ て いる 。 

B&W か ら , DM220 (69, 800 
円 , 1 本 ) と DM110 (49, 800 円 , 
1 本 ) と いう 2 つの モデ ル が 発表 
され た 。 結論 か ら 述 べ る と , 
の モデ ル と も , な か な か いい スピ 
ー カ で ある 。 DM220 は ダブ ルウ 
ー フ ァ と トゥ イー タ の 3 ウェ イ 構 
成 で 。 ダ ブル ウー ファ を 特徴 と す 
る 。DM110 は 2 ウェ イ 構 成 の シ 





みつ 


134 


ンプ ル さ と いう か 基本 的 な も の で 
ある 。 今 回,。 DM110 の 試聴 を 行 
っ た の で その 印象 を 述べ て みる 。 


DM 110 の ね らい 


DM110 を みる と , まず 印象 と 
し て 受け る の は , ああ ヨー ロッ パ 
調 が 守ら れ て いる な と いう と と で 
ある 。 つ まり 新 素 材 の 何々 が どう 


- だ と か , エン クロ ー ジ ャ の 形 と 特 


性 が どう だ と か , 国産 スピ ー カ に 
み ら れ る 新 技術 の 匂い が ど と に も 
な い の で ある 。 と いっ て , と れ が 
古く さい も の で ある と いっ て いる 
の で は な い 。 永年 みて きた ョ ー ロ 
ッ パ の スピ ー カ の 外観 が その まま 
保 た れ て いる と いう 意味 で ある 。 
と は いえ , 実は じっくり と 練り あ 
げた 技術 が か くさ れ て いる の で は 
な いか と 私 は 思う の だ 。 そ れ と い 
う の も モニ ター スピ ー カ の 印象 が 
そう させ て いる の だ 。 と の モー ニタ 
ー ス ピー カ も 形 か ら み る 限り , と 
て も スマ ー ト と は いい が た い 。 だ 
が , 分 離 ユ ニッ ト で タイ ム ア ラ イ 
メン ト の 問題 は 解決 し て いる し , 
定位 の 良さ は 他 に 例 を さがす の が 
むつ か し い 程 だ 。 高 い 周 波数 で の 
回 析 現 象 も 解決 され て いる の が , 
と れ ら の 良さ を 引き だ し て いる の 
だ 。 と うし た 実物 を 知っ て いる 


と , と の DM110 の 何 の へ ん て つ 





も な い 外 観 で も , 内 に は 技術 が か 
くさ れ て いる の で は な いか と , 私 
は と の 外観 を その まま 技術 の 先 き 
どり が な いと みる わけ に は いか な 
い の だ 。 特 注目 し た い の は , ヨ 
ー ロ ッ パ の スピ ー カ が ソフ トド ー 
だ と だ わっ て いる と と だ 。 を 
スピ ー カ も ソフ トド ー ム で ある 。 
以前 , 外国 スピ ー カ の エン ジニ ア 
に 聞か れ た と と が ある 。 も う ソ フ 
トド ー ム は 時 代 お くれ か / っ て 。 
ソフ トド ー ム が ディ ジタル 対応 で 
は な い ノ っ て , ダレ が 決め た の で 
すか , と 答え て お いた 。 と の スピ 
ー カ で CD の サウ ンド を 聴い て , 
や は り ソ フト ドー ム の 音 は …… 
と , も し 不満 で も あれ ば , ソフ ト 
ドー ム に つい て マイ ナス 点 が 加え 
られ る が , と れ か ら 述 べ る よう 
(, ソフ トド ー ム だ か ら , と いう 
マイ ナス は 全く みとめ られ な い の 』 
で ある 。 
別項 定格 に 示さ れ て いる よう に 
コン パク ト 。 小型 で も る 。 だ が 次 
を 聴い て 驚い た 。 小型 で ある と い 
う 意 識 を 全く 持た せな い の だ 。 ユ | 
ニッ ト か ら 音 が 発せ られ て いる と 
いう 感じ が し な い 。 ス ピー カシ ス 
テム その も の , いい か える と あの 
体積 全体 で 音 の エネ ルギー が 飛び 
だ し て いる 感じ な の だ 。 オ ー ケ スズ 
トラ を 聴く と も っ と スケ ー ル の 大 
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き な 音 響 エ ネル ギー 変換 の イメ ー 
ジ と な る 。 4 倍 も 8 倍 も あり そう 
な バッ フル 面 を 想像 させ る も の 
で , 音 の エネ ルギー が 広い 面 で 師 
っ て くる 感じ だ 。 と れ は 私 に と っ 
て , と て も 心地 よい 体験 で あり , 
録音 側 か ら み る と , と の 面積 で と 


| ら え て 音 が 発散 する 様 は , 実に う 


れ し い と と な の で ある 。 音 場 と い 
う 広 さ を 表現 する の に 録音 で は ず 
いぶ ん 苦労 し て いる が , と も する 
| と それ が と じん まり と し た , 点 で 
の 音源 で 再現 され る と と が 多い 。 
それ は 立ち 上 り の シャ ー プ さ , 音 
域 の 広帯域 化 , 定位 の シャ ー プ さ 
と いう も の を , 物理 的 に の み と ら 
えて いる と , と の よう に な り が ち 
と 想像 され る の だ 。 つ まり B&W 
に お いて は , 確か な と と は わか ら 
な い が , 音源 , と り わ け 音 楽 と の 


^ か か わり に お いて , 常に 音 場 と い 


ウ う . も の を 意識 し た , それ と そ ヨ ー 
ロッ パ の 風土 で 育っ た 音楽 に 精通 
だ エン ジニ デ が ).、 と の スピ ー カ 
の 設計 に 多く の 口 を 出し て いる の 
で は と 予想 され る の だ 。 


DM 110 の 音 は 


室内 楽 を 聴く 。 室 内 楽に は 優れ 
た 録音 の ディ スク が 多い 。 中 で も 
ホー ル の ひび き を た っ ぷり と 入れ 


作 た 音 場 島 か な ディ スク が 多く , そ 


れ ぞ れ が 点 で あり な が ら , 空間 で 
ミッ クス され た 音 の 構造 を よく と 


ら え て いる 。 実は その 録音 テク ニ 


ッ ク の うま さ を , と の スピ ー カ は 


| 見事 に 再現 し て くれ る の で ある 。 


音 エ ンジ ニア が , 何 か 1 つ 文句 


を いう か も 知れ な い が , と の 音 場 
の 再現 性 を 聴い て , お そら く 何 も 
わす ず 師 。 とれ は の いい どど 王 番 いい 
































DM110 の カッ トモ デル 
う の み で あろ うと , 遠く ヨー ロッ 
パ の ミク サー 諸氏 の 好み を 解釈 す 
る の だ 。 細かく 分 析 し て みる な ら 
ば , 低音 群 の 良さ が 注目 され る 。 
と か く 箱 鳴り と か 小型 に あり が ち 
な , 何 か ク セ を 持つ 低音 の ひび き 
が 聴か れる が , と の スピ ー カ に は 
それ を 感じ させ な い 。 ど と で どう 
コン トロ ー ル し た か , 低音 の モヤ 
ツキ も な く , ハナ ツマ ミ の ヌケ の 
悪い 中 低 域 も みとめ られ な い 。 低 
音 は , 小さ い が 故 の 伸び の 不足 と 
いう も の は 確か に みとめ られ る 
が , それ を 超え た 馬力 と いう も の 
が 感じ られ , 総合 的 に 判断 し て 

と の 低音 は 高く 評価 し て いい も の 
だ 。 と の 低音 の 豊か な 量感 と 面積 
で 鳴る 音像 は , 2 つの スピ ー カ の 
間隔 を 広く と っ た と き に も , 少し 
も 中 ヌケ を 感じ させ な い の で あ 
る 。 リ スニ ング ポジ ショ ン か ら み 





DM110 の 外観 

て , 間隔 が 広がり 過ぎ と いう セッ 
ティ ング も 良く み ら れ る 例 だ 。 例 
えば 奥行 き の 不 足す る 部 屋 の 条件 
で ある 。 と うい う 2 つ の スピ ー カ 
の 間隔 に 左右 され な い 音 像 の 群 を 
聴か せる と と に 驚き を 持っ て 注目 


し て いる 。 つ いで だ が 録音 され て 
いる ソー ス の 遇 行 感 の 再現 も す ば 
らし い 。 

フュ ー ジ ョ ン の よう な デッド な 
空間 で 収録 され て , 後 で エコ ー 等 
で 空間 の 音像 と いう も の を 造り だ 
し た ミク シン グ に 対し て も , と の 
スピ ー カ は 音像 を 広く 感じ させ 
る 。 マ ル チ ト ラッ ク 収 音 の 平面 的 
ステ レオ も , いく ぶん 奥行 き を 感 
じ さ せ て , オヤ ッ プ と の スピ ー カ 
(て は , と ん な 再現 性 の 魅力 が あっ 
た の か と , あら た め て その ディ ス 
ク を 聴き な お し た 。. 





形式 ンー いい ッ パ ス レフ 形 。 2 ウェ イイ 

周 濾 数 特性 …… eeerrrrrrrrrr 70Hz 20,000Hz 

出力 者 で … ド ooo 90dB/W/m 

イセ ー ダ ンス ネー ドー タタ eeeeeseeeteere 8 0 

クロ ヌス オー ズバ oo 3kHz 

外形 寸法 , 重量 で ご だ に Pi W260xH490xD250mm 9. 1 
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1. 概 要 


パソ コン は , 十分 その 機能 を 発 
揮 す る た め に は , 付属 の 装置 と 組 
み 合 わせ て “システム” を 構成 し 
な けれ ば な り ま せん 。 シ ステ ム と 
いう の は , 各 単 体 の み で は 出 て と 
な い 新 し い 効果 を 生み 出し ます 。 
パソ コン で シス テム 化 の 第 一 歩 
は , ちゃ ん と し た 入出 力 装 置 を 付 
けが と と で GU ょ う 。 

基本 仕様 が 各社 共通 と いう こと 
で 話題 の MSX パソ コン は , 今 周 
辺 装置 の 開発 と 市 場 の 先取 り を 目 
指し , サー ド パ ペー ティ ー を 含む 何 
社 か し の ぎ を 削っ て いま す 。 

今回 は ,。 と の 5 月 , ヤセ マハ か ら 
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MSX 対応 熱転写 プリ ンタ 


マ ハ 


発売 の 熱転写 アリ ンタ PN-01 ( 写 
真 -1) を 取り 上 げ て み ま し た 。 ヤ 
マハ で は と の PN-01 の 発売 と 同 
時 に 「 漢 字 ワ ー プ ロ ュ ニッ ト SK 
W-01」 (ヤマ ハ MSX パソ コン 
YIS シリ ー ズ 用 ) を 発売 し まし 
た 。 と れ で ,。 MSX ワー プロ の シ 
ステ ム と し で いま す 。 

と と で , PN-01 の 特徴 を いく 
つか 述べ て み ま し ょ う 。①16 個 の 
発熱 印字 素子 を 縦 1 列 に 並べ た 

(ピッ チ は 約 0.21mm) サー マル 
ヘッ ド に よる 熱転写 方 式 を 採用 し 
て いま す 。② プ リン タ 用 紙 は , ロ 
ー ル 紙 な ご ど 連 続 紙 , ある い は シン 
グル ペー パー (カッ トシ ー ト , ハ 


が ガキ な ど ) が 多彩 に 選べ ます 。③ 


と 
く 写 真 -1> 
ヤマ ハ PN-01 
の 外観 




















〔 第 1 表 ] 
ヤマ ハ PN-01 


の 規格 








PN-01 


サー マル ヘッ ド に よる ノン イン 2 
クト 方 式 の た め , 印字 時 に お け 豆 
音 を は ほとんど 気 に し な いで すみ 
まま る 


2. オペ レー ショ ン 


操作 に つい て は , 現在 パソ ュ ン 
用 プリ ンタ と し て , 最も 普及 し て 
いる と 思わ れる ドッ トイ ン パ クト 
式 の も の に 比べ , 用 紙 の セッ ト が な 
ど ハ ンド リン グ は 簡単 で す 。 水 装 





16 ド ッ ト サ ー マ ル | 
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1/120 イ ンチ 
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の グラフィック 5 
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縮小 文字 :137 字 / 行 | 
8X480 ドッ ト / 行 | 
8X960 ドッ ト / 行 』 





印字 方 式 
















内 蔵 文字 










印字 の 分 解 能 















改行 ピッ チ 





( 縦 X 横 ) 



















イメ ー ジ 印字 













紙 送 り 方 式 





ズ プ ーッ ツレ 工 芝 

タイ ム の サー マル 
カー ボン リボ ン 

連続 紙 , シン グル 
ペー ッ パ ー 共 に 可 | 
セン トロ ニク ス 社 還 
な ーー ツジ 仕様 準拠 
| 本体 価格 |\s9800 。 | 





リボ ン 

























用 紙 

























っ ら ) へ 


1 


CJPD トー 生 カ ) の 









る 


| び 





※ 






休 


W 川 | ト "| 【 
の 












用 DUUUM ズ 


[第 2 図 〕] PN-01 の 出力 例 1 (ライ トペ ン 作 画 の ハー ドコ ピー) 


I くき iD 2 
5 GL 有一 
時 向 8BSCoe 提 選 2 千村 KR 條 、 作 ENES6 
MNORS2SSET US に 2 の の こと 
Ne 下っ 9 民 に も 92K い Um 2 な 
較 層 SR 人 EMKNO6SMRS 0 015 電 い hu 束 て 
$ ホ や あ を 〇 例 を ちい うえ お や ゆ よ っ 
(21 の 紅 | の: ICOEEr 
oN NSP SPP 区 梓 コラ 
上 1 っ ボッ ザル 
9 の かま. 守 ( 三 . 届 珍 以 .W 肌 当 5 張 補 
0 本 に 写り ま 紀和 0 に 加入 みす 
あの" あま 大 に 大 - 入 (の 民 - 共 准 人 ペ 悦 ま 
めも や ゆ よ ら り る れ る わり ん 
REIM *※ 水 キャ ラク タ ノ ヒョウ シ " ※ 
= 上 ゆ 
FOR 1T=&H29 TO &HFF 
J=J+1 8 
LPRINT CHRS(T):" の: 【 第 1 図 ] 
TF J=16 THEN LPRINT : J= PN-01 内 蔵 の 
NEXT キャ ラク タ 出 力 
END 


答 造 呼ば れ , 前 面 か ら 後面 へ 紙 
を 送り , 印字 は 水平 に 置か れ た 紙 
に 対し て 鉛直 真 上 か ら 印 字 さ れる 
形 に な っ て いま す 。 ち ょ うど , ひ 
昔 よ く 使わ れ た 湿式 の コピ ー 機 
器 を 扱う 要 傾 に 似 て いま す 。 
さて , さっ そく PN-01 の も っ 
て いる キャ ラク タ (内 蔵 文字 ) を 
IMSX パソ コン (と と で は ヤマ ハ 
の YIS505 使用 ) を つなぎ , ASC 


CIT コー ド を 打ち 出す と と か ら は 


じ め て み ます 。 第 1 図 は . その 
ASCCIT で 打ち 出し た キャ ラク タ 
一 覧 と その 打ち 出し 用 の プロ グラ 
OU スト で す 。 . MS※ パソ ョ コン 
の も っ て いる キャ ラク タコ ー ド の 
内 容 と その 印字 内 容 と が , まっ た 
く 1 対 1 に 対応 し て いる と と が わ 
か り ま す (同一 の コー ド 指 定 で , 

CRT の 表示 内 容 と プリ ンタ の 表 


示 内 容 が 一 致 ) o 


第 2 図 は 。 サン ョ ヨー の MSX パ 


ソコ ン の WAVY10 を 使っ た ライ 


トペ ン 作 画 の プリ ンタ 出力 で す 
(画面 の ハー ドコ ピー)。 

第 3 図 は ,. ヤマ ハ の YIS505 シ 
リー ズ の SKW-01 (前 出 ) を 使っ 


て 書か せ た 「 漢 字 」 の 出力 で す 。 
3. 評 価 


熱転写 アリ ンタ PN-01 は , ド 
ッ ト イ ン パ クト 型 に 比べ , コス ト 
パフ ォ ー マ ンス の 点 で な か な か よ 
いも の が あり ます 。 漢字 の 出力 例 
(に み ら れ る よう に か な り 折 の よい 
印字 に な っ て いま す 。 確 し か に 
“保守 ” の 点 か ら す る と , サー マ 
ルカ ー ボ ン リ ボン 代 (1 巻 ど と の 
使い 捨て ) な ど 消 耗 品 代 が か か り 
ます が 。 ま た , 用 紙 の 利用 の 仕方 


ぐ 写 真 -2> 
サー マル 
カー ボン 
リボ ン 


必要 は 発明 の 母 

Mee 裕 急 き 1. 導 』 当 名 
他 、 生 人 - OO を 人 箇 包 E 
of 1n マ で mt iom 


が ロー ル 紙 か ら ハ ガキ まで 多彩 で 
ある の は , と まめ に 多目的 に 活用 
され る ホー ム ユ ー ス 向け に は ぴっ 
た り で し ょ う 。 静 し ゅ く 性 が よい 
と と も パフ ォ ー マ ンス の ポイ ント 
の 一 つ に な り ま す 。. 

あえ て 注文 すべ き 点 を あげ れ 
ば , 本 体 印字 部 分 の 動作 の 様子 が 


外 か ら よ く 見 える 作り に し て お い 
た ほう が よかっ た と 思い ます (人 筐 
体 の 一 部 を 透明 な ケー ス と する な 
ど )。 今 の PN-01 の よう に 印字 が 
“トン ネル 作業 ” で 印字 の 出力 具 
合 が 外 か ら み られ な い の は 気 に な 
り ま す 。 





* 衣 ネ申 は 作例 な 映 体 に 宿 名 <。 
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[第 3 図 〕 PN-01 の 出力 例 2 (漢字 ワー プロ ) 
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年 々 少 型 化 さ れ て 行く ヘッ ド フ 
ォ ン ・ ス テレ オ , 昨年 ソノ ニー か ら 
発売 され た 新型 ウォ ー ク マン あ た 
りか ら , カセ ッ ト ・ ケ ー ス ・ サ イ 
ズ が ひと つの 基準 に な りつ つ あ る 
よう で す 。 と の 度 ナ ショ ナル か ら 
発売 され た FM プ AM ステ レオ カ 
セッ ト プ レ ー ヤ , RX-S40 (通称 
“ダイ レク ト ・ ド ライブ GO" 位 
29, 900) も , FM プ AM チュ ー ナ 
内 蔵 な が ら , カセ ッ ト ・ ケ ー ス ・ 
サイ ズ を 実現 し た 製品 で す 。 


RX-S40 の 特徴 


カセ ッ ト サ イズ は 厚み は 約 2.6 
cm あり ます が , 縦横 は ちょ うど 
カセ ッ ト ・ ケ ー ス の 大 き さ で , テ 
ー プ 装着 時 に 本 体 の スラ イド 部 が 
約 1.3cm 動き , 大 きく な り ま す 。 
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ナシ ョ ナル 


D.D モー タ 搭 載 FM ノ AM ヘッ ド フ ォ ・ 


RX-S40 


ラジ オォ を 楽し む お 時 は テー プ の プレ 
イ ・ ボ タン と スト ッ プ ・ ボ タン は 
ボディ の 中 に 隠れ る の で , 誤動作 
の 心配 も な く , 使い や すい 設計 で 
す 。 

キャ プス タン は ダイ レク ト ・ ド 
ライ ブ の モー タ に より 駆動 され る 
た め , ワウ フラ ッ タ は 0.05 め と カ 
セッ ト ・ デ ッ キ 並み な 点 も , 本 機 
の 特徴 と 言え る る で し ょ う 。 その他 
(に も ドル ビーB タ イプ NR 内 蔵 , 
オー トス トッ プ 機 構 な ど , 使い や 
すさ を 考え た 盛り だ くさ ん の 内 容 
で す 。 な お パッ テリ に は , 単 4 型 
(AM 4 ) 2 本 が 使わ れ , 省 ス ペ 
ー ス 化 が 計ら れ て いま す 。 


使っ て みて 


本 機 の デザ イン は カメ ラ を 意識 
じ た だ よう で ,. 和 丸い カセ ッ ト ・ ウ ィ 
ンド ー と , その 両 脇 に ある 早 送 


り , 巻き 戻し ボタ ン が ユー モラ ス 


で す 。 大 き さ も 手 に 馴染 む も の 
で , AM/FM チュ ー ナ 内 蔵 と し 
て き 。 すっ きり と し だ デザ イシ 
好感 が 持て ます 。 た だ し と うし た 
デザ イン の た めか , プレ イ , スト 
ッ プ , 早送り , 巻き 戻し な どの ボ 
タン が 小さ く , 爪 を 伸 し た 女性 な 
ど に は ちょ っ と 使い に くい だ ろう 
な と いっ た 感じ が し ます 。 な お ボ 


ディ は プラ スチ ッ ク 製 で す が , 、 角 
た 目 よ り は ガッ チリ と し て いて , 
不安 感 は あり ませ ん 。 

チュ ー ナ 部 , 特 (C FM は 感度 , 
音質 共に お お むね 良好 で す 。 AM 
の クォリティ に 関し て は 今 一 歩 可 
いっ た と と ろ で す が , と の 大 きき 
の ボディ の 中 に フュ ライ ト ・ ア ン 
テ ナ が 内 蔵 さ れ て いる と と を 考え 
る と , 納得 で きる レベ ル だ と 言 旭 
る で し ょ う 。 た だ し と の AM の 和久 
質 は , 長 時 間 聴 いて いて も 疲れ だ 
い タ イプ で 好感 が 持て ます 。 

さて 肝心 な テー プ ・ サ ウン ド で 
す が , 標準 的 な ヘッ ド フ ォ ン ・ ス | 
テレ オ ・ サ ウン ド と で も 言い まし | 
ょ うか , どちら か と いう て 派手 が 
も の で す 。 た だ し と の 音 は FM 
も 共通 し て いる の で , 付属 の へ 
ド フ ォ ン が 持つ トー ン ・ キ ャ ラ 負 
タ と も 考え られ ます 。 と の ヘッ 
フォ ン , 耳 の 穴 に ボー ル 状 の ユニ 
ッ ト を 畠 入 す る タイ プ で , 深く 手 
入 す る と ウェ ル ・ バ ラン ス で 瑞 
が , 浅い と 高 域 が 耳 に 付い て し ま 
いま すか ら 注 意 が 必要 で す 。 
な お ボディ ・ カ ラー は レッ ド , 
ブラ ッ ク , シル バー の 3 色 。 カ セ 
ッ ト ・ サ イズ で FM 放送 も 楽し め 
る 本 機 は , 若い 世代 に 強く アピ ー 
ル す る と と で し ょ う 。 1 
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ディ ジタル テス ター, カウ ンタ な ど 比 較 的 安価 で , 
高 性 能 な 計測 器 が 入手 で きる よう に な っ た と は いる える, 
測定 器 の 製作 で , 調整 は 各自 ご 勝手 に / と いう ほど 
租 責 任 な た こと も あり ませ ん 。 も し , 校正 手段 が な け 
れ ば 最初 か ら 無 調整 化 を 考え る べき な の で し ょ う が , 
小生 も つい 欲 が で て ボリ ウム を 多用 し て し まい ます 。 
し か し , ちょ っ と し た 校正 手段 きえ あれ ば , 多用 し 
た ボリ ウム が 役に立ち 精度 を 倍 か ら 1 桁 上 げ る こと 
が で きる も の で す 。 以 上 の こと か ら , 自分 の 標準 と 
な る 校正 用 電圧 発生 器 は 必需 品 と 思う の で す が , 直 
接 測 定 に 使う 物 と ちがい , つい 後回し に な る の が 実 
晴 で す 。 

一 方 , 必要 な 電圧 が 高 精度 で 取り 出せ る 標準 電圧 
貴 生 器 は , アナ ログ コン ピュ ー タ の 入力 装置 (少々 
大 げき な 例 で す ネ ), 電圧 制御 発振 百 の 入力 な ど , か 
な り 多目的 に 利用 で きる も の で す 。 

と いう わけ で , 今回 は それ 自身 で 校正 で きる 基準 
電圧 発生 器 と , その 応用 と し て 次 に 製作 予定 の コン 
ピュ ー タ 制御 に よる 発振 器 の 実験 を 兼ね て , 電圧 制 
御 発振 器 の 実験 で す 。 使 用 する 発振 器 は 本 多 通商 の 
キッ ト MH-101 で , 中 上 身 は 以前 本 誌 で も 取り 上 げた 


























(1) どん な 物 を 作る か 

今回 製作 する 物 は , 基本 的 に 次 回 製作 の パソ コン 
で コン トロ ー ル する 発振 器 に 組み 込む こと を 前 提 に 
し た も の で , ケー ス に は 入れ ませ ん で し た が , 単体 
で 小型 ケー ス に 納め て も 使い や すい よう に 回 路 も 独 
立 し て いま す 。 一 番 気 に な る 精度 は , 基準 電圧 の 発 
生 に 7?84 年 2 月 号 で 紹介 し た ナシ ョ セミ の LH0070 を 
用 いて 0.03 欠 (25*C), それ に 電圧 分 割 に は 12 ビ ッ ト 
D ノ A コ ン バ ー タ PC648 (NEC) を 用 いて 0.025 多 
(25'C) を 得 ら れる よう に し て いま す 。 コ ント ロー ル 
は , パソ コン の パラ レル 1 ノ 0 を 用 いて 行い ます 。 ス 
イィ イッチ で 設定 する こと も で きま す が , 今回 は サポ ー 
ト し て いま せん 。 


(2) 使用 する 1IC は 

使用 する IC は , 電圧 標準 用 IC に LH0070, アッ 
テ ネ ー タ (電圧 分 割 ) 用 に 12 ビ ッ ト D プ AA コンバー 
タ PC648, 出力 バッ ファ に FET 入 力 の オペ アン 
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土 15V< AB 本 
元 2 
LH0070 500(B) =y 
PC648 
| 
bit 1 一 bitO OUT 
士 15V = 5 
り 100k(B) | 角 ( 
[0-10.24V 
25V 0 p |25my ス テッ プ - 
条 1 誤差 圭 0 0 5 5 % 以 下 46 
件 |(25C で ) - 


最大 負荷 電流 4mA 


15V< 」 

















VccQs Qi Q5 


74LS378 
Di_Ds 












GNDG _Ds 


oO 抵抗 は 金属 被膜 


履 W 誤 差 1 以下 
O コン デン サ は ディ スク セ 
ラミ ッ ク ツク 除く 
+5V 用 > _ 3 3 5 : に 10V/100 は 
GND bit7bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0 
CPU の パラ レル ポー ト よ り 

[第 1 図 〕 基準 電圧 発生 器 の 全 回 路 
プ TL061 (写真 -1), コン ピュ ー タ か ら の ラッ チ に (3) それ で は どん な 回 路 に 
74L S378 を 2 個 , 残り は 電源 用 で す 。L H0070 と ん 基準 電圧 発生 器 の 全 回 路 が 第 1 図 で す 。 ど う で 用 


P C648 の 詳細 は , 第 1 表 と 第 2 表 を 見 て くだ さい 。 。 か , ご く あ り ふ れ た D/ ム 変換 回 路 で は な いで す が 
それ で は 簡単 に 回 路 の 説明 を し ます 。 










































最大 定格 電気 的 定格 
電源 電圧 12.5V40V 項 目 
全 損失 600mW ー 
出力 ショート 電流 制限 な し 出力 電圧 25'C | 
出力 電流 20mA 出力 精度 一 0, 一 1 25*C 土 0.03 
使用 温度 ー55'Cー125'C ー2 土 0.02 | 0.05 
出力 精度 一 0 一 1 | 一 55'?Cー125*C 0.3 
ー2 0.2 
外 形 温度 変化 ー0 85'C 一 25*C 0.2 
Vour “ また は 0.02 | 0.1 
一 25'Cー 一 25*C 0.01 0.04 
ViN GND 入力 ー0, 一 1 Vs 器 志 0.02 0.1 
(ケー ス ) レギ ュ レ ーション 一 2 13V ミ VrN =33V 0.01 0.03 
出力 レギ ュ レ ーション Iour デ 0ー5mA 0.01 0.03 
電源 電流 Vrm=13~33V 1ounr=0mA の 3 5 
参 考 出力 ノイ ズ BW0.1Hz 一 10Hz 20 
精度 に より LH0070-0 出力 抵抗 0.2 1 
LH0070-1 SE と 
LH0070-2 安定 性 一 0 一 1 25*C 0.2 
の 3 つが ある ー2 0.05 























[第 1 表 〕 LH0O070 の 規格 
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まず , LH0070 で 正確 な 10.00V を 発生 きせ ます 。 
元 来 LH0070 は , DA 変換 で この よう に 使う た め 
に 作ら れ た 1IC な の で す 。LH0070 の Voor か ら 出 て 
いる 10Vour は 本 器 自 身 の 校正 用 で す 。 

D ノ A 変 換 の PC648 の 14 番 ピン に は , L H で 発 
邊 させ た 電圧 で 1mA の 電流 が 流れ 込ん で いる の で , 
後 は ディ ジタル 入力 に よっ て この 1mA を 正確 に 増減 
て 出力 (Iour) に 出し て くれ ます 。 た だ し , PC 
記 8 は 電流 出力 な の で , 次 段 の T L061 を 用 いて 電流 


A/D コ ン バ ー タ 
ーー し に | 





< 写真 -1> 本 器 で 使用 し た 1C 

































































































































































項 目 条 件 MIN | TYP| MAX 電源 電圧 +V ニ 45-15V 
本 っ 放 5 | ーV=ー15 一 一 10.8V 
に に 守 還 結 る 周囲 温度 0-70C 
微 分 誤 差 フル スケ ー ル に 対し て 土 0.025 ン 2 基準 入力 電流 0.2-10-1.1mA 
直線 性 誤差 フル スケ ー ル に 対し て 土 0.05 レノ 4 ] ロジ ッ ク 入 力 
フル スケ ー ル 電流 3.935 | 3.999 | 4.063| mA ハイ レベ ル 2.0 一 18V(+V ま で ) 
と 5 E 。 ー レ ベル 一 5.0- 二 0.8V 
温 度 係 数 フル スケ ー ル で | +40 ppm/C | 生 c 

上 1 力 電 圧 男 ー5.0 一 士 10V 
オフ ェ セッ ト 電 流 ゼロ スケ ー ル で 0.1 | zA EE 
セッ トリ ング タイ ム | 全 ビ ッ ト 同 時 ON/OFF 400 
出力 容 量 35 pF 
| ロラ ッ ク 入 力 電流 40 | gA 
基準 入 カ バイ アス 電流 | 」 ー2.0 | zA 
基準 人 力 ス ルー レー ト 4.0 8.0 mA/s 
電 源 変動 填 13.5 一 16.5V, 一 15V 0.001| % 
除 志 比 ー13.5 一 16.5V, 十 15V 0.001| 
電 源 電 流 十 15V,。 一 15V 十 8.5 | mA 
ー18.0 | mA 
消 量 電 カ +V ニ 15V, ニー15V| 397 | mw 
(=15V, 一 V=15V, ImEr 1.000mA 25C の と き ) 
〔 第 2 表 (a) ) PC648 の 規格 
端子 の 機能 
端子 名 称 記 号 機 能 
外 形 1 ニ 12 ディ ジタル 入力 bit0 一 | ディ ジタル 入力 端子 bitO = 最 下位 
bit12 bit12= 最 上位 
見 上 信 )hi +V スレ ッ シ ョ ー ル トド 制御 | Vi。 | ディ ジタル 入力 の HI, LOW の 振り 分 け 電 庄 を 
本 1 8 上 決め る 。GND に する と TTL レ ベル 
10 0UT 
スト 5 ]4 | 差 準 入力 (+) REF | 基準 電流 入力 用 オペ アン プ の + 側 入力 。 
3 our ( 十 ) | 基準 入力 の 十 側 を 接続 
9H1 Ma 」。 | 基準 入力 (一 ) | REF | 基準 電流 入力 用 オペ アン プ の ー 側 入力 。 
75 COMP (一 ) | 基準 入力 の 一 側 を 接続 
6Ll6 REF(-) 6 | 仁 相 補 正 | coMp| 基準 入力 用 オペ アン プ の 位相 補正 通常 
5 人 7 REF(+) 0.01zF を 一 V と 接続 
4[ 18 VLC 17 | 負 側 電 源 ーV 負 側 の 電源 端子 
3F9 bit0( 最 下位 )| 1s | 電 流 出 力 |Iour | / ナ ログ 電流 出力 (バイ ナリ ー) 
bit 2LI10 1 Tour | アナ ログ 電流 出力 (バイ ナリ ー) た だ し , ディ ジ 
19 | 電 流 出 カ タル 入力 の 反転 し た 値 が 出力 され る (コン プリ 
メン タリ バイ ナリ ー) 
層 20.| 正 側 電 源 +V 正 の 電源 端子 








[第 2 表 (c)〕) PC648 の 外形 と 端子 の 機能 
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残 ! 




















| OUT 1S1588 
ー 9L24 ? -24V bit,- 
| 族 50V |G 1 市 50V 50mA 0 
1op1 二 30z」 上 いこ 
10D1 | 分 婁 
| Nsrr 1S1588 8 Mi 3 
24V-1A 中 50V じ 下 忠和 4100 ます ヵ 
POWER 1 ンー 2bit: 
1 | 
] Nori 1S1588 上 し まし 7 
AC100V 二 + V 400mA 1 陸 有利 
4 > 
- 3 POWER 表 示 0 ば 下 人 
FUSE 9 ) 示 ば 下 1 
0.1A 当 7eos ド + 1S1588 1 時 呈 LED 回 路 wae 
記 | 1 MD 2 また は 何 ん 
放熱 板 | で も よい 
| NorogPuT 1S15ee he ⑳⑭ 
叩 16V |G 1 品 10V 550mA 3 7 
| +100z 了 +47z _- 
| Oi 
k ト ーー ーー の 葛 囲 が 基板 ーーーーー ォ 損 を 1 
ーー に 用 , 
- 電 圧 変換 を 行い ます 。 れる よう に な っ て いま す 。 ま た , 100k@ の ボリ ウ 了 
3 し SN 織 ロ 
す 第 1 図 で 500@ の ボリ ウム の 調整 を と っ た と き , は , PC648 と TL061 の オフ セッ ト (0 V) の 詩 の 
、。 PC648 か ら 4mA 流 れ 込ん で 10.23V の 出力 が 得 ら 用 で す 。 6 
だ け : 
トラ 


〔 第 3 図 ] 基準 電圧 
発生 器 の パタ ー ン と 
部 品 レ イア ウト 
(原寸) 
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残り は ディ ジタル 入力 部 で す 。zP C648 が 入力 12 
蘭 一 方 。、 パ ソコ ン は 8bit な の で , パパ ソン コン か ら 
計り 出す デー タ は 2 回 に 分 割 し を な けれ ば な り ま せん 。 
着 す る と き , 8bit と 4bit に 分 割 する 方 法 も あり 
ます が (むしろ その ほう が 一 般 的 で す ), 今回 は 上 位 


2bit を ラッ チ パ ルス に 用 いる た め , 6bit ず つ に 分 け 
まし た 。 こ の ほう が 1IC の 種類 も 減ら せ て 製作 に も 
有利 に な り ま す 。 デ ー タ の 入力 は , 6 bit を 1 に すれ 


ぼ 下 位 6 bit が , bit 7 を 1 に すれ ば 上 位 6bit が ラッ 
主 さ れ ま す 。 


(4) 電源 部 

3 月 号 の AD コン バー タ か ら , 次 に 作る 発振 器 
を 一 つ に まとめ る つも り で , 5 つも 出力 を も っ た 電 
線 を 作り まし た (第 2 図 )。+ 5V は 主として TTL 
還 。 土 11V は オペ アン プ と DA コンバー タ な ど ア 
ナチ ログ 用 , 一 24V は 次 の 製作 (今回 の 実験 も 含め て ) 
の 発振 器 に 用 いる ICL8038 用 , 一 5V は 2 月 号 製作 
の AD コン バー タ 用 で す 。 今回 の 標準 電圧 発生 問 
だ け を 作る 人 は , 土 15V と 二 5V の み で よい で し よう 。 
トラ ンス も 0.5A (HT-2405) で 十分 で す 。 回 路 は 








(第 4 図 〕 
| 電源 の パタ ー ン と 
部 品 レ イア ウト (原寸) 





ー24V 以 外 に 特に 変わ っ た と ころ は あり ませ ん 。 
5 V 用 は 出力 電流 が 大 きい の で 両 波 整 流 に し て あり 
ます 。 24V 用 は 電流 容量 も 少な い の で 倍 圧 整流 の 
変形 を 使い まし た 。 


(5) 製作 は 簡単 だ 

パタ ー ン と 部 品 配置 は 第 3 図 に 基準 電圧 発生 部 , 
第 4 図 が 電源 部 で す 。 第 3 図 , 第 4 図 と も に フォ ト 
レジ スト 用 に 書い て ある の で , 基板 に 直接 パタ ー ン 
を 書く 人 は , 一 度 ト レー シン グ ペ ー パ ー に 写し て 斉 
返し て か ら 書 いて くだ さい 。 基 板 は 10cm X15cm ( サ 
ン ハ ヤ ト 23K) 1 枚 で 両方 と も 作れ ます 。 

基準 電圧 部 に 使う 抵抗 は , 誤差 1 %? の (で きれ ば - 
0.5%) の 人 金属 被膜 抵抗 を 使っ て くだ さい 。 ボリ ウ 
ム も 良質 の も の (小生 は 小型 の サー メッ ト タ イ プ ) 
を 使用 し ます 。 パ ター ン で 気 を つけ る と ころ は , 74 
L S 378 の ピン の 間 に 通 し て いる パタ ー ン で す 。 細 
く な る の で 気 を つけ て な る べく 濃く 書い て くだ さい 。 
薄い と エッ チン グ の と き に 切れ る こと が あり ます 。 
パパ ソコ ン と の 接続 は 。 フラ ッ ト ケ ー ブ ル を 使用 で 
きる よう に アー ス 線 を 含め て 16 本 で す 。 "84 年 3 月 号 
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に 書い た パラ レル 1/0 を 使用 する 方 は , 写真 - 2 の 
右 下 に ある 小 基 板 の フ ラッ ト ケ ー ブ ルコ ネ ク タ 基 板 
を 作っ て くだ さい 。 ピン 数 と スペ ー ス の 関係 で この 
よう に な り ま し た 。 しかし, フラ ッ ト ケ ー ブ ル の コ 
ネ ク タ の 不要 な ピン を 切っ て 使用 する と スマ ー ト に 
な り ま す が , ほか の 機能 を 組み 込む と き に 作り 直し 
に な る た め ,。 これ 単体 で 作る ほう が いい で し ょ う 。 
接続 は 出力 ポー ト (3 月 号 の 記事 で は #1 の 0UT) 
で す 。 ピ ン 番 号 は 3 月 号 を 見 て くだ さい 。 全体 の 接 
続 を 第 5 図 に 書き まし た 。 

電源 の 製作 で 注意 する と ころ は , 7805 の 放熱 だ け 
で す が , 基準 電圧 発生 器 だ け を 単体 で 作る 方 は , 放 
熱 は 不要 で す 。+ 5 V 用 の 放熱 板 は , 第 6 図 の 形 に 
し て ケー ス に 取り 付け る と 放熱 効果 を 含め て ベタ ー 





コネ クタ 基板 








CPU IO 
ポー ト か ら 
フラ ッ ト ケ ー ブ ル 











1 44 


CPU I/F 





(GE 


(6) スイ ッ チ を 入れ る 前 に , プロ グラ ム を 作ろ 3 
パソ コン は ソフ ト が な けれ ば ……。 と いう わ ( 王 議 
スイ ッ チ を 入れ る 前 に プロ グラ ム を 作り ます 。 完 展 
し た の が 第 7 図 で , 非常 に 簡単 な も の で す 。 で 
少々 説明 を し て お きま し ょ う 。 

行 番号 5 一 8 まで は 使い 方 を 説明 し て いま す 。 斉 
UN する と キー 入力 待ち に な り ま す 。 こ こ で , 希 詩 
する 出力 電圧 を mV 単位 で キー 入力 を 行う と , 出 
に その 直流 が 出 て 来る こと に な っ て いま す 。 た 本 
キー 入力 は 最少 2.5mV で , 以後 2.5mV の 倍数 に な 畔 
計 す 。 

10 桁 で キー 入力 待ち 。 キー 入力 が ある と 実際 の 請 






















GND +5V 一 15VGND 二 15V 




















GND 

OUT 

10V 固 定 出力 

GND 
〔 第 5 図 〕 
基準 電圧 発生 疾 
各 基 板 の 接 続 


電源 基板 





く SS 





革 暗 


ee 


呈 出 
ー ト 









ビス 穴 


7805 を 止め る 3.2mme 


取り 付け 


20mm 

















と 光 の キー 入力 を 待っ て 同じ こと を 繰り 返し ます 。 
この プロ グラ ム か ら 抜 け 出す の に は ブ プレー クキ ー を 
押す 以外 に は あり ませ ん 。 入 力 数 値 の 範囲 な ど 誤 入 
力 の チェ ッ ク は まっ た くし て いま せん 。 こ れ で メイ 
ンプ ログ ラム の 説明 は 終わ り で す 。 

次 は 実際 に 計算 し て 出力 する プロ グラ ム で す 。 こ 
の 部 分 は 各自 プロ グラ ム を 作っ た と き , 呼び 出せ る 
よう に サブ ルー チン に し まし た 。 120 行 の 計算 は 次 
維 よ うに し て 出し て いま す 。 出 力 電 圧 (キー 入力 の 
値 ) を V, AD コン バー タ の 入力 を と する と 。, 


0 ) 
10 


た だ し , 小数 点 以下 が 出力 で き な い の で INT で 切 
り 捨 て て いま す 。 
ここ で , AD コン バー タ の 入力 が 上 位 6bit, 下 


F=INT ( 


上 位 6bit に 分 け て 出力 し な けれ ば な り ませ ん 。 その 分 


離 が 130 行 で FH が 上 位 6bit, FL が 下位 6bit で す 。 
以降 各 6bit を 出力 し て リタ ー ン し ます 。 例 と し て , 
出力 に 10V を 出す つも り で お の お の ハン ド シ ュ ミレ 
ーション し て みて くだ さい 。 

MZ 以 外 で ご 使用 に な る 方 の た め に , 特殊 な 記号 
の 説明 を し て お きま し ょ う 。 

s 110 行 に ある : は 複合 命令 の セパ レー タ 

s 同 じ く 110 行 の INT は , 変数 の 正 数 部 の み 

取り 出す 命令 

s120 行 の OUT⑧101,FH は ポー ト ア ドレ 

ス 101 番地 に 変数 FH の 内 容 を 出力 する 命令 

この 辺 さ え 気 を つけ れ ば , PC で は プリ ンタ 1 ルン 


ケー ス に 止め る 
は 1mm 以 上 ビス 穴 3.2mmg 
\ ほ う が よ い 
算 と 出力 の ルー チン を コー ル し ます 。 出 力 が 終わ る を 使用 し て も 取り 付け られ ます 。 


(7) それ で も スイ ッ チ を 入れ る 前 に 

普通 な ら こ こ で スイ ッ チ オン と な る と ころ で す が , 
今 一 度 配線 。 電圧 を 確認 し て くだ さい 。 高 価 な 1 C 
で す 。 くれぐれも ご 注意 を 。 


(8) いよ いよ スイ ッ チ オン 

いよ いよ スイ ッ チ オン で す 。IC の ピン で 電源 電圧 
は 正常 に 出 て いま すか 。 O K ? それ な ら 一 安心 で す 。 
で は , いよ いよ 第 7 図 の プロ グラ ム を ロー ド , RU 
N さ せ て くだ さい 。 





第 7 図 ) プロ グラ ム 
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(9) で は 完全 調整 を 
この 回 路 で は , 調整 すべ き ボ リウ ム が 2 個 あ り ま 


す 。100kQ が 0V 調 整 , 500@Q が フル スケ ー ル 調整 
で す 。 


ちょ っ と 便利 な 整流 回 中 


電源 の 一 24V の と ころ , 少々 変わ っ て いる の に 気 
づか れ た こと と 思い ます 。 こ れ は 倍 圧 整流 の 変形 で 
す 。 例 を A-(a) 図 の よう に と っ て 説明 し まし ょ う 。 
A -(a) 図 で 負 の 半 サ イク ル は A-(b) 図 の よう に 電流 
が 流れ , Ci は 図 の 極性 (この 極性 が 大 切 で す ) で , 
ピー ク 値 (IOVX J 2 王 14V) まで 充電 され , 次 の 
正 の 半 サ イク ル で は , A-(c) 図 の よう に 前 に Ci に 充 
電 さ れ た 分 トラ ンス 出力 の ピー ク 電 圧 よ り 押 し 上 げ 
られ , Cs は ピー ク の 28V ま て 充電 され ます 。 この こ 








a. 0V 調 整 
まず , パパ ソコ ン の 入力 指示 に 対し て Ocs 


カカ し ます 。 AD コン バー タ の 入力 は , すべ て 0 に 


と 人 人 
な 


っ て いま すか ら , 当然 出力 も 0 に な る は ず で す が , コ 


と か ら 倍 圧 整 流 と 呼ば れ て いま す 。 

で は , 日 図 の よう に Di を 別 の 電位 に つなぐ と ど 
うな る で し ょ うか 。 人 負 の 半 サ イク ル で Ci に 充電 され 
る の は 5XJ/2 テ 7.0 な の で , 正 の 半 サ イク ル の ピ 
ー ク 電圧 14V と 合わ せ て 21V が 出力 に 出 て 来 ま す 。 

次 に コン デン サ の 値 で す が , Ci Cz と し て リッ プ 
ル 電 圧 を 1 Vp_p ま で 許す と すれ ば お お よそ 1I0mA あ 
た り 200F 必 要 で す 。 つま り , 50mA の 出力 が 必要 
な ら C ュ ーCs 三 200X5 三 1,0004F で す 。 

この こと か ら も あま り 大 き な 出 力 電 流 が 必要 な と 
ころ で は 得策 で は な いよ う で す 。 筆者 は MAXIO00m 

A と 考え. で いま す 。 も で る も りり 名 


10v い ! D2 6 
2」 プル 許容 値 を も っ と 上 げ て いま す 
Di : C2 es ピー ク 電 圧 が , 同様 に し て 3 倍 圧 , 5 倍 圧 な 
= =28V 
0 ど 作 る こと も で きる の で 特殊 な 回 





(3) 








路 に 使う の に 便利 で す 。 
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10V 上 和 
NM 刻 C 1 
V/ | | 本 D っ 5V Mi e 21V=5x,2+ 
エ 8 10x の 
0V トラ ンス 出力 ピー ク 電圧 (14V) に よ 率 
Ci に は ピー ク 値 10X ソ 2 =14V っ て Ci の 充電 電圧 (14V) が 押し 上 げ 
が 充電 され る られ て C2 に は 28V が 加わ る 0V 
(b) (c) 
A 図 B 図 


























て ) 内 は 改造 個所 
、 は 新しく 作っ た 入力 点 


ン バ ー タ と オペ アン プ の オフ セッ ト の た だ ため 0V に は 
な り ま せん 。 そこで , この 100kQO の ボリ ウム で 0V 
に 調整 し ます 。 テ スタ ー の 最高 感度 で 調整 し て くだ 
さい 。 手 持ち に 高 感度 な 電流 計 が ある 方 は , 最後 の 
調整 に 電流 計 を 直接 出力 に つない で 0V に し ます 。 
b. フル スケ ー ル の 調整 

今度 は パソ コン の 入力 を 10,000mV (=10V) に 
し ます 。 次 に , 出力 の 十 側 と 10.00V 固 定 出 力 の 電 
位 差 が 0 に な る よう に 5000 の ボリ ウム を 調整 し ま 
す 。 要領 は 0 V の と き と 同 じ で す 。 

以上 で , 正確 な 基準 電圧 の 出来 上 が り で す 。 調 整 
の 終わ っ た ボリ ウム は , ラッ カー な ど で 1 カ所 チョ 
ン と 止め て お きま し ょ う 。 

これ で あな た は , 10V 土 0.05 多 精度 の 可変 標準 電 
庄 を 手 に 入れ ん た こと に な り ま す 。 い か が で すか , ご 気 
分 は 。 こ の 精度 は , 実験 宝 レ ベル で な けれ ば 個人 用 
で は 十分 過ぎ る 値 で す 。 まずは, * テ スタ ー な ど 
か ら 校 正 し て お いて くだ さい 。 


























計 15V= Y 
床 堆 生 圧 貞 了 13810 | 
発生 問 | 
出力 より 2 ト MH-101 
No キッ ト 
出力 2 
(入力 2 へ ) 
h 力 1 
GND 一 和 イ (入力 1 へ ) 
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[第 9 図 ] 基準 電圧 発生 器 と M H-101 キ ッ ト の 
イン ター フェ ー ス 部 


CC 


タイ ミン グ ・ コ ン デ ン サ は _ 
2.200p+150p を 使っ た 。 





いよ いよ 応用 編 で す 。 実 験 に は , 本 多 通 商 の M H 
-101 キ ッ ト を 少々 改造 し て 使い まし た (写真 -4)。 中 
身 は ,。 ICL8038 フ ァ ン クシ ョ ンジ ェ ネ レー タ そ の も 
の で , 回 路 を 第 8 図 に 改造 し た 部 分 も 一 諸 に 書い て 
お きま し た 。 こ の 改造 は 入力 形式 の 変更 に よる も の 


な の で , ボリ ウム な ど に よる 入力 形式 (キッ ト 本 来 
の 入力 形式 ) の と き は 改造 し な いで くだ さい 。 
8038 入 力 は , Vcc を 基準 に し た 負 入 力 , 一 方 今回 
作っ た 基準 電圧 は , グラ ンド を 基準 に し た 正 出 力 な 
の で , その 間 の イン ター フェ ー ス を 作ら な けれ ば な 
り ま せん 。 イ ンタ ー フ ェ ー ス の 条件 と し て , 両方 の 
基準 電圧 を 基準 電圧 発生 器 の GND (一 番 安 定 し た 
ポイ ント で す ) に 決め , その 分 8038 の 一 Vcc を 下げ 


この 部 分 も 
不要 に な る 






追加 入力 : 


道 加 ボ リ 


< 写真 -4> 本 多 通商 の MH-101 キ ッ ト 
1 4Z 


リニア ライ ザ 基 板 








て --24V に し まし た 。 電源 の 一 24V は その た め の も 
の で す 。 つ いで に , 入力 電圧 一 出力 周波 数 の リニア 
リティ を よく する た だ ため に , 入力 部 を オペ アン プ の 人 負 
帰還 の 中 に 入れ て し まい まし た 。 そ の た め の 改 造 が 
第 8 図 の 線 で 囲ん だ 4 カ所 で す 。 

今回 作っ た イン ター フェ ー ス 部 は 第 9 図 で , 基板 
は サン ハヤ ト の 1CB-91 を 使い まし た 。TICB-91 は , 
こう いう 実験 に は も っ て こい な の で す が , 欲 を いえ 
ば あと 少し パタ ー ン が ある と 部 品 の 挿入 が 楽に な る 
と 思い ます 。 部品 配置 な ど は 写真 -5 を 見 て くだ さい 。 
基板 間 の 結線 は 第 8, 9 図 に 書い て ある と お り で す 。 
で は スイ ッ チ ON で す 。 プ ログ ラム は 第 7 図 を 使い 
ます 。 ま ず , 入力 する の は 10,000mV, この と き , 
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8038 入 力 守 圧 (V) 











〔 第 10 図 〕 入力 電圧 対 出力 周波 数 
(よく 直線 化 さ れ て いる ) 
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電圧 反転 基板 


10kO ボ リウ ム 


100kO ボ リウ ム 








前 段 の オペ アン プ の 出力 が 7.5V に な る よう に 10k@9 
の ボリ ウム を 調整 し ます 。 

次 に , キー 入力 を 10 に し て 発信 が 停止 する 寸前 回 
100 kQ の ボリ ウム を 調整 し て くだ さい 。 も う 少 し 詳 四 
く 書 く と (カウ ンタ を も っ て いる ほう は ) 前 者 が 机 
.00kHz, 後者 が 40Hz で す 。 もう一度 同じ 調整 を 最 
り 直 し て くだ さい 。 こ れ で 0O K で す 。 小 生 の 結果 ほ 
第 10 図 の よう に な り ま し た 。 い か が で すか ? これ 座 
アッ テ ネ ー タ が 自動 化す れ ば すべ て OK な の で す 枯 
この まま で も レベ ル 合 わせ の み 手 動 で 行え ば 立派 大 
コン ピュ ー タ コン トロ ー ル 発信 器 に な る で し ょ 2 

残る 問題 点 は 波形 の 問題 で す 。MH-101 に ある 添 
リウ ム 2 個 と 追加 し た 1 個 は 波形 調整 用 で す 。VR 
と 追加 の 100kQ を 中 点 に , VR4 を 80kQ ぐ らい に し 
で お て と まず は 0 で す 。 

最後 に な り ま し た が , MH-101 キ ッ ト の 入手 と 閥 
料 の 入手 と 使用 を 快諾 くだ さい まし た 九州 本 多 通 商 
様 に お 礼 申 し 上 げ ま す 。 


参 考 資 料 
イン ター シル デー タブ ッ ク 
TI リニア コン トロ ー ル デー タプ ブック 
本 多 通商 MH-101 キ ッ ト 説 明 書 
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オー ディ オ や エレ クト ロニ クス 
の 工作 , 実験 に パソ コン を 有効 利 
用 し よう と する と , A/D 変 換 器 が 
不可 欠 で す 。 パ ソコ ン が ディ ジ タ 
2 ンピュータ で ある 以上 上, デ ナ 
ログ 信号 は 予め ディ ジタル 信号 に 
変換 し て お か な いと 扱う こと が で 
き な い か ら で す 。 

し か し な が ら , パパ ソコ ン を お 持 
ちの 方 で も A/D 変 換 器 まで ある と 
いう ひと は ご くわ ず か な の で は な 
いで し ょ うか 。 そ こ で 今回 は 各種 
の 実験 や 測定 に 十分 使え る 写真 -1 
の よう な A/D 変 換 叶 の 製作 の し か 
だ を ご 紹介 し まし ょ う 。 

前 回 (6 月 号 ) の エレ クト ロニ 
クス 製作 で は 8 ビッ ト の A/D 変 換 
器 を パソ コン と 一 体 で 動作 させ プ 
此 ジ タイ ンタ ー フ ェ ー ス で アナ ロ 
グ デ ー タ を 読み 込ま せる 芸当 を や 
っ て の け ま し た が , この 時 の A/D 
変換 様式 は 逐次 近似 型 で し た 。 

今回 は 積分 型 の A/D 変 換 LSI を 
使用 し , セッ ト に 組み 上 げ ま す 。 


_ 積分 型 へ / 品 変換 器 と は 
で は , 積分 型 A/D 変 換 器 と は ど 

















の よう に 動作 し . どん な 特徴 が あ 
る の で し ょ うか ? 

第 1 図 を ご らん くだ さい 。 これ 
が 積分 型 A/D 変 換 器 の 基本 回 路 構 
成 で す 。 オ ペア ンプ を 含む CR 積分 
回 路 。 ゼ ロク ロス 検出 回 路 (比較 
器 ), 制御 ロジ ッ ク 回 路 , クロ ッ ク 
発生 回 路 , カウ ンタ , アナ ログ ス 
イッ チ お よび 基準 電圧 発生 回 路 な 
どか ら 成 り ま す 。 そ し て 以下 の よ 
うに 動作 する の で す 。 

A/D 変 換 の スタ ー ト 指令 を か け 
る と , カウ ンタ が リセ ッ ト さ れ , 











< 写真 -1 > 今回 製作 する A/D 変 換装 置 の 外観 





ジ 


逆瀬川 暗 一 朗 


まず スイ ッ チ Si が 閉じ ます 。 そ れ 
と 同時 に カウ ンタ で クロ ッ ク バ パル 
ス を 数 え は じ め ま す 。 そ うす る と 
コン デン サ C に 電荷 が 充電 され て 
ゆき , オペ アン プ の 出力 電圧 は ア 
ナ ロ グ 入力 電圧 の 大 き さ (仮に Vx 
と する ) と 時 間 に 正 比例 し て どん 
どん 増え て ゆき ます 。 ア ナ ロ グ 入 
力 電圧 が 正 で ある と 限定 すれ ば , 
オペ アン プ の 動作 原理 に し た が っ 


1 49 






























































正 の 測定 電圧 Es ー 2 間 っ ゼロ クロ ス 
(アナ ログ 入力) 6 ] レ ーー ディテクタ 
(比較 器 ) 
ーVREF 
基準 電源 (第 1 図 ] 
( 負 ) 積分 型 A/D 変 換 
ーーーーー 器 の 基本 回 路 


h カ 
と する と オペ アン プ の 出力 電圧 は 


ディ ジタル 


て その 出力 電圧 は 負 の 値 に な り ま 
す 。 

次 に , ある 一 定時 間 経過 後 ( つ 
まり カウ ンタ の 値 が ある 特定 の 値 
N に 達する と ), スイ ッ チ Si を 開い 
て S。 を 閉じ , 同時 に カウ ンタ を 再 
度 一 旦 ゼ ロ に リセ ッ ト し ます 。 ス 
イッ チ S。 に は 負 の 基準 電源 (CVRgr) 
が つなが れ て いま すか ら , 今度 は 
先 の コン デン サ C の 電 和 区 を 逆 極性 
の 向き に 充電 し は じ め , オペ アン 
プ の 出力 電圧 は マイ ナス か ら プ ラ 
ス の 方 向 に 向かっ て 増え て ゆめ きま 
す 。 

そこ で ゼロ クロ ス 検 出 回 路 で こ 
の 電圧 が , 元 の ゼロ ボル ト に 戻る 





タイ ミン グ を 待ち 構え ん ながら それ 


まで の 間 カ ウン タ に より クロ ッ ク 
の パル ス の 数 を 計数 きせ ます 。 カ 
ウン ト 終 了 時 の カウ ンタ の 値 を XX 








ー(Vx・N) 一 (一 Vssr・X) = テ 0 
と な り , これ か ら Vx が 


_ VREr 


N 

で 求め られ る こと に な り ま す 。 
つま り , N も Vasrr も 了 予め 固定 さき 

れ た 値 で すか ら , カウ ンタ で 数 え 

た パル ス 数 X が アナ ログ 入力 電圧 

を ディ ジタル に 変換 し た 値 と いう 

こと に な る わけ で す 。 

第 2 図 に は 時 間 と と も に 各部 の 
電圧 が どう 変わ る か を 示し た グラ 
フ を 掲げ まし た 。 

この よう に コン デン サ C に 時 間 
と と も に 入力 電圧 に 比例 し た 電 礎 
を 溜め る (充電 する , 積分 する ) 
方 法 を 基本 的 動作 原理 に し た A/D 
変換 器 を 積分 型 A/D 変 換 器 と いう 
の で す 。 ま た , ここ で 説明 し た よ 


Vx ・ 区 




















A/D 変 換 を スタ ー ト さ せる 。 ゼロ ク 
カウ ンタ を リセ ッ ト す る 。 を 止め る 
秋 換 デー 


ス 点 て カウ ンタ 
MC 





























時 間 


(第 2 図 〕 
タ Nh2S の cese 小 


























うな 2 回 積分 する タイ プ を 特に 2 
重 積分 型 A/D 変 換 器 と 呼ん を で いま 
す 。 

これ ら の 積分 型 A/D 変 換 器 の 特 
徴 は 比較 的 簡単 な 回 路 の 割 に A/D 
変換 精度 が 高く と れる 点 に あり ま 
す 。 例え ば クロ ッ ク の 周波 数 が 少 
々 変動 し て も A/D 変 換 結果 に ほ と 
ん と 影響 を 与 を ませ ん 。 そ れ ゆ える 
ロー コス ト で も あり ます 。 し か し 
な が ら A/D 変 換 時 間 が 長い と いう 
欠点 も 持ち 合わ せ て いま す 。 な に 
し ろ 1 回 の A/D 変 換 に 何 千 個 も の 
パル ス を 数 を る の で すか ら , パル 
ス の 周波 数 が 仮に 1 MHz と し て お 
少く と も 数 msec は A/D 変 換 に 要 ず 
る 計算 と な る わけ で す 。 


入口 7550 に つい 


で は ここ で 使う 積分 型 A/D 変 的 
器 (LS1I) を ご 紹介 し まし ょ う 38 
アナ ログ デバ イセ ズ 社 の AD7550 
と いう 13 ビ ッ ト (符号 ビッ ト を 和久 
む ) の 分 解 能 を 有する CMOS モノ リ 
シッ クタ イプ の 低 消 費 電力 型 A/D 
変換 器 で す 。 お 値段 の 方 は 1 個 
\\13.580 と な っ て お り , 分 解 能 の 
割 に は 高い も の で は あり ませ ん 。 

A/D 変 換 時 間 は うま く 使 用 する 
と 約 40msec で すみ ます 。 第 1 表 に 
その 概要 を , 写真 2 に 外観 を 掲 怖 
まお: 

と ころ で この A/D 変 換 器 は 積 称 








< 写真 -2 > AD7550-BD の 外観 


Se 。 と 抽 失 


| CO の 尋 t AL で 








YWP。 * 


oo 絆 人 


り 


ツン 


フィ あま 、 串 


「 全 】 


dl 旨 





型 の 動作 を し ます が , 
た 2 重 積分 タイ プ で は な く , 実は 


先 に 説明 し 
4 重 積分 型 ( ク ォ ド ・ ス ロー プ ) 
な っ て いま す 。 

主要 な 内 部 回 路 と その 動作 を 第 
8 図 に 示し て お きま す 。 い ちい ち 
説明 する と 上 難しく 長 く な り ま す の 
で 省略 し ます が , 要する に これ に 
より 2 重 積分 型 に 比べ て 卓越 し た 
精度 と 安定 性 (1ppm/C) が 得 ら 
れる よう に な っ て いる , と いう こ 
で す 。 

さて, この A/D 変 換 器 の 使い 方 
で す が , 第 2 表 に すべ て の 信号 端 
子 の 機能 と 要点 を 列挙 し て お きま 
し た 。 ピ ン 数 が た くさ ん あっ て 使 
用 する の が 面倒 な よう な 印象 を 受 
け ま す が , この LSI に は 必要 な 回 
路 が よく 内 蔵 さ れ て お り , わずか 





〔 主 要 特 徴 ] 

分 解 能 : 13 ビ ッ ト , 2 の 補 数 コー ド 使 用 

相対 精度 : 土 1/2LSB 

ゞ ク ォ ド ・ ス ロー ブ ? 精度 ( 4 重 積分 型 ) 
ゲイ ン ・ ド リフ ト : 1ppm/C 
る ドリ フト : 1ppm/ で C 

MA Ma 

レシ オメ トリ ッ ク 動 作 





CR 部 品 と 基準 電源 (A/D 変 換 
の っ 7 の より どこ ろ と な る も 
の ) を 与え て や れ は 動作 する よう 


に な っ て いま す 。 


ン ) と し て +5V TTL IC で 外 
部 回 路 を 構成 する 場合 ) を 用 意 す 
る 必要 が あり ます 。 消 費 電 流 は い 
ずれ も 1mA に も 達し ませ ん 。 

次 に 基準 電源 (③ 番 ピン ) で す 
が , その 電圧 の 推奨 値 は 4.25V と 
て Ma ま す * ( ら の と き 界 守 可 
入力 電圧 は フル スケ ー ル 土 2 V と 
な り ま す )。 この A/D 変 換 LSI の 本 





も 絡み が あ 
り ま す の で , 使用 上 の 注意 点 に つ 
いて 少し 触れ て お く こ と に し まし 
呈 愉 6 来 の 性 能 を 発揮 きせ よう と する と , 


回 路 設 計 の し か た に 


まず , 電源 と し て 十 12V (⑩ 番 
ピン ) と 一 5 V (⑨ 番 ピン ) を 用 
意 し ます 。 負 電 源 電 圧 は 一 12V で 
も 動作 し ます が , 推奨 動作 条件 は 
ー5V に な っ て いる よう で す 。 電 
源 電 圧 の 変動 や リッ プル の 影響 は 
ほとん ど 受 け ま せん が , 定 電圧 化 


極め て 安定 な 電圧 (0.01% 程 度 ) 
で ある こと が 必要 で す が , そう で 
な いと 動作 し な いと いう わけ で は 
あり ませ ん 。 こ れ だ け の 安定 度 の 
基準 電源 電圧 を 用 意 す る の は な か 
な か 大 変 な の で 必要 性 に 応じ て 割 
り 引 いて 考え れ ば よい で し ょ う 。 
な お , この 基準 電源 の 電圧 を 10KQ 
程度 の 抵抗 で に 分 圧し て (分 圧 


し て 供給 すれ ば 無難 で す 。 こ れ 以 
外 に ロジ ッ ク 回 路 の 電源 (G⑲ 番 ピ 


〔 ピ ン 配 置 


Vcc STEN BUSY  D812 
Vpp NC 
38 
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Vaer。 Vss NC  NC  CLK CIN LBEN 


NC VaEFi AIN R 
IRJCT 1IRIN IROUT AGND NGC NC _ STRT COUT HBEN DGND 























オー バ ・ レ ンジ ・ フ ラッ グ 
超 低 消費 電力 
TTL/CMOS コン パチ ブル [絶対 最大 定格 〕 
CMOS モノ リ シ ッ ク 構 造 
ar ( 凍 MOM。2 ん 。 eeyeE sea 0V, 14V 
〔 ブ ロッ ク 図 〕 Do rtDGNDDS eS ep 0V, 十 14V 
AGND VREF2VREFi AIN IRINIRJCT IROUT ss. (次 GN001。 。 に OS な っ 0V, 一 14V 
に Ro は OO に - 「 Vss . ( 詩 DN 0V, 一 14V 
AGND( 対 DGND) し 0V, 十 14V 
wsyt 基 Me mo ん 。 0 
と We 
し AGND, Vpp 
本 ば だ の CI を 向 eg 二 
UI に 
YU 二 2 全 5 AGND, Vpp 
人 00 Was Wh 
ディ ジタル 入力 電圧 





BUSY BUSYOVRG D812 








HBEN, LBEN, STEN, CIN . . . DGND,(DGND+27V) 

(所 天 人 Mt DGND, Vpp 
デ ヂ ディ ジタル 出力 電圧 8 

DB0 一 DB12, 0VRG, BUSY, BUSY, COUT .DGND, V。。 
消費 電力 (パッ ケー ジ ) 





D80 CIN COUT 





BEDU0 MISS 守 二 で 1000mW 
50GU 計 上 で の プル ター デポ ダグ. に 10mW/ で 
保存 楊 電導 半 て スコ い っ テン と ここ ー65 で 一 十 150 で 
動作 宙 隊 剖 半 に ー25 で 一 十 85 や で 
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精度 は 1 多く らい に する こと ) ⑦ 
矯 ピ ン に も 入力 し な けれ ば な り ま 
せん 。 

実際 に 使用 する 場合 の 全体 の 動 
作 接続 図 を 第 4 図 に 掲げ まし た 。 
外 付け 部 品 の 定数 は 次 の 要領 で 居 
び ま す 。 

まず クロ ッ ク バ ルス の 周波 数 を 
コン デン サ Cs で 決め ます (第 4 図 
中 の グラ フ を 見 て くだ きい )。 こ の 
クロ ッ ク バ パル ス の 周波 数 を 高く 選 
< 写真 - 3 > PC-8001 用 汎用 入出 力 装置 ぶ ほ ど A/D 変 換 時 間 は 速く な り , 

































































この フェ ー ズ 0 は リセ ッ ト を 行う 期間 て ある 
と 考え る こと が で き , 常に 積分 時 定数 に 等 し い to=RiCi て 表 さ れる 
時 間 を 必要 と し ます 。0V に 達する と Kr Ks の 計数 が 始ま り , SW2 


AIN SW3s SWo 
(アナ ログ 入力 ) oo へ の 
SW 


































VaEr1o_oe9 を 開き , SWi を 閉じ ます 。 
アナ ログ 1 ラ ェ ー1 5 キーズ 1 で (は 等 価 入力 電圧 (AsNp 一 VRErz) の 
グラ ンド 比較 器 積分 を , t」= ニ Kit の 苫 期間 だ け 行 いま す 。 フェ ー ズ 1 が 終了 する 














と , SWi が 開き , SW が 閉じ ます 。 
ジッ ク 回 路 へ フェ ー ズ 2 ・ 積 分 器 の 入力 は (VaEri 一 VRErz) に 変わ り , 出力 
は 0V に な る まで 積分 され ます 。 積分 時 間 ts=(Ki+Tn)t に は , オフ 
セッ ト な ど に よ る 誤差 の 計数 値 "n'" が 含ま れ て いま す 。 フ ェ ー ズ 2 が 
終了 する と SW が 開き , SW3s が 閉じ ます 。 同時に, Ks の 計数 を 


VaErz2 


























アナ ログ グラッド 








4 重 積分 回 路 開始 し ます 。 
(動作 説明 〕 フェ ー ズ 3 : フェ ー ズ 3 で は , Ks の 値 が 4Kit に な る ま で 入力 電圧 
+=CLK 期 間 (An 一 VaErs) を 積分 し ます 。 フ ェ ー ズ 3 が 終了 する と SWs が 開き, 
n= シス テム の 誤差 計数 値 SWs が 閉じ ます 。 
K 三 固定 計数 値 (=4352) フェ ー 突 4 : フェ ー ズ 4 で ば, 比較 器 の 出力 が 再び 0OV に な る ま て 
Ks 三 固定 計数 値 (=17408, た だ し K>= 4Ki の 関係 あり ) 入力 電圧 (VREr1 一 VsErz) を 積分 し ます 。 比較 器 は , 常に 同じ 傾斜 
Ks = 固定 計数 値 (=25600) で OV に 近づく の て 伝達 遅延 時 間 は 一 定 で , ヒス テリ シス 現象 は 打 











N ニ アナ ログ 入力 電圧 Am に 対応 する ディ ジタル 出力 の 計数 値 消さ れ ま す 。 
フェ ー ズ 0: ス ター ト ・ パ ルス が 印加 され る と, SWz が 閉じ 

( 他 の スイ ッ チ は オー プン ), 積分 介 の 出 カ は 比較 器 の 

判定 点 で ある 0V ま て 変化 し ます 。 

















1.t=1/fcLk に sc _>lc っ | に - ュー > | 

2 大 線 で 示さ れ た 期間 は , n | フェ ー|] フ ェ ー ズ 1| フェー スズ 2 フェ ー ズ は | プー フェ ー 
に 無関係 で あり , それ ら は |^0 る / ト 、 ス 5 
Ki, Ks お よ び K3 の 計数 値 に 2 NN 
より 決定 され ます 。 〆 ゝ 、 

3.STEN= ロジ ッ ク 1 ベン 
STEN=0 の 場合 は BUSY と 人 2 
BUSY は フロ ー テ ィング 状 Q 
態 と な り ま す 











































































































IRour 
6 番 ピ ン 
Kst 
to ユニ (K 一 2KiTn)t| t4 デ (Ks 一 2K ュ +n 
RiCi| =K 2(Ki+n)t 3 ニ (2K」 nt ー2N)t ts=2Nt te=2t 
STRT ド 。、L - 0 JR 
14 番 ピン t。= テ (34306+n)t 寺 RiCi 和 
800nsJMIN 了 積分 回 路 
ロジ ッ ク 回 路 | 表 錦 り oy 
BUSY リセ ッ ト リセ ッ ト |。 A/D 変 換 (4 ス ー プ ) 
35 番 ピン 変換 出 カ 変換 出 カ 


の 王 和 5 
全 カ ウン ト 数 








4 重 積分 方 式 タ イミ ング 図 








[第 3 図 〕 4 重 積分 の し くみ (アナ ロ グ デ バイ セ ズ 社 の デー タブ ッ ク よ り 抜 粋 ) 
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1MHz で 約 40msec に な り ま す 。 但 波数 が 1MHz の と き RiC ュ 三 0.0022 それ で は いよ いよ この A/D 変 換 


し , 正常 動作 を 行う に は 1.3MHz と いう 具合 で す 。 Ri を 1 一 10M Q 
昼 上 に し て は いけ ませ ん 。 の 範囲 で 選ぶ と Ci が 自動 的 に 決ま 


次 に 積分 定数 RiCi を 第 4 図 中 の り ま す 。 
グラ フ か ら 読 み 取 り ま す 。 基準 電 











LSI を 用 いた パソ コン 用 高 精度 
A/D 変 換 器 の 設計 に 入る こと に し 
まじ まう -。 

ます 全体 と し て どう いう 機能 と 

















腺 電圧 が 2 V, クロ ッ ク パ ルス 周 。 回 路 設 計 性 能 を も た せる か で す が , 筆者 の 
ピン Neo| 名 称 _。 機 能 ピン No| 名 称 機 能 
1 | NC 内 部 接続 きれ て いま せん 。 18 | HBEN ハイ ・ バ イト ・ イ ネー ブル 端子 。 DB8 か ら 
2 | IRJCT | 積分 器 接合 点 。 積 分 アン プ の サミ ング ポイ DB12 の デー タ 出 力 に 対す る 3 ステ ー ト ・ ロ 
ント (マイ ナス 入力 端子 ) で す 。 ジッ ク ・ イ ネー ブル 入力 と な り ま す 。 
3 | VREF1 | 基準 電圧 入力 。 HBEN が LOW レ ベル の と き , DB8 か ら DB 
4 | 1IRIN 積分 器 入力 。 外 付け の 積分 入力 抵抗 を 12 の 出力 は フロ ー テ ィング と な り , HBEN を 
IRJCT と IRIN 間 に 接続 し ます 。 HIGH レ ベル に し た 時 , デ ィ ジ タル 出力 が デ 
5 | AIN アナ ログ 入力 。 変換 され る 未知 の アナ ログ ー タ ライ ン 上 に 現れ ます 。 
入力 電圧 を 加え ます 。AIN の フル スケ ー ル | 19 | LBEN ロー・ バ イト ・ イ ネー ブル 端子 。 DB0 一 DB7 
は VREF/2.125 で す 。 に 対す る 3 ステ ー ト ・ ロ ジッ ク ・ イ ネー ブル 
6 | IROUT | 積分 器 出力 。 外 付け の コン デン サ C1 を 入力 で す 。LBEN が LOW レ ベル の と き , 
IROUT と IRJCT 間 に 接続 し ます 。 DBO0 か ら DB7 の 出力 は フロ ー テ ィング と な 
7 | VREF2 | 基準 電圧 の 半分 の 電圧 を 入力 し ます 。 り , LBEN を HIGH レ ベル に し た 時 , ディ ジ 
8 | AGND デ ロ グ ・ グ ランド 。 タル 出力 が デー タラ イン 上 に 現れ ます 。 
9 | VSS 負極 性 電源 。 一 5Vー 一 12V を 供給 し て くだ | 20 | DGND ディ ジタル ・ グ ラン ド 。 す べ て の ロジ ッ ク 
さい 。 回 路 お よび 比較 器 の グラ ンド アー ス に な っ 
10 | NC MD て いま す 。 
に 軸 | 内 部 接続 きれ て いま せん 。 の ht ee 1 人 
13 | NC / : : 2 の 補 数 コー ド 
14 | STRT A/D 変 換 ス ター ト 信 号 。STRT が 論理 *1? : : ! 
に な る と , AD7550 の ディ ジタル 論理 回 路 は | 33 | DB12 デー タ ・ ビ ッ ト 12 (MSB) 
セッ ト ア ッ プ され , BUSY 端 子 は "HIGHY 34 | OVRG オーバ ・ レ ンジ 端子 。AIN の 入力 が 正 また 
に ラッ チ さ れ ま す 。STRT が LOW に な は 負 の 方 向 に フル スケ ー ル 十 必 LSB 以 上 オ 
る と , 変換 が CLK 入 力 に 同期 し て 開始 され ー バ ー し た 時 , 稚 理 *1? に な り ま す 。 OVRQ 
ます 。 変 換 中 に STRT を 初期 化す る と , 変 は 3 ステ ー ト 出力 で , STEN が 1 に 指定 さ 
換 は 再び そこ か ら 始 まる こと に な り ま す 。 れ な い 限 り , フロ ー テ ィング に な っ て いま 
STRT は 外部 の ロジ ッ ク に より 駆動 させ る す 。 
こと も , また 外部 コン デン サ を STRT と | 35 | BUSY BUSY を 論理 反転 し た も の 。 変 換 の 完了 ま 
DGND 間 に 接続 し て 変換 を 連続 的 に 行わ せ た は 進行 中 を 表し ます 。BUSY は 3 ステ ー 
る こと も で きま す 。 外 部 か ら STRT 信 号 を ト 出力 で , STEN が `1? に 指定 され な い 限 
与え る と き , AD 7550 の ロジ ッ ク が 正しく り , フワ ロー ティ ング で す 。 “1? に 指定 され 
セッ ト ア ッ プ され る よう に , 少な く と も る と , BUSY は \1? (変換 完了 ) また は 
800 ns 幅 を 持つ 正極 性 パル ス で ある 必要 が *0? (変換 進行 中 の どちら か に な 
あり ます 。 り ま す 。 
15 | CLK クロ ッ ク 入 力 。CLK に は 外部 ロジ ッ ク か ら | 36 | BUSY 変換 の 状態 を 示し ます 。BUSY は 3 ステ ー 
バルス を 供給 する こと も 可能 で , また CLK ト 出 力 で , STEN が * 1? に 指定 され な 
と DGND 間 に 外部 コン デン サ を 接続 し て 内 い 限り 。 フロ ー テ ィング で す 。 1? に 指 
部 で 発生 きせ た も の を 利用 する こと も で き 定 さ れる と , BUSY は 0? (変換 完了 ) ま 
まお 。 た は ` 1 7 (変換 進行 中 ) の どちら か に な り 
16 |COUT | カウ ント ・ ア ウト 端子 。 ます 。 
N| AIN xz125+1 | yk 37 | STEN ステ ー タ ス ・ イ ネー ブル 端子 。BUSY, 
VREEF1 “ BUSY お よび OVRG の 出力 状態 を 制御 する 
で 示さ れる クロ ッ ク 数 (N) が 得 ら れ ま す 。 入力 端子 で す 。 
17 | CIN カウ ント ・ イ ン 端 子 。 出 力 カ ウン タ の 入力 | 38 | NC 内 部 接続 きれ て いま せん 。 
端子 で す 。COUT を CIN に 接続 し た 場合 , 39 | VCC ロジ ッ ク 電 源 。 デ ィ ジ タル 入出 力 は VCC= 
HBEN お よび LBEN の 両 イ ネー ブル 端子 が 填 5V の 場合 TTL コ ン パ チ ブ ル で , VCC = 
*HIGH” に 設定 され て いれ ば , 2 の 補 数 コ 填 10VーVDD の 場合 CMOS コ ン パ チ ブ ル 
ー ド の 出力 が DBO か ら DB12 の 端子 に 現 れ 9 
ます 。 40 | VDD 正極 性 電源 。 十 10V 一 十 12V を 供給 し て くだ さい 、| 


























〔 第 2 表 〕 信号 機能 表 (アナ ログ デバ イセ モズ 社 の デー タブ ッ ク よ り ) 
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電源 電圧 


コン トロ ー ル 入力 ニス テー タス 出力 





+12V -5V +5V 
O' パ Or OO 





アナ ログ 入力 
基準 電源 入 カ ー タ | 














_ Vaeri(9X 10?) 


RT ry(Vpp-) 


とせ 説 回 導 


ANwY 























100k 
fcuk (Hz ) 
積分 時 定数 (RiC) 対 fcLk 
(パラ メー タ は 基準 電源 電圧 ) 


手持 ち 部 品 を 有効 に 利用 し た いと 
いう 意図 も あっ て (実は AD7550 も 
何 年 も 前 か ら ア テ も な く 持 っ て い 
て 今回 や っ と 使う チャ ンス が 来 た 


の で す が ), 
入力 点数 ・4 チャ ネル 
入力 レン ジ ・ 土 1V 
分 解 能 ・0.25mV 
対象 パソ コン ・ PC-8001 
イン ター フェ ー ス : バイ ト パ ラ 
レル 


と じ し て み ま ' じ た 。 と うす る ご と に 

よっ て 遊休 部 品 AD7511DI (4 チ 

ャ ネル の アナ ログ スイ ッ チ \3,030) 

や AD580JH (出力 2.5V の 基準 電 
〔( 出 カポ ー ト 〕 




















STEN LBEN HBEN BUSY.BUSY 
OO 9 の 9@ 1 に 
























fcuk (Hz 
積分 容量 (Ci) 対 fcLk 
(パラ メー タ は 積分 抵抗 R) 


源 \1,420) が 使 を る か ら で す 。 

AD7511DI は 入力 チャ ネル の 切 
り 替 えた , つま り マ ル チ プ レク サ と 
し て 使用 する の で す が , も し 新た 
に 購入 され る 方 は AD7510DI に し 
て お いて くだ さい 。 そ の 理由 は 次 
回 の 「 使 い 方 」 の と ころ で 述べ ま 
す 。 

アナ ログ 系 の 主要 な 使用 部 品 は 
だ いた いこ ん な と ころ で す 。 

あと, 若干 の TTL IC が 必要 で , 
パソコン PC-8001 と の 間 の イン タ 
ー フ ェ ー ス を どう する か に よっ て 
ロジ ッ ク 回 路 部 品 の 選択 が 変わ っ 
て きま す 。 ここ で は 本 誌 "83 年 2 月 


ま 用 せ ず (入力 ポー ト 〕 











スト ロー ブ 英 目 由 之 ma 4 1 
パル ス | ノ パ ルス 











NO ロコ ロック が る NN ダ SS ーー 
人 (の あり ps 
(8 ビ ピット) (AN うう し ょ | 


Valid( 有 効 ) 


Valid( 有 効 ) 


〔 第 5 図 〕 入出 力 ポ ー ト の 条件 
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0.8sec 以 上 
A/D 変 換 ス ター ト パ ル ス 入 力 


fcuk 対 Cs 



























(第 4 図 〕 
動作 接続 較 


号 (第 14 回 マイ コン 講座 ) で 製作 
し た よう な PC-8001 用 汎用 入出 衣 
装置 (写真 3 参照 ) を その まま 利 
用 する こと と し まし た 。 こ の 場合 
は わずか 2 個 の TTL 1C (7400 ち 
74121 各 1 個 ) が あれ ば すみ ま 芋 

も し この 装置 を お 持ち で な け 棚 
ば 第 5 図 に 示す よう に バイ ト ( 
ビッ ト ) 単位 で デー タ が 入出 力 次 
きる ポー ト 人 (入力 用 1 個 , 出力 肝 
1 個 , 但し ラッ チ さ れ た 状態 で 8 
力 さ れる こと ) を 用 意 し て くだ 調 
い 。 こ の 場合 パソ コン は PC-800W 
に 限り ませ ん 。 


次 号 で 今回 設計 し た 高 精度 A/ 
変換 器 の 製作 .、 ソフ トウ エア が ら 
み の 使い 方 な ど を 解説 し ます 。 





つれ > 寺 


中 


( ヤ 

















超 LSI 技 術 の 進展 に より , マイ コン (マイ クロ コ 
ンピュータ ) は , 現代 社会 生活 の 必需 品 と な りつ つ 
あり ます 。 そ し て , この マイ コン を 構成 する 周辺 装 
置 も 半導体 技術 , 機構 技術 , 磁気 記録 技術 , 認識 な 
どの 処理 技術 の 進展 に 支 を られ, より 高 性 能 で 低 価格 
な 製品 が 登場 し て いま す 。 今回 は その 周辺 装置 の ハ 
ー ド ウェ ア を , その な か の プリ ンタ に つい て 初心 者 
の た め に 解説 し て み ま す 。 そ の 前 に コン ピュ ー タ の 
構成 は どの よう に な っ て いる か , また 周辺 装置 と は 
いか な る も の か を 解説 する こと に し ます 。 


コジ 成 と は 


そもそも コン ピュ ー タ は 人 間 の 行う 情報 処理 の 機 
能 を 代行 する 装置 で す が , 情報 処理 を 行う に は 5 つ 
の 装置 が 必要 で す 。 そ れ は 入力 装置 ・ 記 憶 装 置 ・ 演 
算 装置 ・ 出 力 装置 ・ 制 御 装 置 で す 。 人 間 が 行う 情報 
処理 , 例え ば 「 夕 焼け を 見 て 翌日 晴れ に な る 」 と 判 
断 す る こと を 考え て み ま す 。 ま ず , 入力 装置 で ある 
目 か ら 夕 焼け と いう 現象 が 入力 され , それ が 記憶 装 
置 で ある 脳 の 記憶 領域 に 映し 出さ れ ま す 。 そ し て 過 
去 に お いて 「 夕 焼け が で た 翌日 は 晴れ に な っ た 」 と 
いう 記憶 (これ は 補助 記憶 装置 と し て の 日 記 な ど に 





五藤 寿 樹 。 





書か れ て いる か も し れ ま せん ) と , 今 , 記憶 領域 の 
映し 出さ れ た 現象 と も , 演算 装置 で ある 脳 の 処理 領 
域 で 判断 が 行わ れ ,「 翌 日 は 晴れ る 」 と いう 結論 が 出 
され 脳 の 記憶 領域 に 入り , 出力 装置 で ある 日 か ら 言 
葉 と し て 表現 され た り , 手 で 文章 を 書く こと で 表現 
し た り し ます 。 そ し て これ ら の 処理 の 流れ は , 制御 
装置 と し て の 中 枢 神 経 に よっ て 制御 きれ て いる こと 
に な り ま す 。 

コン ピュ ー タ は 人 間 が 行 う 情報 処理 を 代行 する 装 
置 で し た 。 そ れ で は その 処理 を 見 て み ま す 。 ま ず キ 
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ーー 2 ーーーーーーー 
周辺 装置 1 中 財 装置 (CPU mm 本 暗 > デー タタ の 流れ 
ーー 内 ーーー* 制御 の 流れ 
本 体 装置 
【 第 1 図 ) コン ピュ ー タ の 構成 


ー ボ ポー ド な どの 入力 装置 か ら 処理 され る デー タ を 入 
力 し ます 。 コ ンピュータ の 場合 は 処理 され る デー タ 
だ け で な く , 例え ば , 新入 社員 が 仕事 を 上 司 か ら 教 
わる と 同じ ょ うに, どの よう に 処理 する か と いう 指 
令 (プロ グラ ム ) も 入力 する 必要 が あり ます 。 次 に 
入力 され た デー タ は , いっ た ん 主 記憶 装置 に 格納 さ 
れ ま す 。 一 般 に 主 記憶 装置 に は , 処理 を 行う に 必要 
な デー タ だ け 格 納 さ れ , その ほか の デー タ は , 補助 
記憶 装置 に 退避 され ます 。 そ し て 演算 装置 で , 記憶 
装置 に 記憶 され て いる デー タ を も と に 計算 ・ 比 較 ・ 
組み 合わ せな ど を し , その 結果 を 主 記憶 装置 に 格納 
し ます 。 さ ら に 出力 装置 に よっ て 主 記憶 装置 に 格納 
し て ある 情報 を 外部 に 出力 し ます 。 こ の よう な 処理 
手順 は コン ピュ ー タ が , それ 自身 で 手順 を 作り 出し 
て いく の で な く , 人 間 が あら か じ め プ ログ ラム と い 
) 手 順 を コン ピュ ー タ の 主 記憶 装置 の 中 に 格納 し て 


HbGE 出 





お き , 制御 装置 が この プロ グラ ム の 命令 を 順番 に 解 
読 し て 各 装 置 に 指示 を 出し て いま す 。 

この よう に コン ピュ ー タ は , 基本 的 に 5 つの 装置 
か ら で き て いま す 。 そ し て この 5 つの 装置 を コン ピ 
ュー タ の 5 大 装置 と か 5 要素 と 呼び ます 。 ま た , こ の 
な か で 演算 装置 と 制御 装置 と を まとめ て 中 央 処理 装 
置 (CPU: Central Processing Unit) と 呼び ま 
す 。 さ ら に この 中 央 処理 装置 と 主 記憶 装置 を まとめ 
て 本 体 装置 と 呼び それ に 対し て 入力 装置 ・ 出 力 装 
置 ・ 補 助 記憶 装置 ・ 通 信 制 御 装置 な ど を , 本 体 装 置 
の 周囲 を 取り 巻く 装置 と し て 周辺 装置 と 呼び ます 。 

一 般 的 な マイ コン の 場合 は , 中 央 処理 装置 は マイ 
クロ プロ セッ サ ・ チ ッ プ と し て 1 つの LSI に お さめ 
られ て いま す 。 ま た 主 記憶 装置 も 記憶 容量 が 小さ い 
こと か ら , 同じ 基板 に な っ て いる 場合 が 多い よう で 
す 。 マ イコ ン の 入力 装置 と し て は , キー ボー ド が 二 


< 写 真 -1> 
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< 写真 -2> 音響 カプ ラ 
疫 的 で す 。 出 力 装置 で は ディ スプ レイ 装置 (CRT: 
Cathod Ray Tube) と ブリ ンタ 装置 が 使わ れ ま す 。 





昌 補助 記憶 装置 に は オー ディ オ ・ カ セッ ト ・ テ ー プ や 


上 座 務 用 で は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク (写真 -1) な ど を 使 
骨 い ます 。 通 信 制 御 装置 に は , 音響 カプ ラ (写真 -2) 
則 な ど が 使わ ん て いま す 








それ で は , 今回 の テー マ で ある 出力 装置 を 見 て み 
ます と , ディ スプ レイ 装置 と プリ ンタ 装置 が あり ま 
す が , この どちら も 人 間 が 目 で 見 て 読め る よう に し 
だ た も の で す 。 し か し , ディ スプ レイ 装置 は コン ピュ 
ー タ と 対話 し な が ら 操 作 で きる 出力 装置 で す が 画 面 
が 消え れ ば , その 出力 が 消え て し まい ます 。 プ リン 
タ 装置 は 紙 に 記録 され て いま すか ら , 時 間 が 経過 し 
た の ち に で も 見 る こと が で きま す 。 こ の こと か ら デ 
ィ スプ レイ 装置 か ら 出 力 し た も の を ソフ トコ ピー, 
旧 |/ リン タ 装 置か ら 出力 し た も の を ハー ドコ ピー と 呼 
芝 ま す 。 

プリ ンタ 装置 を 歴史 的 に みて みる と , 1970 年 代 前 
半 ま で は タイ プラ イタ の 延長 と し て の 活字 プリ ンタ 
が 主流 で キー ボー ド と 一 体 化し た キー ボー ド プ リン タ 
が 普及 し て いま し た が , 1970 年 代 後 半 に な る と CR 
T デ ィ ス プレ イ 装 置 の 普及 に よっ て , イン タラ ク テ 
ィ ブ な 役割 を 担っ て きた キー ボー ドブ プリ ンタ は ディ 
スプ レイ 装置 に その 役割 を 譲り , 印字 の 直視 性 を 必 

ルー ルー し ュ ュー 





< 写真 -4> 富士 通 シ リア ルド ッ ト プ リン タ MB27409 





こ 、 

< 写真 -3> エプソン の イン パク トド ッ ト プ リン タ 
MP- 80TYPE1 
要 と する 分 野 は 少な く て なり ま し た 。 ま た この 時 期 ド 
ッ ト マ トリ ックス プリ ンタ が 吾 頭 し , 漢字 プリ ンタ 
の 開発 が 活発 化し まし た 。1980 年 代 に な る と グラ フ 
ィ ッ ク 処 理 の で きる プリ ンタ が 登場 し , また グラ フ 
ィ ッ クス ディ スプ レイ の カラ ー 化 が 進み ,、 カラ ー を 
含む 図形 プリ ンタ と し て カラ ー イ ンク ジェ ッ ト プ リ 
ンタ の 開発 が 進む で し ょ う 。 

どん な # 
プリ ンタ 装置 は どの よう な 方 式 で 印字 する か に よ 
っ て , イン パク ト ブリ ンタ (HImpact Printer ) 
と ノン イン パク トブ プリ ンタ (Nonimpact Printer) 
に 分 ける こと が で きま す 。 

イン パク トブ プリ ンタ は 印字 メカ ニズム を イン クリ 
ボン な ど を 介し て 用 紙 に 打ち つけ る こと に より 印字 
する プリ ンタ で , 活字 プリ ンタ ,。 ワイ ヤー ドッ トイ 








< 写真 -5> セイ コー の イン パク トド ッ ト プ リン タ GP-50M 
1 5Z 














< 写真 -7> ロジ テッ ク の シリ アル ドッ ト プ リ ンタ KP-3000 
し て , 印字 メカ ニズム が 用 紙 に あたる と き に 隙 音 が 








PR つて で る こと が あげ られ ます 。 ワ イヤ ー ド ッ ト イン パク 
ン パ クト プリ ンタ な ど が あり ます が , マイ コン で は ト プ リ ンタ の 基本 構成 ブロ ッ ク 図 を 第 3 図 に ボ す と: 字 
ワイ ヤー ドッ トイ ン パ クト プリ ンタ が 代表 的 で す 。 次 の よう に な り ま す 。 こ の 図 か ら 明 ら か な よう に み ・ 
この ワイ ヤー ドッ トイ ン パ クト プリ ンタ は 複数 本 の ッ フ ァ (記憶 装置 ) を 内 蔵 し て お り , そこ に 1 行 の 終 
鋼 の ワイ ヤー (ピン ) を 電磁 力 で も っ て ピス トン 運動 文字 を 格納 し て お く こ と か ら , 印字 方 向 が 両方 向 (CR の , 
させ , イン クリ ボン を 介し て 用 紙 に 印字 する プリ ン イデ ィ レ クシ ョ ナル ) 印字 , 最短 (ショ ー ト ライ た | 
タ で す 。 こ の プリ ンタ は どん な 用 紙 に も 印刷 で き , シー キン グ ) 印字 の 可能 な も の も 普及 し て いま す s 文 
イン パク ト 方 式 な の で 用 紙 の 下 に カー ボン を し く こ ドッ ト 字 の 印刷 方 法 は , コラ ム 九 次 印字 方 式 と 縦 ルレ 
と で 同時 複写 を と る こと が で きま す 。 し か し 欠点 と 1 列 シ リア ル 印 字 方 式 と が あり ます 。 コ ラム 次 孔 〔 
プッ > woooo 用 
9 転 
O 

5 ー* 

O 
OoOOOO ン , 
寺 ] 
う 7 
の. 

第 2 図 ) イン パク ト 方 式 シ リア ルド ッ ト プ リン タ (a) コラ ム 近 次 (b) 怒 1 烈 シ リア ル 

印字 方 式 印字 方 式 2 
制御 部 ドラ イ バ 部 機構 人 (第 4 鐘 | 
ュ コラム 近 次 と 縦 1 列 










シリ アル 印字 方 式 


メーH ロ コー て 








【 第 3 図 〕 
基本 構成 プロ ッ ク 図 
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シャ ー プ の イン クジ ェ ッ トカ ラー イメ ー ジ 
プリ ンタ モデ ル 700 

字 方 式 は , 縦横 数 個 ず つの ドッ ト を , ドッ ト 文 字 パ 
ター ン に 合わ せ て , 一 斉 に 駆動 する も の で す 。 ま た 
縦 1 列 シ リア ル 印 字 方 式 は , 文字 構成 の 縦列 ドッ ト 
の み の , 9 個 ほ た は それ 以上 の マグ ネッ ト を 搭載 し 
た 印字 ヘッ ド を 連続 的 に スペ ー ス し な が ら , ドッ ト 
文字 を 縦 1 列 ず つ 印 字 す る も の で す 。 現在 の シリ ア 
ルド ッ ト プ リン タ は この 方 式 が 一 般 的 で す 。 

ノン イン パク ト プ リ ンタ は 印字 メカ ニズム が 直接 
用 紙 に あたら な いで , イン ク を ふき つけ た り , 熱 で 
転写 し た りす る プリ ンタ で , マイ コン で は サー マル 
枕 リ ンタ や イン グ クジ ェ ッ ト プ リン タ が 代表 で す 。 ノ 
ン イ ン フ パク ト 方 式 の プリ ンタ は , 印字 メカ ニズム が 
直接 用 紙 に あたり ませ ん か ら , イン パク ト 方 式 の よ 
うな 騒音 は 発生 し ませ ん が , カー ボン を し いて 複写 
を と る こと は で きま せん 。 ま た , サー マル プリ ンタ 
の よう に 通常 , 特殊 用 紙 が 必要 で す 。 

イン クジ ェ ッ ト プ リ ンタ は , イン ク を 振動 する ノ 
ズル か ら 噴 出さ せ , 微細 な 粒 に し , 電 須 を 与え て 電 
界 に より 加速 , 偏向 する こと に より 用 紙上 に 文字 を 
リン ト す る プリ ンタ 装置 で す 。 イ ンク ジェ ッ ト プ 


< 写 真 -8> 











用 紙 


偏向 電極 














第 5 図 j イン クジ ェ ッ ト プ リ ンタ の 印字 機構 


< 写真 -9> ロジ テッ ク の サー マル プリ ンタ KP-1000 
リン タ は 用 紙 を 選択 する こと な く , 印字 に 必要 な と 
ころ だ け 選 択 的 に イン ク を 付着 させ る と いっ た 人 間 
の 手 に よる 印字 に 近い 方 式 で あり , カラ ー に よる 印 
字 も 可能 で あり , ここ 数 年 ノン イン パク ト 方 式 で は 
イン クジ ェ ッ ト 方 式 に 関す る 研究 発表 が も っ と も 多 
く , 今後 の 開発 に 期待 が も た れ ま す 。 

サー マル プリ ンタ は , 熱 に より 用 紙 を 変色 きせ て 
文字 を プリ ント する プリ ンタ 装置 で す 。 こ の プリ ン 
タ は 小型 で 軽量 , 低 価 格 で ある と いう 利点 が あり ま 
す が , 通常 , 特殊 用 紙 を 必要 と し ます 。 












これ ら の プリ ンタ 各 方 式 の 特徴 ・ 欠 点 を みて み ま 

す 。 
ワイ ヤー ドッ トイ ン パ クト プリ ンタ の 特徴 と し て 
は , (1) 印 字 機 構 が 小型 で , 軽量 で ある 。 (2) 高 速 印字 
が 可能 で ある 。 (3) 文 字 の 大 き さ が 変え られ る 。(4 
グラ フィ ッ ク が 可能 で ある と いう こと が あげ られ ま 
す 。 短 所 と し て は , (1) ワ イヤ ー ド ッ ト の 太 さ は 約 
0.3mm で す が , あま り 細 いと 用 紙 を 突き 刺し て し ま 
う の で , ドッ ト 密 度 に 限界 が ある 。(2) ワイ ヤー が 
駆動 時 に 摩擦 に よっ て 熱 が 発生 する と いう こと が あぁ 
げ ら れ ま す 。 し か し , 板 バ ネ に よる 方 法 で の ワイ ヤ 
ー ド ッ ト イ ン パ クト プリ ンタ は , ワイ ヤー が 電磁 石 
の コイ ル の 中 を 通ら な い の で 摩擦 に よる 加熱 は 心配 
な いで す 。 また, ワイ ヤー ドッ トブ プリ ンタ の み カラー 
化 は , 次 の 点 で 問題 が あり , 普及 まで いか な い の で 
は と 了 予想 され ます 。 それは 1) 機 構 的 に ほか の ヵ 
振動 子 





ノズル 





【 第 6 図 〕 
イン ツク ジェッ ト プ リ ンタ 
の ノズル 部 粒子 化 








基 











NEC の 熱転写 プリ ンタ PC-8824 
ラー プリ ンタ と 比較 し て 複 条 で ある 。(2) ほ か の カ 
ラー プリ ンタ と 比較 し て 色 が あざ や か で な い 。 (3③ プ 


< 写真 - 10> 


リン タ 本 体 の コス ト が 高い と いう こと で す 。 

イン クジ ェ ッ ト プ リ ンタ は , ノズル に イン ク が 目 
詰まり し た り , 気泡 が 混入 し た りす る 欠点 が あり ま 
し た が , 最近 で は あま り 目 詰まり の 心配 は な く な り 
まし た 。 イ ンク ジェ ッ ト プ リン タ は 低 騒 音 で 高速 印 
字 が で き , 普通 紙 が 使用 で き , 漢字 ・ グ ラフ ィ ツ ク 
が 印字 で き , 文字 の サイ ズ の 変更 が 容易 に で き , カ ラ 
ー 印 刷 も 可能 で す 。 ま た , シャ ー プ や キャ ノン は 20 
万 円 台 の カラ ー イ ンク ジェ ッ ト プ リン タ を 発売 する 
な ど , カラ ー イ ンク ジェ ッ ト プ リン タ は 今後 価格 が 
低下 し て くる こと が 導 想 で きま す 。 

プリ ンタ の 騒 音 は 1 台 で は あま り 気 に な ら な い の 
で す が , 実務 用 に 使う よう に な り 台 数 が 増え る と , 
その 騒音 は か な り 気 に な り ま す 。 外 国 で は タイ プラ 
イタ が 普及 し て いる の で 印字 音 は 神経 質 で あり ませ 
ん が 日 本 で は か な り 神経 質 で す 。 こ の よう な こと か 
ら 今後 。 実務 で は サー マル プリ ンタ の 需要 が 伸び そ 
う で す 。 サ ー マ ル プリ ンタ は , 1960 年 代 に 米国 NC 
R 社 に よっ て 開発 きれ まし た が , この 開発 と 同時 に 
同社 が 基本 特許 を 取得 し て し まっ た の で , あま り 発 
展 し ませ ん で し た が , 1980 年 この 基本 特許 が きれ は 
じ め て か ら は この 分 野 に 参入 する メー カー も 増え 技 
術 革新 が きか ん で す 。 た と えば , ドッ ト 密 度 が 8mm 
ドッ ト か ら 12mm ド ッ ト ま で 可能 な 印字 ヘッ ド も 開発 
され て お り , 16mm ド ッ ト ま で 可能 で ある と いわ れ て 


いま す 。 サ ー マ ル プリ ンタ は ノン イン パク ト プ ブリ 誕 
タ の 中 で , 小型 ・ 軽 量 で 信頼 性 が 高く 低 価格 で ある 
の で ここ 数 年 飛躍 し た プリ ンタ で す 。 初め の ころ ほ 
特殊 紙 を 使用 し て いた た め , 保存 性 に 問題 が あっ だ 
り , 印字 品質 が 悪い と いう 欠点 が あり まし た が , 用 
紙 の 改良 , ヘッ ド の 改良 が な され まし た 。 サ ー マ 上 ルル 
プリ ンタ は , プリ ンタ 自体 が 安く メン テ ナ ン ス が 穫 
単 で や る と いう の が 最大 の メリ 
どん な り 
プリ ンタ は 購入 すれ ば , すぐ に マイ コン と 接続 基 
き 使 用 で きる と いう も の で は あり ませ ん 。 使 用 する 
に は イン ター フェ ー ス が 必要 で す 。 マ イコ ン が 世 婁 
登場 し た と き に は , プリ ンタ は あま り 使 われ ませ 上 
で し た 。 そ れ は プリ ンタ が 高価 で あっ た の が 第 一 の 
理由 で す が , 各 マ イコ ン に 適応 し た イン ター フェ 証 
ス が 出 て いな か っ た の も 大 き な 理 由 で す 。 今 で は : 
プリ ンタ に 各 メ ー カ ー の マイ コン の イン ター フェ 紳 
ス が 付い て お り , 適応 し た プリ ンタ を 購入 すれ ば , 
その マイ コン の 全 キ ャ ラク タ (グラ フィ ッ ク キ ャ 加 
クタ も 含み ます ) を 使用 する こと が で きま す 。 

ドッ トイ ン パ クト ・ プ リン タ が 最初 に 評価 され だ 
の は 。 米国 の セン トロ ニク ス 社 製 の M101 で ある を 
いわ れ て いま す が , この セン トロ ニク ス と いう 名 華 
は プリ ンタ の カタ ログ で よく 見 か け ま す 。 こ れ は 現 
在 の マイ コン の 大 部 分 の 機種 で プリ ンタ の た め の 4 
ンタ ー フ ェ ー ス (コン ピュ ー タ と 周辺 機器 と の 結 舎 
部 分 ) が 標準 的 に 装備 され て いま す が , それ は 8 臣 
ッ ト の デー タ を 一 度 に 送る 並列 電送 方 式 (Parallel 
Transmission) で 。 セン トロ ニク ス ・ イ ンタ ー 思 
ェ ー ス と 呼ば し ます 。 こ れ は セン トロ ニク ス 社 製 の 
プリ ンタ が 小型 で 安価 で あっ た た め マ イコ ン の プ 骨 
ンタ と し て 普及 し , 現在 で は 標準 イン ター フェ ー 痢 
の 観 が あり ます 。 セ ント ロニ クス 準拠 イン ター フェ 
ー ス は 1 文字 分 の デー タ で ある 8 ビッ ト の コー ド (⑫ 
進 符 号 ) を 第 7 図 の よう に 8 本 の 信号 線 で 電送 し ま 





































プリ ンタ 方 式 印字 速度 印字 品質 | 同時 複写 | 騒 音 | 信頼 性 | 重 量 
0 、| ANK 20-80 字 / 秒 > 3 を 3 を 
ワイ ヤ ド ッ ト 式 | 生 15ー50 字 / 秒 や 諾 可 大 | 普通 普通 
。 ANK 20 一 80 和 宇 / 秒 | 。。 二 っ と 
サー マル 式 漢字 10 一 20 字 / 秒 や や 不良 | 不可 小 | 高い 軽い 
= 小 
ィ ン タ ジ シェット 式 | ANK 1005007 秒 | る る 衣 | 不可 | 小 | や MA| 苦 通 0 
漢 字 60 一 120/ 秒 プリ ンタ 方 式 の 比較 
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す 。 こ の よう に , ビッ ト 数 だ け の 本 数 の 信号 線 を 使 
っ て デー タ を 送る 方 式 が , 並列 電送 方 式 で す 。 そ し 
て この 電送 の と き , スト ロー ブ (STROBE) 信号 を 
送り ます 。 プ リン タ は この 信号 を 受け と る と デー タ 
取り 込み 作業 を 開始 し ます が , この 作業 中 は 別 の デ 
ー タ が 送ら れ て き て も , 受け 付け る こと が で きま せ 
eee ジッ リリック が は デグー ワ ェ ー ズ に 対し も で て で ビ 
ジー (BUSY) 信号 を 送り ます 。 コ ンピュータ は こ 
の 信号 を 調べ な が ら , つぎ つぎ と デー タ を プリ ンタ 
へ 送り ます 。 プ リン タ が 受け 取っ た デー タ は , プリ 
ンタ 内 部 の 入力 バッ ファ (記憶 装置 ) に 格納 され , 
その 入力 バッ ファ が いっ ぱい に な る か , 改行 コー ド 
を 受け 取る と , それ まで に 受け 取っ た 記憶 装置 内 の 
文字 を 1 行 に 印字 し ます 。 

接続 コネ クタ は 第 8 図 の よう な 36 ピ ン の も の が 使 
われ て いま す 。 機械 側が メス 型 , ケ ー ブ ル 側が オス 型 
で す 。 ま た マイ クロ ソフ ト と アス キー が 提案 し た ホ 
ー ム パソ コン シス テム 仕様 TMSX” で は , プリ ンタ 


・ イ ンタ ー フ ェ ー ス を 付属 し な い 場 合 も あり ます が 、 


第 9 図 の よう な 14 ピ ン の コネ クタ が 使わ れ ま す 。 
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【 第 8 図 〕 





セン トロ ニク ス ・ ブ リン タ の 信号 と コネ クタ 
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【 第 7 図 ) セン トロ ニク ス ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス 
賀 研究 所 と 共同 開発 し て 漢字 ドッ ト プ リ ンタ が 開発 
され まし た 。 し か し , 昭和 57 年 ご ろ ま で は 漢字 プリ 
ンタ 商品 と し て は まだ 未 部 で し た が , 最近 技術 進歩 
に より 漢字 プリ ンタ と し て 成熟 し 普及 する よう に な 
り ま し た 。 マ イコ ン で 使用 する 場合 「 質 より 価格 」 
が 重要 視 さ れ ま すか ら 16 ド ッ ト の ほう が よく 使わ れ 
ます 。 実 務 で 使用 する 場合 は 印字 品質 が と われ ます 
か ら , 24 ド ッ ト の も の が 使わ れ て いる 場合 が 多い = 
yg 

漢字 で は よく JIS 第 1 水準 ・ 第 2 水準 と いう 言 華 
が 使わ れ ま す 。 こ れ は 日 本 工業 規格 (JIS ) の C- 
6226 に より 日 本 語 情報 処理 に 使わ れる 文字 が 定め = 
れ て いる も の で す 。 日 常 使用 する 漢字 の 字 種 グル ー 
プ (第 1 水準 ) と を その ほか の 字 種 グル ー プ (第 2 革 
準 ) の 7,255 字 が 定め られ て いま す 。 第 1 水準 で = 
漢字 2,965 字 , 非 漢字 (か な , アルファベ ッ ト な = と 
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< 写真 - 11> セイ コー の 漢字 プリ ンタ GP-550E 
453 字 が 定め られ て いま す 。 第 2 水準 で は 漢字 3,3 
84 字 が 定め られ て いま す 。 新 聞 に 使わ れる 漢字 を 99 
.9 カ バー する に は 2,500 字 あれ ば た り る と , いわ 
れ て いま すか ら , 第 1 水準 を カバ ー し て いれ ば , 普 
通 に 使う に は 十分 で す 。 

ドッ ト プ リ ンタ で 漢字 を プリ ント アウ ト す る 場合 
ドッ ト が 少な いと 画数 が 多い 漢字 が 表現 で きる か と 
いう こと が , 容易 に 考え られ ます 。 そ れ で は 16 ド ッ 
ト と 24 ド ッ ト で みて み ま す と , 16 ド ッ ト の プリ ンタ 
で は , 漢字 の 字体 は ゴジ ッ ク 体 で す 。 そ し て 画数 が 
19 画 以下 の 漢字 ( 約 2.500 字 ) は 表現 で きま す が , 
20 画 以上 の 漢字 は 略字 と な り 細 か い 部 分 は 省略 し た 
漢字 に な り ま す 。24 ド ッ ト の 場合 は 漢字 の 字体 は 一 
般 的 な 活字 で 使わ れる 明 朝 体 で ほとん どす べ て の 
漢字 が 表現 で きま す 。 






プリ ンタ を 選択 する 場合 は , まず 何 を 印刷 する か 





< 写真 - 13> スタ ー の 漢字 プリ ンタ DPX510J 


1 62 





< 写真 - 12> エプソン の 漢字 プリ ンタ UP-130K 
に よっ て 決ま り ま す 。 英 数 カナ (ANK・ ア ルフ ァ 
ニュ メリ ッ ク カ ナ ) を 対象 と し , 高 印字 品質 が 要求 
され な けれ ば , 比較 的 低 価格 の ドッ ト プ リ ンタ を 選 
択 す る と いい で し ょ う 。 漢 字 を 出力 する 場合 , デー 
タ 処 理 な ど を 印字 品質 を と わな い 分 野 で は , ゴジ ッ 
ク 体 印字 の プリ ンタ で 十分 で す が , 高 印字 品質 を と 
われ る 場合 は 明 朝 体 印 字 の プリ ンタ を 選択 する と い 
いで し ょ う 。 ま た , グラ フィ ッ ク な ど を 出力 する 場 
合 は 高密 度 の サー マル プリ ンタ を 選択 する と よい で 
し まう :。 

病院 や 図書 館 の よう に 音 が 不都合 な 場合 は ノ 
ン イ ン フ クト 型 の プリ ンタ を 選択 し な けれ ば な り ま 
せん 。 ま た , 最近 は 騒 音 防 止 の プリ ンタ ケー ス も か 
な り 普 及 し だ し て いま す 。 

複写 の こと を 考え て み ま す と , ディ スプ レイ の パ 
ー ド コピ ー 用 の プリ ンタ は 同時 複写 を 必要 と し ませ 
ん が , 事務 処理 業務 で は , ほとん ど 同 時 複写 が 必要 
で す 。 こ の 場合 は イン パク ト 型 の プリ ンタ を 選択 し 
な けれ ば な り ま せん 。 

最後 に プリ ンタ は , 情報 処理 シス テム に 使わ れる 
基本 機器 で あり , 今後 も その 重要 性 は 変わ ら な いで 
し ょ う 。 こ の よう な こと か らき さらに 技術 革新 が すす 
め ら れる で し ょ う 。 現在 で は イン パク ト 方 式 の シリ 
アル ドッ ト プ リ ンタ が 一 番 普 及 し て いま す が , プ 商 
ンタ の みか カラー 化 , グラフィック 化 な どの 点 か ら ノ ズ 首 
ンク ト 方 式 の プリ ンタ が 今後 さら に 開発 が 進め ら 
れ , 信頼 性 の 高い 低 価格 の プリ ンタ が 登場 し て くる 
っ と も SE 








数 ある ね スピー カー ユニ ッ ト の 中 
で も ,「 ロ クハ ン 」 の 愛称 で 呼ば れ 
(16cm フ ルレ ンジ スピ ー カ ユニ ッ 
ト ) 広く 親しま れ て 来 た も の は 少 
な いと 思 ま す 。 そ の 中 か ら 了 -610 
は , その バラ ンス の と れ た 性能 と , 
手頃 な 価格 に よっ て , 放送 局 の 小 
型 モ ニタ ー か ら , アマ チュ ア の 自 
作用 まで 広く 使わ れ , オー ディ オ 
マニ ア な ら , 一 度 は 手 に し た こと 
が ある と 言っ て も よい くら いで し 
ょ う 。20 年 間 に わ た っ て 作ら れつ 
づけ て きた この P-610 も , 先 年 つ 
い ぃ い に 大 帆 に モデ ル チ ェ ンジ され て , 
現在 は P-610F, D 型 と な っ て い 
ます 。 日 本 中 で , 今 な お 使わ れ て 
いる P-610 は 相当 な 数 に の ぼっ て 
いる で し ょ う 。 し か し , 登場 し て 
か ら す で に 20 年 を 経過 し て いる た 



































め 初 期 の も ちの で は か な り 老 朽 化 し 
て いる よう で す 。P-610 は エッ ジ 
に 発 旬 ウ レタ ン 系 の も の を 用 いて 
お り , これ は 激しい 使用 や 悪い 環 
境 下 で は , 腐 人 角 す る と いう 欠点 が 
あり ます 。 現在 の P-610D, F 型 
に 改良 され た の は この あたり の 理 
由 も あっ た よう で す 。 特 に 放送 局 
モモ ダー の ジャ シク な ど で 手 ( 入 
る も の は , 大 て い エ ッ ジ 部 が 切れ 
て いた り し ます (写真 -1)。 こう い 
う 状態 で は , 音 が ひ ず ん だ り , び 
りつ いた り し て 使い も の に な ら な 
い の で す が , コー ン 紙 や , 磁気 回 
路 は 正常 な の に , す て て し まう の 
は , まこ と に も っ た いな い 話 で す 。 

稀代 。 ダイ オヤ トー シン の クハ バン 
と いう の は , PP-610 型 以前 に 数 種 
類 あ っ た の で す が , これ ら は , マ 
グ ネ ッ ト や , ダン パー な ど , 何 度 


< 写真 -2〉 
P- 62 紀 と 
P- 60 伯 





刈田 時 夫 


か 改良 を 受け な が ら P-610 に 至っ 
た わけ で す が , P-610 以 前 の も の 
は , すべ て エッ ジ 部 分 に 上 肥 が つか 
われ て いま し た 。 写真 -2 は, こ 
れ ら の うち の P-62 型 と P-60 型 で 
す 。 コ ー ン 紙 の 型 な ど は 大 きく 
変っ て いな い の が わか り ま す 。 

ダイ ヤ ト ー ン だ け で な ぐ , 当時 Hi 
Fi 用 と し て 有名 だ っ た スピ ー カ は は, 
大 抵 鹿 皮 の エッ ジ が 使わ れ て いま 
し た 。 現在 の スピ ー カ に は 全く 使 
用 され な く な っ た の は , 音質 上 の 
間 題 で は な く 材 料 が 高価 で か つ 均 
- な も の が 得 に くい こと や , 手 作 
り と な る た め 量 産 に 向 か な いこ と 
等 が , 主要 な 原因 で あっ た ろう と 
思わ れ ま す 。 で すか ら , 自作 派 と 
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し て は 手間 を か ける の は むし ろ 望 
む 所 で すし , 材料 も 割合 に 入手 し 
や すい も の で すか ら , 古い ロク ハ 
ン を 鹿 皮 は エッ ジ に 再生 きせ て , も 
う 一 度 働か せ て や る の も 興味 の あ 
る みこ と だ: で は な いで し ょ うか 。 





< 写真 -4> ウレ タン エッ ジ と 矢板 
紙 を 取り 去っ た ユニ ッ ト 





< 真 -6> 
鹿 皮 を 接着 
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コー ジ 紙 に 











< 写真 -3> 
鹿 皮 に 切抜き 線 を 
か く 


で は , 写真 を 見 な が ら , 工作 法 
の 読 明 を し て いき まし ょ う 。 まず 
材料 と し て は , エッ ジ 部 の いた ん 
だ ロク ハン 1 個 , 鹿 皮 ,。 ボー ル 紙 
少々 , 接着 剤 と し て , ボン ド G17 
や セメダイン コン タク ト な どの ゴゴ 
ム 系 の も の 少々 ,。 それ に カッ ター 
ナイ フ と ピン セッ ト ぐ らい が あれ 








< 写真 -7> 出来 上 っ た 鹿 皮 


ミラ ミッ の ロク ハジ ン 


ば よい で し ょ う 。 鹿 皮 は , 皮革 桶 
料 店 や ガソリン スタ ンド で , セ 
ー ム 皮 と し て 売ら れん て いる も の 共 
入手 し や すい で す が , 自動 車 ふき 
用 の も の は 人 造 記 の も の も あり ま 
すか ら , 注意 し て 本 皮 の も の を 午 
に 入れ て 下さ い 。 

次 に 型紙 を 作り ます 。 こ れ は , 
直接 鹿 皮 に 型 を 描く と 皮 が の が 
て ゆがん で し まう か ら で す 。 選 
ー ル 紙 に 第 1 図 の よう な 円 約 状 を 
書き , 切り 抜き ます 。 こ れ を 広 ( 縛 
た 鹿 肥 の 上 に あて て , フェ ルド 
ペン で 型 を な ぞ っ て か ら 切 り 拓 
きま す 。 こ れ を 4 枚 作 り , エッ ジ 
の 円 周 に な る よう に し ます (写真 
-9。 

今度 は スピ ー カ の 方 の 準備 を し 
ます 。 痛 ん だ エッ ジ 部 を コー ン 経 
に 接着 し て ある 部 分 か ら 切 り 取 っ 
て し まい ます 。 こ この 所 は , よき 
切れ る 小型 の ハサミ を 使っ て , で 
いね い に 行 っ て 下さ い 。 エ ッ ジ と 
共に コー ン 紙 外周 部 も 少し 切り 取 
っ て し まう 事 に な り ま す 。 そ 調 





〔 第 1 図 j エッ ジ 切 出し 用 型紙 
(1 個 に 4 枚 必要 ) 








ここ を 接着 する 
1 一 2mm た る ませ る 














〔 第 2 図 〕 
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フレ ー ム に つい て いる 矢板 紙 も , 
一 番 下 の ウレ タン エッ ジ の 所 か ら , 
カッ ター ナイ フ を 入れ て は が し ま 
す 。 こ れ は あと で また 使う の で , 
て いね い に は が し て 下さ い 。 これ 
で , スピ ー カ は 写真 -4 の よう な 次 
に な り ま す 。 

古い エッ ジ の くず を よく 取り の 
ぞい て か ら , フレ ー ム に 接着 剤 を 
うす く ぬ り , 先ほど 切り 抜い た 鹿 
皮 を は りつ け て 行き ます (写真 
-5)。 この 段階 で は , まだ コー ン 紙 
に は 接着 せ ず に お きま す 。 ス ピー 
カ 上 向け に し て , コー ン 紙 の ふち 
に エッ ジ を の せ , 第 2 図 の よう に , 





心 も ち た る み を も だ た せる よう に し 
ます 。 そ し て コー ン 紙 の 中 心 部 を 
指 で 少し 上 下さ せ て , 正しく セン 
ター が 出 て いる こと を 確か め て か 
ら , エッ ジ と コー ン 紙 を 接着 し て 
行き ます (写真 -6)。 コーン 紙 が か 
た むか な いよ うに そっ と や っ て 下 
さい ぃ い 。 セ ンタ ー キ ャ ッ プ を つつ い 
て みて , ガサ ゴ ソ 音 が し た り し な 
けれ ば , まず 大 率 夫 で し ょ う 。 後 
は さっ き は ず し て 取り の け て お い 
た 矢板 紙 を 元 ど お り に 接着 すれ ば 
で き 上 が り で す (写真 -7)。 


測定 結果 





自分 で 作 づ つた スピ ー カ が , どれ 
くら い の 特 性 に な っ た か を 知り た 
い の で , 無 響 室 で 過渡 特性 と , イ 
ン ピ ー ダ ンス を 測定 し て も らい ま 
し た 。 比 較 の た め に , 新品 で 残っ 
て いた P-610 A と , 新型 の P-610 
FB に つい て も 同様 の 測定 を 行っ 
て も らい まし た 。 測定 時 に 用 いた 
箱 は 約 85 7 の 密閉 箱 で す 。 

第 3 図 一 第 5 図 が その 結果 で す 。 
一 見 し て わか る の は , イン ピー ダ 
ンス カー ブ の fo (最低 共振 周波 数 ) 
の ピー ク が , オリ ジ ナ ル の 了 -610 
A が 約 90Hz に ある の に 対し て , 
鹿 皮 エッ ジ の も の は 50Hz と , ず 











































































































































































































































































































































































































































































































































































































150 
100 ゴ 
9 9 50 
10F THTTTT ロ 
5 
20 4 68100 2 4 681k 2 4 6810k 20k 
届 波 数 (Hz) 
〔 第 3(⑪) 図 ] 実験 器 
90 150 
80 半 100 
9 70 LT HL 9 50 
60 1 本 人 10 
50 | | 
20 4 68100 2 4681k 4 6810k 20k 20 4 68100 2 4 681k 4 6810k 20k 
周 波 数 (Hz) 周 波 数 (Hz) 
〔 第 4(a] P-610A [第 4(b) 図 」 P-610A 
90「 本 TI 150 3 
80 | 10 
720 9 50 
60 HH 10| 
50 遇 Io 蛇 六 山 
20 4 68100 2 468lk 4 6810k 20k 20 4 68100 2 4 681k 2 4 6810k 20k 
周 波 数 (Hz) 周 波 数 (Hz) 
〔 第 5(&) 図 〕 P-610FB 〔 第 5(b) 図 〕」 P-610FB 
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いぶ ん 低く な っ て いる の が わか り 
ます 。 新型 の P-610F B で は , ち 
ょ うど 中 間 の 70Hz ぐ らい に な っ て 
いま す 。 周 波数 特性 上 も ,. これ に 


応じ て , 鹿 皮 改 造 品 の 方 が , 低 域 
が よく 伸び て いま す 。 コ ー ン 紙 自 


体 は 同じ も の な の で , 中 高 域 の 特 
性 は 仏 た よう な も の で す が , 鹿 友 
の も の の 方 が 細か な 凹凸 が 少な く 
見 えま す 。 し か し , この 程度 は バラ 
ツキ の 範囲 内 で すし , 鹿 皮 に し た 
せい か どう か は 何と も 言え ませ ん 。 
新しい P-610F B 型 の 方 は 新た に 
設け られ た セン ター キャ ッ プ の 下 
の 高音 用 セン ター ドー ム の 効果 が 
表 わ れ て , 20kHz 近く まで 周波 
数 特性 が 伸び て いま す 。 ま た 8@ 
に な っ た た め に , 電圧 感度 が 高く 
NN あい さす が に , 現代 的 
な ソー ス に 適合 する よう に 改良 き 
れ て いる こと が うか が えま す が , 

20 年 も 前 に 作ら れ た ユニ ッ ト で も , 
エッ ジ を は りか える だ け で , 今 で 
も 立派 に 通用 する 性 能 に 生き 返る 
の は , 最初 の 基本 設計 が すぐ れ て 
いた か ら だ と 言え る と 思い ます 。 


鹿 上 肥 エ ッ ジ に 貼り か えた ロク ハ 
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ン の ユニ ッ ト を これ が も と も と も と 
取り 付け られ て いた ソニ ー 製 の 局 
用 テー プ 録 音 再生 機 の モニ ター ス 
ピー カ の 逢 に 取り 付け て 、 カセ ッ 
ト や , Hi-Fi VTR か ら の ソー ス 
を ニダ ター し で み ま し た ( 客 真 -3) 
箱 が 小型 な た め , 低音 が 出 に く 
の >: デン プ の トー ンコ スト セロ 
ー ル で 持ち 上 げ て 使い まし た 。 エ 
ッ ジ を 鹿 上 肥 に し た こと で , 振動 系 
が か な り 和 柔らか く な っ て お り , 最 
大 許容 入力 が 低下 し て いる の で は 
な いか と 心配 し た の で す が , 6 崩 
間 で の 再生 に 十分 な 音量 で は 全く 
問題 は あり ませ ん で し た 。 
音質 面 で は , 静か な 感じ の する 
音 , と いう の が 第 一 印象 で す 。 ス 
ピー カ と いう も の は , 周波 数 特性 
で きま る 音質 の ほか に , 材 賢 の 音 
と いう も の が つき まとう よう に 思 
だ で な が りり ま せん 。。 グレ グン プー 
ム の ガサ ガサ し た 感じ に くら べ て , 
鹿 記 の し っ と り し た 感じ が , 音 に 
も 出 て いる よう な 気 が し ます 。 も 
っ と も これ は 自分 で 作っ た か ら 
と いう ひい まき 目 な の か も 知れ ませ 
ん 。 現 代 の スピ ー カ と くら べ れ ば , 
決し て 広帯域 で は あり ませ ん が , 
た い へ ん バラ ンス の と れ た 音 で , 





アナ ウン ス の 声 な ど が 自然 に きこ 
えま す 。 電子 楽 符 を 多用 し た ロッ 
ク を 大 音量 で 聴く に は 不向き で し 
ょ う が , クラ シッ ク の 室内 楽曲 な 
ど を きく の に , 2 A3 シン グル 8 


いっ た 小 出 力 の 真空 党 ア ンプ と 組 
み 合 わせ て みれ ば すばらし い の で 
は な いで し ょ うか 。 





本 来 な ら ば も う ) う 寿命 の つき て い 
る 古い ロク ハン も , も う 一 度 生ま 
れ 変 わら せる こと が で きま し た 。 
その 上 , 自分 で 作っ た スピ ー カ が 
ら 斉 楽 が きこ えて くる と いう 滴 足 
感 が 得 ら れ て , 一 石 二 鳥 で す 。 

最近 は , AV 時 代 と いう こと で 
Hi-Fi ビデ オ や 衛星 放送 な ど , T 

の 音声 に も 高 品 質 を 要求 され る 
よう に な り ま し た が , 普通 の 末 湖 
ディ オ コ ン ポ の スピ ー カ を TV の 
横 に 置く と 画面 が の め が ん だ り , 色 
ずれ を お こし た りす る こと が あり 
ます 。 こ れ は 数 年 前 か ら の アル ニ 
コ 磁 石 の 高騰 で . ほとん どの スピ 
ー カ が フェ ライ ト を 採用 する よう 
に な っ た た めで す 。 フ ェ ラ イト を 
使っ た 磁気 回 路 は 一 般 に 磁束 の も 
れ が 大 きく , 磁気 回 路 の 強力 な ハ 
イフ ァ イ 用 ほど その 影響 も 大 きい 
の で す 。 し か し , この 古い P-610 
型 は アル ニコ の 内 磁 型 で ある た め , 
TV の そば に お いて も , まっ た く 
問題 な く 使 を る の で す 。 最新 の メ 
ディ ア に , ハイ ファ イ 初 期 の ユニ 
ッ ト が 適し て いる と いう の は , 温 


故 知 新 と いう 言葉 を 地 で 行く よう 
で まこ と に 楽し いこ と で す 。 





















































































































































































































































































































































ソニ ー は , 普及 タイ プ の 据置 型 
ビデ オペ ベータ プラ ス 307 SE 上 -H 
FR30 価 格 137.000 円 と 。 ベー タ ハ 
イフ ァ イ ブ プロ セッ サ HFP-100 価 格 
49,800 円 を , 5 月 21 日 より 同時 発 
も ます 


0 














高き 80mm, 横幅 430mm の スリ ム 

な オー ディ オ コ ン ポ な み の サ イズ 
SE ポア スス ブッ レッ ド 
の 3 色 の シッ ク な ボディ カラ ー が 
用 意 き ん れ てい ます 。 上面 に は , テ 
ー プ の 吉行 状態 や テー ブ 残 量 が 確 
認 で きる ,。 トッ プ ウ ィ ン ド ー が つ 
きま し た 。 消費 電力 は 36W, 重量 
は 約 8 kg で す 。 





シッ リル レク ペー。 


1 . 大 型 の 操作 ボタ ン と 見 や 
すい マル チ デ ィ ス プレ イ 


前 面 パ ネル は シン プル で スッ キ 
り し て お り , 左 半分 に は 大 型 の テ 
ー プ 走行 操作 ボタ ン と ソニ ー 独 特 
の 録画 用 の スラ イド スイ ッ チ が あ 
り , 右 半分 に は マル チ デ ィ ス プレ 
イ (表示 窓 ) と 大 型 の 録画 予約 ボ 
タン が 配置 され て いま す 。 

大 型 の マルチ ディ スプ レイ に は , 
チカ 以 ウ タゲ デビ ゼ 受 信 チ ャ 
ネル 表示 , 動作 モー ド , 予約 プロ 
ダラ 数 タイ マー デーン 夫 行 
スピ ー ド , カセ ッ ト の 有無 な ど が 
明る く 見 や すく 表示 され ます 。 














30 十 HFP-100 


2 . ハイ ファ イ ビ デ オ に 手軽 
る に グレ ー ド アッ プ で きる 
ベー タ ハ イフ ァ イ 端 子 


ビデ オ の 後面 に は 28 ビ ピン の ベー 
タ ハ イフ ァ イ 端 子 が あり , 別売 の 
ベー タ ハ イフ ァ イ プ ロ エ セッ サ を 接 
続 す れ ば , テレ ビ の 音声 多重 放送 
の 録画 録音 を は じ め , ソフ ト テ ー 
プ の 再生 , FM 放送 の 長 時 間 録 音 
な ど が で きま す 。 


3 . オー ト プ レ イ を は じ め と す 
る 便利 な 5 つの オー ト 機 能 


巻き 戻し 終了 後 自 動 的 に 再生 を 開 
始 す る パオ ー ト プレ イ ? カウ ンタ 
ー ゼ ロ の 位置 で 巻き 戻し が 停止 する 
ヾ オート ゼロ スト ッ プ ", 巻き 戻し 後 
ゼロ 位置 か ら 再 生 を 開始 する “ オ 
ー ト ゼロ プレ イ ?。, 誤 消去 防止 ツメ 
を 折っ た カセ ッ ト で 録画 し よう と 
する と 自動 釣 に カセ ッ ト が 飛び 出 
ーー ドイ オダ 呈 光 よ イ と み 二 必 ド 
を 差し 込む だ け で 自動 的 に 電源 が 
大 る パ ボ ポー ト パ ワ ゾー オッ” の 5 ウ 
の オー ト 機 能 が あり ます 。 





原 正和 





4 . 早送り , 巻 戻 し 中 で も 画 
像 の 確認 が で きる 高速 アク 
セス 機能 


早送り ・ 巻 き 戻 し 時 に ボタ ン を も 
う 1 度 押 す だ け で 画 の 内 容 を 確認 
で きる 高速 アク セス 機能 ” を 採 
用 し て お り , 通常 の ピク チャ ー サ 
ー チ に 加え 希望 の 場所 の 頭 出 し が 
早く 簡単 に で きま す 。 


5. ワイ ヤレ スリ モコ ン と 7 
日 間 6 プロ グラ ムタ イマ ー 


1 -12 の ボタ ン で テレ ビ チ ャ ネ 
ル が ダイ レク ト に 選 局 で きる , ワ 
イヤ レス リモ ュ コン が 付属 し て いま 
す 。 ま た , 7 日 間 に 6 番組 の 録画 


予約 が 可能 で , 大 型 デ ィ ス プレ イ 
で 点滅 し て いる 項目 を , 順に 大 型 
ボタ ン で 入力 する だ け で 簡単 に セ 
2 デイ ジング: で きき 志す に グッツ クタ 
イィ マー に より , 30 分 単位 で 5 時 
間 ま で の 録画 時 間 を 即座 に セッ ト 





< 写真 -1 > SL-HFR30 (上 ),HFP-100 ( 下 ) 


16Z 




















録音 レベ ル つ まみ 
ヘッ ド フ ォ ン 間 子 


と ポリ ウム ステ レオ 表示 条 ハイファイ 表示 条 ハイ ファ イス イチ 


< 写真 -2> フロ ント パネ ル 左 側 (上 , プ ラス 30, 下 , HFP-100) 


で きま す 。 


6 . “ベー タプ ラス ” は ソニ ー 
ビデ オ の 新しい コン セプト 


* ベ ペー タプ ラテ ラス? は 。 ソ ニー が 
ビデ オ の 楽し み を より 大 きく する 
た め に 企画 し た 新しい コン セプト 
で す 。 前述 の よう に ハイ ファ イブ 
ロ セ ッ サ を 追加 する だ け で ハイ フ 
ァ イ 音 が 楽し め る ほか , ベー タ ハ 
イフ アァ アイ ビデ オ で 録 天 じ た テ ー プ 
を 従来 の ペー タビ デオ で 再生 する 
と , 画面 に ビー ト が あら われ る な 
ど 画 質 が 悪く な る 場合 が あり まし 
な の が ペー ニタ アラ ネス ビデ で は で 
の 点 が 改良 され て いま す 。 

人 後 全 。 と の ポー クタ プラ スピ ビデ 
オォ を 基本 型 と し て , これ に 各種 機 
能 を 付加 し た 多様 な 製品 化 が すす 
め ら れる と いう こと で す 。 











1 . ベー タプ ラス ビデ オ に 接続 
すれ ば ハイ ファ イ ビ デ オ に … 
> ィ グ プラ スピ デオ に 8 ピン の 
ハイ ファ イコ ネ ク タ を 接続 する だ 
け で , ベー タ ハ イフ テイ 方 式 の 高 
音質 の 録音 ・ 再 生 が で きま す 。 周 
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波数 特性 20Hz 一 20.000Hz, ダイ 
ナミ ッ ク レ ンジ 80dB 以 上 , ワウ フ 
ラッ タ 0.005 (RMS) 以下 の ハ 
イフ ァ イ サ ウン ド が 楽し め ま す 。 
高き が 45mm 幅 430mm の 薄型 で , 
ベー タビ デオ に 重ね て 使用 で きま 
す 。 電源 コー ド を つなぎ , リヤ パ 
ネル の シス テム 電源 スイ ッ チ / 
を 入れ て お け ば , 接続 し た ビデ オ 
デッキ の 電源 スイ ッ チ と 連動 し て , 
電源 の 入 ・ 切 が 行わ れ ま す 。 


2 . 音声 多重 回 路 を 内 蔵 


ベー タ ハ イフ ァ イ 回 路 の ほか に 
音声 多重 回 路 も 内 蔵 し て いる の で , 
2 ニタ シズ ビデ オガ 宅 炎 デ 必 ボ 放 
送 , 2 カ国 語 放 送 ( 主 プ 副 切り 替 
え 可 能 ) が 楽し め ま す 。 


3 . サイ マル キャ スト 録音 対応 


音声 外部 入力 ボタ ン を 押す だ け 
で 。 テ レビ の 映像 (音声 は 従来 の 
トラ ッ ク に モノ ラル で 録音 され る ) 
CPM っ ー み が な と どの 江 ブ ッ 
オシ ステ ム か ら の 音声 を ベー タ ハ 
イフ ァ イ で 同時 に 記録 で きる の で , 
テレ ビ 録 画 を し な が ら FM 放 送 の 
エア チェ ッ ク が 同時 に で きま す 。 


4 . マニ ュ ア ル 録 音 機能 





モー ドス イッ チ 





フィ ル タ 。! チャ ネル タイ マー 
スッ チ 入力 り 徐 半 が キー クー ポタ ン 
スイ ッ チ し 


< 写真 -3> フロ ント パネ ル 右 側 


入力 信号 に 応じ て 録音 レベ ル を 
自在 に 調整 で きる , マニ ュ ア ル 録 
音 を 採用 し て いま す 。 調整 の めん 
どう な ユー ザー に は グリ ー ン ボ ポジ 
ショ ン も 設定 され て お り , この 位 
置 に つま み の 位置 を 合わ せ て お け 
ば , ほとん どの 録音 に 対応 で きま 
す 。 






ベー タプ ラス ビデ オ に プロ セッ 
サ を 組み 合わ せ て , 使用 し て み ま 
し た 。 プ ロ セ ッ サ の 接続 は , ハイ 
ファ イロ ネ ク タ を ビデ オデ ッ キ 9 
ハイ ファ イ 端 子 に ワン タッ チ で 挿 
入 , 電源 を デッキ の コン セン ト に 
挿入 する だ け で す 。 

な お , ハイ ファ イブ プロ セッ サ の 
リヤ パネ ル に は タイ プス イッ チ / 
と パフ ァ イ ン トラ ッ キ ング ? つま 
み が あ り ま す 。 

タイ プス イッ チ の A ポ ジ シ ョ ン 
で は ファ イン チュ ー ニ ンダ が 動 代 
し , トラ ッ キ ング の 補正 は は た ら 
き , B ポ ボ ポジション で は 補正 が オフ 
だ た がり ます 。 ア チイ ジ チ 宮 導 呈 滞 
グ は 電気 回 路 的 に トラ ッ キ ング の 
補正 を 行う も の で , スイ ッ チ を A 
ポジ ショ ン に し て つま み を まわ し 
ます 。 普 通 の 使用 で は スイ ッ チ を 
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Au 己 SW se 半 寺 
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SN で 








RS ドジ シッ ボン で に じ で ボノ イミ ンチ 
ニン グ は 中 心 に セグ トト じじ て お 
きま す 














三洋 電機 は きき に ポー タプ ブル 型 
の ハイ ファ イ ビ デ オ VTC-H 5 を 発 
売 し て いま す が , この 5 月 21 日 よ 
D り FM チュ ー ナ を 内 蔵 し た FM 放 
送 の エア チェ ッ ク に 便利 な , ハイ 
ファ イ ビ デ オ デッキ VTC-MH5 を 
198,000 円 の 手頃 な 価格 で 発売 し 
まし た 。 こ の 価格 で 出し て きた こ 
と は 高く 評価 し た いで すね 。 


1 . ハイ ファ イ 録 音 , タイ マ 
ー 操 作 部 は 前 面 パ ネル の カ 


オー ルプ ブラ ッ ク の ビデ オデ ッ キ 
で , 前 面 パ ネル の 左 半 分 に テー プ 
走行 操作 ボタ ン と 表示 ラン プ , 右 
半分 に は 時 刻 と タイ マー セッ ト 時 
刻 を 表示 する ディ ジタル 表示 板 と 
テレ ビ と FM 放送 チャ ネル の イン 
ディ ケー タ , FM2 チ ャ ネル と も 
12 チ ャ ネル 選択 ボタ ン , オー ディ 
オ ピ ー ク レベ ル メ ー タ ー, 録音 レ 
ベル つま み , バラ ンス つま み , そ 
し て , 下部 の カバ ー を 開け る と 夕 
イィ マー と ハイ ファ イ 録 音 の 操作 部 
が あら われ ます 。 

リヤ パネ ル に は , VHEF と UHF 
の 入出 力 端子 , 映像 ・ 音 声 入出 力 
端子 の ほか に FM の アン テ ナ 敵 子 
が あり ます 。 大 き さ は 幅 420X 高 さ 
117 ※ 奥 行き 375mm, 重量 は 9.3kg, 
消費 電力 は 48W で す 。 


2 . は じ め て FM チュ ー ナ 内 蔵 


ハイ ファ イ ビ デ オ を 利用 し て , 





< 写真 -4> サン ヨーVTC-M H5 


F M 放 送 の 8 時 間 連 続 ハ イフ ァ イ 
の エア チェ ッ ク に 人 気 が あ り ま す 
が , この ビデ オ に は FM チュ ー ナ 
が 内 蔵 さ れん てい ます 。F M 放 送 の 
記録 は 選 局 ボタ ン を 押せ ば それ で 
OK, チャ ネル 数 が 表示 され FM 
イン ディ ケー タ が 点灯 し て , 簡単 
に 記録 が で きま す 。 


3 . 2 週間 8 番組 の 予約 タイ 
マー を 内 蔵 


選 局 ボタ ン と 予約 タイ マー に よ 
り , 複数 局 の 複数 番組 の 子 約 録音 
が で き , これ は テレ ビ 番 組 と FM 
番組 を ラン ダム に 了 予約 する こと が 
人 で 守 : ま す \ 


4 . ミッ クス 再生 が で きる 


音声 トラ ッ ク は , 従来 の 固定 へ 
ッ ド 録音 の 1 チャ ネル と , ハイ フ 
ァ イ ト ラッ ク 2 チャ ネル の 合計 3 
チャ ネル 録音 が 可能 で , 録音 ずみ 
の ハイ ファ イ 音 声 を 消さ きず に , 従 
来 の トラ ッ ク に アフ レコ を 行い , 
再生 が で きま す 。 

ハイ ファ イ 録 斉 レ ベル は , ハイ 
ファ イ 記 録 レ ベル スイ ッ チ の 切り 
替え に より 。 オー トド と マニ ュ ヂ 北 
調整 が で きま す 。 


5 . AV コン トロ ー ル 機能 


AV コン トロ ー ル 端子 つき の 音 
声 多 重 テ レビ (三洋 C-21AV 3 な 


だ に に ビデオ の AV コジ シト や セ 央 
ル 端 子 を 接続 し て お く と , テレ ビ 
番組 を 視聴 し て いる 最 中 に ビデ オ 
の 再生 ボタ ン を 押す と , 自動 的 に 
テレ ビ の 入力 を 切り 替え て , その 
まま ビデ オ の 再生 プロ グラ ム が 視 
聴 で きま す 。 

その ほか , 正 ・ 逆 方 向 の ピク チ 
ャ ー サ ー ナ 機能 , 音声 ボリ ウム 調 
整 が だ で きる ヘッ ド フ ォ ン 壮 子 13 
機能 の ワイ ヤレ スリ モコ ン な ど が 
付属 し て いま す 。 












さき て, これ ら の バイ プ ァ イ ビ デ 
オ の 視聴 チェ ッ ク に は , 映像 に つ 
いて は 本 誌 5 月 号 に 紹介 し た 筆 者 
の 画質 評価 用 1 イン チ テ ー プ を , 
また , 音声 に つい て は オー ケス ト 
ラ ,。 ポッ プス , ボー カル , 三味 線 
な どの CD を , それ ぞ れ 再生 し て 
同時 に テー プ に 記録 し, その は ほか, 
ステ レオ 放送 番組 も いく つか 鍼 画 
再生 し て み ま し た 。 な お , 視聴 に 
仁多 みみ アー デレ ビ は ば だ 必 
ター ネッ トワ ー ク AV -20 を , オー 
ディ オシ ステ ム は ソニ ー の TA-N902, 
APM-55 を 使用 し まし た 。 


1 。 ベー タプ ラス と ハイ アァ 
イプ ロ セ ッ サ の 組み 合わ せ 


記録 の 手順 は , プロ セッ サ の レ 
べ ベル メー ター を 中 天 位 置 に し て ハ 
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早送り 停止 
ヘッ ド フ ォ ン レベ ル 調 整 再生 ュ 
端子 オー ディ オダ ビン グ 


< 写真 - 5 > 富み トバ パネ ル 左 側 


パグ アイ スイ ウ 字 を 大, ビデ オ 
で 録画 する だ け の 人 簡単 さ で す 。 再 
生 の 場合 は タイ プス イッ チ を A に 


セッ ト し て , ビデ オ を 再生 すれ ば , 


プロ セッ サ の 表示 ラン プ が 点灯 し 
て 自動 的 に ハイ ファ イモ ー ド に な 
り ま す 。 

ソニ ー の ビデ オ は , 従来 , 解 像 
度 に 重き を お いた , どちら か と い 
え は 解像度 の よい , や や 青 味 の あ 
る 画質 で し た が , ベー タプ ラス は 
色 再 現 と SN 比 を 重視 し た , いう 
な れ ば だ れ に も 好ま れる ソフ ト な 
美しい カラ ー 画 像 に 変り まし た 。 
ビデ オ の 上 面 の チャ ネル プリ セッ 
ト 部 に , シャ ー プ ネス 調整 つま み 
が も うけ られ , これ で お 好み の 画 
質 が 選べ ます 。 

テスト テー デア 中 の モデ アル の チッ 
プ し た 顔 の 肌色 や 唇 の 色 が 自然 に 
まな 。 宇 デ ル の 毛 胡 〒 回 い コー ヒ 
一 茶わん の グラ デー ショ ン も 豊富 に 
再現 きれ まし た 。 赤 い バ ラ や きき 

9 ' 牙 色 w か が かー ベラ ピン ク グ の 
シク ラメ ン な どの 花 の 色 の トー ン 
も よく , 果物 , 特に マス カッ ト ( ぶ 
どう ) の 新鮮 な すき 透 る よう な 緑 
色 が 十分 に 再現 きれ まし た 。 


】Z0 


ー 時 停止 記名 録画 予 
スチ ル 時 計 ・ 時 刻 セッ ト 切 り 替 え 






音質 に つい て は , 低音 が の び て , 
芝 あ の 2 ペラ ンス が よく と れれ て で お 
3 和 Cuee 人 和 め 導 が 
ル で , 全体 に スッ キリ し た 音質 で 
陸 溢 a 
操作 ボタ ン が 大 きく , マル チ デ 
ィ ス プレ イ に 多く の 情報 が 表示 さ 
れる の で 使い や すく , 録画 予約 手 
続 も 簡単 で 使い 勝手 は 上 等 で す 。 
プロ セッ サ の レベ ル メ ー タ ー は 
明る く て 見 や すく , し か も , 一 50 
dB 一 十 5dB ま で 15 セ グ メ ント て で 構 
成 し て お り , オー ディ オマ ニア を 
意識 し た 設計 で す 。 
この シス テム は , 最初 に ベー タ 
プラ ス を 購入 し て , フト コロ 具合 
が よく な っ た ら プ ロモ セッ サ を 追加 
し て ハイ ファ イ 音 を 楽し も うと い 
う ユー ザー に と っ て は , 最適 で し 
が 


Z 。 喧 洋 バ イラ ァ イ ピ デオ 


ハイ ファ イ 録 画 は , ステ レオ 放 
送 を 受信 すれ ば ステ レオ 表示 ラン 
プ が つき , つぎ に ハイ ファ イス イ 


ッ チ を 入れ , 録画 ボタ ン を 押せ ば , 


それ で OK で す 。 
再生 は , 音声 出力 モー ドス イッ 


HH 


レベ ル 調 整 
録 正 予約 ボタ ン 類 スイ ッ チ 












入力 切り 替え ハイ ファ イ バラ ンス 


< 写真 -6 > フロ ント パネ ル 右 側 


チ を ハイ ファ イ 側 に セッ ト し て , 
再生 状態 で ステ レオ 表示 灯 が 自動 
点灯 し ます 。 

記録 テー プ を 再生 し た 画質 は ま 
ず ま ず で す が , 全般 に 赤 味 が か っ 
て いま し た 。 これ は ,。 カラ 2 抽 
ビ に 再生 信号 を RF 変調 し て 入 用 
し た と き の , 色 特 性 を 配慮 し た 門 
め と の こと で , シス テム カラ 清 語 
レビ の 映像 信号 入力 用 と し て 特 四 
調整 し た ビデ オ の チェ ッ ク で (8 
正常 な 色調 で し た 。 

再生 音 は , 各 ソ ー ス と も ソ ツ 碧 
な い 音 質 で す が , も うち ょ っ と 明 
快 さ が ほし いよ うに 思い まし た 。 
低 域 ノイズ は , あま り 気 に な り ま 
せん 。 

レベ ル メ ー タ ー は 明る く て 見 や 入 
いし , 一 20dB 一 填 6dB を 9 セグ メ 
ント で 構成 し て いま す 。 こ の ビ 器 
オ で は , FM 放送 番組 の エア チェ 
ッ ク が 2 週間 8 プロ グラ ム , 夕 イ 
マー 録音 で きる と いう こと が 最 夫 
の 魅力 で し ょ う 。 
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- 合 ら 才 ほ ア アイ デメ ※ 毎 = 
ホビ ピッ ラ - な VCA I ご の 





先月 は CA3080 と その ファ ミ 
リー そし て イト コ く らい に あたる 
NS 社 の LM1894 に つい て , 概略 
と 若干 の アプ リケーション を 書い 
て み ま し た 。 新しい 高 性 能 IC が 
続々 と 発表 され て いる 現在 , そん 
な 古 手 の 石 を 講釈 し た の は ナン セ 
ンス と 思わ れる か も し れ ま せん 
が , 面白 いも の は 面白 く , な に よ 
り 使い 方 次 第 で 応用 は 無限 に あり 
そう で , オー バー 言え ば アナ ロ 
グ ・ ロ マン の ハー ト を くす ぐる 石 
5 ち ( ぐ 3 お)s 

今回 は 同じ VCA 系 統 の IC で 
も 少し 毛色 の 変わ っ た NE570 フ 
ァ ミ リー を 中 心 に 書い て み ま し ょ 
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NE 570 


NE570 は 電話 回 線 用 の NR シ 


テム (N2 コシ ッ パシ ジグ うと し で 
開発 され た も の で , ワン ・ チ ッ プ 
の 中 に バリ アブ ル ・ ゲ イン ・ セ ル 
(要する に VCA の モト ) と オペ 
アグ グー だ われ に が イド ツチ デジ 
用 の 全 波 整流 器 が . それ ぞ れ 2 個 
ずつ 入っ て お り , 1 個 で コン パン 
ダ が 構成 可能 な 1C- で す 。 

コン パン ダ と は コン プレ ッ サ と 
エキ スパ ンダ の 合成 語 で , 第 1 図 
の よう な D レン ジ 操 作 に よる NR 
を さ し ま す 。 

570 は 電話 用 で は あっ て も , 適 








大 塚 明 


当 な 設計 を 行え ば , か な りら 高級 向 
き の 用 途 に も 使え ます 。 た だ 内 蔵 
され て いる オペ アン プ が 741 相当 
(それ 以下 ?) で ある た め , 音 

を 問題 に する 場合 は , オペ アン プ 
を 外 付け に し , 内 蔵 の も の は 使わ 
な い 等 の 対策 が 必要 で し ょ う 。 そ 
と で , オペ アン プ を チッ プ 内 か ら 
追い 出し て し まっ た の が NE572 
で す 。572 に つい て は 後に 触れ ま 
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第 1 図 コン パン ダ ・ ノ イズ ・ 
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す 。571 と いう の は 簡単 に 言っ て 
し まえ ば 570 の 選別 も れ 品 の よう 
な も の で , 特性 等 が 少し 劣る と の 
も まで す 。: よ 了 か く か タモ ログ 測 で 
は そう な っ て いま す が , 実際 に は 
まっ た く 570 と 同じ に 使え ます 。 
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第 3 図 基本 的 な 結線 

570 と 571 の 内 部 ブロ ッ ク と ピ 
ン 配 置 は 第 2 図 で す 。 ブ ロッ ク 図 
中 の 4 本 の R は 1IC の 中 に 含ま れ 
て いま す 。 基本 的 な 結線 は 第 3 図 
で , と れ ら の 回 路 で も 一 応 は 動き 
ます 。 信号 レ ベル の 変化 (つま り 


を 
ら 
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fa ろ 
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第 4 図 D レ ンジ の 変化 (42) と レベ ル ・ ダ イヤ グラ ム (b) 
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[第 2 図 ] 570 と 
571 の 内 部 ブロ 


16|RectCap2 ッ ク と ピン 配置 
15|RectIn2 


AGCellIn2 





2 2R3 VN (avg.) 
RARgle 


Ia =140A 


D レ ンジ の 変化 ) は 第 4 図 & で は , 
dB 値 で /。 また は 2 倍 に コン 人 
ンド され , 同 b の レベ ル ・ ダ イヤ 
グラ ム に な り ま す 。 

し か し 第 3 図 の 回 路 で は マト モ 
な 音 と は 言い 難く , 実用 に な る の 
は 第 5, 6 図 の 外 付け オペ アン プ 
を 用 いた 回 路 で し ょ う 。 と れ ら の 
回 路 な ら プ ロ ・ オ ー デ ィ オ の 世界 
で も 十分 に 通用 する 音 が 得 ら れ ま 
す 。 外 付け の オペ アン プ は , 好み 
(こも より ます が 5532 と か LM838 
あたり が 良い で し ょ う 。 第 5 図 で 
は オペ アン プ の 出力 が 2 本 の 逆 接 
(に し た ツェ ナー で 引っ ぱら れ て い 
ます が , と れ は 回 路 の 出力 を ほ ぽ 
7Vp-p 以下 に 押さ える た め の も 
の で すか ら , オ ペア ンプ の 出力 DC 
レベ ル と 同じ 電圧 (1.8V) に 引っ 
ぱり ます 。 
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570 周辺 の 設計 


いずれ に し て も 570 の 基本 回 路 
は 第 3 図 で す 。 と れ を 元 に し て 自 
分 で 回 路 を 設計 する と と も , それ 
ほど 難し く は あり ませ ん 。 内蔵 さ 
れ て いる 4 本 の 抵抗 値 を 変え て や 
れ ば いい わけ で す 。 第 7 図 が その 
よう す で す 。 Ri, R。 は シリ ー ズ に 
抵抗 を 足し て や り ま す 。 また Rs 
の 6, 11 番 ピン は 使わ ず , 5, 12 
ピン に 外 付け 抵抗 Rs を 加え ま 
0 け 

まず , 回 路 の 最大 入出 カレ ベル 
か ら Rs, R。 が 決ま り ま す 。 


と な る よう に た 両者 を 決定 し ま 
す 。 250gxA と いう の は 整流 回 路 の 
最大 入力 電流 で あり , 140gA は ゲ 
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第 6 図 外 付け す オ ペア ンプ を 用 いた 回 路 (② 
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Rg 
イン ・ セ ル の 最大 入力 電流 で す 。 
式 で は ミ の 記号 で 書き まし た が , 
実際 に は = だ と 思っ て 結構 で す 。 
Rs, R。 が 大 き 過ぎ る と 電流 が 減 
り , リニア リティ が 悪化 する た 
め , ひ ず ま な い 範 囲 で な る べく 


周辺 設計 法 


COーー-ーーーーーーーーーー ゴ 


多く の 電流 を 流し た いか ら で す 。 
Rs は 目標 ゲイ ン と Ri, R。 に よ 
っ て 決ま り ま す 。 コ ン パ ンダ の 場 
合 , 規定 入力 レベ ル が あれ ば , そ 
の レベ ル で シス テム ・ ゲ イン が 1 
( こ な る よう に する の が 普通 で す 。 


第 8 図 入出 力 特性 区 
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シス テム ・ ゲ イン が 1 と は , 第 4 
図 b で 0dB の レベ ル を 差し ます 。 
いずれ に し て も と の 抵抗 は 。 オペ 
アン プ の 帰還 抵抗 で す 。 規 定 入力 
レベ ル が 不定 の 時 に は , 最大 入力 
レベ ル よ り 20<30dB 下 を , 仮に 
規定 レベ ル と すれ ば 大 体 OK で し 正 
RG の 

な お 570 シリ ー ズ は 1 電源 動作 
で す 。 外 付け の オペ アン プ も いっ 
し ょ に 1 電源 に し て し まう と , 最 
大 入出 カレ ベル は 1.8V に 制限 さ 
れ て し まい ます (572 は 2.5V)。 


4.7k 1kSF_ 4. 
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第 9 図 ノイ ズ ・ ゲ ー ト 回 路 例 
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第 10 図 572 の 等 価 回 路 と ピン 配置 
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し た が っ て , 外 付け オペ アン プ 
は , な る べく 正負 2 電源 に し た 方 
が , と の 制限 か ら 逃 れ ら れ て よい 
SGSSRNDo 


570 (571) に よる 
ノイ ズ ・ ゲ ー ト 


570 シリ ー ズ は D レ ンジ , プロ 
セッ サ と し て , ほとん ど あ ら ゆ る 
用 途 に 問題 な く 使 え を ます 。 た だ ひ 
と つ , 低 レ ベル 入力 に 対し て , 整 
流 回 路 の リニア リティ が 吉 化 する 
欠点 が あり ます 。 と れ を 積極 的 に 
利用 する と ノイ ズ ・ ゲ ー ト が 出来 
上 が り ま す 。 第 3 図 b の エキ スパ 
ンダ で , Csscr と パラ に 抵抗 (RA) 
を 入れ て や る と , 入出 力 特性 は 第 
8 図 の よう に な り , 一 定 レ ベル 以 
下 の 入力 で は , 出力 に 何 も 出 て 来 
な く な る の で す 。 

と の まま で も 立派 な ノイ ズ ・ ゲ 
ー ト で す が , リニア な 部 分 で は エ 
キス パン ダ 動 作 を し て し まい ます 
か ら , コン プレ ッ サ と 組み 合わ せ 
て や り ま す 。 第 9 図 が その 一 例 で 
す 。 効き 方 は 自然 な 感じ で , 簡易 
型 NR と し て は まず 合格 点 で す 。 
入力 の 39K と 出力 オペ アン プ の 
Rf 100K は , 入出 カレ ベル に よっ 


て 決め 直し て 下さ い 。 
第 12 図 コン プレ ッ サ 
志和 ス < 


ダ の 
回 路 Q) Van 


Vour _2 _ Rs・Vm(avg) 





第 11 図 572 に よる 


リミッタ 回 
路 例 


NE 572 


570, 571 は 本 来 電話 用 で す が , 
民生 オー ディ オ の 分 野 で も 使わ れ 
て し まい まし た 。 と れ に 気 を 良く 
し て か (?⑦) シグ ネ が 最初 か ら オ 
ー デ ィ オ 用 を 目ざし て 発表 し た の 
が 572 で す 。570 と の 相違 点 は , 
大 き な と と ろ で は オペ アン プ を 内 
蔵 し て いな いと と と , アタ ッ ク ・ 
タイ ム 用 , リリ ー ス ・ タ イム 用 の 


コン デン サ を 分 離し て , それ ぞ れ 
独立 し て 設定 可能 に な っ て いる あ 
た り で し ょ う 。 等 価 回 路 と ピン 配 
置 は 第 10 図 で す 。 

572 で は 570 の R。 (Ri 表示 の 








VN 1 


R2・RI 








6.8K に ) に あたる 抵抗 だ けが 内 
蔵 さ れ て お り , その 他 は すべ て 外 
付け で す 。 実際 に どの よう に 使う 
か は , 基本 的 に は 570 と 同じ で す 。 
と と で は 一 例 と し て , わり と 柔 か 
い 特 性 を 持っ た リミッタ の 回 路 を 
出し て お きま す (第 11 図 )。 な お , 
メー カー の アプ リケーション ・ ノ 
ー ト に ある コン プレ ッ サ と エキ ス 
パン ダ の 回 路 は 第 12, 13 図 で す 。 
と の ふた つ を 組み 合わ せる と , て 
の 定数 の まま で 100mV を 規定 レ 
2S0z ぬ 7 だ コン ペッ ング `C な ちか, 表 
す 。 図 中 の R。 に つなが る Vs は 出 
カカ DC レベ ル を 決め る た め の バ イ 
アス 電圧 で す 。 





7Z5 


た い の で す が , 適切 な 設計 さえ 行 
えば , プロ 用 と し て も 全然 恥ず か 
し く な い 性 能 を 持っ て いま す 。 ま 
た , シグ ネ テ ィ ク ス か ら 発 表 さ れ 
て いる アプ リケーション も 豊富 で 
実用 に も 実験 に も , か な り 遊 び が 


570 シリ ー ズ は 比較 的 安価 な 石 
( 千 円 くら い ) で あり , また 『“ 電 
話 用 "と いう 先入観 も あっ て , そ 
の 性 能 が 不当 に 低く 評価 され て い 
る よう な 気 が し て な り ま せん 。 し 
か し , 皆様 に も ぜひ 実験 し て 頂き 
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第 13 図 コン プレ ッ サ と エキ スパ ンダ の 回 路 (② 
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い の あ る 石 で す 。 
HA 12022 


3080, 570 両 フ ァ ミ リー と も 米 
国 系 の 石 で す 。 開 発 時 期 も 早く , 供 
給 も 安定 し て いる た め , 現在 で は 
多く の メー カー 製 機器 に 採用 され 
て いる よう で す 。 一 方 : 国 商 の 
IC に も , あま り 有名 で は あり ま 
せん が いく つか の VCA 用 IC が 
あり ます 。 た と えば 松下 の AN829 
(電子 ボリ ゥ ム ), AN7382 (電子 
ボル 必 な た トー ジミ トド ニン 過多 下 
ロー ル ), 三洋 の LA2600( 電 子 ボ 
リッ ウム ), ロー ム の BA6110 (VC 
A), 日 立 の HA12022(VCA) な 
ど で す 。 と の 他 に も VCA 的 な 石 
と し て , NR 用 の 1C を 各社 で 作 
っ て いま す 。 

以上 の 石 の うち , VCA と し て 
使い や すく , また 高 性 能 な の は 
HA12022 で し ょ う (BA6110 も よ 





第 14 図 HA12022 の 
変則 ピン 配置 


標準 回 路 
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NE RT 


ie 
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い の で す が , 一 般 に は 入手 困難 )。 
そ と で , 最後 に 国産 VCA の 代表 
と し て , と の 石 を 紹介 し て お きま 
す 。 

HA12022 は 正式 に は VC アッ 
テ ネ ー タ と 呼ぶ さき も の で , 1C 自 
体 で は ゲイ ン を と る こと と は 出来 ま 
せん 。 と の 石 を 手 に し て , まず 面 
喰らう の は , ユニ ー ク と し か 言い 
よう の な い ピ ン 配 置 で す 。20 ピ ン 
DIP の サイ ズ で す が , 片側 の ライ 
ン に は ピン が 2 本 足り ず , 全部 で 
18 本 足 で す 。 そ の 上 , ピン 番号 が 
変則 で , 第 14 図 の よう に 17, 18 番 
ピン が と ん で も な い 場 所 に あり , 
どう し て と うな っ た の か 日 立 に 問 
い 合 わせ た く な り ま す 。 

し か し , 実際 に 使っ て みる と , 
そん な り (?) は ケシ 飛ん で し 
まい ます 。 ま ず 電 源 は 土 25V ま 
で か けら れ ( 土 15V で も OK), 
最大 入力 信号 レベ ル は 10Vrms と 
いう 高 さ 。 そ し て 2 チャ ネル 内 蔵 
で す が , 通常 の 2 チャ ネル 動作 の 
他 に , 両 チ ャ ネル を 逆 相 で 使っ て 
より 低 ひ ずみ 率 を 得 ら れる 構造 に 
も な っ て いま す (と の 時 は も ちろ 
ん モノ ・ チ ャ ネル に な り ま す )。 

2 チャ ネル 時 の 標準 回 路 は 第 15 
図 。 メ ー カ ー か ら は 1IC 自体 の 等 
価 回 路 は 発表 され て お ら ず , と の 
図 が すべ て で すか ら 中 身 は ブラ ッ 
ク ・ ボ ックス で す 。 ま た , 570 シ 
リー ズ と 違っ て , サイ ド ・ チ ェ ー 
ン は 持っ て いな い の で , 応用 回 路 
は ユー ザー が 考え る し か あり ませ 
ん 。 


周辺 定数 の 決定 


考え る と いっ て も , な に し ろ ブ 
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第 16 図 モノ ・ チ ャ ネル 仕様 例 (6009 ドラ イブ 可 ) 


ラッ クボ ックス で すか ら , 石 の 周 
辺 の 定数 は あま り い じ れ ま せん 。 
変え られ る の は CV 対す る アッ 
テ ネ ー ト 量 を 決定 する Rio』 と Rios 
(も う 片 CH で は Rii。 と Riis), 
基本 バイ アス 電流 を 設定 する Rios 
くら い の も の で す 。 

アッ テ ネ ー ト 量 は 4(13) 番 ピン 
(に か か る 電圧 に よっ て 決ま り , 

ATT(dB) ミ ー58x Vpin4(13) 
の 式 で 表わさ れ , 図 の 3.6K と 750 
9 で は 一 10dB/1V に な り ま す 。 
な お と の レシ オ を 上 げ て も , 上 限 
は -10dB/0.2V くら いま で で し 
まう o 

Ros は 電源 電圧 に よっ て 決め 直 
す 必 要 が あり ます 。 図 中 の 91KK は 
Vcc が 土 22.5V の 時 の 値 で す 。 
算出 する 式 は 


層 に こ | +Vcc 一 (一 Vcc) | 一 1.4 
0 500gA 





た と えば Vcc= 土 15V で あれ ば , 
Ra=57.2K と な り E24 系 列 の 56 
氏 を 使う こと に な る で し ょ う 。 な 
お と の 式 は 日 立 の デー タ ・ シ ー ト 
(に は 載っ て いま せん (どう し て か 
わか り ま せん が )。 

第 15 図 は 2 チャ ネル 仕様 で す 。 
と れ で も 実用 上 差し つか えな い 程 
度 の ひずみ で す が , より ハイ ファ 
イ を めざす 時 に は , 1, 2 番 ピ ン 
(に つなが っ て いる アン プ (イン バ 


ー タ ) を 使っ て , 逆 相 ド ライ ブ が 
行え を ます 。 デ ー タ ・ シ ー ト に は そ 
の 場合 の 標準 回 路 も 載っ て いま 
す 。 と と で は も う 少 し 機能 を 付け 
足し て , 12022 に バッ ファ を 追加 
し , 60099 負荷 に も 対応 させ た 回 
路 を 絡 介 し まし ょ う 。 第 16 図 が そ 
れ で す 。 

と の 回 路 は , 以前 某 誌 に 発表 し 
た スタ ジオ 用 D レ ンジ ・ プ ロ セ ッ 
サ の 終 段 で す 。 音 は 非常 に マト モ 
で あり , 読者 諸氏 に コピ ー 製 作 し 
て いた だ いて も 性 能 は 保証 し ま 
す 。 ノ イズ も まっ た く 問 題 に な ら 
ず ( カ タロ グ ・ デ ー タ に よる と 最悪 
の 場合 で も 300gV), 高価 な VCA 
モジ ュー ル と 互 格 に 勝負 出来 る 
IC だ と 思っ て いま す 。 





VCA 用 1C の 用 途 は , 単に 音量 
の 調節 だ け に と どまり ませ ん 。 ユ 
ー ザ ー の 創造 (想像 ?) 力 に よっ 
て , フィ ル タ , モジ ュ レ ー タ 等 さ 
ま ざ ま な 応用 が 可能 で す 。 し か も 
ほとん どの 石 が 千 円 以下 で すか ら 
電気 屋 の オモ チャ と し て も 高い も 
の で は な いで し ょ う 。 

記事 中 の ほとん どの 図面 は 各社 
の アプ リケーション ・ ノ ー ト か ら 
借り まし た 。 た が だ, 今月 の 第 9, 
11, 16 図 は 私 の 仕事 の 相 欄 で ある 
小沢 クン の 考案 し た も の で す 。 
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小型 ・ 高 性 能 な 映像 機器 を 
実現 する ハイ ブリ ッ ド IC 


1 | は じ め に 


一 昔 前 まで は 鉄鋼 業 を 始め と す 
る 重工 業 が 日 本 の 基幹 産業 で し た 
が , 時 代 は 移り, 「 軽 薄 短 小 時 代 」 
と 呼ば れ て いる 現在 は , IC, LSI 
を 主体 と する マイ クロ エレ クト ロ 
ニク ス (以下 /E) が その 中 心 に 
な っ て いま す 。LSI は 「 産 業 の 米 」 
と まで いわ れ て いる ほど で す 。 

放送 局 に お いて も , より 小型 ・ 
軽量 な 取材 用 機器 や , 新 機能 , 高 





と の よう な 要求 を 満た す に は , 
gE 技術 の 活用 が キー ポイ ント に 
な り ま す 。 wE 技術 が , 高 集積 に 
よる 超 小型 化 と 超 高 信頼 化 に よっ 
て , 機器 に 飛 曜 的 な 機能 お よび 性 
能 向 ト [を も た らし , 一 方 で は 大 量 
生産 に よっ て 低 価 格 化 が 可能 に な 
る と いう 本 質 的 特徴 を も ちっ て いる 
か ら で す 。 

と と で は , E 時 代 の 一 相 を 担 
っ て いる ハイ ブリ ッ ド 1IC (以下 
HIC) 技術 と と れ の 映像 機器 へ の 





望 月 徹 
2 | HIC と は " 
電子 回 路 を 集積 化す る 方 法 は , 





(i) 主として , 単 結晶 シリ コン 
を 加工 し て 多く の 能動 素子 や 受 
動 素 子 を 作り , 電子 回 路 を 構成 
する モノ リ シ ッ ク JC 技術 

(ii) 電子 部 品 を すべ て 「 膜 」 で 
構成 する 膜 IC 技術 

( 損 ) モノ リ シ ッ ク 1C と 膜 1C 
を 組み 合わ せ た HIC 技術 

(に 分 ける と と が で きま す 。 ちなみ 
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[第 1 表 ] 各種 IC の 比較 














測 器 用 な どの 各種 電子 回 路 





性 能 , 高 信頼 で 低 価格 な 放送 シス 応用 に つい て 紹介 し ます 。 (に, ハイ ブリ ッ ド (hybrid) と い 
テム の 開発 が 望ま れ て いま す 。 う の は , 異種 の 要素 の 混成 物 と い 
項 目 モノ リ シ ッ ク IC 膜 LC HIC 
Ps SI て 、| ほぼ 個別 部 品 に 準じ る , コイ 
安定 度 が 悪い に 実現 可能 規格 化 可 能 
性 
取り 扱え る 上 限 周波 数 数 百 MHz * 数 MHz 10GHz 
取 り 扱え る 電力 比較 的 小さ い 比較 的 小さ い 大 きい 
。 | 設計 変更 の 容易 き 非常 に 悪い 非常 に 悪い 比較 的 容易 
店 下 : 玉 積 ・ 重 量 | 非常 に 小 きく 軽い 非常 に 小 きく 軽い 小 き く , や や 重い 
信 頼 性 非常 に 良い 非常 に 良い や や 劣る | 
晶 間 人 非常 に 良い 非常 に 良い 良 い | 
訂 。 備 . 投 . 資 大 和 小 
人 格 | 開発 コス ト は 大 きい が , 量産 | 開発 コス ト は 大 きい が , 量産 | 開発 コス ト は 安い が , 製品 コ 
時 の 製品 コス ト は 安価 時 の 製品 コス ト は 安価 スト は や や 割高 
開村 凍 、 で 凍 1 年 以上 1 年 以上 3 一 6 か 月 
マイ コロ コン, メモリー, ロジ ッ コン ピュ ー タ , 自動 車 , 電源 , 
代 表 的 な 製品 例 液晶 用 駆動 回 路 通信 . オー ディ オ , VTR, 計 





- ・ シ リコ ン 基 板 の 場 合 
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と ど と クラ ラグ 。 
ーー タン 

2 ンク プー 
う 意 味 で す 。 

と れ ら の 諸 技術 に は それ ぞ れ 長 
所 , 短所 が あり ます が , その 比較 
を 第 1 表 に 示し ます 。 現状 で は 膜 
1C は 比較 的 用 途 が 限ら れ て いま 
す が , モノ リ シ ッ ク 1IC と HIC の 
用 途 は 非常 に 多岐 に わた っ て いま 
す 。 特に HIC は , モノ リ シ ッ ク 
IC, LSI な ど を 中 に 組み 込ん で , 
より 大 き な サ ブシ ステ ム や シス テ 
ム を 作り あげ る と と が で きま す 
し , 高 電 圧 や 大 電力 の 回 路 に も 適 
し て いる た め に , モノ リ シ ッ ク 
1C 技術 と と も に , /E 時 代 の 重要 
な 電子 回 路 技 術 と いう と と が で き 
ます 。 

第 1 図 は HIC の 基本 的 な 構造 
を 示し た も の で す 。HIC は アル 
ミナ セラ ミッ ク 基 板 (単に セラ ミ 
ッ ク 基 板 と も 呼ぶ ) 上 に , 薄膜 や 
厚 膜 に よっ て 抵抗 素子 や 配線 部 を 
作り , その 上 に チッ プ 状 の 1C, 
ドド 腕 迷 ダグ が スグ みお よび コン デン 小 な 
ど を 接着 し た 後 , チッ プ 部 品 を 数 
十 ミ クロ ン 程 度 の 細い 金 線 で 配線 
し て 作り あげ ます 。 ま た , 半導体 


〔 第 1 図 ] 

















[第 2 図 ] 















































導体 パタ ー ン SNS 
項 目 薄膜 HIC 厚 膜 HIC 
抵抗 パタ ー ン 抵抗 値 範囲 (6) 5 一 150k 1 一 50 M 
TC チ ッ フ 本 丘 に 柏 表 (ppm) 50 150 一 土 300 
の sz ポ 水 
3 トリ ミン グ 後 の 偏差 (%) | 0.1 可 0.5 可 
HIC の 基 抗 
, 薄膜 に 比 し 
本 構造 例 ノイ ズ 特 性 良い 10 
SAS 1 aw 0.25max 0.05 
テ 
温 度 係 数 (ppm) 十 50 一 十 600 填 50 一 十 1000 
偏 差 (%) 土 5 一 土 20 土 10 一 土 20 
最小 線 幅 お よび 間隔 (/m ) 50 100 
多 層 化 困難 比較 的 容易 
量 産 性 や で や 悪い 良い 














[第 2 表 〕 薄膜 HIC と 厚 膜 HTC の 比較 


は チッ プ 状 で な く , 
や ミニ フラ ッ ト と 呼ば れる 小型 パ 
ッ ケ ー ジ に 既に メー カー で 封入 し 
て ある も の を 用 い , 電気 的 接続 を 
半田 付け で 行う 方 法 。 コン デン サ 
を 作り つけ に する な どの HIC 製 
造 法 も あり ます 。 HIC は , と の 
よう に 非常 に 小さ な 膜 抵抗 や チッ 
プ 部 品 を 高密 度 に 配置 し て 製作 す 
る た め に , と て も 小型 な 電子 回 路 
を 構成 する と と が で きま す 。 パ ッ 
ケー ジ の 大 き さ は 回 路 の 複雑 さ に 
よっ て 異な り ま す が , 1 イン チ メ 
2 イン チ の パッ ケー ジ に 100 素子 
前 後 の 回路 を 収容 する と と が で き 
ます 。 パ パッケージ と し て は と の ほ 
が 50:75 イ シン チ X075 イ ダチ 3 
イン チ メ 1 イ ンチ な ど が 多く 使用 


ミニ モー ルド 





"HIC 製造 工程 
・ の 概要 


され ます が , 特殊 な 大 型 パ ッ ケ ー 
ジ や トラ ンジ スタ 用 の キャ ン パ ッ 
ケー ジ を 用 いる 場合 も あり ます 。 
前 述 の よう HIC は , さら に 
薄膜 HIC と 厚 膜 HIC に 分 けら 
れ ま す 。 通常 , 数 ミク ロン 以下 の 
膜 を 薄膜 , 約 10 ミ クロ ン 以 上 の 膜 
を 厚 膜 と 呼ん で いま す 。 現 在 で は 
膜 の 作り 方 の 代名詞 と し て 用 いら 
れる と と も 多い よう で す 。 第 2 表 
に 両者 の 比較 を 示し ます 。 





| HIC は どの よう に し 
| て 作ら れる か 


第 2 図 は HIC が 完成 する まで 
の 大 ま か な 工 程 を 示し た も の で 
す 。 回 路 設計 が 終了 する と ブレ ッ 
ド ボ ー ド に よる 実験 を 行い , 仕様 

















チップ 部 品 配 絹 
【 ワ イヤ ポン ド 


チッ プ 部 品 配 画 


(ダイ ポン ド ) 


















(a) 抵抗 の 基本 構造 (b) 


と 対比 し ます 。 も し 予期 し た 性 能 
が 得 ら れ な い 場 合 に は 回 路 の 改良 
を 行い ます 。 ま た , と の 段階 で は 
大 型 コ ンピュータ を 用 いて 回 路 の 
シミ ュ レ ーション 実験 を 行い , 回 
路 性 能 の 評価 , 回 路 の 最適 化 な ど 
を 行い ます 。 コ ンピュータ を 用 い 
< 設計 法 は CAD (Computer Ai- 
ded Design) と 呼ば れ て もり, と 
の よう な 目的 の た め に た くさ ん の 
ソフ トウ ェ ア が 開発 され て いま 
す 。 と の うち 回 路 シ ミュ レー ショ 
ン 用 の プロ グラ ム で は , 回 路 の 動 
作 点 や 消費 電力 , 周波 数 特性 , 波 
形 応 答 , ロジ ッ ク 回 路 用 で は タイ 

ミン グチ ャ ー ト な ど が 得 ら れ ま 
す 。 さらに , 各 素 子 の 特性 が ば ら 
つい た 場合 の 特性 や 温度 特性 な ど 
も ジミ ュ レ ー ト ずる と と が で きま 
す 。 

数 々 の 長所 を も つ 1C, LSI も , 
一 度 作 っ て し まう と 修正 が 非常 に 
困難 で , 修正 に は た くさ ん の 経費 
と 時 間 が 必要 に な り ま す 。 と の た 
め , いろ いろ な 角度 か ら 事 前 に 回 
路 性 能 を 評価 で きる CAD は 1C, 
LSI を 作る 上 で 不可 欠 な 道具 と い 
われ て いま す 。 

回 路 設計 が 終了 する と パタ ー ン 
設計 を 行い ます 。 第 3 図 は 抵抗 や 
コン デン サ を 設計 する 場合 の 原理 
図 で す 。(3) 図 の R、 は シー ト 抵 抗 
と 呼ば れ , パタ ー ン が 正四 角形 の 











780 


高い 抵抗 値 の 場合 


A 
C=eoes〒 


空 の 誘電 率 
誘電 体 の 比 放電 率 























(c) コン デン サ の 基本 構造 


[第 3 図 ] 膜 で 作る 素子 の 基本 構造 


場合 の 抵抗 値 を 表し て いま す 。 し 
た が っ て , 高い 抵抗 値 を 作り た い 
場合 は , し L/W を 大 きく すれ ば よ 
いわ け で す 。 実際 に は , 最小 の W 
は 製造 時 の 加工 精度 や 消費 電力 で 
制限 され ます 。 ま た , 上 を 長く と 
る た め に 抵抗 マタ ー ン は , (⑪) 図 に 
示す よう に 蛇行 状 に 設計 され ます 
が , 最大 の し は パタ ー ン 面積 や 高 
周波 特性 に よっ て 制限 され て いま 
す 。 

コン デン サ は 基本 的 に は 平行 板 
コン デン サ と 同じ で す 。 誘電 体 と 
し て は 普通 タン タル が 使用 され , 
容量 値 の 上 限 は コン デン サ と し て 
使用 可能 な 面積 に よっ て 決ま り ま 
す 。 

HIC 内 の 抵抗 や 配線 部 (に お け 
る 最小 パターン 幅 は , 薄膜 HIC 
で 100 ミクロン , 厚 膜 HIC で 200 
ミク ロン 程度 が 一 般 的 で す 。 

パタ ー ン 設計 の デー タ を も と に 
マス ク を 製作 し , いよ いよ HIC 
を 作る 段階 へ と 進み ます 。 

薄膜 HTC で は まず 蒸着 や スパ 

ッ タ リン グ (材料 に 高 エ ネル ギー 
粒子 を 衝突 させ , 表面 の 原子 , 分 
子 を は ね 飛ば し , それ ら を 基板 に 
付着 させ 薄膜 を 作る 方 法 ) に よっ 
て , セラ ミッ ク 基 板 上 に 一 様 な 薄 
膜 を 作り ます 。 次 に ホ ト リ ソ グ ラ 
フィ ー と 呼ば れる 写真 的 な 手法 を 
用 いて , 不要 な 部 分 を エッ チン グ 





に より 除去 し て 抵抗 素子 や 配線 部 
を 作り ます 。 と の た め 高 信頼 , 低 
雑音 , 良好 な 温度 特性 が 得 ら れる 
な どの ほか, パタ ー ン の 微細 化 に 
も 適し て お り , 高 性 能 な デバ イス 
や 機器 に 向い て いま す 。 一 方 , 
厚 膜 【C で は 抵抗 体 や 導体 の 成分 
を 含ん だ ペー スト を , 必要 な 抵抗 
素子 や 配線 部 の パタ ー ン に な る よ 
うに スク リー ン 印 刷 し た 後 , 800C 
程度 の 炉 で 焼成 し て 作り ます 。 と 
の た め , 薄膜 HIC に 比べ て 性 能 
は 若干 落ち ます が , 製造 が 容易 で 
量産 性 に 富ん で いま す 。 

HIC の 製造 工程 中 に は トリ ミ 
ング と 呼ば れる 素子 値 を 調整 する 
工程 が あり , 比較 的 簡単 に 高 精度 
な 素子 を 得る こと と が で きま す 。 第 
2 図 中 , レー ザー に よる 素子 値 ト 
リ ミ ン グ と ある の は , 出来 上 が っ 
た 抵抗 や コン デン サ の 値 を ブリ ッ 
ジ で 測定 し な が ら , 素子 の 一 部 に 
レー ザー ビー ム を 照射 し て 溶かし 
個々 の 部 品 の 素子 値 が 決め られ だ た 
値 に な る よう 調整 する と と で 
す 。 ま た 機能 トリ ミン グ と は , 回 
路 を 動作 させ て 回 路 特 性 (た と え 
ば 周波 数 特性 ) を 測定 し な が ら , 
同様 な 手法 を 用 いて 素子 値 を 変更 
し , 回 路 特性 が 決め られ た 範囲 に 
入る よう に 調整 する と と で す 。 と 
れ は 個別 部 品 に よる 電子 回 路 で , 
半 固定 の 可変 抵抗 稚 や コン デン サ 
を 調整 する と と に 相当 し , HIC 
で は と の よう な 部 品 を 使用 し な く 
て も 回 路 が 構成 で きる と と を 意味 
し て いま す 。 

HIC が 出来 上 が る と その 信頼 
度 を 確実 に 保証 する た め に , スク 








リー ニン グ と 呼ば れる 厳し い 環境 
試験 を 行い ます ?。 


過酷 な 条件 の 






高温 貯蔵 温度 サイ クル , 機械 衝 
撃 お よび 定 加速 度 試験 な ど が 実施 
され , その あと 行う 電気 的 試験 で 
規定 の 性 能 が 得 ら れ て 始め て 合格 
品 と いう と と に な り ま す 。 


HIC は 民生 用 の オー ディ オ 機 
回, ビデ オカ メラ や ホー ム ビ デ オ 
な ど に た くさ ん 使用 きれ て いま 
す 。 放送 局 に お いて も 既に テレ ビ 
の 中 継 放送 装置 , 各種 カテ ラー カメ 
ラ , 新しい 地方 局 運行 装置 な どの 
主要 デバ イス と し て 活用 され て い 
ます 。 

と と で は 当所 で 開発 し た , いく 
つか の 映像 用 薄膜 HIC に つい て 
述べ る と と と し ます 。 

①) HIC 化 広帯域 VTR 用 
ヘッ ドア ンプ 

テレ ビ を ど 覧 の 皆さん に , より 
高 品質 な 映像 や 新しい 画面 効果 を 
お 届け する た め に , ディ ジタル 
VTR の 研究 や 高 品 位 テ レビ 用 
VTR の 研究 が 進め られ て いま 
す 。 そ と で は 従 来 の も の に 比べ て 
6 ~10 倍 も の 広帯域 増幅 器 が 必要 
(に な り ま す 。 特に ヘッ ドア ンプ を 
小型 化し て 磁気 ヘッ ド の 近く に 配 
置 で きれ ば , 浮遊 容量 や 不要 な 飛 
ひび 込み を 減少 で き , 結果 と し て 
SN 比 の 向上 を も た らし ます 。 ま 












































て < 写真 -1> HIC 化 広 帯 城 
VTR 用 ヘッ ドア ンプ 

た , ディ ジタル VTR で は ビッ ト 
誤 ま り 率 の 改善 に つなが り ま す 。 
写真 -1 は VTR の SN 比 大 
き な 影 響 を 与え る , ヘッ ドア ンプ 
の 初段 部 を HIC 化し た も の で 
す 。 薄膜 HIC は 寄生 容量 が 少な 
く , 配線 長 も 短 か く な り , 低 雑 音 
の 薄膜 抵抗 を 使用 で きる の で , 広 
帯域 , 低 雑音 の 回 路 に 適し て いま 
す 。 

試作 し た 回 路 は 接合 型 FET と 
トラ ンジ スタ を 組み 合わ せ た , カ 
スコ ー ド 型 増幅 器 で 部 品 点数 11 点 
が , 直径 が 9mm, 高 さ が 6mm 
の 小型 な TO-5 パッ ケー ジ に 収容 
され て いま す 。 利得 は 20dB, 帯 
域 は 70MHz (一 3dB), 入力 換算 
ノイ ズ 電圧 は 1.26nV/Hz ぢ の 性 
能 が 得 ら れ て いま す 。 

(②) 恒温 化 HIC? 

放送 用 機器 は 高 規格 の 性 能 と と 
も に 環境 条件 の 変化 に 対し て 一 定 
の 性 能 を 維持 する と と , つま り 回 
路 の 安定 化 が 重要 で す 。 な か で も 
温度 特性 は し ば し ば 問題 に な り , 
普通 は フィ ー ド バッ ク 技 術 の 活用 
や 温度 バラ ンス を と る 回 路 構成 を 
用 いて 対策 し て いま す 。 しかし, 
発振 回 路 や 一 部 の 回 路 で は と の よ 
うな 手法 が 適用 で き な い た め , 小 
型 の 恒温 槽 を 使用 し て 回 路 の 安定 
化 を 図っ て いま す 。 

















: 電 子 回 路 お よび 
_ 温度 制御 回 路 
裏面 : 抵 抗 膜 パタ ー ン 
( 斜 線 部 分 ) 
































ピン 里子 
[第 4 図 ] 恒温 化 HIC の 構成 法 
そ と で 薄膜 HIC が , 
(i) 抵抗 体 に ニク ロム を 使用 し 
で ゆめ を 寺 
(ii) セラ ミッ ク 基 板 の 熱 伝導 性 
が 良い と と 
( 病 ) HIC は 金属 ケー ス で 密封 
され る と と 
な ど に 着目 し て HIC 全体 を 恒温 
化す る 方 法 を 開発 し まし た 。 第 4 
図 は その 原理 を 示し て いま す 。 普 
通 は セラ ミッ ク 基 板 の 表 面 だ け を 
使用 する の で す が , と と で は 裏面 
に も 同じ 構成 の 薄膜 を 作っ て 利用 
し て いま す 。 基板 表面 に は 恒温 化 
し た い 回 路 と , 温度 制御 を 行う た 
め の 温度 セン サー お よび 温度 制 特 
回 路 を 配置 し ます 。 裏面 に は 発 吉 
体 と な る ニク ロム 抵抗 を 一 面 に 配 
置 し , 表裏 の 電気 的 接続 は スル ー 
ホー ル を 作っ て 行っ て いま す 。 
周囲 温度 が 変化 する と 発熱 体 ど 
発熱 量 が 自動 的 に 調節 され , HIC 
の 温度 が 一 定 に 保 た れる 仕組 み に 
な っ て いま す 。 温度 制御 は オン テ 
フ 制 御 で す が , 制御 回 路 か ら 恒 語 
化し た い 回 路 へ , 不要 な 雑音 べ 
ス が 混入 し な いよ うな 工夫 が し て 
あり ます 。 恒温 化 の 精度 は 土 1 て 
また 実験 用 に 試作 し た HIC の 和 指 
温 化 の 範囲 は 10 こ 40C で す な 
と の 範囲 は 発熱 体 の 消費 電力 を 者 
や す と と に よっ て さら に 広げ る こ 
と が で きま す 。 
と の 方 法 に よれ ば , 小型 で . 評 
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(b) LPF の 基本 回 路 

い 面 積 に わた っ て 温度 一 様 性 に す 
ぐれ た , 消費 電力 も 比較 的 小さ な 
恒温 化 HIC が 実現 で きま す 。 と 
の 手法 は , 次 に 述べ る HIC 化 映 
像 用 アク ティ ブフ ィ ル タ や ほか の 
実験 回 路 に 適用 し て , その 効果 が 
確か め ら れ て いま す 。 

(⑬ HIC 化 映像 朋 ア クティ ブ 

フィ ル タ ? 

音声 用 の RC アク ティ ブフ ィ ル 
タ は , 従来 か らい ろ い ろ と 開発 さ 
れ て いま す が , 高 性 能 な 映像 用 ア 
クティ ブフ ィ ル タ は , 

(i) 高 精度 で 小さ な 素子 値 の 抵 
抗 や コン デン サ が 必要 な と と 
ii) 浮遊 容量 や OPA(Operati- 
onal Amplifer, 演算 増幅 器 ) の 
入力 容量 の 影響 を 受け や すい こと 


OPA の 
有限 GB 積 の 問題 


広域 帯 OPA 最適 な C,R の 値 の 決定 



























OPA の 
出力 抵抗 の 問題 
キャ ン セ ル 路 付加 














出 カ 
0.7Ve-p 
75o 


[第 5 図 ] 





試作 フィ ル タ の 構成 








(c) オー パス フィ ル タ の 基本 





お よび 基本 回 路 











路 





と 

( 道 ) 広帯域 な OPA を 必要 と す 
る 
な どの 理由 か ら 実 現さ れ て いま せ 
ん で し た 。 し か し , 最近 の ディ ジ 
タル 映像 信号 処理 技術 の 発展 に 伴 
っ て , 小型 で 高 性 能 か つ 低 価格 な 
フィ ル タ の 必要 性 が 高まっ て きま 
し た 。 そ と で , 最近 市 販 さ れ 始 め 
た 比較 的 広帯域 な OPA と , 抵抗 
や コン デン サ な どの 素子 に 広 帯 域 
で 正確 な 値 の も の が 得 ら れ , さら 
に 高 集積 化 が 可能 な 薄膜 HIC 技 
術 と 組み 合わ せ て , 高 性 能 な HIC 
化 映像 用 アク ティ ブフ ィ ル タ を 開 
発し まし た 。 

第 5 図 は 試作 フィ ル タ の 構成 と 
その 基本 回 路 を 示し た も の で す 。 





OPA の 
入力 容量 の 問題 



















機能 トリ ミン グ 
ーー 














(6B 積 :200MHz) | (CAD に よる ) 


段 間 に ボル テー ジホ ロワ ー 
に APC 





プレ デア イス トー ショ ン 
(有限 GB 積 の 補償 ) 
最適 な 回 路 構成 









容量 の 複数 個 配置 


最適 な 回 路 構成 

































CAD に よる 感度 解析 























OPA 特 性 の 
ば ら つ き の 問 題 


と の フィ ル タ は 映像 用 A/D 変換 
器 (サン プリ ング 周波 数 : カラ ー 
副 搬 送 波 周波 数 X4) の 前 置 フィ 
ル タ と し て の 性 能 を 満た し て いま 
す 。 前 置 フ ィ ル タ は , サン プリ ン 
グ を 行う 前 に 不要 な 高城 信号 成分 
を 除去 し て , 折り 返し ひずみ と 呼 
ば れる 偽 信号 の 発生 を 防ぐ た め の 
も の で す 。 そ の 仕様 は , 通過 淀 域 
内 群 遅延 リッ プル 30ns 以内 , 阻 
止 帯 域 減 衰 量 40dB 以上 , 通過 帯 
域 は 6MHz で す 。 

具体 的 な 構成 は ,、 バッ ファ 段 , 
7 次 連立 チェ ビシ ェ フ 低 域 フィ ル 
タ (LPF) 段 , 群 遅 延 特性 を 補償 
する 4 段 の オー ル パ マス フィル タ 
(APF) 段 お よび ケー ブル 駆動 段 
か ら 成 っ て いま す 。 


















〔 第 6 図 ] 
HIC 化 映 像 用 ア 
クティ ブフ ァ ォ ィ ル タ 
の 諸 問 題 と 解決 手 
HIC 化 
> 映 人 法 











素子 値 ト リ ミ ン グ 
(R:0.2% 以 下 ) 








最適 な C,R の 値 の 決定 














高 精 度 チ ッ プ コン デン サ 








(CAD に よる ) 














(C: 土 1% 以 下 ) 


素子 精度 の 問題 









抜 幅 ・ 位 相 特性 を | アニ ー ル に よる 
ーー NSH 抵抗 膜 の 安定 化 
軸 8 Bl 

C: 土 30ppm/'C 

















調整 手順 の 問題 





殺 
アク ティ プ ブ フィルタ 


温度 特性 の 問題 
















用 : 家 
ィ ル タ 
銀 決 手 




















































































































HIC 化 
SA 30 8 
PSSP 40.5 
DG() 1 以内 
DP( 度 ) 1 以内 
SN 比 (dB) 68 
消費 電力 ( W ) 約 4 
寸 法 (cm)| 3.0DX5.1W X0.65T 
重 。 量 (g) 20 








映像 用 アデ クティ ブフ ィ ル タ を 開 
発する に は いろ いろ な 問題 点 が あ 
り ま す が , それ ら の 問題 点 と その 
解決 手法 を 第 6 図 に 示し まし た 。 
上 段 は OPA に 関す る も の を , 下 
段 は その ほか の 問題 点 を 示し て い 
の 

と と で は 詳し い 設 計 法 は 省略 し 
ます が , いろ いろ な 工夫 が 盛り 込 
まれ て お り , 写真 -2 と 第 3 表 に 
HIC 化 映像 用 ア クティ ブフ ィ ル 
タ と 同様 な 目的 で 市 販 さ れ て いる 
LC フィ ル タ と の 比較 を 示し ます 。 
試作 フィ ル タ は 全部 で 114 素子 
(QC=12, トラ ンジ スタ ー2, 抵抗 
テー50. コン デン サテ 50) を 集積 し 
た も の で , 1 イン チ ※X2 イ ンチ の 
パッ ケー ジ に 収容 され て いま す 。 

第 3 表 か ら 明 ら か な よう た, 試 
作 ア クティ ブフ ィ ル タ は 市 販 LC 
フィ ル タ た に 比べ て , 大 幅 な 小型 化 
・ 軽 量化 が 達成 され て いま すし , 
性 能面 で も 映像 用 前 置 フ ィ ル タ と 
し て 十分 な 特性 が 得 ら れ て いま 
す 。 と の フィ ル タ は 75) の 負荷 
を 直接 駆動 で き , 放熱 を 工夫 すれ 
ば A/D 変換 器用 の 回 路 基 板 に 直 
接 組み 込む こと と も 可 能 で す 。 さ ら 
に 同様 な 設計 法 に よっ て , D/A 
変換 機器 の あと に 置か れる 補間 フ 


に Ca 
[第 3 表 〕 HIC 化 ア クティ ブフ ィ ル タ 試 作 結果 


ィ ル タ も HIC 化す る と と が で き 


5 | お わり に 


以上 , HIC の 構造 や 特徴 , 映 
像 機器 へ の 応用 例 に つい て 簡単 に 
ど 紹 介し まし た 。 

と と で は 述べ ませ ん で し た が , 
HIC の 価格 は 回 路 の 複雑 さや , 
封 止 方 法 の 相違 お よび 量産 の 大 小 
(に よっ て 大 きく 異な り ま す 。 オ ー 
ディ オ 機 器 や 民生 用 の 一 部 な ど に 
大 量 に 使用 する 数 百 円 の HIC か 
ら , 回 路 規 模 が 大 きく 高 性 能 で 
量 も 少な い 数 万 円 も する 放送 用 
HIC まで いろ いろ あり ます 。 現 
在 , 業界 で は CAD, CAM な ど 
の 導入 に よる HIC 価格 の 引き 下 
げ が 鋭意 進め られ て いま す 。 

既に gE 技術 は 揺 ら ん 期 を 過 
ぎ , 成熟 の 時 代 に 入っ た と も いわ 
れ て いま す 。 大 容量 半導体 メモ リ 
ー や マイ コン K 象 徴 さ れる その 成 
果 は , 錠 次 各種 放送 シス テム に も 
取り 入れ られ , 放送 シス テム を 徐 
々 変革 し つつ あり ます 。 

今後 HIC は , モノ リ シ ッ ク 1IC 
と と も (CE 時 代 に お ける 車 の 両 
輪 と し て ます ます 発展 し , 放送 機 
器 に も 積極 的 に 導入 され て いく と 





< 写真 -2〉 映像 用 アク ティ ブフ ィ ル タ (矢印 ) と , 
同等 性 能 の 市 販 LC フィ ル タ 








































































































予測 され ます 。 た と えば , 小型 ・ 
軽量 を 要する 取材 機器 用 HIC, 
と れ か ら ま すま す 使 用 され る で あ 
ろう 画像 処理 用 の 大 容量 メモ リー 
HIC お よび 画像 処理 用 HIC, 衛 
星 放送 受信 機 用 HIC. さら に は 
広帯域 な 信号 を 取り 扱う 高 品位 テ 
レビ 用 各種 HIC な ど が 考え られ 
E: 放 に 

「 名 は 体 を 表す 」 と いう と と ば 
が あり ます 。 と れ ま で の ハイ ブリ 
ッ ド IC は モノ リ シ ッ ク 1C て と 膜 
IC の 混成 , つま り 電気 と 電気 の 
結合 で し た 。 将来 は その 桁 を 越え 
て , 電気 と 音 , 電気 と 光 , さら に 
に は 電気 と さ イ オセ ン サ の よう な 
化学 物質 と を 組み 合わ せ た 機 能 回 
路 の 実現 な ど , より 幅広 い ハ イブ 
リッ ド 技 術 へ と 進 戻さ せ て いき た 
いも の と 考え て いま す 。 
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一 肝 細 ロ ヒ ビ 


わが 国 初 の 衛星 放送 開始 


わが 国 で 初め て の 衛星 放送 が 5 
月 12 日 開始 し た 。 

昭和 52 年 の 世界 無線 通信 主 官房 
会 議 で 決定 し た チャ ネル や 技術 基 
準 に し た が っ て 行わ れる 衛 量 放送 
と し て は , 世界 で 初め て の と と で 
あり , 世界 各国 か ら も 注目 を 集め 
て いた も の で ある 。 

5 月 12 日 午前 5 時 59 分 30 秒 , N 
HK 放送 セン ター の 東館 4 階 に あ 
る 放送 衛星 運用 セン ター で , NH 
KK 川原 会 長 が 放送 開始 の ボタ ン を 
押す と , 日 の 丸 , パラ ボラ アン テ 
ナ と 一 連 の 開始 VTR が 始ま り , 
一 堂 に 会 し た 関係 者 の 間 か ら 思 わ 
ず 拍 手 が わ き 起 と っ た 。 

30 秒 間 の 開始 VTR に 引き 続 
き , 午前 6 時 ちょ うど か ら 衛 星 第 



























































1 テレ ビジ ョ ン の ニュ ー ス が 始 

っ た 。 
衛星 第 1 テレ ビジ ョ ン の 開始 の 

模様 は , と の 日 定時 より 3 分 早く 

始ま っ た 総合 テレ ビ の 特別 ニュ ー 

ス で 克明 に 報道 され た 。 
川原 会 長 は と の な か で , 次 の よ 

うな 主旨 の 挨拶 を し た 。 

o 衛 星 か ら 直 接 家 庭 に 番組 を 届け 
る の は 世界 で 初め て の と と で あ 
り , 放送 の 歴史 に 新た な 1 ペー 
ジ を 加え る 画 期 的 な 日 で ある 。 

o 当 初 2 チ ャ ネル の 放送 が 予定 し 
て いた が , 放送 開始 間際 の 故障 
で 1 チャ ネル に な っ た 。 と の 波 
を 十 二 分 に 活用 し て 期待 に 応え 
た い 。 

o 放送 衛星 は 無限 の 可能 性 を 秘め 
て お り , 新しい 情報 メデ ィ ア と 
し て , 新しい 文化 と し て 着実 に 





く 写 真 -1 う > わが 国 初 の 衛星 放送 の 開始 ボタ ン を 押す NHK 川原 会 長 
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前 進 さ きせ た い 。 

oO と れ ま で も 長い 道のり で あっ た 
し , と これから も け わ し い 道 が 続 
く と 思う が , 暖 い ど ご 支援 を お 願 
いし た い 。 


当初 予定 し て いた 放送 は , 衛星 
第 1 テレ ビジ ョ ン と 衛星 第 2 テレ 
ビジ ョ ン の カラ ー テ レビ チャ ネル 
で あっ た が , 止む な く 1 チ ャ ネル 
だ け で スタ ー ト する と と に な っ 
7 だ 。 

し か し , 
後 の 衛星 放送 の 発展 の た め 
され る で あろ う 。 

故障 の 原因 究明 と 修復 に つい て 
は , 衛星 の 設計 , 製作 を 担当 し た 
宇宙 開発 事業 団 や 製造 メー カー を 
中 心 に 全力 を 尽く し て お り , NHK 
も 出来 うる か ぎり の 協力 を 行っ て 
いる が , 1 日 も 早く 予定 通り の 放 
送 を 期待 し た い 。 

衛星 か ら の 放送 は 期待 通り , 映 
像 は 鮮明 で あり , 音声 も すばらし 
か っ た 。 

衛星 放送 を 記念 し て , 日 本 全国 
各地 で さま ざま な 行事 が 催さ れ 
た 。NHK 関係 で は , 全国 70 の 各 
放送 局 の 会 館 で , 衛星 放送 の 受信 
公開 を 行っ た 。 ま た , 会 館 以外 で 
も , NHK 放送 セン ター 正面 玄関 
前 の 広場 を は じ め , デパ ペー ト , 商 
店 街 , 駅 前 広場 。 公園 な ど 人 通り 
の 多い 全国 各地 の 68 か 所 で も 受信 
公開 を 行っ た 。 


今回 の 試練 は きっ と 今 
に 生か 

















と の ほか , 各 受 信 機 メー カー の 
ショ ー ル ー ム や 電気 店 な どの 展示 
が 行わ れ , 多く の 観客 を 集め た 。 

特に と の 日 か ら 本 土 と 同じ テレ 
ビ が 見 られ る よう に な っ た 人 小笠原 
と 大 東島 で は , 島 を あげ て の 放送 
開始 の 記念 行事 が 行わ れ , 島民 の 
喜び の 様子 は 通信 衛星 な ども 使っ 
て 番組 の な か で 紹介 され た 。 

NHK で は 5 月 12 日 と 13 日 と 2 
日 間 に わ た り , 衛星 放送 の 開始 を 
記念 する 特別 番組 を 放送 し た 。 








S 合 テレ ビ と 同時 放送 の も の 
[衛星 放送 始ま る 」 

通信 衛星 を 使っ て 大 東島 の 人 々 
の 豆 び を 中 継 , 初め て BS 車載 局 
(送信 機 を 積ん だ 車 ) を 使っ て , 
1 年 前 大 火 に あっ た 東北 ・ 久 慈 の 
現場 か ら の 中 継 な ど 。 
「 小 笠 原 へ の いざ な い 」 
小笠 原 の 美しい 自然 の 姿 を 紹 
介 。 
「 森 繁 久 導 シ ョ ー」 
「 特 集 と ん ば ん は に っ ぱん 」 
全国 各地 の ニュ ー ス , 話題 を 一 
堂 に 集め た 衛星 放送 独自 の ロー カ 
ル 情 報 番組 。 











衛星 放送 独自 の も の 
音楽 あれ あ い の 旅 」 

新しい テレ ビビ 音楽 番組 で 今回 は 
ポル ト ガ ル を 取材 (ステ レオ )。 

「 サ テラ イト スペ シャ ル 」 
放送 セン ター 正面 玄関 前 の 特設 


ステ ー ジ か ら ニ ュー ミュ ー ジ ッ ク 

の 演奏 を 中 心 に 映像 , 音楽 の デ 

モン スト レー ショ ン (一 部 ステ レ 

オォ )。 

「N 響 す サテライト ・ コ ン サ ー ト 」 
ウォ ルフ ガン グ ・ サ ヴァ リッ シ 








ュ 指揮 で , メン デル ス ゾ ー ン の 作 
品 3 品 (B モ ー ド ステ レオ )。 
コン パク トディ スク 同等 以上 の 
音質 が 好評 。 
「 味 と の 出会い 」 
世界 12 か 国 の 放送 機関 が 参加 
し , 共同 制作 し た , お 国 自 慢 の 料 
理 と 風土 。 今 回 は , イギリス , ポ 
ルト ガル , 西ドイツ , スウ ェ ー デ 





ン 。 

「 ス ポー ツ 特 集 」 

ロス オリ ン ピ ッ ク の マラ ソン 代 
表 5 選手 の 練習 風景 な ど 。 








く 写 真 -2> BS 車載 局 の 外観 


ぐ 写 真 -3> BS 大 阪 副 局 (東京 で 送れ な く な っ た と き の バ バックアップ 用 ) 











「YMO スペ シャ ルアン コー ル ] 
YMO 最後 の コン サー ト , 昨年 
12 月 22 日 , 東京 の 日 本 武道 館 で 収 
録 し た も の な ど (ステ レオ )。 


教育 テレ ビ こ 同時 放送 の も の 
「 特 集 YOU」 

南大 東島 の 若者 と 東京 ・ 渋 谷 の 
公園 通り の 若者 た ち を , スタ ジオ 
を 中 心 に 交流 させ る 三 元 中 継 。Y 
OU と し て は 初め て の 完全 ナマ 放 
送 。 


(NHK 広報 室 松元 睦 雄 ) 
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ます 。 





オー ディ オ ・ ゼ ミ 84 を みて 
札幌 ・ 大 阪 ・ 松 本 で 開催 され る 


オー ディ オ 協 会 主催 「 オ ー デ ィ 
オォ ・ ゼ ミ "84] が 札幌 (4 月 7 日 ), 
大 阪 (4 月 14 日 ), 松本 (4 月 22 
日 ) の 三 地区 で 行わ れ た 。 プ ログ 
ラム は 3 部 構成 で 講演 は オー ディ 
オ 評 論 家 の 菅野 沖 彦 , 出 原 真澄 の 
両氏 が 担当 し た 。 

第 一 部 は 「 優 秀 録音 盤 紹介 」 で 
両氏 が 薦め る LP と CD が 紹介 さ 
れ た が , 特に 1950 年 代 の 名 録音 を 
CD 化し た プロ グラ ム は , 時 代 を 
超え た 充実 し た 再生 音 を 体験 で 
き , CD の 新しい 分 野 と し て 復刻 
の 意義 を 感じ させ た 。 

第 二 部 は 出 原 氏 の 担当 で 「 最 新 




















CD プレ ー ヤ 密着 試聴 」 で 各社 の 
代表 機種 17 種 が 同一 プア ログ ラム に 
より 次 々 と 再生 され , 一 般 の 販売 
店 で は 体験 で き な い も の だ け に 来 
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ぐ 最 新 CD プレ ー ヤ の 密着 試聴 ・ 司 会 : 出 原 真澄 氏 > 


場 者 は 熱心 に メモ を 取り な が ら 試 
聴 し て いた 。 音 質 差 が 少な いと い 
われ て いる CD だ が , 予想 以上 の 
差 で 広がり , 奥行 き , エネ ルギー 
バラ ンス 等 に 微妙 な 差 が 出 た 。 

全 機 種 を 試聴 後 , ソニ ー の プロ 
用 CD プレ ー ャ CDP-5000S を 再 
生 し た が , 一 般 品 と の 音質 の 差 は 
歴然 た る も の で , と の 技術 を と り 
入れ る と と に よっ て , CD プレ ー 
ヤ は まだ まだ 音 が 良く な る と と を 
実感 する 。 

第 三 部 は 菅野 氏 に よる 「 生 演奏 
対 デ ィ ジ タル 録音 再生 ] で ジャ ズ 
トリ オ (松本 の み デ ュ オ ) を その 
場 で ディ ジタル 録音 し 再生 する と 
いう も の 。 3 4 種 の マイ クセ ッ 
ティ ング が 紹介 され , それ に よる 
音 の 違い を その 場 で 再現 し た が , 


ま 計 ココ 





再生 音 場 と 楽器 の ニュ アン ス が マ 
イク の 置き 方 で 大 きく 変る と と を 
体験 で きた 。 ワ ン ポ イン ト 方 式 は 
ジャ ズ に は 不向き で ある と と も よ 
く 分 か り , 来場 者 は その 音 の 変化 
に 驚い て いた 。 

な お 来場 者 の アン ケー ト に よる 
と , CD プレ ー ヤ を 持っ て いる 人 
が 3 会 場 平 均 で 約 20 多 (札幌 の み 
13.2 あ ) で , や は り 一 般 ニ テー ザー 
より も は る か に 高い 所 有 率 で ある 
と と が 分 る 。 ま た , 持っ て いな い 
人 の 中 で 今後 買う 予定 が 77.3~ 
89. 7 あと 高く , CD が スタ ー ト し 
た 頃 の ディ ジタル ・ ア レル ギー は 
ほとん ど 無 く な っ て いる 。 CD の 
メリ ッ ト と し て 操作 性 を 高く 評価 
し て いる が , 手動 的 な LP の 対称 
と し て 興味 深い 結果 で ある 。( 編 ) 











ぐ 蒼 野 沖 彦氏 に よる 生 演奏 対 デ ィ ジ タル 録音 再生 
































や は り モ ー ツ ァ ル ト は いい な , 
毎月 。 つ ぎ つ ぎ と 発売 され る 新譜 
の 応接 に , 時 に は 借 意 感 を 覚え る 
と と も , な いと は 言え ぬ 日 常 の 中 
で も , モー ツァ ルト の 作品 を 入れ 
た 新 盤 が ある と , まず 手 が 出 て し 
まう 。 今年 も ,。 そう いう 時 に モー 
ツテ ァ ル ト の 幾 枚 か 現われ て 救っ て 
くれ た 。 偶然 , CD に 
ルト が な い 。 そ と で 今月 は アナ ロ 
グ LP に 重点 を 置く と と 
の だ が , それ に は , 今回 輸入 され 
る と と に な っ だ AKG (アー カー 
ゲー) の 完全 手づくり の MI 型 カ 
ー ト リッ ジ , P-100 リ ミ テ ッ ド の 
身 も 心 も 吸 い 寄 せら れる よう な 高 
品質 の 音 の 美 し さ , 音像 の リア リ 
ティ な ど が 手伝っ て いる と と も 事 
実 で ちあ る 。 なにしろ 壮 195, 000 と 
いう カー トリ ッ ジ な の で , 誰 に も 
お すす めす る と は 言い に くい が , 
カー トリ ッ ジ を 変え た だ け で , 仕 
で 聴く レコ ー ド が , ちっ と も 苦 
(に な ら な い の だ か ら , まさ に , そ 
れ だ け の と と は ある , と 言え る 。 














作 引 丘 デジ 


に な っ た 








PS は 





2 台 の ピア ノ 協 奏 曲 


《@@ 今月 の 推薦 テイ スク & テ ー ブ の 7 ) 


小林 利之 


クラ シッ ク ^ テイ スク 


モー ツテ ァ ル ト 台 の ピア ノ の 協 
奏 曲 変 ホ 長 調 K365 他 
グル ダ , チッ ク ・ コ リア (P), アー 
ノン クー ル 指 揮 , アム ステ ルダム ・ 
コン セル ト へ ボウ 管弦 楽団 
(テル ダッ ク K20C-373) 
半 2, 000 
顔ぶれ の 意外 さ に 驚い た が , 聴 
き は じ め て , 驚い た の が 恥 か し く 
な る 位 , モー ツァ ルト が フレ ッ シ 
ュ に 輝 や き , いき いき と 歌っ て 芋 
雇 , 楽し く 弾 力 的 に 流れ て 面白 い 
の だ 慌 惚 と させ られ る 。 グル ダ の 
明る く て 余裕 の ある 演奏 , それ と 
対照 的 に , し っ と り と 落ち つい た 
コリ ア の ピア ノ が , 曲 を 一 層 奥 行 
き の 深 いも の に し て いく 。 い つも 
は , ど と か 抵抗 感 を 覚え を る アー ノ 
ンク ー ル の 指揮 も , と と で は , 少 
く と も コン チェ ルト の 枠 を 外れ な 
い の が 見 事 だ 。 1983 年 6 月 20 こ 21 
日 の 録音 。 柔 か い 弦 の 響き が ピア 
の 還 半 し く コ ント タダ トト き 科 で て , 
グル ダ と コリ ア の 音 の 魅力 を 引き 
立て る 。B 面 は コリ ア と グル ダ の 
2 台 ピ アノ 用 の 作品 が 聞け る 。 
































トル コ 行 進 曲 





ソナ タ 第 


ピア フェ ョ 
11 番 イ長調 「 ト ルコ 行進 曲 」 他 


モー ツァ ルト 





内 田 光 子 て P) 
(フィ リッ プス 28PC-112) 
\2, 800 


1983 年 10 月 の ロン ドン 録音 で , 
「 ト ル ュ 行進 曲 ]」 ソナ タ が , モー 
ツァ ルト 最高 の 変奏 曲 の ひと つと 
言わ れ て いる 第 1 楽章 か ら , じ つ 
(と ニュ アン ス の 深い 演奏 。 し っ と 
り と し た 真珠 の よう な 光沢 を 持つ 
内 田 光 子 の ピア ノ の 音 の 美 し さ 。 
「 ト ル ュ 行進 曲 ] の テン ポ の 良さ 
も 素 晴 し い 。 第 12 番 へ 長調 KK332 
と 幻想 曲 ニ 短調 代 397, 前 者 の 愛 
らし さ , 後者 の ファ ンタ ジッ ク な 
構成 , すべ て が 新しい 魅力 を 発散 
し て お り , 音質 も 最高 に 優秀 。 な 
お CD は 6 月 発売 の 予定 。 


















































モー ツテ ルト ピア ノ 協 奏 曲 第 15 
番 変 口 長調 , 第 16 番 二 長調 

アシ ュ ケ ナー ジ (P と 指揮 ),。 フィ ル 
ハー モニ ア 管 弦楽 団 

C ロ ンド ン L28C-1755)\2, 800 
続い て 録音 進行 中 の アシ ュ ケ ナ 
ー ジ 弾き 振り モー ツァ ルト 「 ピ ア 























ピア テ ノ 協 奏 曲 第 15 番 
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ノ 協 奏 曲 ]」 シリ ー ズ は , と れ が 7 
枚 目 だ っ た か , と に か く , アシ ュ 
ケ ナ ー ジ の 指揮 は 完璧 に ヒ 手 な れ て 
来たし , ピア テア ノ も 一 層 確 信 を 深め 
た 彼 独特 の 歌う モー ツァ ルト が オ 
ー ケ スト ラ と 表裏 一 体 と た なり, と 
の 形 で の 最高 の 全集 が も うす ぐ 完 
成 也 紀 う 誠 。 

A 面 の 第 15 番 KK450 の み 1982 年 
9 月 の ディ ジタル 録音 で , B 面 の 
第 16 番 KK451 は 1979 年 5 月 の アナ 
ログ 録音 。 つ い 比 較 す る と , と れ 
ほど 違う か と 思う ほど ディ ジタル 
で の ピア ノ と オケ は すがすがしく 
響く 。 














モー ツァ ルト ヴァ イオ リン ・ ソ 
ナタ 第 25 番 ト長調 , 第 26 番 変 ホ 長 
パー ルマン (ヴァ イオ リン ), バレ 
ン ボ イム (で (ピアノ) 
(グラ モ フ ォ ン 28MG-0719) 

\2, 800 


CD も 同時 発売 だ が 試聴 で き な 
2 ちの し が し > ら め EP め 2 ペ ー 
ルマン の 音質 は 生 の それ を ほう ふ 
つと させ る 優 艇 さ だし, ピア ノ と 
ほぼ 理想 的 と いえ 
る 。 す な わ ち , モー ツテ ァ ル ト 時 代 
の 必 ァ 学 ボ 当 シャツ サタ は 7 思 ア 
ノ ・ ソ ナタ に ヴァ イオ リン が 付い 
て いる と いっ た 様式 の 作品 な の 


の 2 ラジ る) 


5 培 
ーー ーー ンーーーーー 0 0 8 3 


Wue vi yozadt 


me "NE YIuliomaten 


- の の 





ヴ の < が: 全 ボ りり ジャ ツボ クタ 
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で , バレ ン ボ イム の 情 調 を と め た 
りか け て くる 。 そ し て 
端 雇 な 歌い ぶ 
3W 
曲調 の 訴え に 2 人 の 個性 が し 

り と 合致 し て , 緊張 し JP 
果 を あげ て いる 。 

1983 年 2 月 の パリ 録音 
で いる 。 


12 時 


パー ルマン の が , 














と 記さ れ 


ベル リオ ー ズ 幻想 交響 曲 
コジ アン 指揮 , ユタ 交響 楽団 
( 米 り ファ レン ス  RP-11) 

革 未定 





45 回 転 LP 2 枚 組 で , 
オ ・ マ ニア に と っ て 嬉し いと と に 
は , 試聴 頻度 の 高い 第 4, 第 5 楽 
章 を 収め た 面 が Side. 3 と 4 に ダ 
ブ ら せ て ある 。「 幻 想 ] の 名 演 ・ 優 
秀 録音 と し て は , 6 月 号 の アバ ド 
盤 (グラ モ フ ォ ン ) が LP と CD 
で 出 た ば か り だ が , 45 回 転 LP に 
マス ター テー プ か ら カ ッ テ ィ ング 
し た 米 リ ファ レン ス 盤 を 聴く と , 
超 低 音 の バス ドラ ム や テューバ , 
コン トラ バス な どの 音質 の リア ル 
さと 物凄い 迫力 に は , また 格別 の 
も の が あっ て , アナ ログ 録音 の 音 
の 豊 麗 さ , 充実 感 , 弱音 の あ た た 
か み , 間接 音 の 雰囲気 の 自然 さと 
いう 点 の 魅力 と 共に , ディ ジタル 


ボディ 











で は 味わう と と の 少な い 良 さ に 滴 
足 感 を 覚え る 。 第 3 楽章 の 「 野 の 
風景 」 な ど , ディ ジタル の 清澄 き 
と は また 別 の 美しき を 示し て お 
り , 45 回 転 で の 高城 の 爽やか さ が 
前 述 し た 超 低 音 の 凄み と バラ ンス 
も 良好 に 再生 音 を グレ ー ド アップ 
し て ぐれ る 。 

指揮 の ヴァ ル ジ ア ン ・ 
は , その 名 か ら 推 察 で きる よう に 
アル メニ ア 系 で , アバ ド や メー タ 
を 教え た ウィ ー ン の 名 教授 ハン ス 

スワ ロフ スキ ー に 学び , 1980 年 
(て に ユタ 交響 楽団 の 音楽 監督 と な っ 
た 。 彼 は 1982 年 で クビ に な る の だ 
が , その 前 の 1982 年 3 月 27 日 , 同 
楽団 の ホー ム グ ラ ウン ド , 
レイ ク 市 の シン フォ ニー・ ホ ー ル 
で の 録音 で ある 。 演奏 は まあ まあ 
と 言っ た と と ろだ が , な に し ろ る 音 
質 の 雄大 な スケ ー ル が , すべ て を 
忘れ させ て くれ る 。 終 楽章 の 鐘 の 
音 も 実に 良い 音感 で 空間 を ふる わ 
せ て いる 。 

な お , コジ アン は 第 2 楽章 で コ 
ルネ ッ ト を 吹か せ て 効果 を 出し て 
いる 。 高価 な レコ ー ド だ が それ だ 
け の と と は ある 。 








ョ ツチ 
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スト ラヴ ィ ン ス キー・ ピ アノ 曲 集 


ノエ ル ・ リ ー (P) 









































ピア ノ 曲 集 


XN ジス 直 





(ノン サッ チ ど ぢ ど -5035) 壮 1.700 


2 ホフ プ タ ジ の スー ドラ フグ ィ 
ンス キー の 似 顔 を イラ スト し た 秀 
抜 の カバ ー・ デ ザイ ン も 大 い 気 
(て 入 っ た LP だ が , 生涯 を つう じ 
て 林 度 も 作風 を 変化 させ た スト ラ 
ヴィ ンス キー の , 各 時 代 の ピア ノ 
曲 を 集め て , あく まで も クー ル に 
演奏 し た ノエ ル ・ リ ー と ノン サッ 
チ の 録音 の リア ル な タッ チ で , 今 
月 , なんとなく 忘れ が た い 1 枚 と 
な っ た 。 新古 典 主 義 時 代 の 「 イ 調 
の セレ ナー ド 」 や 「 ソ ナタ 」 の ス 
トレ ー ト な 造型 ぶり に 莉 か れる が 
ジャ ズ 志 向 時 代 の 「 ピ アノ ・ ラ グ 
Sa ジック | など 。 多少 マジ メ 
すぎ る も の の , 「 春 の 祭典] や 「 ペ 
トル シュ カ 」| を 聴き すぎ た 人 に 好 
適 。 と の 廉価 盤 レ ー ベ ル に は , と 
きど き , じつに 面白 い レ コー ド が 
あっ て , 眼 が は な せな い 。 





















































ピア ノ 協 奏 曲 全集 
ブレ ン デ ル (P), レヴ テイ ン 指 揮 , 
シカ ゴ 交 響 楽 団 
(フィ リッ プス CD10001 へ 3) 
\10, 000 
CD 輸入 盤 で , 4 枚 組 の 国内 プ 
レス の LP と 同 価格 と いう 大 サー 
ビス だ が , CD の 場合 , 曲 の は じ 
め の 折 手 を リモ コン で カッ ト で き 
る 点 , 「 第 1」 が 2 枚 に 分 断 され 


2 トー ンジ 











る マイ ナス を カヴァ テー し て いる 。 
と れ は , 1983 年 6 月 の シカ ゴ で の 
ライ ヴ 録 音 で , アバ ド の 「 幻 想 」 
と 同じ オー ケス トラ ・ ホ ー ル だ け 
れ ど も , 聴 軍 を 入れ て の ライ ヴ は 
と と 音質 に か ぎっ て は 最高 と いえ 
な い 。 しかし, 演奏 に みな ぎる 熱 
気 と 緊張 感 が , どれ ほど と の 全曲 
を 充実 し た も の に 聴か せ て いる か 
は 計り 知れ ず , CD 編成 上 , 最初 
(C 入 っ て いる 「 第 3]」 そし て すぐ 
に 続く 「 第 1 」 の 演奏 は 圧巻 と い 
える 。 





プッ チー ニ 歌劇 「 つ ば め 」 全曲 
デア 補 ナマ ググ)。 ドミ S ジ ゴ ( 光 
ッ ジ ェ ロ ) 他 , マゼール 指揮 , ロン 
ドン 交響 楽団 
(CBS ソニ ー 60DC150-1) 
\6, 000 
CD。 同時 発売 で LP も 出 て い 
る が , 第 1, 2 幕 を 1 面 に 収め た 
CD の 方 が 良い し , 舞台 の 雰囲気 
も , 現実 感 を 出し て いて , オペ ラ 
で の CD の メリ ッ ト は 歴然 だ 。 管 
弦楽 が キメ と ま か く , し か も マイ 
ルド な 響き で 立体 感 が あり , 歌手 
た ちの 声 も 磨 か れ た よう 。 マ ゼー 
ル の 細部 まで 手 を つく し た 表現 
が , こと の 忘れ られ て いた 作品 を ド 
ラマ ティ ッ ク 聴 か せる 上 (に, テ 
・ カ ナ ワ , ドミ ン ゴ ら の 素 晴 し い 





歌唱 が , 「 椿 姫 ] と 「 ボ エー ム 」 を 
まぜ あわ 半そで ウイン ナラ 
的 スト ー リ ー を いろ どっ た と 言え 
る よつば め 」 を , ブッ チー の キオ 
ペラ と し て 楽し ませ る の を 注目 し 
て は ほし い 。 


ラン パル プラ スキ ー ヌ 「 日 本 の 旋 
律 」 (荒城の月 , 他 10 曲 ) 
ラン パル (フル ー ト ), ラス キー ヌ 
9 の 

(デン オン 35C37-7127) 辛 3, 500 
CD 化 さ れ て , いち だ ん と 魅力 
を 深め た 1 枚 で ある 。 故 矢代 秋雄 
の 編曲 で , 1969 年 6 月 の パリ 録音 
と いう , か な り 古 い ア ナ ロ グ 録音 
だ が , 数 少な い CD 化成 功 の 一 例 
と な っ だ た 。 

「 南 部 牛 追い 歌 ] な どい つ 聴 いて 
も 楽し い 。 





























ピ テ ノ 協 奏 曲 全 集 


歌劇 「 つ ば め 」 


日 本 の 旋律 
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寸評 だ け と いう の は 気 が ひ ける 
の だ が , と う 秀 逸 な 内 容 の ディ ス 
ク が 多い と , た っ た 1 枚 の レコ ュー 
ド の た め に た 字数 を 浪費 する 贅沢 を 
放棄 せ ざ る を えな く な る 。 今月 は 
CD, AD と も に 発売 点数 が 驚く 
ほど 多かっ た せい だ が , と り わ け 
CD は その すべ て (むろ ん 既 発 売 
AD の CD 化 ) に 耳 を 通す と と が 
不可 能 な ほど だ っ た 。 それだけ C 
D が 順調 に 普及 し つつ ある と いう 
と と だ ろう し , 恐らく と の 勢い は 
当分 の 間 続 くだ ろう 。 本 格 的 な 
“CD 時 代 ” の 到来 を 感じ ぬ わ け に 
は いか な い 。20 点 余 を 試聴 し て , 
いわ ゆる CD 臭 さ を ほとん ど と 感じ 
な か っ た と いう の も , CD の ク ォ 
リティ が 急速 に 向 ト し つつ ある と 
と を 物語 る も の だ 。 

と と に 大 好評 を よん で いる << ブ 
ワル ター の 芸術 逐 (CBS 
ソニ ー) の 続 篇 を 数 点 聴い て , モ 
ノ と ステ レオ と に 関 り な く 古 い 音 
源 を 積極 的 に CD 化す べき だ , と 
痛感 。 何 度 聴い て も , と の シリ ー 
ズ の 音 は すばらし い 。. ベ ー ト ー ヴ 
ェ ン の ヴァ イオ リン 協奏 曲 で も あ 





ルレ ー ノ ・ 





・ マ リガ ン 
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(2 今 有 の 推 葉 デ イス ク & テ ー ブ j ゆ 答 で ゆ 族 % 


候 
4 ビバ 


次 ピュ ラー ディ スク 


の フラ ンチ ェ ス カッ ティ の 豊 謀 な 
音色 が , と ん な に も 艶 や か な 輝 か 
じ さ で 整っ て と よう と は ./ ワ ル タ 
ー 指 揮 の オケ だ っ て , 時 の 経過 が 
すっ か り 洗 い 流さ れ た , と て も 新 
鮮 な 姿 に 変貌 し て いる し , ステ レ 
オフ ォ ニ ッ ク な バラ ンス の 自然 さ 
に は , 現代 の 録音 が 学ぶ べき 点 も 
少な く な い 。 と の シリ ー ズ で ば ぽく 
は 2 つの と と を 再 認識 し た 。 1 つ 
は 当然 の こと と な が ら 原 録音 が すぐ 
れ て いる と と 。 も う ひ と つ は 経費 
を 惜しま ぬ リ ミッ クス (と の 場合 
は ディ ジタル 方 式 ) 処理 が 施さ れ 
た と と 。 特に 古い 音源 を CD 化す 
る 場合 、 と の ワル ター・ シ リー ズ 
は 重要 な 参考 と な る 。 何故 な ら 20 
年 以上 も 経て ば , 当初 に ミッ クス 
人 きだ が デオ マグ ディ デ 
ー プ の 音質 が 劣化 する の は 当然 の 
と と と 思わ れる か ら だ 。 





① ジ ェ リ ー・ マ リガ ン ノ ナイ ト ・ 
ライ ツ 
(マー キュ リー 38JD-1 の ) 
ぎ \3, 800 


ダイ ナ ・ ワ シン トン ・ ウ ィ ズ ・ 
クリ フォ ー ド ・ プ ラウ ン 




















ニク 


(エマ ー シ ー 40JD-13) \4,000 
⑧③ 夜 明け 加古 降 
(ベイ ブリ ッ ジ 38CP-3) 

\3. 800 
④ ザ ・ ミ ー テ ィング プチ ッ ク ・ コ 
リア 層 グ ル ダ 
(フィ リッ プス 40CD-53) 

4, 000 
キャ ッ ツ ンー ポッ プス ・ オ ン ・ ス 
ンジ 
(フィ リッ プス 40CD-70) 

\4, 000 
⑥' デ ィ ジ タル ・ ハ ワイ アン 大 全集 

(CBS ソニ ー 38DH90) 

半 3, 800 
⑦ 魂 の 歌 ノ プチ ョ ー・ ヨ ン ピ ル の 
すべ で 
(CBS ソニ ー 35DH・89) 

半 3. 500 
ハー ト ・ プ レイ カー ディ オン 
ネー ウス 導 必 
(アリ スタ 40RD-2)  \4.000 

と の ライ ン ・ ア ッ プ の うち ①④① が 
63 年 吹込 (1 曲 の み 65 年 ) で , C 
D 化 に よっ て 分 離 や 定位 が いっ そ 
う 明 確 に な り , ステ レオ フォ ニッ 
ク な 音 場 が さら に 効果 的 に 再生 さ 


























ディ ジタル ・ ハ ワン アン 大 全集 














れる 。 と な れ ば , も し 新た に ディ 
ジタル ・ マ スタ ー 化 され れ ば , い 
っ そう 高い 鮮度 が 得 ら れる と いう 
と と に な る 。② が モノ な が ら 生 な 
まし い 新 鮮 な 響き で 難 っ て いる の 
は , 単に SN が よく な っ た と いう 
7 なく 新た だ IE ディ ジタル * 
マス タリ ング され た 音源 で プリ ン 

ト し て いる か ら で は な いか 。 ブラ 
ゥ ン の 人 気 あ る 『 ウ ィ ズ ・ ス トリ 
ング ス 』(40JD-14) も 同様 。 古 い 
音源 は どしどし ディ ジタル ・ マ ス 
タリ ング し て , CD と し て 功 生 き 
せる べき 時 期 が きた と 思う 。 

新 般 で は AD で 紹介 済み の ③④ 
⑤⑥⑧ が , AD を 上 回 る 質 の 高い 音 
で 魅力 的 だ っ た 。③ で は ピア ノ の 
整 音 の よさ , F レ ンジ の 伸び , ピ 
アニ ッ シ モ の 美 し さ が , と の ユニ 
ー ク な ソロ ・ ピ アノ の 音 を さら に 
洗 錬 され た も の に し て いる し , ④ 
で は ピア ノ の 音 よ り 会 場 の 生 な ま 
し い 了 臨場 感 (ライヴ) に , AD で 
は 味わえ ぬ ス リル を 発見 し て 面白 
か っ た 。⑤ も ライ ヴ だ が , レン ジ 
を 広げ て いる の で , ダイ ナミ ッ ク 
感 が グン と 増し た 。 眼前 に 迫力 あ 
る シン フォ ニッ ク ・ オ ケ を 見 る 思 
い だ 。⑧ な どの マル チ も の で は 特 
(こそ うだ が , CD で は 一 般 に ホコ 
リ っ ぱ さ が と れ , 定位 感 が 増し , 
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フッ トル ー ス 


と と に ヴォ ー カ ル な ど は いっ そう 
くっ きり 浮か びあ が る よう だ 。 

三橋 信夫 と マウ イ ・ セ レナ ー ダ 
ー ス が 演奏 する DR の ⑥ は , ステ 
ィ ー ル の 魅力 を 鮮明 に 押し だ し た 
プレ ズン ス 豊 か な 音 。 味 つけ が も 
う ひ と つ だ が , 鮮度 は 抜群 だ 。 

な お CD に も 4 枚 組 が 出 た 。 
『REBIRTH プ 山口 百恵 全集 』(C 





_ BS ソニ ー 00DH84-87 斑 10, 000) 


が それ だ が , 大 き さ , 形状 も 2 枚 
入り と 変わ ら ぬ し , 割安 。 ジ ャ ズ 
等 の 編集 物 の CD 化 に 大 い に 活 用 
すべ きだ ろう 。 


AD 有 > 

① フ ッ ト ル ー ス 

(CBS 30AP2797) 半 3, 000 
② 秋 の 狼 宴 

(CBS 30AP2824) 壮 3, 000 


③ 和 白鳥 プ ゾ ボ ブ ・ ジ ェ ー ム ス 
30AP2547) 
\3, 000 

④ あ な た と 夜 と 音楽 と だ マル ・ ウ 
ォ ル ドロ ン (パドル ・ ホ イー ル 

K28P -6272) \2, 800 
チル ドレ ンズ ・ ソ ング ズ ノ チッ 
ク ・ コ リア 

CECM 25MJ3370) 


(タッ パン ジー 


\2, 500 
(@⑯ ト ドール が ラズ アデ ュー ンタ バウ 
人 04 


ョ ー ダ ン ・ 
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あな た と 夜 と 音楽 と 


(ステ ィ ー プ ル チ ェ イス UPS- 
2276) 半 2, 000 
⑦ セ レブ レイ ショ ン ・ オ ヴ ・ ホ ー 
ギー* カー マイ ルケ な ルプ デイ キツ ・ マ 
ッ ケ ン ナ 

(コン コー ド LCJ-7008) 

半 2, 700 

⑧ イ ン ・ ユ ア ・ オ ウン ・ ス ウィ ー 
ト ・ ウ ェ イ 

(サー クル DIW-1149) 壮 2, 500 
⑨ 燃 える カル ナ ヴ ァ ルプ ベッ チ ・ 
カル ヴァ ー リ ョ 

(RCA RPL-8242) \2, 700 
⑩ セ ルフ ・ コ ント ロー ルプ ロー ラ 
デラ 三 ガ シャ 
(アト ラン ティ ッ ク PP-11466) 

せ 2, 500 
⑪ キ ー プ ・ ム ー ビ ン グマ ッ ド ネ 
ス (ステ ィ ッ ク VIL-6089) 


\2, 500 

⑫ カ リブ の 熱い 夜 
(アト ラン ティ ッ ク PP-11481) 
\\2,500 


先月 分 も 含め て , AD の 方 も 大 
変 な 数 だ っ た 。 ま る が 不況 な どど 
と 吹く 風 , と いっ た 感 さ えす る 。 

① て ④ が いわ ゆる 高 品質 重量 毅 
(④ は 初回 プア レス の み )。 う ち 3 枚 
が で BS ツ ニ ミー で 。 と の マス ター 
・ サ ウン ド ・ シ リー ズ は ぱく の 愛 
聴 盤 で も ある が , さす が に 独自 の 








チル ドレ ンズ + ュ ソン グズ 


197 


スー パー・ カ ッ テ ィ ング ・ 
(に よる 重量 感 豊か な サウ ンド は 圧 
倒 的 に レギ ュ ラ ー 盤 を 上 回 る 。 と 
と に 全米 で 大 評判 の 映画 の サン ト 
ラ 盤 〇 が すばらし い 。 ケ ニー・ ロ 
ギン ズ や ボニー・ タ イラ ー の vcl 
が 惚れ ば ぼれ する よう な 定位 の よさ 
と 艶 っ ぽい 光沢 の プレ ゼン ス で 浮 
か びあ が る 。 肉 づき も いい し , 線 
が リア テア ル で , そ と に 何と も いえ ぬ 
ニュ アン ス の よさ が ある 。CD(35 
DP129 辛 3. 500)0 も いい が , ニュ 
アン ス の 点 で と っ ち を 買う 。 

④ は 先般 マル の トリ オ が 来 日 し 
た 際 の 置き 土産 。 何 を や っ て も 徴 
動 だ に し な い マ ル 独 特 の 孤独 な 世 
界 。DR らし い シ ャ ー プ な 硬質 美 
の 音 だ 。 最 近 で は や や 珍し い 明 快 
な 3 点 定 位 で ,。 と の ステ レオ 感 が 
意外 に 新鮮 。 ダ ン ピ ン グ 十 分 の 活 
き の い い ア コー ステ ィ ッ ク ・ サ ウ 
ンド で ある 。 

⑤ て の ⑦ は ソロ ・ ピ アノ 。P ほ の 
録音 アプ ロー チ が まっ た く 違 う 。 
メタ リッ ク だ が 粒 立 ちの いい の ⑦ に 
対し て , DR の ⑤ は 硬質 で は ある 
が , 余韻 の 美 し さ を 十分 に 活か し 
た , むし ろ ク リス タル な 輝き を も 
つ ECM 独特 の P の 響き だ 。 加古 
隆 の 先 掲 (CD 項 ) の 『 夜 明け 』 
で も そう だ が , オン キョ ー の M- 


< 
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2000 で 中 高城 の バラ ンス を 巧 く と 
コリ ア の タッ チ の よ 
さと P の 整 音 の よさ , 各 帯 域 エ ン 


っ て 聴く と , 


ド の 美 し さ が 実に よく わか る 。 


⑥ は 5 枚 か ら な る ジョ ー ダ ン ・ 
3 枚 
の 中 で は 最も 自然 。 す べ て に バラ 
ンス よく , 人 工 臭 が な い 。 押し つ 
けが まし さ が な い 音 で , レン ジ も 


ソロ ・ ピ アノ 集 の 1 枚 だ が , 


控え め だ が 聴き や すい 音 だ 。 


⑥⑤⑥ は バル トー ク の よう に , コリ 
了 が 子供 の た め に 作曲 し た 可憐 な 
小品 集 全 20 曲 の 自作 自演 集 。 ライ 
ヴ の ⑦ は 「 ス ター ダス ト 」 を 初め 
と する カー マイ ケル 作品 集 。⑥ は 


すべ て オリ ジ ナ ル だ が , 


わ さ れ る 1 枚 で ある 。 
⑧ は チェ ッ ト 


が 自然 だ と いう の が いい 。 


ヴォ ー カ ル で は ⑥⑩ を 選ん だ 。 
⑨ は エス コー ラ ・ サ ン バ の 女王 格 




















CE の Sh ジリ バッ ルズ ウ ネッ トイ 


ジョ ー ダ 
ン の 肖 々 と し た 語り 口 に 知ら ず 酔 


・ ベ イカ ー 4 重奏 
団 に よる クラ ブ で の ライ ヴ 。 とれ 
は 録音 を か っ た 。 ク ラブ に いる よ 
うな 錯覚 すら 覚え る ほど の 極上 の 
雰囲気 の よさ 。f を 加え た ドラ ム 
レス な の で , 各 楽 器 が よく 抜け て 
くる し , そ と に 時 折り 談笑 や コッ 
プ の 音 が 混ざり あい , か えっ て プ 
レ ゼ ンス が 生 な まし い 。 音像 も リ 
アル で ダン プ も 十分 。 何 より も 音 





と も いう で き ベ ッ チ の , カー ニ バ 
ル で 熱狂 的 に 歌い まく る 姿 を 初物 
と させ る アル バム 。 と ん な に 喜び 
一 色 の 彼女 も 珍し い が , まっ た く 





- す ば らしい 追 力 だ 。⑩ は 3 月 の 東 


京 音 楽 祭 で 優勝 し た ブラ ニ ガ ン の 
第 3 作 。 優 勝 曲 [テッキー・ ワ ン ] 
で 始ま る と の 1 作 で , 彼女 は グン 
と 成長 し た 。 堂々 と し て スケ ー ル 
大 きく , し か も ニュ アン ス に 富ん 
だ 好 唱 を 展開 し た 注目 作 だ 。 

録音 は ⑩ の 方 が いい 。⑨ は 中 域 
の エネ ルギー 感 を 強調 し て 独特 の 
愉悦 感 と 活き の よさ を 押し だ す 。 
ちょ っ と ホコ リ っ ぽい の が 惜 し 
い 。 一 方 ⑳⑯ は か な りら 音量 を あげ て 
も や か まし く な い 。 音 場 設定 よ 
く ,。 バラ ンス の と れ た 音 づ ぐり の を 
し て いる か ら だ ろう 。F レン ジ が 
よく 伸び , 電 い た 音 だ が 引き し ま 
っ て , 粒 立 ち が す っ きり と し て 交 
快 だ 。 

ロッ ク か ら は ⑪ と ⑫。 マッド ネ 
ス 5 枚 目 の ⑪ は より ポッ プ で , と 
の 7 人組 の アッ ケラ カン と し た ユ 
ー モ ラス な セン ス が いい 。⑩⑫ は サ 
ント ラ 盤 で , コリ ンズ の No. 1 ヒ 
ッ ト 等 の 聴き も の が いっ ぱい 。 音 
づく り は クー ル と ホッ ト , 軽 と 重 
な ど 対 照 的 だ が , 質 は と て も 高 


い 。 











コン トロ ー ル 


セル > 


ピ デ ガ ティ ズ スク 


ホロ ヴィ ッ ツ ング 
世紀 の リサ イタ ル 


(ビク ター VHM-68028, VHD, カ 
ラー, 100 分 プス テレ オ , 一 部 字幕 
災 デ パー) \6, 800 
超絶 的 技巧 と 類 稀 れ な 音楽 解釈 

で 知ら れる 幻 の 天才 ピア ニス ト , 

ウラ ディ ミー ル ・ ホ ロ ヴ ィ ッ ツ の 

初 来 日 コン サー ト , 昨年 6 月 11 日 

NHK ホー ル で の ライ ヴ 収 録 ア ル 

バム 。79 歳 と は 思え な いみ ずみ ず 
し さ , その 華 麗 さと ダイ ナミ ッ ク 

な 演奏 が 評価 を 二分 させ , 反響 を 

呼ん だ 当 夜 の リサ イタ ル の 模様 が 

満喫 で きる VD で , 合間 に は 巨匠 

の 生 の 声 も 聞か れる イン タビ ュー 

も 収録 され て お り , ファ ン 待 望 の 

貴重 な ビデ オ ・ ア ル バ ム と いえ よ 

う 。 
収録 曲 は , ベー トー ヴェ ン ノ 「 ソ 

ナタ 第 28 番 イ 短調 作品 101], シ 

ュー マン グ 「 謝 肉 祭 作品 9」, シ 
ョ パン ング 「 幻 想 ポロ ネー ズ 変 イ 長 

調 作品 61」, ショ パン グ 「 練 習 曲 

へ 長調 作品 10-8] な ど , 全 7 曲 

で ある 。 























べ ぐ ホロヴィッツ 





今月 の 推薦 デイ スク & テ ー ブ 。 


谷沢 俊 員 


星空 の コン サー トノ リチャード ・ 
クレ イダ ー マ ン ・ イ ン ・ 後 楽園 


(ビク ター  VVM-1, VHD, カラ 
ー, 59 分 プス テレ オ ) 6, 800 
の 貴公子 , リチャード ・ ク レイ ダ 


ー マ ン が , 昨年 の 5 月 17 日 後楽 園 
球場 を 舞台 に 繰り ひろ げた 音 と 光 
の ペー ジェ ント , 「 星 空 の コン サ 
ー ト 」 の ファ ンタ ステ ィ ッ ク な ス 
テー ジ を 収録 し た ライ ヴ VD。 

広い グラ ウン ド だ 飛び交う 7 色 
の イル ミネ ホー ジョ ジン と オデ ー ゲ . 下 
ラ を バッ ク に 奏で られ る クレ イダ 
ー マ ン ・ サ ウン ド の 数 々 , 曲 は と 
の コン サー ト の た め の オ リ ジ ナ ル 
「 星 空 の ファ ンタ ジー」 と 「 モ ー 
ニン グ ・ デ ュー」 の メド レー に は 
じ ま り , 「 愛 の 夢 ], 「 秋 の ささ や 
き 」, 「 エ デン の 秘密 」, 「 愛 の コン 
チェ ルト 」, 「 ド ラン の 徴 笑 」, 「 窓 
辺 に 咲い た 恋 ],「 ジ ム ノ ペデ ィ 」, 
「 虹 色 の 心 」, 「 漁 の アデ リー ヌ 」 
な ど 全 17 曲 , 新旧 の オリ ジ ナ ル か 
ら ク ラシック , 現代 音楽 まで 彼 の 
コン テン ポラ リー な 感覚 を 物語 る 


ぐ 星 空 の コン サー ト ツ 






か の よう に 幅広い レ パー トリ ー が 
演奏 され て いる 。 夜 風 に 金髪 を な 
び か せ , 貴公子 然 と し た 端正 な 面 
差し で , 白い 鍵盤 を 自由 に あや つ 
る クレ イダ ー マ ン , ビデ オ な ら で 
は の 楽し さい っ ぱい の アル バム で 
ある 。 











フラ ッシュ ダン ス 

(ビク ター VHP-78060, VHD, ヵ 
ラー, 95 分 プス テレ オ , 字幕 スー パ 
の 半 7, 800 
プロ ・ ダ ン サ ー を 夢見 て , 自由 
春 放 に , 情熱 的 に 生き る 1 人 の 可 
憐 な 少女 の 愛 と 友情 を 感動 的 に 捕 
き , 爆発 的 な ヒッ ト を 記録 し た 話 
題 作 で , 昨年 映画 館 で も , 輸入 ビ 
デオ ・ ソ フト の 面 で も 評判 を と っ 
た 「 フ ラッ シュ ダン ス 」 の 日 本 語 
字幕 スー パー 版 。 曜 動 感 あ ふれ る 
踊り , 大 胆 で シャ ー プ な 振り 付 
け , すぐ れ た 映像 表現 , 4 000 人 
の オー ディ ショ ン を 経て 選ば れ た 
新星 ジェ ニ フ ァ ー・ 
ずみ ず し い 上 魅力 な ど ,。 いろ いろ な 
意味 で 現代 を 象徴 し て いる 作品 で 





ビー ルス の み 





< プラ ッシュ ダン ス ツ 
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あり , 青春 映画 の 傑作 と し て 残る 
作品 と いえ よう 。 

さら に アイ リー ン ・ キ ャ ラ の 歌 
う 主 題 歌 「 フ ラッ シュ ダン スペ て ホ 
ワッ ト ・ ア ・ フ ィ ー リ ング 」 も ヒ 
ッ ト ・ チ ャ ー ト の トッ プ 獲 得 し 
アイ リン ・ キ ャ ラ 自 身 も 第 26 回 グ 
ラミ ー 賞 , ポッ プス 部 門 で ベス ト 
・ ポ ッ プ ・ ボ ー カ ル 賞 を 授賞 する 
な ど 話 題 は つき な い (監督 : エイ 
は リア ジマ ライ 密 。 共演 マイ ケ 
有り モッ ツジ シン アザ ローズ 
ほか , 1983 年 アメ リカ 映画 )。 


アニ マル ・ ハ ウス 

(ビク ター VHP-78067, VHD, 
カラ ー, 108 分 プ モ ノラ ル , 宇 幕 ス 
\7, 800 
名 門 フ ェ ー バ ベー 大学 の 新入 生 ラ 
リー と ケン ト は , 学内 に 点 在 する 
フラ ター ニテ ィ (学生 友愛 会 ) の 
ひと つ “デル タ に 入会 
する 。 と と に は クセ 者 と 出来 そ と 
な い ば か り だ が 気 の お け な い 連中 
が 集まっ て いる 。 と と ろ が , 学長 
は 何と か と の “デル タ 
を つぶ な そう と し , 優等 生 集団 の 
『 オ メガ ・ ハ ウス ” を 使っ て アノ 
手 ュ ノ 手 の 策 を 弄 す る 。 具 も ちな 
ら な い 優 等 生 や 学 長 を 相手 に 破壊 
の 限り を 尽く す 劣 等 生 を 徹底 し た 


に WE 


-・ ハ ウス ” 


ト ッッ ウ スウ 


ん 人 NH AI HH の りす 作 


t Meor クラ 


( の 








ぐ ア ニ マ ル ・ ハ ウス クツ 
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笑い の パワ ー で 描く スラ ッ プ ステ 
イッ グー ドコ プ デ ィ オー で, 監督 は 
「 大 逆転 ], 「 狼 男 ア メリ カン | な 
どの ジョ ン ・ ラ ン デ ィ ス , 出演 は 
ジョ ジー ベル ー ジ , ティ ム な ・ マ デ 
ドサ ナッ ルド ョ サザ ラジ 下 
ほか , 1978 年 の アメ リカ 映画 で 

デメ カジ ャ グ あ ブ ィ ティー テ 
の パロ ディ 版 的 作品 。 


ィ ス 


オス カー・ ピ ー タ ー 

ビッ グ 4 

(パイ オニ ア MT-143, LD。 カラ 
ー, 56 分 プス テレ オ , CLV) 


\5, 600 
ジャ ズ ・ ピ アノ の 巨匠 , オス カ 
Ce 的 4 ン が , 昨年 10 月 , 


30 年 ぶり に 日 本 で 開催 され た 
AIR ロジ ザー 上 上 人 臣 カル デ 必 半 
を 組ん で 参加 し た と き の ラ イヴ ・ 
ステ ー ジ を 収録 し た ビデ オ ・ ア ル 
バム で , 場所 は 国立 代々 木 競 技 場 


オリ ン ピ ビック ぃ デール 5 


ジョ ー・ パ ス (g), ニー ルス デ 
ペー ジジ ツン > エ 2 ステ ッ ド で ペデ ッ レ 
ど (b) マー ティ ビュ ギ ゅ ルー 


(ds) の 一 糸 乱 れ ぬ リズ ム サ ポ ー 
ト を 得 て 豪 快 に スイ ング する ピー 
ター ソン の ピア ノ が 聞き も の 見 も 
の の 楽し い ア テル バム で , ジャ ズ ・ 
ファ ン 必 携 の LD と いえ よう 。 収 





ぐ オ スカ ー・ ピ ー タ ー ソ ング 


録 曲 は , 「 オ ン ・ デ ェ イ ニッ シュ ・ 
シン ョ アー ズ ト 「 イ エス タデ ツメ パッ 
「 マ イ ・ シ ャ イニ ング ・ ア ワー] 
の ほか, 「 シ ティ ・ ラ イツ 」,「 ミ 
ッ ジ ソー ガ ・ ラ ャ ラー よ お 員 
リ ジ ナ ル 曲 を 含む 全 7 曲 で ある 。 





エラ ・ フ ィ ッ ツジ ェ ラ ルド ・ ウ イ 
ズ ・ ポ ー ル ・ ス ミス ・ ト リオ ・ ア 
ンド ・ オ ー ル スタ ー ズ 
〈 パ イオ ニア MT-148, LD, カラ 
ー, 59 分 プア ステ レオ , CLV) 
\5, 800 
T 了 . A.T.P. "53 で 初 来 日 以来, 
名 実 と も IC No.1 の エラ が 耳 A. 
T.P. 来 日 30 周 年 記念 コン サー ト 
(に 参加 , 豪華 な サイ ド メ ン を バッ 
ク に 披露 し た ジャ ズ ・ ヴ ォ ー カ ル 
皇后 に ふさ わし い 華 麗 な ステ ー 





ジ を 収録 し た ライ ヴ ・ ビ デオ ・ ア 
ル バ ム 。 

第 1 部 は ポー ル ・ ス ミス ・ ト リ 
下 を パッ クト に ガルド ペア 80 
デイ ィ 」,「 ハ ニー サッ クル ・ ロ ー 
ズ 」, 「 ブ ルー・ ム ー ン 」 など 8 曲 , 
つづ いで ジョ ーー パス の キ 辿 思 


の 競 演 で 「 ソ フィ ステ ィ ケ イラ ッ 
ド ・ レ ディ 」,「 ジ ョ ー ジ ア ・ オ ン 
・ マ イ ・ マ イン ド 」 な ど 3 曲 , そ 
し て 最後 に オー ルス ター ズ に よる 
・ ホ ー ム 」 と 3 部 構 


ドン の 届 ダ 








ぐ エ ラ ・ フ ィ ッ ツジ ェ ラ ルド 


ーーーーーーーーー ーー ご 








成 に な っ て お り , 超 満 員 の 聴衆 を 
酔わ せる 年 齢 を 感じ させ な い 熱 唱 
が ブラ ッ ウン 管 を 通じ て 楽し め る , 
と れ ま た ジャ ズ ・ フ ァ ン に は 見 逃 
せな い CD と いえ よう 。 





ダリ ル ・ ホ ー ル ジョ ン ・ オ ー ツ 
ロックン ・ ソ ウル ・ ラ イヴ 
(〈 マ イオ ニア MP-160, LD, カラ 
ー, 90 分 プア ステ レオ , CLV) 
\6, 800 
が テク タプ フィ ー リ ング と ラテ 
ン キ ー な サウ ンド が 売り も の の ス 
デュ オ , ホー ル 色 オー ツ 
が , 昨年 3 月 カナ ダ の モン トリ オ 
ー ル フォ ー ラ ム で 行っ た コン サー 
ト の ライ ヴ ・ ビ デオ ・ ア ル バ ム 。 
来 日 公演 で も 日 本 武道 館 を 超 満 
員 に させ た 彼ら , と の コン サー ト 
で も 3 万 人 の 観客 が 2 人 の 一 挙 一 
動 に ど よ めく と いっ た 一 体感 の あ 
る コン サー ト の 模様 が と ら え られ 
て いる 。 収録 曲 は ,「 プ ライ ベー 
中小 マジ イイ 選 あ 王 
8 の が ご ビ 必 - 下 
曲 の ほか , RB ナン バー「 ふ ら 
れ た 気持 」 な ど 60 年 代 の アメ リカ 
ン ・ ポ ッ プ ス を 含む 全 18 曲 で , 
[ロッ クン ・ ソ ウル | の タイ トル 
に ふさ わし い , 彼ら らし い 楽 し い 
ステ ー ジ が 満喫 で きる LD に 仕上 


か 























が っ て いる 。 


オー スト ラリ ア ・ ナ ウ 
(パイ オニ ア MP-158, LD, カラ 
ー, 61 分 プス テレ オ , CLV) 

半 5, 800 


オリ ビア ・ ニ ュー トン ・ ジ ョ ン , 
リッ ク ・ ス プリ ング フィ ー ル ド , 
エア ・ サ プラ イ な ど を 生み , メン 
・ ア ッ ト ・ ワ ー ク の 地球 規模 の 大 
成功 以来 , 何かと 注目 され る 話題 
(CC なり つつ あ る オー スト ラリ ア 了 音 
楽 。 

と れ は , 今 も あっ と も ビビ ッ ド な 
音楽 大 陸 オ ー ス トラ リア で 活躍 す 
る 代表 的 ロッ ク ・ バ ンド 17 組 の ラ 
イヴ , イン タビ ュー な ご ど で, その 
音楽 シー ン の 全貌 に 迫る ビデ オ ・ 
テア ル バ ム 。 収録 曲 は ず が ・ モ ニタ ー 
ズ の | マジ ギン … 條 ンー ザー モイ 
ティ ー ズ ]」, リト ル ・ リ バー バン 
F の 「 ク ー ル ・ チ ェ ン ジ 」 イン 
エク セス の 「 ス テイ ・ ヤ ング 」, メ 
多 改 6 大 さ 富丘 の ググ の (| 方 
みよ ・. 旨 w ド il 2 上 で エ 
ンズ の 「 リ ー キ ー・ ボ ー ト 」。 メ 
ン ・ ア ッ ト ・ ワ ー ク の 「 ノ ッ ク は 
夜中 に 」,「 ダ ウン ・ ア ンダ ー」, 
ムー ビン グ ・ ピ クチ ャ ー ズ の 「 ホ 
ワッ ト ・ ア バウ ト ・ ミ ー] な ど 全 
23 曲 , オー スト ラリ ア の 若者 の 風 


俗 や 風景 な ども イン サー ト さ れ て 
お り , オー スト ラリ アン ・ 
隆盛 の 鍵 を 探る の に 好適 な LD で 
あり , ロッ ク ・ フ ァ ン に は 見 逃 せ 
な い ア ル バ ム と いえ よう 。 


ロッ ク 


島 た ちの 世界 上 春 夏 
C パ イオ ニア SS004, LD, カラ 
ー, 104 分 ノ 多 重 音声 , CAV) 

半 11, 800 


日 本 に 生息 する 野鳥 の 生態 を , 
専門 家 の わ か りや すい 解説 で 紹介 
し た ユニ ー ク な LD。NHK, 日 本 
鳥類 保護 連盟 の 監修 , 解説 者 は 春 
担当 , 中 坪 遼 治 , 夏 担 当 , 柴田 敏 
雄 , 同時 発売 の 秋冬 編 と あわ せ て 
180 種類 の 野鳥 の 生態 が 集大成 さ 
れ て いる 。 登場 する 鳥 は , ヒバ リ , 
ルリ ビタ キ , ホオ ジロ , キジ , ゴ 
イサ ギ , カッ コウ , メジ ロ , コマ 
ドリ , ミソ サザ イ ,。 …… な ど お な 
じみ の 鳥 か ら 珍し い 鳥 ま で , 居 な 
が ら に し て バー ドウ ォ ッ チン グ が 
で きる 楽し い ア ル バ ム で ある 。 

内 容 は 「 春 を 告げ る 」, 「 鳥 は な 
ぜ 鳴 く か 」,「 い ろ い ろ な 信号 」, 
「 巣 を 作る 」, 「 ひ な の 誕生 」, 「 い 
ろ い ろ な 子育て 」, 「 巣 立ち ] な ど 
で , 長 時 間 か け て 撮影 し た 貴重 な 
フィ ルム が , 珍し い 瞬 間 が 盛り 込 
まれ て いる 。 














ぐ ダ リル ・ ホ ー ル ジョ ン ・ オ ー ジ 


ぐ オ ー ス トラ リア ・ ナ ウツ 





ぐ 鳥 た ちの 世界 > 
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フラ ッシュ 


NHK 国際 放送 「 ラ ジ ォ 日 本 」 は 6 月 1<30 日 
(に ガボン 中 継 の 送信 を 受信 し た 受信 報告 に 限っ て 
国内 に も 受信 証 ( さ リ フィ ケー ショ ン ・ カ ー ド ) 
を 発行 (40 ペ ー ジ 参照 )。 
赤十字 放送 の アジ ア ・ ア フリ カ 向 け は いま まで 

隔月 に 放送 し て いた が , 5 月 か ら 毎 月 1 回, 最終 

日 曜日 に 放送 (本 文 お よび 今月 の ダイ ヤル ポイ ン 

ト 参照 )。 

[| 日 本 の 標準 電波 JY が 報じ た 電波 警報 は 4 月 
26<28 日 U (不安 定 ), 4 月 28 日 て 5 月 11 日 N ( 正 
常 ), 1112 日 U, 12~ て 22 日 N, 22 て 24 日 U。 


IAYKPAPLPLYLYYYTYTYIY ト PNPKPLP 






























































adY1TAY ト YYATAP し YY イリ 





India 全 イ ンド 放送 の 北東 アジア 向 General Over- 
seas Service (英語 ) の 夏 の スケ ジュ ー ル (5 月 6 日 9 
月 2 日 )。 

07.4509.00 : 11.875 9,912 

09.0010.15 : 15,415 11.875 9,912 


19.00 一 20.00 : 17,387 15,320 15,230 








人 Austria オー スト リア 放送 (ORF) の 夏 の スケ ジュ 
ー ル (5 月 6 日 一 9 月 2 日 )。、 お も な も の 。 
・ オ ー ス トラ レイ シア 向 

16.00-18.00 : 15, 270 (300kW。 逆 回 り ) 

19.00 一 21.00 : 21,535 (500kW) 
・ 東 アジ ア 向 

19.00-21.00 : 15, 415 (100kW) 

22.00<24.00 : 11,850 (500kW) 





投 稿 案 内 


この 欄 で は , 皆さま の 受信 の 目 や す と し て , 短波 放送 局 
の スケ ジュ ー ル を 中 心 に まとめ て いま す 。 投稿 は 下記 の 守 
先 ま で お 送り くだ さい 。 締切 は 毎月 20 日 で す 。 掲 載 分 に は 
掲載 誌 を 贈呈 いた し ます 。 

郵便 番号 150 東京 都 渋谷 区 宇田 川町 41 - 1 

日 本 放送 出版 協会 電波 科学 DX 係 





196 





・ 南 お よび 東南 アジ ア 向 
24.0002.00 : 17, 825 (100kW) 


15, 160 (500kW) 
(望月 ) 
Fimland フィ ン ラ ンド 放送 の 夏 の スケ ジュ ー ル (5 
月 6 日 9 月 1 日 ) で , 東 ア ジア ・ オ ー ス トラ リア 向け は 
17.30 ( 土 ・ 日 曜 16.00) こ 19.00 (日 曜 20.00) 放送 。 
17, 825kHz (250kW。90? ビー ム )。 
日 曜 16.00 こ 17.45, 月 土曜 17.30-17.45 英語 。 
Greece ギリ シャ 放送 の 夏 の スケ ジュ ー ル (4 月 29 日 
て 9 月 2 日)。 お も な も の 。 
・ オ ー ス トラ リア 向 (ギリ シ ァ 語 。 * 印 一 部 英語 ) 
06.00 こ 06.50 : 15,635 9,420 
07.00 て 07.50 : 11.645 9,420 
*18.0018.50 : 21, 445 17,565 
・ 日 本 向 (ギリ シャ 語 ・ 英 語 ) 
19.00 て 19.50 : 17.565 15,635 
Norway ノル ウェ ー 国 際 放 送 の 夏 の スケ ジュ ー ル 
(5 月 6 日 て 9 月 2 日 )。 カッ コ 内 は 送信 ビー ム の 方 向 。 
35? が 日 本 向 。 * 印 は 500kW, その 他 は 300kW また は 
120kW 送信 。 
24.0000.45 : *21, 725 (160?) 
*15,165 (1309) 
01.00 て 01.45 : *21, 725 (1705)  *17, 740 (1405) 
9,660 ( 無 指向 性 ) 
15, 225 (160?) 15,205 (2909) 
*15,175 (2159) 
17, 830 (2255)  *17, 740 (1305) 
*15,175 (170?) 9,610 (2005) 
04.00 て 04.45 : *15, 205 ( 359)  *15, 180 ( 255) 
15, 175 (2909) 
05.00 て 05.45 : *15,205 (2209) 
*15,165 (1705) 
06.0006.45 : *15, 205 ( 505) 
*15,165 ( 659) 
07.00 て 07.45 : *15,205 ( 759?) 
*11,860 ( 359) 
15, 225 (2905) *15,205 (2205) 
11, 855 (2909) 
09.00 こ 09.45 : *15,225 ( 80?) 15,165 (2455) 
11, 870 (290?) *11,855 〈 905) 
10.00 て 10.45 : * 9,665 (220?) 9,590 (2905) 
9, 580 (275?) 








15, 175 (275?) 


02.00-02.45 : 


03.00-<03.45 : 


15,175 (245?) 
6,015 ( 無 指向 性 ) 
15,175 (2455) 























15,180 (220?) 


08.00- て 08. 45 : 


11.00 て 11.45 : *11,810 ( 95?) 
9, 580 (2905) 
9,680 (3205) 

* 9,580 (115?) 

13.00 て 13.45 : *15,180 (130?) 

9,565 (2905) 

14.00 て 14. 45 : *15, 180 (215?) *11,870 (150?) 

11,860 (330?) 

17,830 (160?) *15,185 ( 35?) 
*15,165 (130?) 9, 580 ( 無 指 向 性 ) 
16.00 て 16.45 : 21,735 (120?) 、*17,740 (170?) 

* 9,590 (200?) 
19.00 て 19.45 : *17,810 ( 75?) *15,225 ( 35?) 
9,590 ( 無 指 向 性 ) 

20.00<20.45 : 25,615 (150?) 、*21,700 (220?) 

*15,225 ( 80?) 6,010 ( 無 指向 性 ) 

15, 225 (290?) *15,175 ( 905) 
*15,165 ( 35?) 9,590 ( 無 指向 性 ) 

22.00 て 22.45 : *21,700 (160?) 15, 175 (290?) 

*15,165 ( 80?) 9, 590 ( 無 指向 性 ) 

23.00 ン 23.45 : *15,225 (115?) *15,205 ( 90?) 

15, 165 (150?) 

日 曜 19.00 一 月 曜 14.45 の 送信 の うち , 19.00, 22.00, 
23.00, 01.00, 02.00, 04.00, 05.00, 07.00, 09.00, 13.00, 
14.00 か ら 各 30 分 が 英語 Norway Today。 (三川) 

Switzerland 赤十字 放送 は 5 月 か ら 毎 月 最終 日 曜日 
(6 月 24 日 , 7 月 29 日 。 8 月 26 日 , 9 月 30 日 , 10 月 28 日 , 11 月 
25 日 , 12 月 30 日 ) に 英語 ・ フ ラン ス 語 で 放送 。 お も な も の 。 

18.40 て 19.10 (18.40 英語 ,。 18.55 フラ ンス 語 ) : 

21,.630 17,795 (アフ リカ 向 ) 
21,520 17,830 (アジ ア 向 ) 

選 日 (月 曜 ) 00.45-01.15 (00.45 英語 , 01.00 フラ ン 

ス 語 ) : 17,785 (アジ ア 向 ) 


9,680 (300?) 


12.00 て 12. 45 : 9,590 (290?) 


9,645 (330?) 


15.00 て 15. 45 : 


21.00 て 21.45 : 


South Africa RSA 放送 の 冬 の スケ ジュ ー ル (5 月 
6 日 9 月 2 日 )。 * 印 は 500kW, その 他 は 250kW。 カ ッ 
コ 内 は 送信 ビー ム の 方 向 。 

19.00 ン 19.26 (アン ゴ ラ ・ モ ザン ビク ・ ポ ルト ガル 向 ポ 
ルト ガル 語 

*25, 790 (340?) *11,900 (320?) 

19.30 こ 20.30 (アフ リカ 向 Lozi 語 

*11,900 (335?) 
20.00~20.56 (アフ リカ ・ 英 国 ・ 中 東向 英語 ) ・ 

*25, 790 (340?) 21.535 ( 7?) 15.220( ??) 

21.00<21.56 (中 央 アフ リカ ・ フ ラン ス ・ ベ ルギー・ ス 
イス 向 フ ラン ス 語 

*25, 790 (340?) 21,535 ( 7?) 15,220 (357?) 

22.00<00.56 (アフ リカ ・ 英 国 ・ 中 東向 英語 ) : 


7,270 ( 765) 





*25, 790 (340?) 15,220 ( 79?) 
24.00-04.56 (アフ リカ 向 Lozi 語 
* 5,980 (3355) 
01.00 て 01.56 (オラ ンダ ・ ベ ルギー 向 オ ラン ダ 語 
21,530 (340?) *15,185 (350?) 
01.00-01.56 (ケニヤ ・ ウ ガン ダ ・ タ ン ザ ニア 向 Swa- 
hili 語 
*11.900 ( 20?) 9 585.《:1755 
02.00ー02.56 (ドイ ツ ・ オ ー ス トリ ア ・ ス イス 向 ド イツ 
語 ) : 
21,530 (340?) 15,185 (350?) 
02.00<02.56 (マラ ウイ ・ ザ ン ビ ア ・ ジ ン バ ブ ェ エ 向 
ChiChewa 語 
200 6 お 9 4.990 ( 75) 
03.00 一 03.56 (中 央 アフ リカ 向 フラ ンス 語 
*11,900 (3505) 7,270 (3405) 5,955 (3405) 
04.00-04.56 (アン ゴ ラ ・ モ ザン ビク ・ ポ ルト ガル 向 ポ 
ルト ガル 語 
*11.900 (335?) 
3,230 ( 765) 
05.00-05.56 (西アフリカ ・ フ ラン ス ・ ベ ルギー・ ス イ 
ス 向 フラ ンス 語 ) : 
*11.900 (350?) 9, 585 (340?) 7, 270 (320?) 
06.00~06.56 (西アフリカ ・ 英 国 向 英 語 ) : 
*11,900 (3505) 9,585 (340?) 7,270 (3209) 
07.00ー07.56 (ブラ ジル 向 ポ ルト ガル 語 
9, 580 (260?) * 6,065 (264?) 
08.0008.56 (中 南米 向 ス ペイ ン 語 
9, 580 (260?) 6, 160 (270?) * 6,065 (240?) 
11.00 一 11.56 (カナ ダ ・ 米 国 向 英語 
*11.730 (305?) 9,615 (305?) * 5,980 (3209) 
12.00-13.26 (アフ リカ 向 英語 ) : 
9,585 ( 17?) 7,270 ( 7?) *5,980 (209) 
4.990 ( ?5) 32307( , 590 
13.30>14.26 (中 央 アフ リカ 向 フ ラン ス 語 
*11.900 (350?) 9,585 (340?) 7,270 (3409) 
13.30--14.30 (アフ リカ 向 Lozi 語 
* 5,980 (335?) 
14.30>15.26 (西アフリカ ・ フ ラン ス ・ ベ ルギー・ 
スイ ス 向 フラ ンス 語 ) : 
17, 780 (340?) 15,220 (340?) *11,900 (350?) 
15.30-16.30 (アフ リカ ・ 英 国 向 英語 ) : 
17, 780 (340?) 15,220 (340?) *11,900 (350?) 
2 が:270<6YY が 9 
日 曜 17.30-17.56 (ケニヤ ・ タ ン ザ ニア ・ ザ ン ビ ア 了 ・ 
ン バ ブ ェ エ 向 Afrikaans 語 
17.780 ( 75) *11.900( 5?) 72270 795) 
日 曜 18.00ー18.56 (南部 モザ ン ビ ク 向 Tsonga 語 
7,270 ( 765) 


9,585 ( 79) 


7, 270 (320?) 5, 955 (320?) 
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海外 か ら の 日 本 向 日 本 語 放送 一 覧 


周波 数 :kHz 5 月 25 日 現在 





時 間 : 日 本 時 間 















































ラジ オ 韓 国 Seoul, Korea ラジ オ ・ オ ー ス トラ リア 

06:00 一 08:00 | 5.975 〒107 赤坂 局 私 書 箱 64 号 ラジ オ ・ オ ー ス トラ リア 東京 支局 
09:00 一 11:00 | 9.640 19:00 一 20:00 | 15.410 11.800 

16:00 一 18:00 | 7275 5,975 22 :00 一 23:00 | 11.800 9,710 

20:00 一 22:00 | 6.175 6,135 1.170 トラ ンス ・ ワ ー ル ド ・ ラ ジオ ・ パ シフ ィ ッ ク 
24:00 一 01:00 | 1.449 891 Trans World Radio Pacific, P.O.Box 3518 
朝鮮 中 央 放送 Pyongyang, Korea Agana, Guam 96910 

06 :00 一 07:50 | 11.780 9,600 9,505 783 | 06:00 一 07:00 | 11840 

13 :00 一 14:50 | 11,830 11.780 9,505 783 19 :30 一 23:30 | 11.765 

18 :00 一 23:50 | 6.540 3.015 783 KYOI (サイ バン 島 ) 
北京 放送 局 Peking, China 01:00 一 07:00 | 9.670 12:00 一 19:00 | 15,190 
06 :30 一 06:55 9.965 7,480 4.960 3,960 1.044 07 :00 一 12:00 5.405 19 :0001:00 | 11.900 
18 :30 一 00 :25 11,515 7,480 4.960 3.960 1.044 FEBC ラジ オ ・ イ ンタ ー ナ ショ ナル 

自由 中 国 の 声 〒106 次 布 局 私 書 箱 21 号 〒100-91 東京 中 央 局 私 書 箱 1055 号 FEBC 東 京 支局 
06 :00-07:00 | 11.745 9.575 7.130 | 19:30 一 20:00 9.715( フ ィ リ ピン ・ マ ニラ ) 

20 :00 一 21:00 | 11745 9.765 7.130 20 :30 一 21:30 9,.675( サ ン フ ラン シス コ KGETI) 

23 :00 一 24:00 | 11745 7.130 21 :30 一 22:45 1.566( 韓 国 ・ 済 州 島 HLAZ) 
ラジ オ ・ ベ リタ ス ・ ア ジア 国連 放送 Radio and Visual Serviees Division, 





























Radio Veritas Asia, P.O.Box 939, United Nations。 New York, N. Y. , 
Manila, Philippines 10017 U.S.A 
09:00 一 09 :25 685 19300-19 15 11.090(SSB. 下 側 ) 9,565 
21500F ウ 小 025 9,605 (土曜 ) フィ リピ ン 中 継 15,250 
べ ベト ナム の 声 Voice of Vietnam, Hanoi, Vietnam スリ ラン カ 放 送 協会 
07 :00 一 07 :30 15,.010 10,040 S.L.B.C., P.O.Box 574, Colombo, Sri Lanka 
21200 王 1-30 15,010 10,040 20:15 一 20 :30 17,850 15,120 11,.835 
3900 一 23.180 15,010 10,040 (月 ・ 金 曜 ) 
ラジ オ ・ タ イラ ンド Radio Thailand, Bangkok 2, アン デス の 声  HCJB, Casilla 691, Quito, 
Thailand Ecuador 
23.00c>28:25 11,905 9,655 20:30 一 21:00 11,835 9,715 3 
イン ド ネ シア の 声 アル ゼン チン 海外 向 放送 局 
Suara Indonesia, P.O.Box 157, R.A.E., Sarmiento 151, Buenos Aires, Argentina 
Jakarta, Indonesia 19 :30 一 20 :30 11,710 
20:30 一 21:00 | 11.790 (月 一 土曜 ) | 
モス クワ 放送 局 Radio Moscow, U.S.S.R. 英国 放送 協会 〒102 麹町 局 私 書 箱 29 号 BBC 日 本 語音 
07 :00 一 07 :30 11915.11 730 9.675 9 の 510.1.851 07 :00 一 07 :30 極 東 中 継 15.320 11,865 9,580 7,180 
720 20:00 一 20:30 18,080 
18 :30 一 20:00 | 17,885 15,245 11,915 9,540 9,510 板 東 中 継 15.360 11,955 9,725 
6,050 6,020 1.251 720 630 ドイ ツ 海 外 放送 〒100-91 東京 中 央 局 私 書 箱 132 号 D.W. 
20:00 一 21:00 17,885 15,245 11,915 9,540 9,510 20:30 一 21 :30 15,400 11,820 11,.805 
6,050 6,020 1.251 720 630 11.850(SSB 上 側 ) 
21:00 一 22:00 17,885 15,285 9,665 9,510 1,251 マル タ 中 継 17.825 15,320 
720 630 バチ カン 放送 局 Vatican Radio, Vatican City 
23:00 一 24 :00 15.285 1730: 9.790 9.510 1251 06 :45 一 07 :00 11.830 9,615 6,015 
720 630 19 :30 一 19 :45 17,865 15,190 
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新 周波 数 物 守 
赤十字 放送 局 

赤十字 放送 (Red Cross Broad- 
casting Service) は 国際 赤十字 が 
スイ ス 放 送 の 送信 機 を 使っ て 実 
施 。 平 時 に は 試験 放送 , 戦時 に は 
国際 赤十字 か ら 必 要 な 情報 を 1 日 
最大 12 時 間 放 送 す る 。 

5 月 か ら 試験 放送 を 拡充 し , 毎 
開 M 回 ゲラ 世 学 語 , 

ドイ ツ 語 , ポル ト ガ ル 

語 , スペ イン 語 で 放送 し て いる 。 
アジ ア 向 け に は 毎月 最終 日 曜日 
(6 月 24 日 , 7 月 29 日 ) の 18.40 て 
18.55 に 英語 で 放送 。 21, 520kHz 

(アジ ア ・ オ ー ス トラ リア 向 ) と 
17, 830kHz。 ほか に 東 ア フリ カ 和 阿 
け 21, 630kHz, 西 アフ リカ 向け 
(に 17, 795kHz も 使用 。 

21, 520kHz は スイ ス 放 送 で お 
な じみ だ が , 今春 以来 , 入 感 し て 
も 弱い 日 が 多い 。17, 830kHz は 混 
信 は ある が 実用 に な る は ず 。 

続い て 18. 55~19. 10 に 同じ 周波 
数 で フラ ンス 語 番組 。 そ し て 深夜 
00. 45~ こ 01.15 に 17,785kHz で 再 
放送 が ある 。 

レポ ー ト は 英語 か フラ ンス 語 で 





英語 。 フラ 


ジス 語 。 





Red Cross Broadcasting Service, 
17, Avenue de la Paix, CH-1211 


Geneva, Switzerland へ 。 (小林) 


の ダイ ヤル ポイ ント ② 














の ダイ ヤル ポイ ン 


V 局 物 震 
Radio Nacioni, Bata 
4 925kHz を 使っ て いた Radio 


Nacional, 





・ 赤道ギニア 国営 放送 局 の 1 つ ) 
が , 5 月 中 旬 に 突然 5, 005kHz に 
動い た 。 い わ ゆ る V(Varying in 
frequency) 局 で ある 。 い つど の 周 
波数 に 動く か わか ら な い 。 

03.00 ご どろ から 部 族 語 で 入 感 す 
る 。 数 年 前 は 04.00 ご どろ 15 分 くら 
い の ス ペイ ン 語 ニュ ー ス が あっ た 
が , 現在 で は と の 時 間 も 部 族 語 の 
み 。 話 の 番組 が 多く , その 合間 に 
1 曲 く らい 短 か い 音楽 は ある 。 ア 
フリ カリ ズム に アフ リカ ・ メ ロ デ 
ィ 。 CM 放送 も し て いる 由 。 05. 30 
か ら は 比較 的 音楽 が 多い が , や は 
り 部 族 語 。 と き に スペ イン 語 の 歌 
は 出る 。 

06.10 どろ か ら スペ イン 語 ニ ュ 
ー ス と な る 。06.30 ご どろ 終了 アナ 
ウゥ ンス と な り , マー チ 調 の 国歌 で 
終了 する 。 ス ペイ ン 語 局 名 Radio 
Nacional de Guinea Ecuatorial。 
と の 国 は 旧 ス ペイ ン 人 。 い ま も ス 

ン 語 放送 も し て いる 。 5, 005 
kHz で は 5MHz の 標準 電波 が 混 
信 。4, 925kFHIz な ら 05.40 以後 は 
中 国 ・ 黒 竜 江 局 に つぶ なさ れる 。 返 
信 は あて に な ら ぬ 由 。 (田渕) 
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今月 の ダイ ヤル ポイ ント ② 














壊 ベ リ ・ カ ー ド 物 震 
FEBC 

世界 各地 の いく つも の 送信 所 か 
ら 多 く の 言 語 で 放送 し て いる キリ 
スト 教 局 は か な りあ る が , 日 本 向 
日 本 語 放 送 が 3 つの 送信 所 か ら 出 
で て いる の は , FEBC ラジ オ ・ イ ン 
ター ナシ ョ ナル だ け で ある 。 

4 月 か ら 受 信 証 ( さ リ フィ ケー 
ショ ン ・ カ ー ド ) の 発行 方 法 が 変 
更 。 3 局 独立 の 宛先 と な っ た 。 

マニ ラ 局 (19. 30~20.00 : 9, 715 
kHz) の 受信 レポ ー ト は Japanese 
Section、FEBC, Box 1, Valen- 
zuela, Metro Manila, Philippnies 
2627 へ 。 

サン フラ ン シス コ 局 (KGEI。 
20.30 て 21.30 : 9, 675kHz) は Ja- 
panese Section, KGEI, P. O. Box 
15、San Francisco, Calif.、94101 
U.S.A. へ 。 

と も に 140 円 分 の 切手 同封 ( 返 
信 料 分 の 由 )。 受信 レポ ー ト の 内 
容 な ど は , それ ぞ れ の 放送 の 中 の 
アナ ウン ス 人 注意 。 

も う 1 局 , 韓国 ・ 済 州 島 局 (HH 
LAZ。21.30 て 22.45 : 中 波 1.566 
kHz) は 100-91 東京 中 央 局 私 書 箱 
1055 号 FEBC 日 本 支社 へ 。 



































レポ ー ト 本 文 は 各局 と も 日 本 語 
直せ 3 ( 小 杯 ) 
ツ ピ エト 3 カナ ダ 
錠 =- ま ーーN60 
T | 







































































一 CD の エン ファ シス 時 

伝送 系 の 8 〆N を 改善 する 手法 と し て エン ファ シ 
ス を 用 いる と と が よく ある 。 と れ は 雑音 が 目立つ 高 
域 を 送り 出し 側 で 上 昇 させ , 受信 また は 再生 側 で そ 
の 分 を 下げ て 元 に も どす 方 法 だ 。 エ ン フ ァ シ ス が 最 
も 効果 を 上 げ て いる の が , FM 放送 で , テー プ の 録 
再 で 一 般 化 し て いる ノイ ズ ・ リ ダク ショ ン $ ゃ 一種 の 
エン ファ ジス と 見 て よい 。 エ ン フ ァ シ ス は 強調 と い 
う 意味 だ が , 送り 出し 側 の 高 域 を 上 昇 さ せる と と を 
プリ エン ファ シス , 受け 側 の 元 に も どす と と を ディ 
エン ファ シス と いう 。 CD で も と の 手法 を 用 いて よ 
いと と に な っ て いる 。 つ まり と の 手法 を 用 いて いる 
も の と そう で な い デ ィ ス ク が 共存 し て いる の で , そ 
の 有無 を 判別 する 信号 を ディ スク に あら か じ め 記 録 
し , プレ ー ヤ で それ を 判読 し て リレー を 自動 的 に 切 
り 替 える よう (に な っ て いる 。 つ まり , ユー ザー は エ 
ン フ ァ シ ス が か か っ て いる か どう か を 判別 する と と 
は で き な い し , 気 に す る 必要 が な い の で ある 。 
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馬 量子 化 雑音 と デザ 画 

毒 を も っ て 毒 を 征 す と いう と と わざ が ある が , と 
の た と えた 似 て いる の が , ディ ジタル 録音 一 再生 時 
に 発生 する 量子 化 雑音 対策 だ 。 量 子 化 雑音 は アナ ロ 
グ 信 号 を 標本 化し 次 に 量子 化す る が , この 時 に 元 の 
信号 と の 差 と し て 発生 する の が 量子 化 雑 音 だ 。 と の 
雑音 は 信号 の な いと き は も ちろ ん まっ た く 発 生 せ 
ず , 少し で も 信号 が 入れ ば 一 定量 出 て くる と いう も 
の で , ちょ っ と アン プ の クロ ス オ ー バ ひずみ 人 似 て 
いる 。 し た が っ て 小 信号 時 に 目立つ と と と , 信号 の 
有無 に よっ て 変化 する の で 大 い に 気 に な る 。 と れ を 
解決 する た め に 信号 に あら か じ め 雑 音 を 混入 させ る 
と と に より , 電子 化 雑音 を その 中 に うず も ら せ て し 
まい 白色 化 。 つ まり いつ も 一 定量 出 て いる 雑音 に し 
て し まう の が デザ と いう 手法 で ある 。 も ちろ ん 量子 
化 雑音 は ビッ ト 数 が 上 が る ほど 小さ く な る わけ だ 
が , 16 ビ ッ ト で は 極 く 微少 な 信号 だ 。 し か し , 絶対 
ノイ ズ が 小さ い だ け に 問題 だ な る わけ だ 。 


















































一 シス テム ・ デ ィ ス ク 画 

フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク を 備え た マイ コン な ど を 購 
入 す る と , シス テム ・ デ ィ ス ク が 付属 し て きま す 。 
も ちろ ん 別売 の と と も 多い の で す が , いずれ に し て 
も と の シス テム ・ デ ィ ス ク を 指定 され た ディ スク ・ 
ドラ イブ 装置 に 差し 込ん で コン ピュ ー タ の 電源 スイ 
ッ チ を ON に する と , まず ディ スク が 回 転 し , し ば 
らく 経っ て か ら CRT 画面 の 表示 ,. その ほか が 正常 
動作 状態 と な り ま す 。 場合 に よっ て は 途中 で 一 定 の 
キー 操作 を 要求 され る と と も あり ます が , と に か く 
ョ 8 必 民 ュ ーー タ は ジス テム ディズ スク か ら プ ログ ラム 
を 読み 込ん で か ら で な けれ ば 動作 状態 と は な り ま せ 
ん 。 つ まり シス テム ・ デ ィ ス ク と は , DOS の プロ 
グラ ム を 書き 込ん で ある ディ スク な の で す 。 

た と えば , 日 電 の PC-8037-2W は , 別売 の Ns。 
DISK-BASIC 用 シス テム ・ デ ィ ス ク で す が , PC- 
8801-mk I で は Na DISK-BASIC 用 ディ スク が 付 
属さ れ て いま す 。 





マイ コン ディ ジタル 


較 DOS (ドー ス ) 田 

OS の 一 種 で ペ ディ スク ・ オ ペレ ー テ ィング ・ シ 
ステ ム の 略称 で す 。 と の と と か ら も わか る よう に , 
外部 補助 メモ リー と し て フロ ッ ピ ー・ デ ィ ス ク や 固 
定 デ ィ ス ク を 備え た コン ピュ ー タ ・ シ ステ ム 用 と し 
て 設計 され た OS の と と を いい ます 。 

ディ スク ・ メ モリ ー を シス テム の 中 に も た な い コ 
ンピュータ で は , OS の すべ て を 内 部 の ROM に 収 
容 し て お か な けれ ば な り ま せん か ら , 内 部 メモ リー 
の 総 容 量 に 制限 が ある た め , 豊富 な 機能 を 備え た O 
S を も と うと する と , ユー ザー が 自由 に 使え る メモ 
リー の 領域 (RAM ェ リ ア ) が 少な く な っ て し まう 
欠点 が あり ます 。 と と ろ が と の DOS で は , OS の 
基本 的 な 一 部 分 だ け を ROM に 入れ て お き , ほか の 
大 部 分 を ディ スク 収容 し て お いて , その つど , 〇 O 
S の 必要 な 部 分 だ け を 読み 出し て 使う よう に し て い 
る の で , ユー ザー・ エ リア を 眉 牲 に し な いで 多 機 能 
な OS を 利用 する と と の で きる 長所 が あり ます 。 






























































編集 後記 


支 期待 の 衛星 放送 が 開始 され まし た 
が , その 放送 を 5 月 12 日 , 13 日 に 受信 
し て みて , その 音 の 良さ と , 画質 は 素 
晴 し いも の で あり まし た 。 ゴ ー ス ト の 
な い 映 像 は 気分 良い も の で すね 。 5 月 
13 日 に N 響 の コン サー ト が , 音声 は B 
モー ド で 放送 され , その 音 を 聴い て み 
まし た 。 さ す が K PCM と いう だ け に 
その 音 の S/N の 良さ に は 一 番 感心 し 
まし た 。 ボ リウ ム を あげ る と いき な り 
音 が 出 て くる 感じ で , と の 感じ は コン 
パク トディ スク の 時 と 同じ で す 。 1 時 
間 に お よ な と の コン サー ト は , 十分 楽 
し ませ て くれ まし た 。 今 ま で の テレ ビ 
放送 で も 行わ れ て いた コン サー ト と は 
全く 違っ て 迫力 ある 音 で す 。 と うな っ 
て 来 ま す と , 今 ま で の テレ ビ の 音 も る 試 
聴 条 件 が , か な り 変 わっ て 来る の で は 
































な いで し ょ うか 。 特 に 部 屋 の 防音 対策 
な ど が ます ます 必要 と な っ て 来る の で 
は な いで し ょ うか 。 今 ま で テレ ビ と オ 
ー デ ィ オ は 別々 に 考え て いま し た が と 
の 衛星 放送 が 本 格 的 に な っ て 来る と, 
テレ ビ の 音声 も 今 あ る オー ディ オ 装 軒 
の ソー ス と し て 十分 な も の と な っ て 来 


に で ID だ つき 


放送 が AM か ら FM へ 変わ っ た と 
き の 音 の か わり よう と 同じ で ある と い 
えま し ょ う 。 世 の オ ー デ ィ オ の ソー ス 
も CD が 多く な り , その 音 の 良さ , ダ 
イナ ミッ クレ ンジ の 広 さ , S/N な ど 
認め られ て いま す が , 放送 波 も いよ い 
よ デ ィ ジ タル 時 代 に 入っ た と いえ まし 
お の 

た だ 残念 な と と は , ど 存 知 の よう に 
チャ ネル が 1 波 に なっ て し まっ た と と 
で す 。 来年 の 8 月 に な り ま す と 「 ゆ り 
2 号 -b」 が 打ち 上 げ ら れる 予定 の よう 
で す が , それ に 大 き な 期 待 を か けた い 





も の で す 。 と れ で 放送 界 も る AM か ら 
FM, FM か ら PCM と より よい 電波 
の 放送 と 変わ っ て いく と と で し ょ う 。 

婦 ス ピー カ も ブッ クシ ェ ル フ 形 を 中 
心 ICi フロ ア 形 ,。 コン パク トト 形 と いる 
いろ 研究 が され て いる よう で す 。 特 に 
最近 の スピ ー カ , ブッ クシ ェ ル フ 形 に 
大 き な 音 の グレ ー ド アッ プ が み ら れ ま 
す 。 と れ と 同時 に , 音 の 定位 の 問題 あ 
る い は 音 場 の 問題 を テー マ に し た , ス 
ピー カ が 研究 され て いる よう で す 。 今 
回 , 本 誌 で も 紹介 し まし た , B&W の 
スピ ー カ は ヨー ロッ パ の も の で す が , 
一 見 , 何 の 変 折 ちな いか っ と う を し て 
いま す が , と れ の 音 が びっ くり し ます 。 
音 の 定位 , 音 場 感 が ある の で す 。 日 本 
の スピ ー カ に な い 音 な の で し た 。 一聴 
だ あたい する スピ ー カ で じ よ う 8 

式 来 月 号 は , フル レン ジス ピー カ を 
使っ た 楽し い ス ピー カ 工 作 を 特集 し ま 
す 。 














最近 プロ 野球 の TV, ラジ オ の 解 
説 者 の 質 が ? い ろ い ろ 言 われ て いる が 
その 前 に すべ て が ジャ イア ン ツ ーー 辺 倒 
の 放送 , 報道 は な ん と か な ら な い の だ 
ろう か 。 世 の 中 すべ て が 巨人 ファ ン な 
ら と も か く , 野球 が 好き で 白熱 し た 好 
ゲー ム を 期待 し て いる 本 当 の 野球 ファ 
ン も いる と いう と と を 考え て も らい た 
い 。 別に 巨人 が キラ イ だ か ら 言 う 訳 で 
は な い が , 勝ち 負け は あく まで も 結果 
で , ど と の 球団 の 選手 も 一 生 懸 命 や っ 
て いる は ず 。 そ の プレ ーK 対 し て 公正 
に 情況 を 教え て くれ る の が アナ ウン サ 
ー の 使命 で ある と 思う の だ が ./ (R) 











衛星 放送 を 5 月 12 日 , 13 日 と 見 聞 
し , 新しい メデ ィ ア の 予感 を 十分 与え 
て くれ た と と を 報告 する 。 ま さ に ニュ 
ー メ ディ ア を 発展 的 に 考え る 指針 を も 
与え て いる 。 と と 1, 2 カ月 衛星 の 故 
障 に つい て 話題 に な っ て いる が , 1 
CH 使用 可能 と いう の は , と の 上 な い 
幸 で ある 。 未知 へ の 希望 と , ニュ ー メ 
ディ ア へ の 利用 展開 が 大 きく 広 ろ が る 
べく , 実験 が 推進 され る だ ろう か ら 。 

最後 に 感想 を 一 言 。 鮮明 な 映像 と 港 
ん だ サウ ンド に ふれ た 事 は , 非常 に 得 
く を し た 様 な 気持 ち で ある 。 日 常 が ゴ 
ー ス ト を TV の 友 と し て 見 て いる せい 
だ ろう か ? い や , そう で は な く 良 いも 
の は 良い の で ある 。B モー ド の 番組 が 
増え る 事 を 希望 する 。 (N) 

今 5 月 末 に 開催 され た マイ コン ショ 


ー を 取材 に 行っ た が (誌面 で 紹介 する 
の は 8 月 号 に な っ て し まう が ), や は 
り , 新 製品 を 発表 し た 富士 通 の FM- 
77, 日 立 の S1, シャ ー プ の MZ-1500 
各社 の MSX パソ コン お よび MSX 対 
応 3.5 イ ンチ の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク , 
プリ ンタ 関係 に 人 気 が 集 まり , また , 
と これから 8 ビッ ト パ ソ コン は , フロ ッ 
ピー 内 蔵 型 が 主流 に な り そ う で ある 。 
(HH) 

最近 は , コン パク トディ スク ば か 

り を 使っ て , 従来 の アナ ログ プレ ー ヤ 
は , 使わ な く な っ て し まっ た 。 い る ろ るい 
ろ な 機器 の 試聴 に と この コン パク トディ 
スク が 重宝 が られ て いる 。 ソ ー ス の 種 
類 も が 然 多 く な っ た し , 聴き た い 曲 も 
豊富 に な っ て 来 た 。 CD も いよ いよ ょ 充 
実 さ れる か 。 (XX) 
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直接 購読 の し お り 


予約 購読 を 希望 され る 際 は , 本 社 に 
直接 「 カ ワ セ 」 また は 「 振 替 口 座 」 東 
京 1-49701 で と 注文 下さ い 。 

また 本 誌 は 十分 注意 し て 製作 し て 
お り ま す が , も し 頁 が 欠け て いた り , 
製本 上 不備 な 点 が あり まし た ら , お 買 
い 上 げ 書 店 か , 当社 直販 課 に ど 連 絡 下 
され ば , お 取り 替え いた し ます 。 
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標準 信号 発生 器 | 


LSG-203 


Ysoo000 ーーー | 


コー1GHz S8G 


し か も 、 周 波数 ・ 出 カレ ベル ・ 変 調 の デジ 


シン セ サ イ ザー 方 式 の 標準 信号 発生 器 に ニュ ー モ デル の 誕生 
で す , 周波 数 範囲 は 、800MHz-1GHz を 実現 。 し か も 、 周 波数 
出力 レベ ル ・ 変 調 の すべ て を テン キー で デジ タル 設定 で きる う 
え 、 こ の 3 項目 を | 組 と し て 100 ポ イン ト ま で メモ リー で きま す 。 

も ちろ ん 、 パ ネル 操作 の すべ て を リモ ー ト コン トロ ー ル 可 能 に し 
まし た 。 操 作 性 と 周波 数 範囲 を アッ プ す る と と も に 、 ロ ー コ ス 
ト を 実現 し た LSG-203。 パー ソナ ル 無 線 を は じ め 、MCA, 自 
動車 電話 な どの 信号 源 と し て お 役立て くだ さい 。 










同 右 還 人 還 | 








we 
NR 


タル 設定 を 実現 し た LSG-203。 


| 

周 小数 革 囲 ……… 800--999.9999MHz 

分 解 能 ……………… 100Hz 

周波 数 確度 ……… 0.5ppm 

RF 揚 あ … で e er -10 て 110dBz(0dB= luV 開放 半 ) 


-123->-3dBm(0dB=ImW) 
内 部 変調 周波 数 …300Hz, | kHz,3kHz 
※ 外 部 変調 も 可能 
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